
と
を
示
し
て
い
る
。
本
論
文
は
紙
幅
の
許
す
範
囲
に
お
い
 て
 、
原
典
の
主
要
部
分
を
出
来
る
だ
 け
 精
確
に
解
釈
し
 、
 其
の
構
造
を
明
ら
か
 
 
 

八
 論
文
要
旨
 V
 
 ョ
永
募
集
 
ヒ
は
 、
一
見
平
易
に
見
え
て
、
 
意
 外
に
其
の
本
質
を
捉
え
難
い
文
献
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
充
分
に
研
 

究
 さ
れ
て
い
な
い
。
 

こ
れ
を
精
確
に
理
解
す
る
為
に
 

、
 先
ず
第
四
章
者
 
摩
他
 頃
と
第
 五
章
 昆
婆
 舎
那
 頚
 と
を
比
較
し
、
両
者
の
間
に
形
式
内
容
の
両
面
 

に
 一
旦
っ
て
均
斉
射
 

称
の
関
係
が
存
す
る
こ
と
を
見
る
。
次
に
此
の
定
慧
に
対
す
る
 

捨
 と
し
て
の
第
六
章
 
優
畢
叉
額
 に
進
み
、
其
の
中
核
を
成
す
 

無
 縁
之
慈
 の
も
つ
意
味
 

を
 、
「
 
摩
詞
 止
観
 目
 と
の
関
係
に
お
い
て
考
察
す
る
。
更
に
「
 

永
 嘉
 集
目
と
牛
頭
法
制
 
の
 「
小
鉢
」
「
 

博
 陵
王
問
答
」
と
の
関
係
 
か
ら
、
遡
っ
て
三
論
 

系
 思
想
と
の
関
係
を
検
討
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
フ
木
募
集
 

」
の
主
要
部
分
を
解
明
し
た
上
で
、
そ
の
成
果
に
墓
 

き
 、
従
来
 の
 定
説
で
あ
る
「
 
台
 

禅
 融
合
の
最
初
の
著
作
」
と
い
う
見
方
を
問
題
に
し
、
そ
れ
が
 

種
々
の
意
味
で
成
り
立
ち
難
い
こ
と
を
示
し
、
最
後
に
筆
者
の
 

見
解
と
し
て
、
六
幕
 

文
覚
 は
 天
台
系
か
ら
出
発
し
て
最
後
は
天
台
を
離
脱
し
、
後
来
 

の
 南
宗
 禅
と
 同
等
の
体
験
内
容
に
到
達
し
た
 

習
禅
 者
で
あ
る
こ
 と
を
述
べ
る
。
 

八
 キ
ー
ワ
ー
ド
 
V
 
 大
裏
 集
著
摩
他
 
無
縁
悪
法
融
合
 
禅
 融
合
 

思
想
 

と
 

 
 

く
こ
れ
に
注
し
た
石
壁
 行
靖
も
、
 時
に
歎
じ
て
「
無
上
 請
文
。
 誠
難
消
釈
 。
」
（
上
士
 

知
人
 右
 ）
と
述
べ
、
後
の
幽
 渓
伝
燈
は
又
 前
者
を
多
用
 し
つ
つ
も
、
「
 旧
 淫
欲
 改
祇
 手
作
応
手
。
 貫
知
 宗
旨
者
 斗
で
」
（
 
名
ド
 の
 
目
 
銅
ぃ
）
（
 

2
 ）
と
こ
れ
を
 

、
ス
 

鴻
 
批
判
す
る
。
彼
は
全
体
を
改
編
 し
 、
表
題
ま
で
「
 氷
菓
禅
宗
 集
 」
と
改
め
た
が
、
俗
に
云
 う
晶
 肩
の
引
 き
倒
 し
に
近
い
。
こ
の
よ
う
な
 事
 
 
 

ぽ
愈
十
 
単
に
原
典
の
部
分
的
章
句
が
難
解
で
あ
る
と
 い
 5
 に
止
ま
ら
ず
、
全
体
の
根
本
趣
旨
、
つ
ま
り
六
幕
 集
の
本
質
が
把
捉
 し
 難
い
こ
の
 

古
木
ヒ
 
ヒ
、
ま
、
 

Ⅰ
 
u
 

風 

前 房 

敏 

夫 

「
禅
宗
 永
 募
集
 L
 の
 構
造
と
思
想
 



上
に
云
 う
 主
要
部
分
と
は
、
 著
 塵
地
頸
第
四
・
 毘
婆
 舎
那
 頚
 第
五
・
 優
畢
叉
頚
 第
六
を
意
味
す
る
。
翻
訳
す
れ
 ば
止
 ・
 観
 ・
 捨
と
成
 

り
 、
一
般
に
止
観
定
慧
の
均
斉
平
等
を
以
て
 捨
 と
な
す
と
 云
わ
れ
る
。
当
該
三
章
の
中
に
直
接
こ
れ
に
言
及
す
る
 
 
 

が
こ
れ
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
こ
と
は
、
四
・
五
を
比
較
 対
照
し
て
み
る
と
良
く
判
る
。
左
に
冒
頭
の
部
分
を
挙
 げ
て
み
よ
う
。
 

口
 Ⅲ
 

五
山
 

恰
恰
 用
心
時
。
 恰
恰
 無
心
用
。
無
心
情
 恰
用
 。
常
用
 恰
恰
 無
 。
 

失
念
 非
 。
 忘
 "
 塵
 両
下
。
 息
 。
 塵
非
 。
 息
 。
金
面
 不
 。
 忘
 。
 

大
滝
井
。
 
智
 両
下
。
 了
 。
答
弁
 "
 
鏡
面
 不
 。
 生
 。
 

塵
忘
 別
意
。
余
市
 
忘
 。
令
息
 則
忘
 。
崖
面
 息
 。
 

智
生
別
丁
。
 
境
 両
生
。
滝
下
 則
 智
生
布
 了
 。
 

忘
 。
崖
面
 息
 。
 息
 無
 @
 鳥
づ
 息
 。
 念
 前
志
。
 忘
 無
二
所
志
 づ
 

智
生
面
 工
 。
下
無
二
所
 了
づ
了
 。
 
境
 両
生
。
空
無
二
龍
生
 づ
 

忘
無
 ：
所
志
 
ィ
 鹿
道
 非
 。
 対
 。
 息
無
 ：
駝
鳥
 
づ
念
 滅
罪
。
 
知
 。
 

生
 無
二
龍
生
「
 
雄
 。
 
智
 市
井
。
 
有
 。
 了
転
ザ
所
了
 
「
 雄
 。
 境
而
 非
 "
 無
 。
 

%
 減
村
道
。
一
向
 冥
寂
 。
賈
が
 無
 "
 寄
 。
 妙
性
 天
然
。
 

無
期
 不
 。
 無
 。
 有
 即
非
。
 
有
 。
有
無
双
 照
 。
 か
悟
荒
然
 。
 

ぬ
 二
火
 
得
 。
 空
 。
人
別
自
滅
 っ
 空
輸
二
秒
桂
芝
 
非
相
ャ
 大
北
 二
 
妄
念
 

如
 三
人
 
得
 。
 薪
 。
 弥
加
 ：
 
織
盛
づ
薪
楡
 二
発
智
之
 多
境
 田
人
 比
 二
丁
 
境
 

之
 不
生
 ャ
 

ヱ
 妙
音
 づ
 

共
 秤
目
。
 忘
縁
之
後
 寂
寂
。
霊
知
之
性
歴
歴
。
無
記
香
味
 昭
昭
。
 
某
 秤
目
。
達
三
性
空
 -
 
面
 非
 。
 縛
 。
 雄
 "
 縁
 。
仮
 面
 無
 。
 著
 。
有
無
文
 境
 

  

 
 

面
的
理
解
に
資
す
る
、
 

 
 
 
 
 
 
 
  
 

に
し
、
そ
の
上
で
永
募
集
の
本
質
、
や
が
て
永
享
玄
覧
 

そ
 の
人
の
思
想
を
解
明
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

そ
 れ
は
中
国
仏
教
典
の
 
内
 



r 禅宗 永募 集目の構造と 思想 

「
 恰
恰
 無
心
」
の
一
段
は
別
と
し
て
、
「
 夫
れ
 …
…
」
 以
 下
 両
者
は
一
見
し
て
、
全
く
均
斉
対
称
の
関
係
に
在
る
 ，
 」
と
が
分
る
。
単
に
形
 

式
の
上
の
み
な
ら
ず
、
思
想
内
容
の
面
で
も
此
の
関
係
は
 保
た
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
字
句
を
逐
っ
 て
 絆
も
詳
し
く
考
察
し
 

て
み
よ
う
。
 

四
 田
の
主
題
は
合
鳥
食
・
 
忘
塵
 Ⅹ
即
ち
妄
念
が
静
ま
り
 対
象
を
忘
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
両
者
は
不
可
分
の
関
係
 に
 在
る
。
「
 そ
 

も
そ
も
塵
を
忘
れ
ぬ
げ
れ
ば
念
は
息
ま
ず
、
念
が
息
ま
な
 げ
れ
ば
塵
は
忘
れ
な
い
。
塵
を
忘
れ
る
と
い
う
こ
と
は
 、
 言
わ
ば
念
が
息
む
と
 

い
う
 条
件
が
あ
っ
て
忘
れ
る
の
で
あ
り
、
念
が
息
む
と
い
 う
こ
と
は
、
塵
を
忘
れ
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
息
む
の
 で
あ
る
。
塵
を
忘
れ
る
 

こ
と
を
条
件
と
し
て
念
が
息
む
の
で
あ
る
か
ら
、
息
む
と
 云
っ
て
も
、
念
だ
け
を
独
立
に
息
ま
せ
る
も
の
は
存
在
 し
な
い
。
念
が
息
む
こ
 

と
を
条
件
と
し
て
塵
を
忘
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
忘
れ
る
 と
 云
っ
て
も
、
忘
れ
ら
れ
る
も
の
が
独
立
に
存
在
し
て
 、
単
純
に
そ
れ
を
忘
れ
 

る
と
い
う
の
で
は
な
い
。
」
 

能
息
 と
所
忘
の
相
関
関
 係
 が
顕
わ
れ
る
。
「
忘
れ
る
と
云
っ
て
も
、
忘
れ
 ら
れ
る
も
の
は
存
在
し
 

な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
完
全
に
塵
を
忘
れ
る
の
は
、
そ
れ
 に
 対
応
す
る
存
在
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
。
息
む
と
 云
っ
て
も
、
息
ま
せ
る
 

も
の
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
念
が
完
全
に
息
む
 の
は
、
息
ま
せ
る
も
の
と
し
て
の
知
の
働
き
で
は
な
 

い
 。
」
此
所
で
は
 

「
 忘
 」
か
ら
「
 遺
 」
、
「
 
息
 」
か
ら
「
 滅
 」
へ
の
進
展
と
、
 
「
所
志
」
を
「
 対
 」
、
「
 
能
息
 」
を
「
 知
 」
と
置
き
換
え
た
 こ
と
に
注
目
す
べ
 
き
 

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
次
の
飛
躍
が
あ
る
。
「
 能
 夏
着
 と
し
て
の
知
が
消
滅
し
、
所
志
と
し
て
の
対
が
姿
を
消
 す
、
准
 ひ
た
す
ら
暗
く
 

静
か
だ
、
ひ
っ
そ
り
と
し
て
寄
る
辺
は
無
い
。
だ
が
気
が
 付
い
て
み
る
と
其
の
時
、
不
思
議
な
本
性
が
天
然
の
ま
 ま
に
現
わ
れ
て
い
る
 ピ
 

こ
こ
ま
で
を
取
り
敢
え
ず
五
山
と
対
比
し
て
み
よ
う
。
 主
題
は
大
智
生
・
 
了
境
 ）
 、
 即
ち
智
慧
の
働
ぎ
が
起
こ
っ
 て
 対
象
を
認
識
す
る
 
 
 
 
 

こ
と
で
あ
る
が
、
四
の
台
鳥
食
・
 

忘
塵
 ）
と
同
様
、
こ
の
 両
者
も
不
可
分
の
関
係
に
在
る
。
「
そ
も
そ
も
 境
 は
 智
が
な
け
れ
ば
認
識
 

は
 

 
 

さ
れ
ず
、
智
は
境
が
な
け
れ
は
発
生
し
な
い
。
智
が
発
生
 す
る
と
き
は
、
境
を
認
識
す
る
と
い
う
状
況
の
下
で
発
 生
す
る
の
で
あ
り
、
 
境
 

@
5
 
）
 

英
二
本
真
空
 -
 
釣
的
。
 

一
双
 照
 。
中
観
左
心
歴
落
。
 



わ
れ
方
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
然
し
実
感
は
あ
る
。
 五
 Ⅲ
は
、
単
独
よ
り
も
 四
 Ⅲ
と
比
較
対
照
す
る
こ
と
に
 よ
り
、
よ
り
よ
く
理
解
 

端
的
に
示
す
も
の
が
、
そ
の
後
に
続
く
火
の
警
 楡
 で
あ
る
 

が
 認
識
さ
れ
る
の
は
、
智
が
発
生
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
 が

 、
趣
旨
は
三
班
し
て
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
 
共
 

て
 認
識
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
智
が
発
生
す
る
こ
と
を
 条
 件
 と
し
て
境
は
認
識
さ
 

に
 
「
 其
辞
 」
を
以
て
結
 

れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
認
識
さ
れ
る
と
云
っ
て
も
、
 

智
と
 無
関
係
に
、
認
識
さ
れ
る
も
の
が
独
立
し
て
存
在
す
る
 こ
と
は
な
い
。
境
を
認
 

隷
 す
る
と
い
う
状
況
の
下
で
智
は
発
生
す
る
の
で
あ
る
か
 ら
、
 生
ず
る
と
云
っ
て
も
、
 
筈
 だ
け
独
立
し
て
発
生
さ
 せ
る
も
の
は
存
在
し
な
 

い
 。
」
龍
生
と
所
了
の
相
関
関
係
で
あ
る
。
 

「
生
ず
る
と
云
っ
て
も
、
自
主
的
に
そ
れ
を
発
生
さ
せ
る
 
も
の
は
無
い
の
だ
か
ら
、
 

も
の
を
認
識
す
る
 勘
 ぎ
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
自
体
 確
実
な
存
在
で
は
な
い
。
認
識
さ
れ
る
と
云
っ
て
も
、
 

認
識
さ
れ
る
も
の
が
 独
 

立
 に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
た
だ
智
の
対
境
 に
 過
ぎ
な
い
認
識
内
容
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
と
も
か
 く
 現
実
で
あ
っ
て
虚
無
 

で
は
な
い
。
」
同
じ
よ
う
な
事
態
に
対
し
て
、
論
理
 

を
 裏
表
に
使
っ
て
み
せ
た
の
で
あ
る
。
「
（
智
生
 
了
 境
の
現
実
は
）
無
で
あ
 

っ
て
無
で
な
く
、
有
で
あ
っ
て
有
で
な
い
。
 

有
 と
無
を
同
 
時
に
照
ら
し
観
る
時
、
不
思
議
な
悟
が
し
ず
か
に
現
れ
 る
 。
」
上
か
ら
論
 

理
 的
に
連
続
し
て
い
る
 よ
う
 で
、
 実
は
 凹
田
の
場
合
と
同
 じ
よ
う
 に
飛
躍
が
あ
る
。
共
通
す
る
妙
の
字
が
そ
れ
を
 一
 ホ
す
。
以
上
の
所
ま
で
 

四
 と
五
の
内
容
を
対
比
し
て
み
る
と
、
 

恰
度
 写
真
の
陰
画
 と
 陽
画
の
よ
う
に
、
同
一
事
象
の
両
面
を
成
し
て
い
る
 こ
と
が
分
る
。
こ
れ
を
 

ぶ
 。
四
の
方
の
後
半
に
つ
い
て
は
 靖
注
に
、
 

不
類
 含
生
 。
佳
汰
無
記
。
健
二
諦
 
知
体
づ
 昭
市
塵
。
 昏
 。
 魚
 吉
二
幕
博
之
 清
ャ
烏
 有
ニ
沢
木
 Z
 性
づ
 行
者
 於
 。
 中
 特
達
。
 
即
今
二
本
来
真
空
 ィ
 

（
七
十
五
友
）
 

と
あ
り
、
「
も
の
弁
え
ぬ
生
類
も
そ
の
棲
む
処
は
明
ら
か
 に
 知
る
。
だ
が
本
来
の
真
空
に
契
っ
た
者
に
現
れ
る
 世
 弄
 は
、
格
段
に
鮮
や
か
 

だ
。
」
と
い
う
程
の
意
で
、
す
ぐ
前
の
「
霊
知
之
性
歴
歴
 
」
、
更
に
前
の
「
 妙
性
 天
然
」
に
応
ず
る
。
そ
し
て
対
応
 す
る
五
に
依
れ
ば
、
 
上
 

込
 め
よ
う
な
 境
智
 相
即
に
徹
し
た
所
が
、
有
無
双
照
の
中
 観
 で
あ
る
と
云
う
。
 
全
双
照
 中
観
）
と
い
う
よ
う
な
 詞
 が
 、
大
事
案
独
特
の
使
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牡
と
 述
べ
て
、
 妙
旨
 が
一
箇
の
体
験
に
よ
っ
て
知
ら
れ
 る
こ
と
を
以
て
締
め
括
り
と
す
る
。
 

伊
 
u
 

永享巣ロ の 構造 

讐、 

如 故 其 

  
日 。 若 の 

対し 無知。 非 二期 に 
下 無   

  
英知 

  とは、 想 

出 
こ ると 如くせあ 、 ぱ るるに無生 れ 焼   五 

サま 

来 
こ 寂 あ         即 無 る 

と と り 外 ぃ 主 を 不 能 内 
容 

の   (1@  上 
い 一 ま こ 地 機 い 吉 雄 四 

であ 

る 

か 事 に の の 能 る 即 智 節 が 逗 

ら 象 現 よ 様 と か 非 而 ヤ @ Ⅰ 
分 有   れ、 。 無 

の と て 能 変 の (4) 有 の 

結 内 ぃ 力 わ 智 で 無 下   丑ム 

后肝ヰ 

セま ヤ @ し 無新 る。果すから に よ りは に自 は @ 二ロ 戒 照   つ 
の い 了 っべて 。 舌口 これ って 力し 5 、 １ 生、 わば 抄 。 繰 て 

の た を 把 。 自 ㈱ 悟 雄   も よ 

煩 ヶこ 返 後 
し ヤ @ - 
で 再   無 。 び 
ナ - Ⅰ 朽女 

だ後 

れ 
そ さ る 

限 と れ れ   半 
妙 判 其 9 表 は た ケ @ - 所が 

変 あ 
  
が 

ろ 
お   

現 
@ ノ 。   

る 

理 

の 

六 - Ⅰ 
め 

  昭   
し   て 

こ な 幻 も な そ   み 
よ 

境 らノ 

よれ 外     説か 火 では て のはび 違 う 。 」とな を裏返 だけで 

5@ (329) 



一
 

口
 ㈲
 

五
 ㈲
 

若
以
 。
 知
知
 "
 寂
 。
北
井
 二
 無
縁
 知
づ
如
 ，
手
鞠
 二
 如
意
「
 非
下
無
二
 
如
若
 管下
ニ
族
 墳
つ
即
是
境
 空
曹
。
 
如
 。
眼
下
 二
 花
 空
づ
足
下
，
在
室
 
-
 

意
 -
 
手
ね
 

眼
ぬ
 

若
以
二
 自
知
 -
 
如
。
赤
井
 二
 無
縁
 知
曄
如
 二
手
自
作
。
 
拳
 。
 非
 二
景
下
巻
 
若
 管
下
 ニ
於
智
づ
即
是
 智
 生
智
 。
 如
 。
眼
下
 二
 根
室
Ⅱ
足
下
 二
眼
 圭
 -
 

手
ぺ
 

眼
ぬ
 

 
 
亦
 不
二
 知
知
 。
 寂
 。
 亦
 不
二
自
知
 知
づ
不
 "
 可
 。
 為
二
 無
知
づ
白
 性
 了
然
 

智
雄
 。
。
 

了
 詩
境
 空
ャ
及
 以
下
。
智
生
 め
非
 "
 錦
 -
 
了
境
 智
づ
 境
 空
曹
 猶
 

 
 

も
 
一
応
理
解
出
来
る
が
、
然
し
少
く
と
も
そ
う
考
え
て
い
 
る
 限
り
、
換
言
す
れ
ば
そ
れ
が
思
想
的
理
解
で
あ
る
 限
 り
、
 言
わ
ば
そ
の
奥
に
 

何
か
が
残
る
。
そ
れ
が
消
滅
し
て
上
記
の
事
態
に
徹
底
す
 る
 為
に
は
、
一
箇
の
体
験
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
を
 端
 的
に
舌
ロ
 ぃ
表
 わ
し
た
も
 

の
が
、
こ
の
「
 知
滅
 村
道
 口
 だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
 の
よ
う
に
見
る
時
、
次
の
第
②
節
の
理
解
が
容
易
に
な
 る
 。
 

日
 田
の
終
に
は
「
 埋
握
 寂
寂
 是
 。
無
記
寂
寂
 非
 。
寂
寂
 握
 橿
是
 。
 乱
想
 握
握
 非
 。
」
と
い
う
一
文
が
あ
っ
て
 
、
 五
に
 は
 対
応
が
無
い
。
 

こ
れ
は
後
に
六
種
料
簡
に
詳
し
く
論
ぜ
ら
れ
る
も
の
で
あ
 る
が
、
此
所
で
は
承
前
越
後
の
意
味
で
注
釈
的
に
附
 け
 加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
 

ろ
 う
か
 。
 

り 詞 
の が 以 
も 重 上 

の でで 要を 綜 
あ あ 合   
主     
観 現 そ 
の 象 の 
機 世 要 
能 界 と 
と は な 
云 言 る 
っ わ 辞 
て ば 句 

  
界 と 四 
に 内 明 
触 界 知 
発 の 礼 7 
さ 接 も @ 
れ 触 引 
た す 用 
限 る し 
9 所 て 
の に い 

も 成 る 
の 丘 よ 
で   し う あ ヶ @ - 
  
と と け ) 
い 云 の 

う こて つ 『 知 
と も 北風 

ま 土 対 

」で では、 遺 観の機 

少 能 あ 
し が る ハ 受け考え @0 ト ツ 

れ 敗 何 
ぼ っ 故 
誰 た こ 
で 限 の 
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伊 禅宗太募集』 の 

様 が を 空 
  半 Ⅱ 理 で・   
も 然 て こ 

一 箇 しもと " " を 
の 何 管 理 
飛 処 を 解 
躍 ま 対 す 
で で 象 る 
あ 遡 と の 
る っ す は 
。 て る 比 
そ も 智 較 
し 残 が 的 
て る 土 や 
同 主 観 さ 
じ 観 と し 
よ と し い 
ぅ し て が 
に て 残 、 

合の 花 ? - 智 Ⅹ る主 観 
此 と 

眼 そ の し 
￥ れ 主 て 
の が 観 の 
讐 空 と 智 

楡 で し は 
を あ て 残 
吊 る の る 
い と 智   
る 、 も そ 
。 ど ま の 
た う た 智 
だ し 空 を 
原 た で 対 
文 ら あ 象 

として に就い 判る ること 

て の が " 
は か 判 そ が 問題 れ 四 。 れば 
                空 
あ の 境 で 
る 腸 管 あ 
。 合 の る   
7@ (331) 

安
然
 故
 。
 不
 。
周
三
族
兎
角
 づ
 

一
有
 。
了
 三
 
花
娘
 空
眼
ゴ
無
 ：
花
娘
 不
 。
 
了
 。
 

第
 ㈲
節
に
お
い
て
も
四
と
五
は
対
称
性
を
保
つ
。
 

四
 ㈲
 の
 主
題
は
「
 知
 。
 
寂
 」
で
あ
る
。
こ
の
全
癒
 半
は
、
 
Ⅲ
 に
 お
い
て
到
達
さ
れ
た
 或
 

る
 体
験
的
境
地
を
表
わ
す
。
そ
れ
が
如
何
に
し
て
知
ら
れ
 る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
傍
線
部
は
そ
れ
ぞ
れ
、
 

「
如
意
な
き
の
手
に
非
 

ず
 」
「
ま
た
知
も
て
寂
を
知
る
に
あ
ら
ず
、
ま
た
自
知
も
 て
知
る
に
あ
ら
ず
」
と
読
む
。
叙
述
は
一
見
平
明
な
 ょ
 5
 で
い
て
、
何
と
な
く
 

分
り
難
い
。
本
論
文
の
初
に
挙
げ
た
行
 靖
の
 、
「
 誠
難
消
 釈
 」
と
云
 う
 歎
も
此
の
部
分
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
 

六
手
）
と
い
う
具
体
的
な
 
讐
楡
が
 最
後
ま
で
そ
の
ま
ま
 残
 っ
て
、
体
験
的
な
飛
躍
を
十
分
に
表
現
出
来
な
い
所
に
も
 一
因
が
あ
ろ
う
。
 知
 

が
 寂
を
対
象
的
に
知
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
寂
が
自
知
 す
 る
の
で
も
な
い
。
普
通
の
意
味
で
公
 寂
ミ
の
 知
り
よ
 う
 は
 無
い
の
で
あ
る
。
 
そ
 

ぅ
 奪
わ
れ
切
っ
た
時
、
新
た
な
世
界
が
開
け
る
。
「
木
石
 」
に
成
る
の
で
は
な
い
。
生
き
た
人
間
の
現
実
で
あ
る
 。
耳
目
の
現
実
は
却
 っ
 

て
 い
 き
 い
き
と
し
て
い
る
。
そ
ん
な
世
界
が
本
当
に
あ
る
 の
か
、
と
思
 う
 か
も
し
れ
な
い
が
、
確
か
に
あ
る
。
 

決
 し
て
「
兎
角
」
の
類
で
 

は
な
い
。
「
自
性
了
然
」
は
Ⅲ
の
「
 
妙
性
 天
然
」
に
応
ず
 る
 。
「
自
性
」
と
云
っ
て
も
此
処
で
は
自
主
性
、
自
発
性
 
の
 自
性
で
は
な
い
。
 
新
 

相
、
 

ゅ
 

鵠
 

た
に
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
元
か
ら
あ
っ
た
も
 の
の
意
で
あ
る
。
 

 
 

と
し
て
の
大
智
）
の
問
題
を
扱
 う
 。
一
般
に
智
が
境
を
 了
す
る
と
云
 
う
 、
そ
の
境
が
 

故
 。
 不
 。
 
同
二
 
鈴
木
石
 
ャ
 

手
下
。
 

執
 三
知
土
星
 

亦
 不
二
自
作
。
 

拳
 。
 不
 。
 
可
 。
 
為
 。
 
無
 。
 
手
 。
 以
 。
 
手
有
 。
知
了
眼
下
 

。
了
三
墳
智
生
 

二
花
空
 

Ⅱ
 
智
 
及
 
づ
無
二
 

以
下
中
眼
 

境
 管
下
。
 

空
ぬ
非
 

了
 。
無
二
 

下
花
娘
 
ィ
花
 
空
根
 
猶
 



を
 同
じ
 

第
八
」
 

魏
 静
 め
 く

 
「
 
著
摩
他
 文
会
」
に
入
れ
、
そ
の
後
、
戒
・
 

定
 
・
 慧
 
見
 
・
 ポ 
・
円
を
そ
れ
ぞ
れ
三
種
に
分
類
し
て
説
く
部
分
 を 
「
 
簡
 示
偏
 円
 

と
し
て
独
立
さ
せ
た
。
水
霧
集
の
素
材
と
な
っ
た
資
料
が
 
「
大
師
存
生
。
九
所
官
紀
。
総
有
寸
 
篇
 。
美
馬
一
巻
。
 」
（
 円
 ㏄
㏄
Ⅱ
 

り
 
）
 と
 

序
 に
あ
る
の
を
文
字
通
り
に
受
け
取
っ
て
、
現
形
に
比
較
 的
 近
い
形
で
存
在
し
た
と
見
る
か
、
或
い
は
「
大
師
 生
 前
散
稿
 。
 或
撰
 

第 が が ;   お 一 の 傍 
い 成 切 智 線 「復 入 」 を第 九 異な 或 、 四㈲ て 上 が も 部 
残 の 判 ま な 

初、 ， む、 のるいは二次 「。 は「 段 」 る よ る た 「 
可 う 、 空 境 
能 に の で   として 三 時。 著摩 他 伝燈は 少 くと 漸 傍心 とすべ "- 一 - 性 具 意 あ 智 
め れ に る     あ ば 解 、 空 

右 に 一 静 S も 共 る 、 す そ 智 
  門 弟 る の を 

題 (2)   
悪   

扱 に ずれ を 節 了 余 空な 
つ 関 る ば 
て し 
い て 
智 
） 境 

る も の   
意 智 

弥四と ことが 

了 五 
了ぜざ とし、 

解 と 墳 る 
空 無 

  
「 

さ れ、 は し 
  
豊口 

る 第 智 」   空 と 
節   

滑 
と 

思 同   
様、   対 曹 が判れ 宋 空 ） 

雑著 

称 
布 + 目 
  

        
せ 

血、 ,,-, （ づ イ圭 亡 Ⅰ   係 
  ナ， ヒ ヤ @ -   

一己 口 - - 
も 

の 
在 

胃 ミ ロ     

豊口 

を 
第 且 
  つ 
段 共 

「 か と と 

に第   す し 

(1)   
    
の 

節 り様相 住 の 。 る 修 止観 ケ - ヒ 
親 し 
め て 
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ァ 禅宗 太嘉 葉山の構造 

知 弁 知 知 ㈹ 所 四 は 知削 真 。 。 が依 
期 」 然 離 の   
的 は て 

残 物綜 

ろ 

    
9@ (333) 

思想 

参 
昭   
ヤ @ Ⅰ 
値 
す 
る 

述
末
 寛
之
 文
 。
」
（
 
之
 z
2
 
の
 ひ
い
 
）
 と
 広
幡
 が
 云
う
よ
う
に
、
 

よ
 り
未
 整
理
の
形
で
存
在
し
た
と
見
る
か
、
に
よ
っ
て
 扱
 い
 方
に
も
影
響
が
出
て
 

 
 

来
る
が
、
今
こ
の
一
段
の
如
ぎ
は
確
に
微
妙
な
問
題
の
生
 ず
る
所
で
あ
る
。
筆
者
は
伝
燈
の
三
分
説
を
参
考
と
し
 つ
り
、
そ
の
祝
部
・
 
中
 

部
を
併
せ
て
 
四
 ㈹
と
し
、
後
部
を
四
㈲
と
し
て
置
き
た
い
 

し
て
、
た
だ
二
段
階
だ
け
の
差
別
が
「
漸
次
」
と
し
て
 残
 。

何
故
な
ら
、
先
ず
五
を
見
る
と
、
其
の
㈹
と
㈲
は
 問
 

さ
れ
る
。
 

同
 経
を
典
拠
と
す
る
訳
で
は
な
い
が
、
略
と
 題

 な
く
区
分
さ
れ
る
。
 

同
時
代
の
文
献
と
し
て
 

 
 

㈹
即
ち
五
の
最
終
 節
は
、
 
先
に
触
れ
た
 よ
う
 に
 五
 Ⅲ
の
 変
 他
形
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
今
回
㈹
と
し
た
中
の
伝
 燈
 の
祝
部
 は
 、
こ
の
 丘
 

 
 

㈹
に
対
応
す
る
。
 
四
 ㈹
の
中
の
中
部
に
つ
い
て
は
、
前
に
 あ
っ
た
 四
 ㈱
の
前
後
の
、
「
 恰
恰
 用
心
ム
 -
 
百
」
や
「
握
握
 寂
奉
 五
一
百
」
の
 
文
 し
こ
 
同
 

じ
ょ
ら
に
、
 

充
 と
対
応
な
く
置
か
れ
た
短
文
と
見
れ
ば
、
 

そ
れ
な
り
に
落
ち
着
く
。
こ
れ
が
上
記
区
分
の
理
由
で
 あ
る
。
そ
れ
で
は
 四
 ㈲
 

 
 

と
 切
り
離
さ
れ
た
 四
 ㈹
だ
け
で
、
「
 修
心
 漸
次
」
と
云
 う
 標
題
に
相
応
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
い
ま
内
容
を
概
観
す
る
 と
 、
前
半
に
「
輪
廻
」
 

を
 説
き
後
半
に
 
悟
 証
を
説
く
と
い
う
形
式
に
お
い
て
、
 

，
 し
の
㈹
の
部
分
に
も
緩
や
か
な
が
ら
 
四
｜
 五
の
対
応
関
係
 は
 維
持
さ
れ
て
い
る
。
 

問
題
は
、
輪
廻
と
倍
 託
 と
舌
口
わ
ば
二
段
階
だ
け
で
「
漸
次
 
」
と
呼
べ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
用
例
は
 

「
円
覚
経
 b
 に
あ
る
。
 

-
9
@
 

「
党
与
 禾
 賞
辞
漸
次
 有
 差
別
」
（
覚
す
る
と
 未
 だ
覚
せ
ざ
 る
 時
と
、
漸
次
し
て
差
別
あ
る
の
み
）
。
こ
こ
で
は
他
の
 

段
階
的
な
違
が
消
滅
 



て
 対
象
的
に
知
る
の
で
ほ
な
く
、
た
だ
知
る
の
み
。
 以
 下
は
説
明
と
云
え
ば
説
明
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
は
又
 
々
一
箇
の
飛
躍
で
あ
っ
 

て
 、
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
な
知
が
起
こ
り
得
る
か
は
述
べ
 ら
れ
て
い
な
い
。
「
 則
 前
 不
 。
 接
 。
 滅
 。
 後
 不
二
列
 起
ご
ナ
 」
れ
は
前
述
の
輪
廻
の
 

道
の
反
対
で
あ
る
。
「
前
後
 断
 。
 続
 。
中
間
白
砥
。
」
前
後
 
の
 連
鎖
を
断
ち
切
っ
て
 、
ぱ
 う
ん
と
孤
立
的
に
発
生
す
 る
 。
「
当
体
 不
 "
 顧
 。
 応
 

"
 時
 消
滅
。
」
 但
だ
 知
る
の
み
、
そ
の
も
の
そ
の
ま
ま
で
あ
 っ
て
、
前
後
を
顧
み
る
こ
と
な
く
、
知
っ
た
と
思
っ
た
 ら
 直
ぐ
に
消
え
て
な
く
 

な
る
。
「
 知
体
既
已
滅
 。
艶
然
 如
 。
 托
 。
 空
 。
」
知
り
手
そ
の
 も
の
が
も
 う
 何
処
に
も
 居
 な
く
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
、
 

か
ら
り
と
し
て
何
も
 

な
い
空
を
お
す
よ
 う
 で
あ
る
。
「
寂
が
少
時
間
。
 
唯
 寛
恕
 二
所
得
 ご
 
暫
く
の
間
は
唯
ひ
っ
そ
り
と
静
か
で
、
耳
目
 の
 現
実
と
し
て
の
感
覚
 

は
 、
は
っ
き
り
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
対
す
る
思
念
が
起
 こ
ら
な
い
、
何
を
認
識
す
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
「
 所
得
」
は
、
知
覚
，
 
認
 

@
 
Ⅱ
 @
 

@
 
桟
 @
 

識
ざ
 p
a
-
a
 

ヴ
年
 

ゴ
 @
 
）
の
 意
 。
後
の
禅
門
に
有
名
な
 定
 上
 座
 侍
立
の
時
節
が
想
起
さ
れ
る
。
「
 即
 。
 覚
無
 。
 覚
 。
 無
覚
 Z
 覚
 。
 異
 ：
平
木
 

石
 Ⅱ
」
覚
で
あ
り
な
が
ら
、
何
を
覚
す
る
と
云
 
う
 物
を
も
 た
な
い
。
普
通
の
意
味
で
知
覚
す
る
対
象
を
も
た
な
い
 け
れ
ど
も
、
紛
れ
も
な
 

い
 現
実
の
感
覚
だ
。
木
石
と
ば
異
な
る
生
き
た
人
間
の
情
 況
 で
あ
る
。
 荘
然
 自
失
な
ら
ば
香
味
で
あ
ろ
う
。
そ
 う
 で
は
な
く
意
識
は
は
っ
 

 
 

き
り
と
し
て
、
精
神
も
安
定
し
て
い
る
。
「
 

此
是
 初
心
 処
 。
寡
黙
 絶
 。
 慮
 。
年
回
二
死
人
ご
こ
れ
は
初
め
て
経
験
す
 る
 情
況
で
あ
る
。
 

印
象
は
鮮
烈
だ
が
、
何
時
ま
で
も
続
く
も
の
で
は
な
い
。
 

本
質
的
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
、
と
い
う
反
省
思
 慮
 を
ま
だ
伴
わ
な
い
、
 

そ
の
意
味
で
暗
 い
 
（
 冥
然
 ）
の
で
あ
る
。
周
囲
の
状
況
に
 対
し
て
も
何
の
思
慮
も
働
か
な
い
か
ら
、
突
然
死
人
に
 成
っ
た
よ
う
な
も
の
で
 

次
に
輪
廻
か
ら
の
脱
却
を
説
く
。
 

@
 
㎎
 @
 

「
 今
言
 "
 知
者
。
不
二
 項
 。
 知
知
 円
仁
知
両
日
。
」
改
め
て
 
知
 と
 言
う
の
は
、
上
記
の
よ
う
に
知
を
使
っ
 

る
 。
「
後
刷
 
知
知
続
 。
 滅
 。
」
後
の
知
は
 、
 知
り
手
と
し
て
 の
 主
観
を
追
い
か
け
て
、
知
ろ
う
知
ろ
う
と
し
て
は
自
ら
 も
 結
局
滅
す
る
よ
り
 

 
 

な
い
。
「
生
滅
相
続
。
自
足
輪
廻
文
道
。
」
対
象
的
に
働
く
 

知
は
 、
ど
こ
追
行
っ
て
も
ど
う
ど
う
廻
り
で
結
着
は
つ
 か
ず
、
そ
こ
か
ら
脱
げ
 

出
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
こ
れ
は
 四
 ㈲
 ，
五
 ㈲
に
共
通
す
 る
 問
題
を
承
け
て
、
更
に
別
の
角
度
か
ら
説
明
し
た
も
 の
で
あ
る
が
、
理
論
と
 

し
て
特
に
斬
新
な
も
の
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

  



あ
る
。
「
能
所
願
 忘
 。
 繊
 緑
風
 浄
 。
」
誰
が
何
を
と
云
 う
主
 客
 能
所
の
意
識
も
、
一
時
に
全
く
浮
か
ば
な
く
な
っ
て
 、
か
す
か
な
え
に
し
、
 

つ
ま
り
心
に
懸
る
こ
と
も
す
っ
か
り
き
れ
い
に
成
る
。
「
 

関
ホ
 虚
寂
 。
 似
 。
 
覚
無
 。
 
知
 。
」
ひ
っ
そ
り
と
し
て
何
も
無
 
い
 。
何
の
思
念
も
起
こ
 

ら
ず
、
静
ま
り
返
っ
て
い
る
。
何
か
も
や
も
や
し
て
い
た
 も
の
が
は
っ
き
り
し
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
が
、
何
が
 解
っ
た
と
 云
 ら
も
の
は
 

な
い
。
此
所
で
は
「
 覚
 」
の
用
法
が
、
感
覚
の
意
味
 
か
ら
正
覚
、
悟
の
意
味
に
近
付
い
て
い
る
。
「
無
知
 之性
 。
 異
 ：
千
木
石
 ご
 

こ
の
言
わ
ば
無
知
の
処
に
却
っ
て
全
天
然
の
妙
性
、
霊
知
 の
性
 ）
（
 四
 ㈱
）
が
歴
歴
と
現
れ
て
い
る
の
で
、
木
石
と
 異
な
る
所
以
で
あ
る
。
 

「
地
足
初
心
 処
 。
領
会
 難
 。
 
為
 。
」
以
上
は
初
め
て
経
験
し
 
た
 時
の
情
況
で
、
実
地
に
会
得
す
る
こ
と
は
な
か
な
か
 出
 来
な
い
も
の
で
あ
 

る
 。
此
所
で
は
「
初
心
」
の
用
法
が
問
題
に
成
る
。
 

燈
注
 に
は
「
 結
 前
旨
趣
。
初
学
 難
知
 。
」
（
 

Z
N
3
0
 

ぎ
 ）
 と
 あ
り
、
此
所
 だ
 げ
な
ら
 

ば
 
「
初
学
」
即
ち
普
通
の
初
心
者
の
意
味
で
も
通
る
が
、
  

 

と
 全
く
同
じ
表
現
が
あ
 

り
 、
其
所
は
「
初
学
」
の
意
味
で
は
通
じ
難
く
、
 

燈
注
 も
 
「
私
謁
初
発
心
持
。
 便
成
 正
覚
。
一
ム
一
ム
」
と
工
夫
の
跡
を
 
示
し
て
い
る
。
「
 初
 

心
 」
を
修
行
上
の
一
階
位
と
し
て
、
十
倍
或
い
は
千
住
 め
 最
初
の
位
と
す
る
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
が
、
 

そ
 の
よ
う
に
規
定
す
る
 
積
 

極
的
 根
拠
に
乏
し
い
の
で
、
筆
者
は
上
述
の
よ
う
に
、
 

同
 じ
 
「
初
心
」
で
も
舌
ロ
わ
ば
高
次
の
初
心
、
即
ち
或
る
 
転
 機
 が
訪
れ
た
最
初
の
情
 

 
 

 
 

、
と
解
し
た
。
「
初
心
」
の
語
は
、
こ
の
後
に
も
：
 

漫
況
 

，
 

直
ぐ
、
「
太
初
心
持
。
三
下
底
 
有
 。
…
…
」
と
あ
る
。
 
そ
 れ
ば
 前
に
伝
燈
の
中
部
と
呼
 

ぬ
 
@
 

ん
だ
、
五
に
対
応
の
な
 い
 部
分
で
あ
る
が
、
と
も
か
 く
 僅
か
の
間
に
三
回
用
い
ら
れ
て
居
る
。
筆
者
は
、
 

三
 回
 と
も
上
記
の
同
じ
意
味
で
 

駐
 

差
文
な
い
、
と
考
え
る
。
 

 
 

「
間
ホ
虚
威
」
以
下
こ
の
最
後
の
部
分
は
 

、
 少
し
前
の
「
 寂
ホ
 少
時
間
」
以
下
に
対
し
、
言
わ
ば
重
複
の
性
格
を
帯
 び
る
。
印
象
の
深
 

 
 

 
 

り
 返
し
出
来
る
だ
け
の
説
明
を
施
そ
う
と
し
た
も
の
で
 あ
ろ
う
。
更
に
言
え
ば
、
 

四
 

鞍
山
 の
 
「
 
知
滅
 村
道
」
以
下
に
対
し
て
王
種
の
重
複
 
を
 成
し
て
い
る
。
そ
れ
は
何
を
意
味
す
る
か
と
云
 う
に
 、
四
 Ⅲ
は
そ
れ
自
体
で
一
応
 

 
 

完
結
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
前
に
も
触
れ
た
 よ
う
 に
 、
 即
滅
村
道
 が
 徹
底
し
な
い
場
合
に
能
観
の
主
体
と
し
て
 の
 知
が
残
る
。
そ
の
 間
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次
に
五
㈹
 

た
だ
Ⅲ
㈲
に
 

の
面
に
即
し
 

し
て
は
「
 万
 

為
 で
あ
る
。
 を

 見
る
に
、
そ
の
主
題
は
全
縁
起
性
空
）
で
あ
る
。
 五
 Ⅲ
 の
 「
 
辞
 」
に
も
見
ら
れ
る
 よ
う
 に
、
「
性
空
」
は
五
に
 一
 賞
 す
る
。
 

お
い
て
は
 境
 と
智
の
相
関
性
に
重
点
が
置
か
れ
、
②
で
は
 特
に
そ
の
主
観
の
側
の
智
を
問
題
に
す
る
が
、
㈹
で
は
 寧
ろ
客
観
 

て
 諸
法
の
空
を
説
く
。
勿
論
㈹
に
も
初
の
方
に
、
「
 
境
智
 相
従
 。
 干
 。
何
不
。
 
寂
 。
」
の
句
が
あ
り
前
を
承
け
る
が
、
 ㈹
全
体
と
 

法
曹
 如
 」
（
 
づ
お
 ）
 
a
l
 

）
）
が
そ
の
中
心
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
 

如
く
 五
 ㈲
に
到
っ
て
 、
 再
び
五
山
の
変
化
 形
 が
現
れ
る
 の
も
そ
の
 

い
ま
弊
を
恐
れ
ず
此
の
関
係
を
図
式
化
す
れ
ば
、
 

題
 を
四
㈱
 、
四
 ㈹
に
お
い
て
処
理
し
て
、
最
終
的
に
徹
底
 す
る
の
が
 
四
 ㈱
の
末
尾
 だ
 、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 
此
 託
川
 
げ
し
到
っ
て
 
姦
 白
旗
げ
冊
 

此
領
 

ほ
落
 著
す
る
。
広
幡
 が
 正
修
止
観
第
九
の
著
 摩
他
頒
を
此
 所
で
切
り
、
以
下
一
部
を
簡
示
偏
 円
 第
八
と
し
て
 別
出
 し
た
外
は
、
「
 著
 塵
地
 

之
余
 」
と
名
付
け
た
の
も
、
そ
れ
な
り
の
理
由
は
あ
る
。
 

但
だ
 筆
者
は
四
㈲
以
下
が
「
 余
 」
、
即
ち
附
録
的
な
も
の
 
だ
と
は
考
え
な
い
。
 

さ
て
此
処
で
一
つ
の
問
題
が
発
生
す
る
。
そ
れ
は
、
上
述
 の
著
摩
他
頚
が
 
、
一
種
の
飛
躍
に
よ
っ
て
現
れ
る
或
る
 特
殊
な
体
験
を
主
題
 

と
す
る
こ
と
は
分
る
が
、
そ
の
 ょ
う
 な
飛
躍
が
如
何
に
し
 て
 起
こ
る
か
、
或
い
は
起
こ
っ
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
 
で
あ
る
。
 
四
 Ⅲ
は
 息
 

念
 
，
志
摩
の
 相
依
 、
相
関
か
ら
籠
鳥
・
 
所
 忘
の
無
い
こ
と
 を
読
 き
 、
 四
 ㈲
は
手
の
警
楡
を
以
て
 、
四
 ㈹
は
前
知
 
後
 知
の
輪
廻
を
以
て
 、
 

共
に
対
象
的
に
働
く
知
と
の
違
い
 な
 説
明
す
る
。
此
等
の
 説
明
な
い
し
教
を
熟
読
玩
味
し
て
観
念
す
れ
ば
、
飛
躍
 が
 起
こ
る
と
云
う
の
で
 

あ
ろ
う
か
。
或
い
は
こ
う
い
う
こ
と
を
観
念
し
た
結
果
、
 

文
覚
自
身
に
飛
躍
が
起
こ
っ
た
と
云
 う
 の
で
あ
ろ
う
か
 
。
ど
う
も
そ
 う
 は
思
わ
 

れ
な
い
し
、
そ
う
い
う
必
然
性
も
考
え
難
い
。
多
少
そ
の
 可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
は
四
川
の
み
で
あ
る
が
、
 

全
 体
 と
し
て
見
れ
ば
や
は
 

り
、
 既
に
起
こ
っ
た
体
験
を
出
来
る
だ
 け
 精
確
に
説
明
す
 る
 為
に
、
 又
 後
か
ら
精
確
に
吟
味
す
る
為
に
こ
の
 ょ
ぅ
 な
 叙
述
が
あ
る
、
 
と
見
 

る
の
が
真
実
に
近
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
 次
に
扱
う
五
㈹
及
び
四
の
終
り
の
部
分
に
関
連
す
る
。
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と
も
成
ろ
 う
 。
そ
し
て
㈲
の
結
論
部
に
「
加
級
無
蓋
。
 

境
 智
冥
一
 。
」
が
説
か
れ
る
の
も
前
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
 

㈹
の
本
文
に
つ
い
て
、
「
 
復
択
 
一
切
諸
法
。
忍
坂
因
縁
。
」
 と
い
う
書
出
し
以
下
、
前
半
の
輪
廻
を
説
く
部
分
は
文
 義
明
瞭
で
、
一
読
 そ
 

の
 意
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。
後
半
に
つ
い
て
は
既
に
小
 論
 ①
に
論
じ
た
の
で
、
こ
こ
に
再
説
し
な
い
が
、
要
す
 る
に
 五
 ㈹
の
根
本
で
あ
 

る
 縁
起
性
空
の
思
想
が
、
 

永
 嘉
英
独
特
の
展
開
を
遂
げ
 る
 所
に
此
の
部
分
の
意
義
が
あ
る
。
即
ち
、
「
 凡
類
 」
と
 同
じ
よ
う
に
「
・
堅
果
」
 

「
仏
種
」
も
本
縁
生
で
あ
る
・
 
と
 言
 う
 の
が
其
の
要
点
で
 
あ
り
、
こ
れ
に
由
っ
て
大
き
な
転
換
が
起
こ
る
。
其
の
 実
質
は
天
台
止
観
の
目
 

指
す
方
向
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
却
っ
て
後
来
 の
 南
宗
 禅
に
 通
ず
る
、
と
筆
者
は
見
る
。
 

そ
こ
で
先
に
扱
っ
た
 四
 ㈹
を
想
起
す
る
と
、
其
処
で
は
 或
 る
 特
殊
な
飛
躍
に
 よ
 る
体
験
が
述
べ
ら
れ
、
そ
れ
が
 如
 何
に
し
て
起
こ
っ
た
 

か
が
不
明
の
儲
に
保
留
さ
れ
て
い
た
。
今
、
五
㈹
の
背
後
 に
 予
想
さ
れ
る
思
想
的
事
件
を
以
て
 、
 改
め
て
 四
 ㈹
 を
 見
る
と
、
そ
の
 
説
相
が
 

ヌ
 ぴ
た
り
と
一
致
す
る
。
即
ち
こ
れ
は
究
極
の
観
念
内
容
 が
 消
失
し
た
体
験
で
あ
る
か
ら
、
普
通
の
意
味
の
「
 知
 を
も
ち
い
て
知
る
し
 
こ
 

と
 で
は
な
く
、
「
 但
 そ
 う
 判
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
」
突
然
起
 
こ
っ
て
「
前
後
に
関
係
な
く
、
」
知
る
働
き
も
「
知
り
手
 

」
も
消
え
て
し
ま
い
、
 

「
空
を
お
す
よ
 う
 に
」
何
の
拠
も
な
い
。
以
下
は
省
略
す
 る
が
、
要
す
る
に
 四
 ㈹
 と
五
 ㈹
と
は
同
一
の
精
神
内
容
 か
 ら
 発
し
て
い
る
の
で
 

あ
る
。
そ
の
意
味
で
此
の
第
㈹
節
に
お
い
て
も
、
四
と
五
 と
は
対
称
均
斉
の
関
係
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
究
極
の
 観
念
内
容
が
消
失
す
る
 

こ
と
は
、
や
が
て
自
我
主
宰
の
意
識
が
消
え
る
こ
と
で
あ
 る
か
ら
、
 五
 ㈹
は
 又
 西
田
 の
 
「
 知
滅
 村
道
」
以
来
引
き
 継
が
れ
て
来
た
、
主
客
 

対
立
の
主
観
の
徹
底
的
に
処
理
さ
れ
る
局
面
で
も
あ
る
。
 そ
し
て
こ
れ
は
更
に
四
末
尾
の
五
陰
観
に
お
い
て
、
 

歴
歴
晃
三
 此
 
一
念
文
中
。
 無
 。
有
三
主
宰
由
郎
人
生
 意
 。
 見
 。
 如
 ：
幻
化
 ィ
即
 法
空
 慧
 。
 谷
 3
9
0
n
 

）
 

と
あ
る
人
法
二
空
に
照
応
す
る
。
か
く
て
 五
 ㈹
は
、
 上
来
 検
討
し
た
四
・
五
の
実
質
的
要
で
あ
る
、
と
筆
者
は
考
 え
る
。
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五
 は
こ
の
後
、
「
 何
以
故
 。
」
と
し
て
五
山
を
そ
の
変
化
 
形
 に
お
い
て
繰
り
返
す
（
 
五
 ㈹
）
。
そ
の
意
味
、
 

た
び
触
れ
た
の
で
再
説
し
な
い
。
 

一
方
四
は
既
に
見
た
通
り
、
こ
の
後
全
く
別
の
様
相
を
呈
 す
る
。
即
ち
 、
四
 ㈹
の
末
尾
に
五
㈹
と
対
応
 

の
 一
段
に
触
発
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
 

四
 ㈲
（
日
の
の
の
ぃ
田
「
 

戊
申
二
一
…
・
・
・
」
 
ご
き
ド
じ
 「
・
・
・
・
・
・
 

名
焉
 。
」
）
が
 

は
 三
種
の
分
類
法
で
あ
る
。
扱
わ
れ
る
主
題
は
、
 

戒
 ・
 定
 

慧
 ・
 見
 
・
 偏
 
・
円
で
あ
る
が
、
 偏
 円
の
部
は
 

以
て
説
か
れ
、
 
戒
 以
下
の
前
半
に
対
し
て
、
幾
分
異
な
る
 趣
を
示
す
。
即
ち
 、
 偏
は
更
に
二
段
に
分
れ
 、
 

小
乗
と
大
乗
権
教
を
表
わ
し
、
円
に
つ
い
て
は
国
中
三
徳
 と
果
 上
三
徳
が
説
か
れ
る
。
こ
れ
ら
は
段
階
的
 

 
 

り
、
四
 ㈲
最
後
の
「
 故
有
 漸
次
客
意
。
」
の
「
漸
次
」
に
 
適
 合
し
、
後
の
三
乗
漸
次
第
七
に
通
ず
る
。
そ
こ
 

が
 問
題
に
な
り
、
 
天
 ム
ロ
止
観
お
よ
び
南
宗
 禅
 と
の
関
係
と
 い
う
問
題
と
微
妙
に
係
っ
て
来
る
が
、
小
論
②
 

は
 、
 永
募
 集
は
形
式
の
上
で
は
 天
 ム
ロ
的
な
階
位
思
想
を
踏
 襲
 す
る
が
、
実
質
的
に
は
殆
ど
階
位
組
織
に
拘
 

で
 却
っ
て
南
宗
 禅
に
 近
い
。
た
だ
 修
証
 の
問
題
に
潜
む
 
深
 刻
な
 ギ
ャ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
未
だ
自
覚
が
な
 

次
に
四
㈲
・
㈹
・
㈹
は
そ
れ
ぞ
れ
正
念
・
六
種
料
簡
・
 五
 陰
を
扱
い
、
集
っ
て
一
団
を
成
し
て
い
る
。
 

㈹
）
と
か
、
「
霊
知
之
自
性
」
（
㈲
）
と
い
う
詞
が
あ
っ
て
 
著
名
で
あ
り
、
「
真
金
」
「
全
体
」
（
㈹
）
の
 警
楡
 

愛
想
行
色
と
い
う
五
陰
の
排
列
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
 
ら
ほ
 つ
い
て
も
既
に
小
論
①
に
お
い
て
扱
っ
た
。
 

観
 L
 の
 観
陰
 人
界
 境
 に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、
而
も
そ
 の
 一
念
三
千
が
全
く
姿
を
見
せ
な
い
所
に
特
徴
 役

割
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
造
庭
 

の
な
い
一
段
が
あ
り
、
恰
も
そ
 

続
く
。
こ
れ
を
一
貫
す
る
も
の
 

法
身
・
般
若
・
解
脱
の
三
徳
を
 

靖
 注
 
（
七
十
八
丁
 
左
 ）
に
依
れ
ば
 

修
行
の
考
を
示
す
も
の
で
あ
 

で
 水
 事
案
に
お
け
る
階
位
思
想
 

に
お
い
て
論
じ
た
。
そ
の
結
論
 

束
 さ
れ
て
い
な
い
、
そ
の
意
味
 

い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

此
所
に
は
「
一
念
相
応
」
（
㈲
 

も
用
い
ら
れ
る
が
、
中
で
も
 識
 

即
ち
此
の
五
陰
は
、
「
 摩
詞
止
 

が
あ
る
。
顧
み
れ
ば
日
産
訂
正
 

 
  
 

四
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群 と す 
迷 し る 

  
。 る で 

  
動 。 。 る 

も 
の 

が 

根 
本 
Ⅰ @ """ ， 

お 
い 

て 
  

であ 

る 

と   
ユ ミ 
（ ノ @ 
  
と 

6 ま 

定 
慧 
も 
愚 
舌し 

も 

同 
じ 

よ 

（ ノ @ 
ケ @ - 
  
つ 
の 
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嵩山 クり 

@
 
Ⅱ
 @
 

と
 述
べ
、
定
慧
 と
 愚
札
、
静
朗
と
暗
 動
 が
本
源
に
お
い
て
 
一
で
あ
る
と
説
く
。
言
う
迄
も
な
く
定
慧
、
静
朗
 
は
、
 
先
の
四
・
五
の
止
観
に
 

構造と思想 

大 優   
夫 Ⅲ 畢 応、 れ 験 (7@  あ 居 、 の 

愚 定 は 叉 
慧 乱 先 頚 

、 (5) の 其 

    も 
の 

を 
説   
<   

別半 

(1) 
と 以 

後   
半 
の 

観 ある。 以て四述べ ）」 5P% る。先 現れて あるこ 

，心 

十 
ⅠⅠ @ 目卜 由 
(2) 
と 

沖 @ ヒ 
分 
れ 
る   腐 尊 る   

の に 由っ 部分Ⅱ 五 っ 実 に めて し 力 ょ 、。 転法輪   独特 五に る意 飛 な て此 の伝 

含 味 躍 の 統 の 



衆
情
 背
 。
 動
而
従
 "
 静
 。
 捨
 。
 暗
以
求
 。
 明
 。
 

文
義
は
一
読
し
て
明
瞭
で
あ
る
が
、
此
の
叙
述
の
様
式
は
 、
対
句
を
好
む
漢
文
の
性
格
に
由
来
す
る
も
の
で
は
あ
 る
が
、
ま
た
群
遊
 と
衆
 

悟
 と
を
或
る
意
味
で
同
等
に
見
る
趣
を
示
し
、
 

五
 ㈹
 の
 
「
 何
独
凡
 類
縁
生
。
 
亦
乃
 三
乗
 聖
果
 。
 皆
従
 。
 縁
有
 。
」
を
 想
起
さ
せ
る
。
そ
し
て
 

若
干
の
平
易
な
説
明
の
後
、
 

動
而
能
静
 者
。
 即
 。
 乱
 雨
走
 也
 。
 

晴
雨
 能
明
 者
。
 即
 。
 愚
 市
議
 也
 。
（
 

T
3
9
 

字
 

）
 

と
あ
る
。
 

動
揺
し
て
い
る
け
れ
ど
も
静
か
に
な
る
可
能
性
を
も
っ
て
 い
る
者
は
、
乱
れ
て
い
な
が
ら
其
処
に
定
が
あ
る
。
 

暗
 い
け
れ
ど
も
明
ら
 

か
に
な
る
可
能
性
を
も
つ
者
は
、
今
は
愚
か
で
あ
る
が
、
 

そ
の
愚
か
さ
の
中
に
智
慧
が
あ
る
。
 

暗
動
 と
静
朗
と
本
が
一
つ
だ
か
ら
と
云
っ
て
、
 

暗
動
 で
よ
 い
と
云
 う
 訳
で
は
勿
論
な
い
。
然
し
同
時
に
、
ひ
た
す
 ら
暗
 動
を
捨
て
て
静
 朗
 

に
 成
ろ
 う
 と
い
う
の
で
も
な
い
。
其
処
に
一
種
の
ゆ
と
り
 が
 生
ま
れ
る
。
そ
こ
で
続
い
て
、
 

如
 。
 是
則
暗
動
 文
木
。
 無
 。
善
二
静
朗
Ⅱ
 由
 。
 %
 台
。
 道
 。
 

愚
札
 之
源
 。
 非
 。
巽
二
定
慧
Ⅱ
 於
 "
 星
周
。
 宗
 。
 

と
あ
る
。
 暗
動
と
 云
っ
て
も
其
の
本
は
静
朗
と
違
わ
な
い
 の
だ
、
と
い
う
一
種
の
ゆ
と
り
、
そ
れ
に
気
付
く
と
、
 

そ
れ
に
由
っ
て
や
が
て
 

道
 に
合
す
る
。
此
所
に
は
考
え
方
と
し
て
、
中
国
の
民
族
 思
想
的
な
 ニ
ュ
ァ
ソ
ス
 も
感
ぜ
ら
れ
る
が
、
特
に
 其
れ
 に
 依
拠
し
な
く
と
も
、
 

一
箇
の
仏
徒
た
る
文
覚
の
実
感
と
し
て
理
解
出
来
よ
う
。
 

同
じ
よ
う
に
 
愚
乱
と
 
云
っ
て
も
、
そ
の
源
は
定
慧
 と
違
 わ
 な
 い
 の
だ
と
判
れ
 

ば
 、
根
本
的
態
度
が
同
じ
に
成
る
。
 

道
と
 云
え
ば
趙
も
存
 在
 論
的
に
な
り
、
宗
と
云
え
ば
 補
 と
精
神
的
、
知
的
で
 
あ
る
。
別
所
の
靖
 注
で
 

f
,
 
f
 
@
5
-
@
 
 

ま
 宗
を
了
 因
こ
 当
て
る
。
 尚
 、
 四
 ㈹
に
お
い
て
「
初
心
」
 
の
 語
を
 、
 言
わ
ば
高
次
の
初
心
、
即
ち
或
る
転
機
が
訪
 れ
た
最
初
の
情
況
と
解
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と
あ
る
。
此
所
で
は
定
慧
に
次
い
で
無
縁
 慈
が
 説
か
れ
、
 全
体
が
五
品
位
に
配
せ
ら
れ
る
。
階
位
思
想
と
の
関
連
 に
お
い
て
此
の
こ
と
の
 

 
 

今
明
二
円
教
 づ
 五
品
 之
初
 。
 
祇
是
凡
地
 。 
即
 能
因
 観
三
 二
諦
 ャ
 修
二
 於
 中
空
 -
 型
 三
 如
来
 座
づ
 
修
二
寂
滅
穣
 -
 署
員
如
来
 衣
づ
 
修
二
仏
定
慧
 -
 収
二
 

 
 

 
 

ぬ
来
 荘
厳
 -
 面
目
荘
厳
。
 
修
 ：
無
縁
 慈
 -
 人
三
如
来
 
室
づ
始
従
 ：初
口
 
嬰
 進
入
：
第
五
Ⅱ
相
似
決
起
。
（
 づ
 臣
の
・
の
ひ
 簿
 ）
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し
た
が
、
そ
れ
に
対
す
れ
ば
、
日
時
を
経
過
し
て
次
第
に
 落
ち
着
い
て
来
た
段
階
が
今
の
こ
れ
だ
、
と
解
す
る
こ
 と
が
出
来
る
。
 

宗
国
別
無
縁
 之
慈
 。
定
慧
 則
 額
面
 常
照
 。
 

根
本
的
態
度
が
一
貫
す
れ
ば
、
そ
の
時
そ
こ
に
「
無
縁
 之
 慈
 」
が
あ
る
。
そ
し
て
却
っ
て
定
慧
が
い
つ
も
其
処
に
 あ
る
、
 
と
 云
 う
 。
此
の
 

「
無
縁
 之
慈
 」
が
 六
 Ⅲ
の
中
心
で
あ
り
、
 
優
畢
 又
の
実
質
 

で
あ
る
。
無
縁
 

之
 慈
は
三
種
の
慈
の
 一
 と
し
て
広
く
知
ら
 ね
 、
衆
生
 縁
 、
法
縁
 

に
 対
す
る
。
無
縁
 之
 慈
を
以
て
優
 畢
 叉
を
説
く
先
例
が
あ
 る
か
ど
う
か
、
筆
者
は
知
ら
な
い
。
或
い
は
文
覚
の
 独
 割
 か
も
知
れ
な
い
が
、
 

そ
の
来
由
は
「
 摩
詞
 止
観
目
の
用
例
を
見
れ
ば
か
な
り
 良
 く
 理
解
出
来
る
。
即
ち
巻
末
工
、
中
道
正
親
の
 破
法
遍
 を
 説
く
中
、
そ
の
 
ニ
、
 

中
観
を
修
す
る
因
縁
に
 、
 

無
縁
慈
悲
者
。
 
即
 如
来
慈
悲
 也
 。
 此
 慈
悲
 与
二
 実
相
 -
 同
体
 。
（
以
下
心
 
屋
の
 
・
の
）
 
曲
 ）
 

と
し
、
衆
生
 縁
 、
法
縁
と
異
な
る
所
以
を
説
い
た
後
、
 

 
 

 
 

 
 

 
 

上
慈
 作
意
力
 成
 。
 此
慈
 任
運
 無
請
為
 。
 依
 。
…
…
 如
 三
惑
 石
 吸
 。
 鉄
 無
心
前
 取
 。
 夫
鉄
在
 二
障
什
 -
 
石
下
。
 能
 。
 吸
 。
衆
生
 心
性
 即
 無
縁
 慈
 。
 

無
明
境
編
木
 "
 龍
三
任
運
政
二
敗
一
切
 円
 合
歓
下
破
 
二
 無
明
 障
 -
 
顕
二
仏
 慈
 百
ぺ
任
運
 吸
 十
敗
無
量
仏
法
無
量
衆
生
地
 
欲
 。
 修
二
地
悪
 づ
非
二
申
 

 
 
道
観
 -
 誰
能
 開
聞
。
 

即
ち
、
こ
の
無
縁
 之
慈
は
 、
磁
石
が
鉄
を
吸
引
す
る
よ
 う
 に
 、
任
運
無
心
に
働
く
も
の
で
あ
り
、
衆
生
の
心
性
は
 そ
の
ま
ま
此
の
無
縁
の
 

慈
 で
あ
る
が
、
た
だ
無
明
の
障
が
隔
て
て
い
る
か
ら
、
 

そ
 の
 作
用
を
現
わ
す
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
、
と
表
 ぅ
 。
 更
に
同
じ
く
そ
の
 四
、
 

中
観
を
修
す
る
 位
、
に
、
 



も
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
小
論
②
に
述
べ
た
が
、
今
多
少
 の
 重
複
を
顧
み
ず
言
え
ば
、
重
次
 座
 は
い
わ
ゆ
る
弘
経
 の
三
軌
 で
あ
り
、
此
所
 

で
は
荘
厳
を
加
え
て
四
と
成
し
、
初
見
と
併
せ
て
五
品
位
 な
 形
成
す
る
も
の
の
 よ
う
 で
あ
る
。
 天
 ム
ロ
大
師
が
臨
終
 に
 五
品
位
に
在
り
、
 
な
 

 
 

お
六
根
浄
す
な
わ
ち
相
似
の
位
を
望
ま
れ
た
こ
と
は
、
 

周
 く
 知
ら
れ
て
い
る
。
水
霧
 集
が
 四
・
五
止
観
定
慧
に
 次
 い
で
、
 六
 捨
を
無
縁
 之
 

慈
 と
し
て
説
く
の
は
、
恐
ら
く
上
の
一
段
を
承
け
た
と
 思
 わ
れ
る
が
、
然
し
そ
れ
は
全
面
的
依
拠
で
は
な
く
、
 

玄
 覚
 独
自
の
思
想
に
基
づ
 

く
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
こ
の
六
が
、
相
似
 位
 等
に
関
 諒
 す
る
こ
と
な
く
、
無
縁
 之
 慈
を
以
て
完
結
し
て
い
る
 こ
と
か
ら
も
窺
わ
れ
 

る
 。
テ
キ
ス
ト
は
先
の
一
文
に
続
い
て
、
 

寂
 雨
宮
 照
則
 双
手
。
無
縁
 之
慈
則
双
奪
 。
 双
奪
故
優
 華
夏
 。
双
手
 故
毘
婆
著
摩
 。
（
 パ
 の
の
）
 

す
 ）
 

と
 述
べ
、
双
 手
 ，
 双
 奪
の
関
係
を
以
て
、
止
観
・
捨
を
説
 く
 。
 上
 引
日
 摩
詞
 止
観
 ヒ
の
 文
に
依
れ
ば
、
無
縁
 之
慈
 は
 如
来
の
慈
悲
で
あ
る
 

と
 同
時
に
、
衆
生
の
心
性
そ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
本
来
任
 運
無
請
 に
働
く
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
定
慧
は
 
一
応
は
作
意
し
て
 起
 

こ
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
 

捨
 Ⅱ
無
縁
 慈
 Ⅱ
 双
奪
と
 な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
更
に
テ
キ
ス
ト
で
は
、
 

毘
婆
 舎
那
 ｜
照
 両
賞
 寂
｜
俗
 市
郎
 真
 

著
摩
他
｜
寂
 前
帯
 照
 １
頁
市
郎
 俗
 

優
畢
叉
｜
非
寂
非
照
 １
社
日
 於
砒
耶
 

と
い
う
図
式
が
発
展
し
て
、
 

真
 
（
 
空
 ）
 ，
俗
 
（
 
仮
 ）
・
中
の
 理
論
を
予
想
さ
せ
る
よ
う
な
形
で
六
㈲
 ほ
 終
結
す
る
。
 
も
し
人
が
天
台
の
理
論
 

体
系
を
此
処
に
期
待
す
る
な
ら
ば
、
甚
だ
物
足
り
な
い
も
 の
と
し
か
映
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
理
論
そ
の
も
の
に
さ
 し
た
る
意
義
は
な
い
。
 

わ
れ
わ
れ
は
「
社
目
 於
砒
耶
 」
と
い
う
周
知
の
表
現
に
託
 し
た
文
覚
の
心
を
汲
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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な に な 
ろ お る 

う 。 いか て も 

そ 玄 で 
こ 覚 あ 

を見で改 る 。 
め な そ 
て け れ   
下 な り 
に ら で、 
こ な は 
の い な 
問 、 い 

題 従   
を 来 法 
検 の 融 
訴オ なロ サま 

し く 茅 
て 巣 山 
み に 大 
よ 天 明 

に学 らノ 0 ムロ系 

の ん 

  
と 三ム 珊 
し 系 
て の 

の 習 
み 禅 
見 者 
て と 
し " 一 ム 
る わ 
め れ 
で， る 
は か 

ら 不充 、 
公比 " の 

と 幕 
い 統 
う @@@ 

こ の 

と 関 
に 係 

Ⅰ 9 (343) 

葉山 の 

の
 一
文
 は
 つ
い
て
も
、
 博
 陵
王
問
答
か
ら
永
享
 集
 へ
と
い
 ぅ
 線
が
当
然
考
え
ら
れ
、
そ
の
限
り
で
は
同
問
答
を
虚
 構
 と
す
る
必
要
が
な
く
 

偶造 と思想 

示 宍 か と 四 の が 点 
に さ     

ⅠⅩ 

嘉   実 現 開 一 の は ， む、 の に   
慈   接 t よ @ 

指 『 た 四 幕 乎 
任 「 
運 
無 
。 圭 
」   貝 『 

ち 
村 と 一 同 四 な 序 用   、 如 ら 無 「 

柱， ) 
影 自 行法 は 頭 と き れ 」 
饗 さ。 融 、 山 筆 性 な ケ Ⅰ ロ   働 

局 味間接の 、 禅考 常典 
す 題 と 伝 師 え び の 

くも 

の 

る 。 墳荒 雪竿 る 。 よ巴 
従 離 る の に れ 意 

であ 

る 
っ な 『 関   に 義 
て 様 心 聯 博 よ は 
問 相 銘 な 陵 つ - 

と 

7% 
題 を n-@  ど 王 て つ 乙ノ 



 
 

@
B
-
 

先
ず
「
 心
銘
ヒ
と
 氷
菓
 集
 に
共
通
す
る
表
現
と
し
て
「
 即
 覚
無
覚
 」
が
あ
る
。
「
 心
銘
ヒ
 ㏄
に
「
 覚
由
 不
覚
 

即
 覚
無
覚
 」
と
あ
り
、
 

 
 

同
 ㏄
に
も
「
正
覚
 無
覚
 

真
空
不
空
」
と
あ
っ
て
、
既
述
 日
 ㈹
「
 寂
欠
 少
時
間
。
 
唯
覚
 無
所
得
。
郎
党
 無
覚
 。
 無
 寛
之
 覚
 。
典
子
木
石
 ピ
 

 
 

に
 相
応
す
る
。
此
所
は
永
 募
 集
で
も
重
要
な
所
で
あ
る
 
か
ら
、
四
字
の
一
致
は
軽
軽
に
看
過
出
来
な
い
。
思
想
 理
論
と
し
て
も
違
わ
な
 

い
 。
「
 心
 銘
し
㏄
に
も
「
無
為
無
碍
 
依
 。
無
官
 田
 」
と
あ
 る
 よ
 う
 に
、
結
局
理
論
と
し
て
ほ
三
論
系
の
称
え
る
「
 無
碍
 正
観
 し
と
云
 う
こ
 

と
に
成
ろ
 う
 。
然
し
体
験
内
容
ま
で
同
じ
だ
、
と
は
簡
単
 に
 言
え
な
い
。
次
に
「
握
握
」
「
寂
寂
」
の
語
が
注
目
 さ
れ
る
（
円
心
銘
し
 幻
 （
 

n
g
 
、
永
享
 集
四
 Ⅲ
 末
 独
立
文
政
 ひ
四
 ㈹
六
種
料
簡
）
。
先
行
す
 る
 古
 い
 用
例
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
と
も
か
く
 
特
徴
的
な
表
現
で
は
あ
 

る
 。
用
法
に
は
多
少
の
相
違
も
あ
り
、
 

二
 語
を
合
せ
て
 
一
 語
 と
す
る
の
は
 永
 募
集
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
、
「
 至
 理
 」
（
 巧
二
ハ
 ㈲
 、
セ
 ）
 
、
 

「
 虚
玄
 」
（
 田
 -
 七
）
、
「
霊
知
」
（
 
牡
 -
 四
 Ⅲ
㈲
）
、
「
万
法
 帰
 如
 」
（
 蛉
 -
 １
１
音
１
玉
㈹
 、
 七
）
、
「
 
妙
 知
己
（
 紐
 @
 五
 Ⅲ
 
八
 ）
な
ど
が
目
に
つ
く
 

が
 、
此
等
は
両
者
に
の
み
固
有
の
も
の
で
は
な
く
、
「
 肇
 論
ヒ
 あ
た
り
 迄
 遡
る
当
時
の
仏
教
徒
の
一
般
的
素
養
を
 も
 考
え
る
べ
き
で
あ
 

る
 。
然
し
、
両
者
の
表
現
に
或
る
程
度
類
似
の
傾
向
が
あ
 る
 、
と
は
云
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
文
月
 心
 銘
 し
 巳
 ?
 ㏄
が
注
目
 

さ
れ
る
。
 

開
 。
目
見
。
 相
 

心
髄
。
 境
起
 

心
処
無
 。
環
境
 処
無
 "
 心
 

将
 。
必
滅
。
 境
 

彼
此
 由
侵
 

心
寂
境
 
如
木
 
"
 道
下
。
 拘
 

境
随
 。
必
滅
心
髄
。
 境
無
 

両
処
 
不
生
寂
静
 虚
明
 

菩
提
 影
 

現
心
木
常
情
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に 禅宗太莫莫』の 構造と思想 

こ
れ
を
既
述
の
永
募
集
 四
 Ⅲ
 、
五
 Ⅲ
 、
五
 ㈲
と
比
較
し
て
 み
る
と
、
用
語
は
多
少
違
 5
 が
、
主
観
の
「
 心
 」
と
 客
 観
の
 「
 境
 」
と
の
 係
わ
 

り
を
問
題
に
し
て
、
最
後
に
一
種
の
さ
と
り
に
達
す
る
（
 「
菩
提
 
影
現
 」
）
と
い
う
形
式
に
お
い
て
一
致
す
る
。
そ
 
う
 思
っ
て
見
る
と
 博
 陵
王
 

問
答
も
、
か
の
第
四
番
に
到
る
第
一
か
ら
第
三
番
ま
で
、
 同
じ
よ
う
な
主
題
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
そ
し
 て
 此
の
流
を
辿
る
時
、
 

わ
れ
わ
れ
は
吉
蔵
の
「
大
乗
支
輪
 L
 巻
四
 （
 ム
 浄
名
文
 論
 珪
 生
色
五
）
の
 

境
智
論
 
（
円
仁
の
・
り
り
す
い
Ⅱ
 

円
 め
の
・
㏄
㏄
㏄
 

単
 ）
に
到
達
 す
る
。
そ
こ
で
は
 
境
 

智
の
相
関
 相
依
 （
大
裏
 
集
五
 ㈹
の
言
葉
で
云
え
ば
「
 
境
智
相
従
 」
）
を
論
じ
て
「
因
縁
の
境
 智
 」
と
し
、
こ
れ
に
関
聯
 し
て
有
無
の
二
諦
を
論
 

じ
 中
観
に
帰
着
す
る
。
こ
れ
は
形
式
の
上
で
五
山
に
ぴ
た
 り
と
相
応
す
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
恐
ら
く
 文
 覚
は
此
の
 境
智
 論
を
念
頭
に
置
い
 

て
 五
山
を
著
し
た
、
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
 。
何
故
な
ら
、
も
し
天
台
に
依
る
と
す
れ
。
は
、
白
磨
 

詞
止
 親
ヒ
三
下
（
 づ
 ら
の
・
 
き
 

も
に
 境
 智
の
関
係
を
論
ず
る
一
節
が
あ
り
、
其
処
で
は
 本
柏
 由
 ・
 相
由
 ・
兵
舎
・
 無
 因
の
四
句
に
分
別
し
て
、
「
 北
西
 解
皆
有
過
 」
と
 断
 

じ
て
い
る
か
ら
、
五
山
前
半
の
よ
う
な
議
論
は
出
る
余
地
 が
無
い
。
 又
 後
半
の
有
無
双
 照
 の
中
観
に
し
て
も
、
 天
 台
の
三
諦
の
理
論
か
ら
 

す
れ
ば
不
充
分
で
あ
り
、
第
一
何
故
こ
こ
に
有
無
の
論
が
 来
 な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
充
分
に
納
得
出
来
な
い
 。
更
に
五
山
全
体
が
四
 

Ⅲ
と
表
裏
の
関
係
に
お
い
て
理
解
可
能
で
あ
り
、
単
独
で
 は
い
ま
一
つ
理
解
の
届
か
な
い
も
ど
か
し
さ
が
感
ぜ
ら
 れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 こ
 

の
よ
う
な
感
想
は
筆
者
の
浅
学
に
由
来
す
る
も
の
か
も
 知
 れ
な
い
が
、
上
記
自
大
乗
支
輪
 ヒ
の
 箇
所
を
参
照
す
る
，
 」
と
に
よ
っ
て
 
、
 始
め
 

て
 五
山
の
成
立
を
充
分
に
納
得
出
来
る
、
と
筆
者
は
考
え
 る
 。
 

そ
れ
で
は
五
山
は
内
容
的
に
も
「
大
乗
支
輪
ヒ
 に
 依
拠
 し
 て
い
る
か
、
と
元
 ぅ
 と
そ
う
で
は
な
い
。
両
者
は
明
瞭
 な
 相
違
を
示
す
。
 即
 

ち
 、
「
大
乗
支
輪
 b
 で
は
、
有
無
の
二
諦
は
共
に
境
で
あ
 っ
て
智
で
は
な
い
。
こ
の
二
諦
に
由
っ
て
「
 湛
和
 渡
君
 
渡
君
海
 相
 」
の
三
智
 

を
 発
生
す
る
。
二
諦
三
智
の
相
即
に
よ
り
、
最
終
的
に
 は
 「
 
不
 。
 
動
二
 真
際
 ャ
両
 建
二
五
諸
法
 
ご
 「
 不
 。
 壊
二
 
仮
名
づ
 両
説
 -
@
 相
ご
を
説
く
 

の
が
吉
蔵
の
意
で
あ
っ
て
、
「
 
雄
 。
無
血
 
有
 。
」
「
 
雄
 。
 
有
而
 無
 。
」
は
そ
の
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
五
山
で
は
 、
「
 雄
 ㌃
 智
而
北
 @
 
。
 有
 。
」
 

「
 
雄
 。
 境
 市
井
。
 
無
 。
」
と
あ
っ
て
、
有
無
二
諦
は
境
智
 に
 跨
っ
て
論
ぜ
ら
れ
る
。
言
わ
ん
と
す
る
所
は
 、
四
 Ⅲ
「
 知
 滅
 村
道
」
と
同
じ
よ
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5
 に
 、
 穏
の
消
滅
し
た
一
種
の
宗
教
体
験
を
表
現
す
る
に
 在
る
、
と
筆
者
は
考
え
る
。
吉
蔵
の
方
が
理
論
的
に
は
 整
備
さ
れ
て
い
る
 よ
う
 

で
あ
る
が
、
少
く
と
も
此
の
部
分
に
関
し
て
は
、
素
朴
な
 永
享
集
の
方
に
却
っ
て
 
カ
 が
あ
る
。
と
も
か
く
五
山
は
 内
容
的
に
独
自
な
も
の
 

を
も
っ
て
居
り
、
「
大
乗
立
論
口
を
踏
襲
す
る
の
は
形
式
 の
上
だ
け
で
あ
る
。
此
の
関
係
は
先
の
「
 心
 銘
し
や
「
 博
 陵
王
問
答
」
に
つ
い
 

て
も
言
え
る
。
例
え
ば
同
心
銘
し
㌍
に
「
 分
 二
別
凡
聖
 -
 煩
悩
輯
睦
」
と
あ
り
、
既
述
 正
 ㈲
「
 何
 独
見
類
縁
生
。
 
亦
乃
 三
乗
 聖
果
 。
 皆
従
 

縁
有
 。
」
を
想
起
さ
せ
る
が
、
内
容
に
立
ち
入
っ
て
見
る
 

と
 、
永
享
集
の
方
は
言
わ
ば
凡
聖
を
分
別
す
る
所
か
ら
 出
発
し
て
、
最
後
に
ど
 

ち
ら
も
同
じ
縁
生
だ
と
気
付
く
の
に
対
し
、
「
小
銃
 L
 は
 初
か
ら
凡
聖
を
分
別
し
な
い
方
が
よ
い
の
だ
、
と
言
っ
 て
い
る
。
結
果
的
に
は
 

@
 
㎎
 -
 

類
似
し
た
形
を
取
る
が
、
実
質
的
に
は
微
妙
な
違
が
あ
る
 
「
 絶
観
 忘
年
」
何
は
円
心
鉗
口
の
旗
印
で
あ
る
が
、
 

水
募
 集
で
は
依
然
と
し
 

て
 正
念
・
六
種
料
簡
，
五
陰
 観
 
（
 
四
 ㈲
㈹
Ⅲ
）
の
よ
う
な
 も
の
が
説
か
れ
る
。
 

以
上
を
総
括
し
て
此
の
問
題
の
結
論
を
述
べ
よ
う
。
文
覚
 は
 、
 法
融
に
 代
表
さ
れ
る
三
論
 糸
習
禅
 者
の
存
在
を
知
 っ
て
い
た
に
違
な
 

ぃ
 。
こ
れ
は
年
代
的
に
見
て
も
、
地
域
的
に
見
て
も
、
 

寧
 ろ
 当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
「
 博
 陵
王
問
答
」
が
偽
作
で
 あ
る
か
な
い
か
、
断
定
 

す
る
決
め
手
は
今
の
処
無
 い
 。
何
れ
の
可
能
性
も
考
え
 ろ
 れ
る
が
、
仮
に
偽
作
と
し
た
場
合
で
も
、
偽
作
者
に
は
 法
融
 と
玄
覚
の
関
係
が
 

意
識
さ
れ
て
い
た
、
 
と
 云
 う
 こ
と
で
あ
ろ
う
。
例
の
文
句
 に
 就
い
て
は
、
両
者
に
先
行
す
る
源
泉
が
あ
っ
た
と
い
 う
 想
定
も
有
り
得
る
。
 

次
に
文
覚
 は
 法
敵
な
い
し
三
論
思
想
の
影
響
を
、
ど
の
 種
 度
 受
け
て
い
る
か
と
表
 9
 と
 、
実
質
的
に
は
余
り
受
け
 て
い
な
い
。
そ
れ
で
は
 

表
現
、
思
想
形
態
の
類
似
は
何
を
意
味
す
る
か
と
云
 う
と
 、
そ
れ
は
時
代
思
潮
と
素
養
の
背
景
と
で
あ
ろ
う
。
 

三
 論
系
 の
雷
神
者
が
一
時
 

か
な
り
の
勢
力
を
も
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
 ら
の
人
々
の
間
で
問
題
に
成
っ
た
こ
と
は
、
同
時
に
時
 代
の
問
題
と
し
て
、
 
糸
 

統
を
異
に
す
る
人
々
に
も
意
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
 を
 個
人
の
素
養
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
単
に
法
 融
 、
吉
蔵
 等
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
 

な
く
、
少
く
と
も
鳩
摩
羅
什
門
下
ま
で
遡
る
共
通
の
基
盤
 で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
「
大
乗
立
論
 b
 の
 境
智
論
 に
し
 て
も
、
後
半
の
有
無
を
 

論
ず
る
部
分
は
、
雲
影
 の
 
「
中
論
 序
 L
 （
パ
品
・
 
7
 
～
 
す
 ）
の
 引
 用
 で
あ
る
。
要
す
る
に
わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
、
こ
の
 ょ
 う
 な
視
野
を
も
つ
こ
と
 

(346) 22 



ア 禅宗永享巣ロ の 構造と思想 

最
後
に
、
以
上
の
論
述
を
綜
合
し
て
氷
霧
集
の
本
質
を
考
 察
し
よ
う
。
 

水
 募
集
全
体
に
対
す
る
論
評
と
し
て
は
、
神
智
徳
義
（
 し
 お
１
 ）
 
0
 の
）
）
の
司
法
華
三
大
部
補
注
口
の
説
が
知
ら
れ
て
 
い
る
。
 

 
 

況
復
ス
云
 。
 籍
 。
数
倍
。
 
宗
 。
世
人
 何
得
三
 妄
説
：
敦
朴
 別
 伝
 -
 
耶
 

唯
 木
裏
 集
 多
用
二
仏
経
 つ
以
為
二
 指
南
 づ
此
 博
二
 達
 磨
之
 正
意
 -
 

也
 。
 与
 。
大
近
代
言
三
 %
 祥
 -
 
者
、
異
 焉
 。
（
 

Z
N
 

燵
 ・
の
め
 

o
c
 

）
 

当
時
一
般
に
 
禅
 者
は
「
教
外
別
伝
」
を
唱
え
て
、
教
を
軽
 ん
ず
る
風
潮
に
あ
っ
た
が
、
本
来
は
そ
う
で
は
な
か
っ
 た
 、
と
彼
は
云
 う
 。
 そ
 

し
て
、
水
霧
 集
が
 多
く
経
典
を
用
い
て
指
南
と
し
て
い
る
 の
ほ
禅
の
正
意
に
適
う
も
の
だ
、
 

と
 云
 う
 。
彼
は
更
に
 続
け
て
、
 

但
木
募
集
金
片
二
天
台
円
頓
 
之
法
イ
 両
下
三
管
 言
 二
天
ム
ロ
一
者
 

。
 豊
 不
二
 奪
 。
他
 成
 。
 巳
耶
 。
 不
 。
無
意
 在
 。
何
 哉
 。
（
同
上
。
 巳
 Ⅱ
 己
 ）
 

と
元
 ぅ
 。
 天
 ム
ロ
 
之
法
 で
あ
る
教
と
 、
い
 わ
ゆ
る
 禅
 と
が
、
 
本
幕
 集
 に
お
い
て
融
和
一
致
し
て
い
る
、
と
彼
は
見
て
 い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
 

上
 で
、
永
享
集
は
全
面
的
に
天
台
の
法
を
用
い
な
が
ら
、
 

一
言
も
天
台
の
名
を
挙
げ
て
い
な
い
、
こ
れ
は
盗
用
で
 は
な
い
の
か
、
そ
う
で
 

な
い
と
す
れ
。
は
、
一
体
文
覚
の
真
意
は
何
処
に
在
る
の
か
 

、
と
彼
は
疑
問
を
投
ず
る
。
こ
れ
は
大
変
興
味
深
い
 、
 微
妙
な
問
題
で
あ
る
。
 

近
代
の
学
者
の
意
見
を
参
照
し
つ
つ
、
こ
れ
を
検
討
し
よ
 あ
ノ
 
。
 

先
ず
島
地
大
等
「
天
台
教
学
史
 
-
0
@
2
 
 

目
 （
 
っ
 ・
）
 

2
0
 

）
に
 

、
 「
 そ
は
天
 台
の
所
謂
 る
双
 速
攻
照
の
義
を
以
て
説
き
た
る
も
の
に
 属
し
、
 擬
 ひ
も
無
く
 

天
台
の
止
観
を
応
用
し
て
禅
家
の
禅
定
を
解
釈
し
た
る
も
 の
な
り
。
」
と
あ
り
、
「
望
月
仏
教
大
辞
典
 
ヒ
 3
 
（
 
ヮ
 ・
め
の
「
 

っ
１
二
）
も
同
趣
旨
で
、
 

特
に
「
吉
祥
融
合
に
関
す
る
最
初
の
著
作
」
と
す
る
が
、
 

 
 

る
 。
白
樺
融
合
 説
は
、
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七 

に
 由
っ
て
、
よ
り
よ
く
永
享
集
を
理
解
出
来
る
と
い
う
）
 

」
と
で
あ
ろ
う
。
 



な
い
。
」
（
同
）
「
 
智
 顛
の
実
相
論
に
見
ら
る
 ム
 弁
証
法
的
 思
想
は
全
く
存
在
し
な
い
。
」
（
 同
 p
.
 き
 と
述
べ
ら
れ
 る
 。
こ
れ
ら
の
発
言
に
 

は
 多
少
の
議
論
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
が
 水
霧
集
を
純
粋
な
天
ム
ロ
思
想
と
し
て
見
よ
う
と
す
る
と
 

、
不
審
の
念
が
起
こ
る
 

の
は
事
実
で
あ
る
。
一
方
 禅
は
 
つ
い
て
も
、
例
え
ば
宇
井
 伯
 寿
司
第
二
禅
宗
 史
 研
究
 口
 （
 
昭
巧
 
岩
波
 

p
,
2
7
 

も
）
に
 

、
「
 

永
募
 集
の
内
容
は
 
、
 

大
体
、
天
台
の
教
観
に
拠
っ
た
も
の
で
、
特
別
に
 、
禅
 的
で
あ
る
と
も
言
へ
な
い
も
の
で
あ
る
。
」
と
あ
り
、
 

関
 口
 真
大
円
天
台
止
観
の
 

研
究
 b
 （
一
九
六
九
 
｜
 一
九
八
五
岩
波
 

ゃ
器
 0
 ）
に
も
、
「
 禅
宗
太
 募
 集
を
み
る
と
、
そ
の
内
容
に
は
と
く
に
禅
宗
 に
ょ
 ら
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
と
思
わ
れ
る
何
も
の
も
な
く
、
ま
っ
た
く
天
台
に
よ
 っ
て
い
る
か
の
よ
 
5
 
に
見
受
け
ら
れ
る
…
」
と
あ
っ
て
 、
 確
に
後
世
の
南
宗
 禅
 

的
な
も
の
を
 永
募
 集
に
期
待
し
て
も
、
其
処
に
は
何
も
見
 ら
れ
な
い
。
次
に
（
融
合
）
に
つ
い
て
も
、
以
前
は
禅
 宗
は
達
磨
以
来
嫡
嫡
 相
 

撰
 し
て
、
六
祖
以
下
の
南
宗
 禅
 に
成
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
 い
 た
が
、
近
年
そ
の
 
祖
統
 説
の
虚
構
が
指
摘
さ
れ
、
 
従
 来
 の
よ
う
な
意
味
で
は
 

維
持
出
来
な
く
な
っ
た
以
上
、
ム
ロ
 
禅
 融
合
と
い
う
こ
と
も
 嘗
て
の
よ
う
に
単
純
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
 

又
 さ
き
に
 

触
れ
た
 

よ
う
 に
、
三
論
 

｜
 牛
頭
系
の
禅
も
考
慮
に
入
れ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
 ろ
 う
 。
問
題
は
益
々
紛
糾
す
る
が
、
こ
の
 ょ
 う
な
状
況
 を
 踏
ま
え
て
改
め
て
 筆
 

者
の
見
解
を
左
に
述
べ
よ
う
。
そ
れ
は
当
然
 永
 纂
集
の
 叙
 述
 そ
の
も
の
か
ら
出
発
す
る
。
 

先
ず
一
体
永
享
集
の
何
処
を
指
し
て
大
祥
）
 

と
 言
 う
か
 。
 宇
井
、
関
口
 
両
 博
士
も
禅
ら
し
い
も
の
は
無
い
と
云
わ
 れ
る
、
そ
れ
に
も
 拘
 

ら
ず
水
霧
集
の
本
質
を
禅
と
す
る
の
は
、
先
に
扱
っ
た
 日
 田
 の
 
「
 知
滅
 村
道
。
一
向
真
板
。
 
閲
ホ
 無
 害
 。
 妙
性
天
 然
 。
」
に
見
ら
れ
る
 ょ
 

5
 な
 、
一
種
の
宗
教
的
転
機
を
示
す
高
揚
し
た
表
現
に
在
 る
 、
と
筆
者
は
考
え
る
。
 
四
 ㈹
「
 寂
ホ
 少
時
間
。
 
唯
覚
 無
所
得
。
」
、
 五
 ㈹
「
 是
 

故
経
云
 。
仏
種
 従
 縁
起
。
 是
以
 万
機
叢
濃
。
達
之
者
。
 
則
 無
 非
道
場
。
」
の
前
後
も
こ
れ
に
類
す
る
。
こ
 う
 い
 う
 も
の
が
全
篇
の
根
幹
を
 

天 

先ず 的 ムロ 
で， そ 
は の 
な 天 

  
却 想 
っ に 
て つ 

禅 い 
門 て 的 
て ・ 専 

あ 門 
る の 
こ 天 
と 台 
が 学 

知 者 
も の 
れ 立 
る 場 
」 。 ； 、 

ら、 （ヨ人 

  
臭 く 

b 立入っ 思想論 

も cD  て 検 
ど 討 

  
具 は 
説 永 

の 嘉 
信 実 
統 の 
ほ 本 
文 質 
覚 的 
に 立 

は 場 
会 は 
く 決 
存 し 
し て 

(348)@ 24 

天
 ム
ロ
・
 
キ
 
・
融
合
と
い
 5
 三
つ
の
契
機
を
含
む
が
、
実
は
 こ
の
三
の
一
々
 
は
 つ
い
て
疑
問
が
あ
る
。
 



丁 禅宗太 募 集 ] の 

と 

い 
翰 
は さ 

う 世 、 て 
玄 上 級 友 
朝 暉 が 覚 

  

  
サ @ L と 糸 

の の 

  
い 方 拠 と 
批 乃 で す 

ると、 。判を示 あるが 如 " 斯 

次に様 @ し、 健吉： 、その 
5 才 内 々 
小 蔭 容 な 
は づ に 疑 
立 願 土 間 

  
説 

を 
成 
  
甚 勧 

し だ 友 
て 間 人 
い 韻 書 

る が 第 
あ 九 

と る 月口 

l@ Ⅴ   ち 

らソ 充 文 
    ず 朗 
と と 

であ 

の 

往 
る 復 

書 
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成
し
て
居
り
、
そ
れ
が
後
来
南
宗
禅
の
本
質
に
通
ず
る
と
 認
め
ら
れ
た
れ
ば
こ
そ
、
大
祥
）
 
と
 言
 う
 の
で
あ
ろ
う
 
。
従
っ
て
其
所
に
い
わ
 

ゆ
る
南
宗
禅
の
定
型
的
表
現
が
無
く
と
も
差
文
な
い
の
で
 あ
る
。
 

こ
の
問
題
は
玄
覚
の
伝
記
に
も
関
聯
す
る
。
 

田
 祖
堂
集
 L
 等
に
見
ら
れ
る
所
謂
一
宿
 覚
 伝
説
が
、
一
方
の
や
や
 潤
 白
 さ
れ
た
説
で
あ
る
 

こ
と
は
、
 円
宋
 高
僧
伝
 b
 番
入
（
 ご
 0
.
q
 

紹
 じ
の
 

 
 

謁
 二
部
腸
籠
禅
師
 -
 
両
得
 "
 旨
焉
 。
 或
日
 。
 覚
振
 。
 錫
達
 "
 庵
 答
対
 。
請
花
二
別
 録
 Ⅱ
 

と
い
う
記
述
を
見
れ
ば
判
る
が
、
慧
能
と
玄
覚
の
本
質
的
 関
係
を
反
映
し
た
も
の
で
は
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
   

観
 二
具
 退
 薄
機
警
 づ
雌
 。
 日
 。
 印
 二
回
族
 曹
渓
づ
 実
情
：
大
族
 天
宮
Ⅱ
（
 之
 2
6
3
.
 

お
 め
。
）
 

と
 表
 5
 。
つ
ま
り
問
答
の
様
子
か
ら
見
て
、
実
際
は
曹
操
 に
 来
る
前
か
ら
悟
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
 で
あ
る
。
そ
れ
を
 伝
燈
 

-
 
ね
 -
 

の
 立
場
か
ら
、
天
宮
 慧
 威
の
下
で
悟
っ
た
と
す
る
に
過
ぎ
 な
い
。
既
に
云
わ
れ
て
い
る
 よ
う
 に
、
 慧
威
 と
の
師
資
 関
係
も
確
証
さ
れ
て
は
 

い
な
い
。
た
だ
玄
覧
が
天
台
糸
の
僧
で
あ
っ
た
ろ
 う
 こ
と
 は
、
 何
よ
り
も
 永
 募
集
第
九
の
佐
漢
文
 朗
 と
の
往
復
 書
 翰
 が
物
語
り
、
其
彼
の
 

-
 
恭
 -
 

居
た
と
さ
れ
る
開
元
寺
あ
る
い
は
 竜
 典
幸
と
い
う
官
寺
の
 性
格
か
ら
も
考
え
ら
れ
る
。
尤
も
そ
の
前
に
、
文
覚
 堅
 二
諦
牛
頭
系
の
習
 禅
者
 

想
 

の
一
人
で
は
な
か
っ
た
か
、
或
い
は
彼
等
と
天
台
と
 の
中
間
に
在
っ
て
「
独
学
」
し
た
 禅
 者
、
と
考
え
て
み
 る
の
も
一
途
か
も
し
れ
な
い
 

ぬ
が
、
や
や
根
拠
薄
弱
の
感
が
あ
り
、
既
述
の
よ
う
に
 

水
霧
 集
 に
見
ら
れ
る
そ
の
よ
う
な
色
彩
は
、
当
時
の
仏
 教
 者
の
素
養
お
よ
び
時
代
思
 

糀
潮
 に
よ
る
も
の
、
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
 



成
ろ
 う
 。
従
っ
て
若
し
こ
の
程
度
の
天
ム
ロ
思
想
を
以
て
彼
 

が
 白
樺
 融
 会
を
意
図
 

う
 。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
解
釈
会
通
す
る
一
つ
の
ヒ
ン
ト
 、
 或
い
は
参
考
と
し
 

想
起
す
る
。
 

吾
 早
年
来
積
学
問
 
亦
 賞
詞
 疏
尋
 経
論
 

分
別
名
相
不
知
 休
 

入
海
 算
沙
徒
 自
因
 

却
被
 如
来
苦
諦
 責
 

敷
地
珍
宝
 有
何
益
 

従
来
 塔
燈
覚
虚
行
 
多
年
佳
作
風
塵
 客
 

こ
れ
は
長
い
間
の
研
 鎖
 に
対
す
る
自
ら
の
反
省
で
あ
る
。
 

或
る
宗
教
的
転
機
の
 

か
も
知
れ
な
い
。
然
し
そ
れ
無
く
し
て
こ
れ
は
有
り
得
 な
か
っ
た
 、
と
 云
 う
一
 

又
、
 

し
た
と
す
れ
ば
、
永
享
集
も
小
一
片
の
雑
駁
な
書
と
成
 ろ
 

て
 、
わ
れ
わ
れ
は
 又
 
自
証
道
歌
 b
 の
末
尾
に
近
 
い
 一
段
 を
 

訪
れ
た
後
か
ら
見
れ
ば
、
そ
れ
ほ
無
益
な
努
力
で
あ
っ
 ナ
，
 

Ⅰ
 

種
の
逆
説
的
回
顧
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
 従
義
は
 

す
る
と
疑
問
が
残
る
。
そ
の
意
味
で
、
現
れ
た
結
果
だ
け
 

か
ら
見
れ
ば
、
「
文
覚
は
た
し
か
に
天
台
の
正
系
で
は
 

わ
は
し
」
 

@
 
2
 
 

必
 、
 と
い
う
こ
と
に
 

つ
ま
り
玄
朝
 が
 天
台
の
正
系
な
ら
ば
、
文
覚
は
其
処
か
ら
 外
れ
た
、
と
非
難
叱
責
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
 対
す
る
文
覚
の
答
書
も
 

亦
 か
な
り
激
し
い
反
論
を
展
開
す
る
。
も
し
初
め
か
ら
 別
 系
統
の
人
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
事
は
起
こ
ら
な
い
で
 あ
ろ
う
。
同
じ
所
か
ら
 

出
発
し
て
分
れ
た
れ
ば
こ
そ
、
か
か
る
批
難
応
酬
が
あ
っ
 た
に
違
い
な
い
。
本
文
末
尾
に
「
若
井
 二
志
朋
づ
安
 敦
睦
 触
 。
」
と
あ
る
通
り
で
 

あ
ろ
う
。
此
所
で
わ
れ
わ
れ
は
先
の
従
義
の
不
満
な
い
し
 不
審
を
思
い
出
す
。
大
幕
集
は
全
面
的
に
天
台
の
法
を
 用
い
乍
ら
、
一
度
も
天
 

台
 と
言
わ
な
い
、
こ
れ
は
盗
用
で
は
な
い
の
か
、
そ
う
で
 な
い
と
し
た
ら
一
体
そ
の
心
は
何
処
に
在
る
の
か
、
 

と
 彼
は
言
 う
 。
わ
れ
わ
れ
 

は
 玄
覧
が
盗
用
し
た
と
は
考
え
な
い
。
別
の
理
由
が
あ
っ
 た
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
れ
と
符
節
を
合
わ
せ
る
 よ
う
 に
 、
文
覚
の
師
資
関
係
 

が
 明
瞭
で
な
い
、
或
い
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。
実
際
 永
 募
集
の
 天
 ム
ロ
説
は
、
先
学
の
指
摘
の
通
り
、
純
粋
な
天
 
ム
ロ
 
説
 と
し
て
見
よ
う
と
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註
 

駿
 

（
 1
 ）
寛
永
甲
皮
（
十
一
年
）
西
村
 又
 左
衛
門
新
刊
 n
n
 弘
治
十
二
年
 己
未
慶
 尚
道
欧
州
土
石
 木
庵
 開
板
 り
 禅
宗
太
 嘉
 架
上
下
二
巻
。
 

   
 

 
 

一
 、
永
 嘉
 禅
宗
 集
註
 
（
二
巻
）
。
 

 
 
 
 

 
 

榊
 

（
 3
 ）
小
論
、
①
氷
菓
集
の
思
想
に
つ
い
て
（
印
仏
 所
 卸
 
）
②
 永
 募
集
の
思
想
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）
（
宗
教
研
究
 
ぎ
 0
 ）
を
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
。
 

 
 

（
 4
 ）
 

ヨ
 禅
宗
太
 募
 集
ヒ
（
～
㌫
 

之
 0
.
 き
お
 ）
全
体
の
初
に
各
 土
 早
の
大
意
を
説
く
中
、
「
 
使
 定
慧
均
等
。
 
捨
於
二
辺
 。
」
（
 ヨ
 の
の
の
 
ぃ
 ）
 
と
あ
り
、
三
乗
漸
次
 

き
足
 尋
討
 他
宗
 章
疏
耳
 。
 若
尋
 天
台
 章
疏
 。
定
則
 観
与
経
 ム
ロ
。
何
息
子
。
 捧
ム
宅
 三
大
部
補
注
口
巻
 九
 
N
z
 
燵
 ・
ぎ
ざ
  
 

と
 云
っ
て
天
台
を
弁
護
す
る
が
、
寧
ろ
他
な
ら
ぬ
天
台
の
 章
疏
 で
あ
っ
た
と
す
る
方
が
、
自
然
の
成
り
行
き
で
は
 な
か
ろ
 5
 か
 。
 
コ
証
道
 

歌
 b
 は
現
形
に
於
て
玄
覧
の
 作
 と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
 
然
 し
円
 祖
堂
集
ヒ
宙
に
）
）
に
云
う
よ
う
に
、
姉
の
集
め
た
 

歌
行
掲
額
が
あ
っ
て
 、
 

そ
れ
を
核
と
し
て
増
床
改
作
さ
れ
た
も
の
が
現
形
で
あ
る
 と
す
れ
ば
、
こ
の
 ょ
う
 な
所
に
文
覚
の
精
神
的
遍
歴
の
 反
映
を
見
る
こ
と
が
 出
 

来
る
か
も
知
れ
な
い
。
 

以
上
を
綜
合
し
て
、
考
え
得
る
経
緯
と
し
て
は
、
文
覚
 は
 内
外
博
通
の
中
で
も
、
主
と
し
て
天
台
の
教
観
を
修
め
 努
力
精
進
し
た
 結
 

果
 、
意
外
に
も
 天
 ム
ロ
止
観
を
離
脱
し
た
所
に
彼
自
身
の
悟
 
証
を
見
出
し
た
。
そ
れ
は
慧
能
以
下
の
南
宗
 禅
と
 本
質
 を
 同
じ
う
す
る
も
の
で
 

あ
っ
た
。
彼
は
そ
れ
を
 祝
 く
に
当
っ
て
 、
 主
と
し
て
 被
 か
 そ
れ
ま
で
身
に
著
げ
て
い
た
天
台
の
教
理
、
用
語
を
以
 て
す
る
よ
り
な
か
っ
 

た
 。
そ
の
結
果
、
同
じ
理
論
、
術
語
を
用
い
て
も
、
元
の
 も
の
と
は
違
 う
彼
 独
自
の
も
の
と
成
ら
ざ
る
を
得
な
か
 っ
た
 。
そ
こ
で
当
時
の
 

天
台
糸
か
ら
は
白
眼
視
さ
れ
る
こ
と
に
成
り
、
正
統
の
糸
 き
の
中
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
彼
自
身
も
亦
 天
台
の
名
を
挙
げ
る
こ
 

と
が
な
か
っ
た
。
以
上
は
半
ば
筆
者
の
推
測
で
あ
る
が
、
 

或
る
程
度
の
必
然
性
を
も
つ
と
思
わ
れ
る
の
で
、
敢
え
 て
 識
者
の
批
判
を
乞
 う
 

想
 
次
第
で
あ
る
。
 

鵠
尚
 
、
紙
幅
の
都
 ム
ロ
 
で
 六
 ㈲
観
心
土
門
を
扱
 う
 こ
と
が
 出
 来
 な
か
っ
た
が
、
全
体
の
論
旨
に
影
響
は
な
い
と
信
ず
る
。
 

造
 

（
平
成
元
年
五
月
）
 

構
 
 
 



第
七
に
「
定
慧
 

均
両
等
妙
 
。
」
（
 

円
 ひ
の
の
 

ぃ
 
）
と
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 
 
 

（
 
5
 ）
 T
 （
の
の
 

0
 
ヴ
 
）
は
「
 
契
眞
 
木
室
」
と
あ
る
も
 

、
 他
の
諸
本
 
に
 従
 う
て
 「
美
本
員
 

空
 」
と
読
む
。
 

（
 
6
 ）
「
 境
智
 
真
一
。
」
「
 

摩
詞
 
止
観
 
ヒ
 一
下
に
、
「
 

常
境
 
無
相
。
 
常
香
無
縁
。
収
二
無
縁
 

智
ィ
縁
二
 

無
相
 
墳
つ
 無
相
 
之
境
 
。
 柏
二
無
 

 
 

 
 
 
 

面
責
 境
智
ご
 （
 
丈
 6
.
 

胃
 ）
と
あ
り
、
表
現
は
同
じ
で
、
内
容
的
 

に
も
一
見
近
い
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
異
 

る
 。
 

（
 
7
 ）
 円
十
 
不
二
門
 
指
要
妙
 
b
 （
 
づ
ふ
 
・
～
 

0
 
浮
 ）
㌔
小
論
①
 
ヮ
 ）
 
つ
 
肚
の
 

（
 
8
 ）
 燈
注
 「
 
携
嚴
云
 
。
 見
 年
見
 
縁
 。
 併
所
 
悪
相
。
 
如
 虚
空
 
花
 。
 本
無
 
所
有
。
（
 

づ
お
 
・
）
 

1
2
 

す
 
）
円
覚
元
。
如
是
 

空
花
 
。
 即
無
 
流
転
 。
（
 
円
ト
 
～
・
 

つ
 
）
㏄
 

0
 
）
一
一
 

経
義
明
。
町
風
 

即
瞼
 
市
郎
 
法
突
 
。
」
（
 

蜀
に
ヴ
 
）
こ
の
 二
 経
と
 永
享
集
は
関
係
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
特
に
両
経
を
参
照
し
 

な
け
れ
ば
解
釈
 

出
 

来
た
い
箇
処
は
無
い
。
 

（
 
9
 ）
 ド
に
 
・
 
ゆ
 
Ⅰ
～
 

ヴ
 柳
田
聖
山
口
中
国
撰
述
経
典
一
円
覚
経
ヒ
 

P
 ）
 
鯛
 （
 
昭
 ㏄
筑
摩
書
房
）
日
経
に
つ
い
て
の
最
初
の
記
録
 

は
 「
伝
法
空
 

紀
ヒ
 （
 
七
 

一
 三
年
頃
）
と
云
わ
れ
る
が
、
七
一
三
は
文
覚
さ
ら
に
慧
能
の
寂
 

年
 で
も
あ
る
。
内
容
の
比
較
検
討
は
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
が
 

、
 他
の
機
会
に
譲
 

る
 。
 

（
㏄
）
 
源
清
 ㍉
法
華
 
十
妙
 不
二
門
 
示
珠
指
ト
 
（
 
之
 N
 
ぷ
 ・
 
鴛
 o
p
 

）
に
 

引
用
さ
れ
る
。
 

（
は
）
小
著
 
向
 
新
釈
 碧
巌
集
 
b
 （
一
九
七
八
法
大
出
版
局
）
 

や
ト
 
お
参
照
。
 

 
 

（
は
）
刊
本
お
よ
び
「
国
訳
禅
学
大
成
 

L
 第
三
巻
（
 
昭
 4
 
 
二
 松
 重
書
店
 

p
.
3
0
 

）
は
共
に
「
即
ち
覚
に
常
無
し
」
と
読
む
が
、
 

燈
注
 「
恒
郎
 
覚
 面
無
 

党
 」
（
 
才
 N
 
ひ
 
o
 
ぎ
 ）
を
参
照
し
て
、
「
覚
に
即
し
て
」
と
読
む
。
 

（
 
蝸
 ）
 ご
 ～
・
 

燵
ざ
 「
達
摩
大
師
の
研
 

縦
ミ
 
（
 
昭
蛆
 春
秋
社
）
 
づ
 ）

 
ひ
 
0
q
 

天
台
止
観
の
研
究
 

ヒ
 （
一
九
六
九
岩
波
）
や
め
 

き
 @
 ㏄
 ㏄
 
ト
 

 
 

 
 

 
 

（
㎎
）
尤
も
日
 

心
銘
ヒ
 
に
も
「
守
二
嬰
児
 

行
 -
 
」
 c
u
 

と
い
う
表
現
 

が
あ
る
。
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附
 

大
正
蔵
経
（
 T
 ）
と
他
の
諸
本
と
相
異
す
る
場
合
が
あ
り
、
 

そ
の
中
の
相
当
数
に
つ
い
て
誤
植
の
疑
も
持
た
れ
る
の
で
、
 

気
 の
つ
い
た
も
の
を
 
挙
 

げ
る
。
（
 版
 Ⅱ
注
 1
 、
 成
 Ⅱ
注
は
 、
燈
 Ⅱ
注
 2
 ）
 

 
 

 
 

の
の
の
 
a
 お
 衆
生
 ｜
生
 
（
 
版
 、
成
、
 燈
 ）
の
の
の
す
 ミ
 万
感
 ｜
惑
 
（
 
版
 、
成
、
 燈
 ）
 
ひ
 銘
す
ぎ
昭
昭
（
Ⅱ
 燈
 ）
 ｜
照
照
 
（
 
版
 、
成
）
 
お
 の
 す
お
 実
員
本
主
 ｜
 

本
員
（
 版
 、
成
、
 
燈
 ）
 
お
 。
 ヴ
 ㎏
初
生
者
 ｜
心
 
（
 
版
 、
成
、
 
燈
 ）
ひ
き
 ヴ
 あ
村
役
三
辰
 ｜
破
 
（
 
版
 、
成
、
 燈
 ）
 
ひ
の
 
）
 p
P
 
猶
有
 
（
Ⅱ
 版
 、
成
）
 ｜
存
 

（
 
燈
 ）
 
3
9
1
a
2
 

）
般
若
無
知
（
Ⅱ
 

燈
 ）
 ｜
智
 
（
 
版
 、
成
）
の
の
 l
a
2
 
ト
 令
政
 ｜
岐
 
（
 
版
 、
成
）
 岐
 
（
 
燈
 ）
 
ぎ
 ）
 り
燵
 存
在
１
便
（
 版
、
 成
 、
 燈
 ）
 
ひ
の
 
N
a
 

乙
他
訃
｜
説
 （
 
版
 、
成
、
 燈
 ）
の
 奏
 す
り
色
相
 ｜
像
 
（
 
版
 、
成
、
 
燈
 ）
 
ひ
巴
す
轟
執
有
 。
有
 坂
 非
有
１
々
 
シ
 
（
 版
 、
成
、
 
燈
 ）
 
め
 双
 ひ
に
 誼
擾
｜
喧
 

（
 
版
 、
成
）
の
緩
む
㌶
文
部
 ｜
旨
 
（
 
版
 、
成
）
 
ひ
 組
曲
 鰍
寂
累
｜
 慮
 
（
 
版
 、
成
）
の
 目
沙
ぎ
避
誼
｜
喧
 
（
 
版
 、
成
）
の
 ゅ
ち
 
す
き
 狗
 
喧
雑
 １
 %
 
 （
 
版
、
 

成
 ）
の
目
の
㏄
 常
短
 １
組
（
 版
 、
成
）
 

（
四
）
 昭
 8
 １
回
目
中
山
書
房
。
参
照
 

ョ
 
仏
祖
統
紀
 ヒ
 （
 
づ
 き
 N
o
 
浮
 ）
「
泥
水
募
集
中
全
周
止
観
 遮
 照
之
 旨
 。
」
 

（
 
れ
 ）
 倒
 せ
ば
、
安
藤
俊
雄
「
 天
 ム
ロ
性
具
思
想
論
 
ヒ
 （
 昭
盤
法
 蔵
館
 ）
 ヲ
の
 ㏄
「
一
見
し
て
ム
ロ
 

禅
 朝
会
の
立
場
を
示
し
て
ゐ
る
。
」
 
、
鎌
田
茂
雄
臼
中
国
 

仏
教
文
辞
典
 ヒ
 （
 
昭
 ㏄
東
京
堂
）
 
p
.
3
9
0
 
 

「
天
台
宗
の
教
理
を
 

根
本
に
置
 き
、
 巧
み
に
南
宗
 禅
 と
の
融
合
を
は
か
っ
て
い
る
。
  
 

（
 
戎
 ）
 鷲
 仮
家
 演
 
「
大
幕
文
覚
の
 
禅
観
 」
（
神
文
化
研
究
所
紀
要
 
第
 7
 号
 
昭
 ㏄
）
神
宮
１
 %
 

（
 
為
 ）
鈴
木
哲
雄
「
 唐
 五
代
禅
宗
 史
ヒ
 （
 
昭
 ㏄
山
高
扇
）
 
p
P
 ぎ
に
依
る
。
 

（
 
射
 ）
安
藤
俊
雄
前
引
 
書
ゃ
窩
 
禅
の
語
録
 騰
 「
信
心
銘
・
 証
 道
歌
・
十
牛
図
・
坐
禅
 儀
し
 （
 
昭
 ㎎
１
 %
 
 筑
摩
書
房
）
 フ
こ
 銅
 柳
田
聖
血
解
説
 

「
史
実
上
の
玄
覚
は
必
ず
し
も
 
天
 ム
ロ
正
系
の
学
者
で
は
な
か
っ
た
 
」
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被
造
物
は
イ
ェ
ス
，
キ
リ
ス
ト
を
完
全
に
知
る
こ
と
は
で
 き
な
い
。
キ
リ
ス
ト
の
本
質
に
関
し
て
は
、
人
間
の
理
 解
す
る
こ
と
の
で
き
 

八 八 
キ ていの超に私書論 

ま ｜ 

じ 

め 
[   

ス いの拙宅 " 心 らの   
のよう 聖② とは、 描写も ストと 、神 て 傾向を 融合を なく、 
キ あ の と も も しな 聖 

りか スま 出人つあ 合と、 えし場か ば上書 
ト いい の 自 てばで ら 
の での堆然有人と 半 U 
本あ 描 一生宅間 ら断 
質る 写の義す 中 え し 

③ 。 な神約 ど保立 るも よとい、 てて     生 自然 る し 。 リスト る し 。 教 る 。 二 って 限り な 霊怪、 
義 たのた義兄 実永 
      が 聖が的論証 遠 
立 っ は っに的的性 

場 て鋳 " め ては宇にで " " 苗講 あ       範 

新英語 神の子覚もあ 像は、 の奇跡 世界を 立 の B 恭 
と い八等一場 訳 
し ま 間のつは 聖 

(355) 

聖
書
の
贈
 罪
 精
神
と
キ
リ
ス
ト
の
 水
 質
 

新
英
語
訳
聖
書
の
翻
訳
に
見
ら
れ
る
矛
盾
 
構
造
論
を
中
心
と
し
 
て 

  



筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
日
本
宗
教
学
会
で
の
口
頭
発
表
の
場
 で
、
新
英
語
訳
聖
書
（
Ⅱ
 
ぎ
 
之
の
毛
田
芋
の
す
 亜
巨
の
 
）
 の
 翻
訳
の
あ
り
方
を
中
 

心
に
 、
こ
れ
ま
で
日
本
語
訳
聖
書
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
 考
察
し
て
い
る
。
 

世
界
中
に
い
る
キ
リ
ス
卜
者
達
の
信
念
の
根
拠
は
、
人
間
 存
在
の
本
質
で
あ
る
 日
 隣
人
愛
 口
 に
生
き
ょ
 ぅ
 と
す
る
 信
仰
に
あ
る
。
 

こ
の
「
隣
人
愛
」
の
あ
り
方
を
核
と
し
て
、
新
英
語
訳
里
 書
 
（
 
N
.
E
.
B
 
）
の
編
集
者
た
ち
の
そ
れ
は
ど
う
い
う
 も
の
で
あ
ろ
う
か
と
 

考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。
研
究
方
法
と
し
て
は
、
宗
教
学
 を
 前
提
と
し
て
英
語
学
的
・
人
類
言
語
学
的
な
立
場
か
 ら
 人
と
文
化
と
言
葉
を
 

中
心
に
、
研
究
に
必
要
な
キ
ー
 ヴ
 ー
 ド
 を
手
が
か
り
と
し
 て
 マ
ス
タ
ー
キ
ー
と
し
て
の
言
葉
を
求
め
る
や
り
方
で
 あ
る
。
つ
ま
り
、
 
N
E
 

B
 を
中
心
と
し
て
聖
書
翻
訳
に
関
す
る
諸
問
題
を
前
述
の
 方
法
の
及
ぶ
範
囲
内
で
、
主
と
し
て
英
米
文
学
作
品
な
 ど
を
手
が
か
り
と
し
 

@
2
-
 

て
 、
宗
教
学
的
な
研
究
分
析
と
考
察
を
し
て
い
る
。
 

し
た
が
っ
て
、
聖
書
の
翻
訳
を
め
ぐ
っ
て
の
こ
れ
ま
で
の
 筆
者
の
い
く
 っ
 か
の
論
文
や
著
書
と
そ
れ
を
説
明
す
る
 の
に
必
要
な
い
く
つ
 

か
の
資
料
や
ノ
ー
ト
に
よ
っ
て
、
聖
書
の
翻
訳
の
あ
り
方
 を
 問
い
、
そ
の
の
ぞ
ま
し
 い
 文
体
と
い
う
む
ず
か
し
 い
 問
題
を
め
ぐ
っ
て
 、
諸
 

先
輩
の
貴
重
な
御
意
見
を
参
考
に
ま
と
め
て
い
る
。
そ
の
 中
間
報
告
が
本
稿
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
中
間
報
告
 を
 前
提
と
し
て
、
最
後
 

に
 日
新
英
語
訳
聖
書
に
見
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
論
（
の
 
ァ
 。
 田
 。
 -
 
0
 鞄
 ）
 目
 と
い
う
大
き
な
む
ず
か
し
い
テ
ー
マ
を
取
り
あ
げ
 て
み
る
予
定
で
あ
る
。
 

新
英
語
訳
聖
書
の
翻
訳
に
代
表
さ
れ
る
最
近
の
話
題
に
の
 ぼ
っ
て
い
る
聖
書
翻
訳
の
傾
向
に
対
す
る
問
題
点
 は
、
 フ
ラ
ン
シ
ス
 A
.
 
シ
 

@
3
@
 

エ
 ー
フ
ァ
ー
が
そ
の
著
㍉
真
に
霊
で
あ
る
こ
と
 L
 の
中
で
 、
 述
べ
て
い
る
如
く
自
然
主
義
的
翻
訳
の
延
長
線
上
に
 あ
る
と
い
え
よ
 5
 。
 か
 

-
l
-
 

の
 
限
界
を
越
え
る
も
の
で
あ
る
。
神
の
子
の
神
秘
を
知
る
 の
は
、
た
だ
神
の
子
だ
け
で
あ
る
。
 

l
H
.
B
.
 

ス
ゥ
 
 
 

義 る な 申 助 、 古本・ことの ・ レ   
な で 性 
も き が ミ 
  
て 
るつ 。 き 

  
もし 、 彼 り 。 

人 の わ 
間 究 れ 
の 極 わ 
心 的 れ 
は な は 

キ 水 キ 
リ 質 リ 

ス は ス 
h@ '@ h 

  
  

    
は ヱ 与 

  
け それは 受 （集会） 、 
、 が そ 

大 捷 れ 
間 赤 な 
の す 讃 
知 る 美 
調 教 す 

(3%) 32 



と キリストの木質 聖書の罪精神   

  

 
 

 
 

人
の
霊
と
神
の
霊
と
の
結
合
で
は
な
く
、
融
合
を
考
え
る
 。
 N
E
B
 
は
ヨ
ハ
ネ
伝
第
四
章
二
十
四
節
を
、
い
つ
も
 な
ら
大
文
字
で
 

ぎ
 の
の
 屈
 q
@
 
（
と
訳
出
す
る
と
こ
ろ
を
普
通
に
の
 コ
ユ
 （
 
霊
 ）
と
訳
し
て
い
る
。
 

口
 

聖
書
の
主
張
す
る
（
特
に
 
テ
サ
 。
ニ
ケ
人
へ
の
手
紙
 
第
 五
章
二
十
二
 蔀
 ）
様
に
 、
 人
が
三
部
分
１
１
 霊
 ・
 魂
 ・
か
ら
 
だ
か
ら
成
っ
 

て
い
る
と
い
う
立
場
が
、
あ
い
ま
い
な
と
こ
ろ
か
ら
生
じ
 る 聖
な
る
感
動
の
喪
失
。
 

@
5
-
 

卸
 

奇
跡
の
否
定
的
志
向
（
コ
マ
 
書
 四
章
二
十
五
節
、
 
p
 マ
 富
士
 章
 十
三
節
）
。
 

㈹
キ
リ
ス
ト
の
英
雄
性
を
強
調
し
た
文
体
。
 

㈲
キ
リ
ス
ト
の
本
質
１
１
神
性
と
永
遠
の
 
力
 に
関
す
る
 否
定
的
志
向
。
 

本
稿
は
特
に
こ
の
七
の
キ
リ
ス
ト
の
本
質
に
つ
い
て
、
 

考
 察
し
な
が
ら
、
 
円
 新
英
語
訳
聖
書
に
見
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
 論
 L
 あ
る
い
は
日
新
 

英
語
訳
聖
書
の
キ
リ
ス
ト
論
 三 そ
の
 1
 の
準
備
的
作
業
と
 
し
て
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
 

33  (357) 

え か 
る
 自
然
主
義
的
立
場
に
た
り
翻
訳
聖
書
は
、
ひ
と
言
で
い
 え
ば
、
三
位
一
体
読
的
な
聖
書
解
釈
の
立
場
を
否
定
す
 る
 傾
向
に
あ
る
と
い
 

 
 

よ
う
 。
そ
の
結
果
生
じ
る
大
き
な
問
題
を
仮
に
七
 つ
 あ
げ
 て
 、
こ
れ
ま
で
に
考
察
を
試
み
た
。
 

@
4
-
 

い
 

主
格
と
し
て
の
神
の
唯
一
性
と
聖
書
の
一
致
と
そ
の
 働
き
を
時
々
否
定
す
る
こ
と
よ
り
生
じ
る
矛
盾
し
た
 文
 体
 。
 

口
 

正
統
的
な
三
位
一
体
 読
 に
た
り
聖
書
の
原
典
に
忠
実
 な
 翻
訳
は
、
六
十
六
巻
 よ
 り
な
る
聖
書
正
典
の
統
一
と
 一
致
と
い
 
5
 点
で
、
 

文
 全
体
の
構
造
的
な
矛
盾
も
少
な
く
、
神
の
存
在
の
本
質
 で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
隣
人
愛
と
、
キ
リ
ス
ト
の
本
質
的
 性
質
で
あ
る
キ
リ
 

ス
ト
の
聖
が
ハ
ッ
キ
り
と
示
さ
れ
、
聖
書
の
中
に
録
さ
れ
 て
い
る
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
 贈
罪
 精
神
が
十
分
に
説
明
し
 て
い
る
。
こ
れ
に
 

対
し
、
自
然
主
義
的
翻
訳
聖
書
 は
 、
文
全
体
の
構
造
的
 矛
 盾
 が
生
じ
る
。
 

日
 

自
然
神
的
な
立
場
（
 N
E
B
 

雅
歌
 

2
 章
 7
 節
は
 、
 円
か
も
 し
か
し
や
「
野
の
雌
鹿
田
と
訳
す
べ
ぎ
と
こ
ろ
を
、
円
も
ろ
も
 ろの
 霊
ヒ
 と
「
女
神
 
た
 

ち
ヒ
 を
さ
し
て
誓
う
と
訳
出
し
て
い
る
）
。
 



ヱ
 ペ
ソ
喜
一
章
十
三
節
に
は
、
「
真
理
の
こ
と
は
」
は
 、
 あ
な
た
が
た
の
福
音
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
 又
 同
上
 
ハ
章
は
、
キ
ジ
ス
ト
 

信
者
の
行
動
に
ふ
れ
て
お
り
、
「
腰
に
は
真
理
の
帯
を
締
 め
る
」
と
あ
る
。
更
に
 コ
リ
ソ
ト
 前
書
五
章
八
節
に
は
 キ
リ
ス
卜
者
は
「
パ
ン
 

@
6
@
 

く
、
 
神
の
真
実
と
い
う
概
論
を
つ
ね
に
包
含
し
て
い
る
。
 

（
三
省
堂
聖
書
思
想
辞
典
）
 

一
真
理
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
 

N
E
B
 の
矛
盾
構
造
論
は
、
そ
の
翻
訳
に
見
ら
れ
る
キ
 リ
 ス
ト
論
に
ふ
れ
な
け
れ
ば
、
説
明
出
来
な
い
と
い
う
 立
 場
 に
立
っ
て
、
筆
者
 

は
こ
の
問
題
に
舌
口
 及
 す
る
こ
と
と
す
る
。
即
ち
 N
E
B
 の
 キ
リ
ス
ト
論
は
、
聖
書
研
究
を
学
問
的
に
実
証
性
を
重
 ん
じ
る
あ
ま
り
、
神
の
 

子
宝
イ
ニ
ス
・
キ
リ
ス
ト
と
の
出
会
い
で
は
な
く
、
英
雄
 的
な
人
の
子
と
し
て
の
イ
ェ
ス
像
に
傾
斜
し
が
ち
な
も
 の
に
な
っ
て
い
る
。
 

イ
 ザ
ヤ
書
五
十
四
章
五
節
の
 N
E
B
 

の
翻
訳
に
見
ら
れ
る
 

キ
リ
ス
ト
と
少
し
矛
盾
し
た
キ
リ
ス
ト
 像
 と
な
る
。
 

ぺ
 0
 二
代
 す
由
 
㏄
す
 
か
コ
ら
ぁ
 Ⅱ
 0
 由
弓
日
い
オ
 
e
r
,
 

メ
や
す
 

0
 ひ
 
0
 
 
コ
 曲
 Ⅰ
さ
の
 
乙
 円
ダ
の
 
Ⅰ
 0
 Ⅱ
Ⅰ
 0
 吊
目
 0
 の
あ
 
一
せ
 
0
 由
 Ⅱ
Ⅱ
 曲
コ
の
 

。
 日
の
 Ⅰ
 ぁ
丑
ア
 
0
 
%
 
。
 守
 
0
 コ
の
 。
比
目
の
Ⅱ
 

ゆ
 ハ
江
 

毛
目
 。
 ナ
 の
田
 
こ
 Ⅰ
 Q
O
 
串
 O
 ト
 a
-
l
 
什
プ
 
の
の
 曲
 Ⅱ
 
日
す
 

（
あ
な
た
の
夫
は
、
あ
な
た
の
 
則
 り
主
で
あ
る
。
そ
の
名
は
万
事
 の
主
 。
そ
し
て
あ
な
た
の
噴
い
主
は
全
地
の
神
と
と
な
え
ら
れ
 る
 イ
ス
ラ
エ
ル
の
 聖
 

者
。
）
イ
ザ
ヤ
書
五
十
四
章
五
節
 

七
十
人
訳
聖
書
お
よ
び
新
約
聖
書
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
論
 を
さ
す
五
皿
 か
 
り
ギ
リ
シ
 ル
 
Ⅰ
 秦
如
 
ハ
リ
 
7
 
ノ
 ン
 @
,
 
ヰ
ノ
ィ
 
?
 ノ
 田
の
ぎ
の
 
ざ
 
は
、
 
ヘ
ブ
ラ
イ
語
 

の
ェ
 メ
ン
ト
の
日
の
里
に
由
来
す
る
。
し
か
し
、
旧
約
の
 ェ
 メ
ン
ト
か
ら
新
約
の
ア
レ
ー
テ
ィ
ア
に
か
け
て
は
、
 

王
 
息
味
 が
か
な
り
変
遷
し
 

て
い
る
。
す
な
 
ね
 ち
、
 ヱ
 メ
ン
ト
は
元
来
神
や
人
間
の
 "
 真
実
 "
 と
い
う
倫
理
概
念
を
表
現
し
て
い
た
が
、
新
約
 の
 ア
レ
ー
テ
ィ
ア
は
 
客
 

観
的
 教
え
や
キ
リ
ス
ト
自
身
を
さ
す
よ
う
に
な
る
。
し
か
 し
 、
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
的
意
味
に
お
け
る
真
理
を
さ
し
た
 こ
と
は
け
っ
し
て
な
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こ
の
よ
う
に
、
真
理
は
そ
れ
が
教
主
の
性
質
で
あ
る
よ
う
 に
、
 救
わ
れ
た
者
の
性
質
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

神
 と
の
出
会
い
と
い
う
 

信
仰
体
験
を
基
礎
と
し
て
生
じ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
 な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
 N
E
B
 は
あ
い
ま
い
で
あ
る
  
 

即
ち
ル
カ
伝
第
十
九
章
三
節
に
は
収
税
 人
 ザ
ア
 カ
イ
 の
 ナ
 
」
と
が
書
い
て
あ
る
。
彼
は
救
 
主
ィ
ヱ
ス
 
，
キ
リ
ス
ト
を
 
見
た
い
と
切
望
し
て
 

い
る
。
 

N
E
B
 

は
ど
う
描
写
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

下
 e
 
 
毛
ゆ
 ㏄
の
曲
的
 

e
 Ⅰ
 付
 
0
 
 
㏄
の
の
 
毛
す
 簿
冊
Ⅰ
の
㏄
目
の
 

P
o
o
 

木
の
年
～
 

-
 
木
の
 
（
名
付
㏄
）
 

（
彼
は
イ
エ
ス
が
ど
ん
な
男
で
あ
る
か
ど
う
し
て
も
見
た
か
っ
た
 
）
 

キ
す
 緊
と
い
う
訳
は
、
小
学
館
の
オ
当
 
p
o
 
日
立
 o
E
 
お
い
 コ
 ㎎
二
の
ず
 
ざ
 で
が
 
コ
 の
の
の
 
門
ヱ
注
 
-
0
 
コ
簿
パ
ド
 
に
よ
る
と
、
 毛
す
 0
 
 
乙
 こ
が
、
人
柄
、
 

素
 

牲
 、
性
質
な
ど
に
つ
い
て
主
観
的
な
意
見
を
求
め
て
い
る
 の
に
対
し
、
 旧
す
緊
ず
プ
 の
～
は
、
客
観
的
な
事
実
の
記
 
速
 ま
た
は
類
別
を
求
め
 

る
 言
い
方
で
、
冷
た
い
感
じ
が
含
ま
れ
て
い
る
。
 

こ
 。
 村
 ～
 
守
 の
は
（
 形
 ）
が
似
て
い
る
、
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
（
 松
田
徳
一
郎
監
修
研
究
社
 

英
和
辞
典
）
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
欽
定
訳
聖
書
（
以
下
戸
 

4
 と
略
す
）
は
 
甘
ミ
 0
 と
次
の
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。
 

癩
ト
コ
 リ
 ブ
 の
㏄
 0
 目
帆
 
二
目
 田
 
。
㏄
の
の
Ⅰ
の
㏄
二
の
き
 

卜
 。
す
の
 も
ゆ
 
ダ
 レ
コ
串
の
 
0
 岸
 -
 
Ⅰ
 コ
 0
 ヰ
比
 0
 Ⅱ
 片
 
す
の
で
パ
リ
の
の
の
。
 

ヴ
 の
の
 
ゆ
 目
の
の
す
 
0
 
%
@
 

曲
の
 -
 
耳
 ）
 
0
 
0
 
片
 ㏄
 
ヰ
ゆ
叶
崔
 

Ⅱ
 の
 

 
 

い
 と
い
目
ら
の
 
0
 岸
 -
 
色
目
 0
 ヰ
 Ⅱ
 
0
 ト
計
 ず
の
 で
 Ⅱ
の
㏄
の
。
 

ヴ
 の
り
い
仁
の
の
 

甘
 0
 
 
毛
の
㏄
 円
ぎ
ヰ
 

）
の
 0
 ト
の
づ
曲
廿
臣
 

0
 ）
 

 
 

（
強
調
筆
者
）
 

 
 
卍
 

ル
タ
 一
 訳
も
次
の
如
く
 由
辞
 
つ
ま
り
号
目
。
 と
 訳
し
て
い
る
。
 

 
 

Ⅱ
 豆
 @
 
曲
つ
め
，
 

 
 

（
そ
し
て
彼
は
 
イ
ヱ
ス
 が
ど
ん
な
御
方
で
あ
る
の
 た
 ろ
 う
 か
お
 目
 に
か
か
り
た
い
と
切
望
し
た
。
）
 

聖
書
 

し
か
し
 
Q
 三
の
互
い
。
 
甘
ヱ
 
。
 プ
 （
 め
む
 
Ⅱ
四
の
は
、
 

種
 の
は
い
ら
な
い
純
粋
で
、
真
実
な
パ
ン
を
守
り
続
け
る
 こ
と
」
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
，
（
前
掲
 
書
 参
照
）
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ル
タ
ー
訳
は
「
真
実
に
」
と
 へ
 ブ
ラ
イ
詩
聖
書
に
従
っ
て
 い
る
。
 

し
の
 コ
コ
毛
目
由
の
 -
 
弓
づ
す
パ
 。
 コ
ヴ
 。
㍉
の
黒
毛
。
Ⅱ
 

隼
 。
 目
ゅ
 痒
の
 Q
 さ
簿
 
宙
の
コ
，
ら
 
が
め
の
 @
 
目
の
㍉
 @
 
韓
わ
べ
雨
ま
 
馬
印
 曲
づ
簿
岸
卜
 
の
 耳
い
 
の
 -
 
コ
ロ
 の
 づ
 目
む
 （
の
し
㏄
 せ
 @
 
串
   
  
串 

こ
 Ⅱ
 毛
 0
 ト
プ
 
の
Ⅰ
。
㏄
け
の
二
コ
す
の
口
目
 

コ
 ㎎
 叶
 ㏄
の
 
プ
 の
 
コ
 

（
彼
は
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
イ
エ
ス
を
見
た
い
と
思
っ
て
 
、
 
・
 
ト
 
キ
 
・
 
ハ
 
@
0
 
）
 

と
 、
 N
E
B
 
に
近
い
訳
と
な
っ
て
い
る
。
英
語
訳
 は
、
や
 は
り
 
毛
ゴ
 0
 と
訳
し
て
い
る
。
 

m
n
 
す
土
山
 ぎ
臼
 
さ
え
も
、
次
の
よ
う
に
ち
ゃ
ん
と
、
旧
の
 
「
（
 甘
う
 0
 ）
と
訳
し
て
い
る
。
 

口
口
ロ
 

0
%
 

づ
 の
ユ
 %
 目
 ㏄
の
ら
曲
目
 
簿
 の
ず
 
-
 し
の
の
目
の
 

ド
 
仁
の
の
 ゴ
 の
コ
ロ
コ
 宙
 め
 
目
の
Ⅰ
 吊
 
申
す
Ⅱ
の
 

ロ
 。
 や
 
T
 や
Ⅰ
。
Ⅱ
 ず
 d
.
 
 

（
強
調
 肇
 五
七
）
 

（
彼
は
イ
ェ
ス
が
ど
う
い
う
御
方
か
 

、
 見
て
知
り
た
い
と
切
望
し
 -
@
0
 

十
八
 
）
 

/
 シ
 ャ
 

ザ
ア
ヵ
ィ
 
が
、
無
意
識
に
切
望
し
て
い
た
も
の
は
何
で
あ
 っ
 た
ろ
 う
か
 。
そ
れ
は
他
な
ら
ぬ
教
主
の
出
現
で
は
な
 か
っ
た
ろ
 う
か
 。
 原
 

語
の
意
味
通
り
に
、
隠
れ
て
い
る
も
の
が
現
わ
れ
て
、
 

自
 分
 に
め
い
り
よ
 
う
 に
示
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ろ
 ぅ
か
 。
 ィ
ス
ラ
ヱ
ル
 が
 

待
ち
望
ん
で
い
た
 メ
 シ
 ャ
 と
の
出
会
い
で
は
な
か
っ
た
ろ
 ぅ
か
 。
 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
前
述
の
聖
書
思
想
事
典
を
援
用
し
 て
 N
E
B
 
訳
が
、
旧
約
の
 
メ
 シ
ヤ
 像
 と
い
う
点
に
つ
い
 て
も
、
あ
い
ま
い
で
 

あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ぎ
た
い
。
 

こ
の
事
例
と
し
て
は
、
イ
ザ
ヤ
書
十
六
章
五
節
の
 N
E
B
 

の
ヨ
 三
目
 田
巨
仁
の
 （
（
相
互
の
信
頼
）
と
い
う
訳
に
見
ら
れ
 る
 。
 

卜
丑
プ
 Ⅱ
。
目
の
の
 

す
簿
二
 す
め
の
の
ヰ
岸
で
 
@
 
き
き
ま
ト
ま
 
Ⅰ
～
～
 
へ
 ま
 め
 
～
 -
 
臣
 
し
 申
せ
 @
 
口
 ・
 
s
 
 
計
の
 
コ
 （
・
リ
コ
 
往
 0
 口
耳
㎡
下
の
Ⅱ
の
㏄
 す
 が
け
の
持
が
 
㎡
Ⅰ
岸
の
た
ら
㎎
の
，
 

0
 目
の
 

圭
す
 。
お
④
村
の
 モ
 叫
 は
の
ゅ
コ
年
 ず
の
キ
用
（
（
 0
 串
 0
 ユ
 ㎎
 庄
 ・
（
 強
調
筆
工
 
巴
 

（
一
つ
の
王
座
が
ダ
ビ
デ
の
天
幕
に
お
互
い
の
信
頼
に
お
い
て
 

打
 ち
 立
て
ら
れ
、
そ
し
て
そ
こ
の
王
座
に
、
正
義
を
求
め
正
義
を
 行
う
人
、
本
当
の
裁
 

判
官
が
す
わ
る
だ
ろ
う
。
）
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聖書の罪精神と キリ 

律
法
の
授
与
、
神
の
幕
屋
建
設
、
祭
司
制
の
確
立
ま
で
に
 至
る
長
 い
 荒
野
の
旅
の
中
で
、
あ
が
な
い
主
で
あ
る
 神
 こ
そ
は
、
ひ
と
り
の
 

忠
実
な
大
と
し
て
描
か
れ
る
。
そ
し
て
イ
ス
ラ
 ヱ
ル
 の
 民
 は
 、
彼
女
の
不
忠
実
さ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
神
よ
り
 花
 嫁
 と
し
て
選
ば
れ
た
 神
 

 
 

の
愛
の
対
象
民
族
で
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
 

ホ
 セ
ア
 
善
二
章
十
五
節
、
 
同
は
章
 9
 
、
 回
に
章
 4
 
１
 5
 
）
 

 
 
 
 
 
 
 
 

か
か
る
ホ
セ
ア
書
の
内
容
か
ら
も
、
そ
し
て
ホ
セ
ア
富
一
 章
か
ら
三
章
ま
で
の
象
徴
的
内
容
か
ら
も
、
 

円
 姦
淫
の
 女
 b
 
を
 、
 
続
け
て
 二
 
 
  
 

人
 も
め
と
れ
と
い
う
神
の
命
令
が
あ
っ
た
と
す
る
解
釈
に
 は
 無
理
が
あ
る
。
 

ストの木質 

型 板 
と 説 

し な 
て 主 
描 張 
か し 
れ て 
て い 

い る 7 
る 。 - 
  ホ 
セ 
  
書 
全 
体 
で   
サま 

奴 
隷 
  
身 
か 

ら 

解 
放 
さ 

れ 
ナ - @ 
イ 

ス 

  
エ 
  
が 

荒 
野 

の中 

で神 

の 

花 
嫁 
と 

し 
て 
の 

ひ 

な 

コ
 。
 ず
 丑
の
け
二
 
%
 
 
計
 
Ⅱ
が
の
 
プ
ヲ
 
の
 コ
 ㏄
。
 
す
刃
 R
 ア
 冊
 E
 コ
 ら
ト
。
Ⅱ
印
の
Ⅱ
 

0
 
Q
 
e
 下
の
 
0
 プ
臣
 ㎎
村
の
ぎ
・
（
し
ず
 
め
 ぎ
の
 

-
L
.
 

）
（
強
調
筆
者
）
 

（
そ
の
時
、
一
つ
の
王
座
が
恵
み
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
る
、
一
人
 
の
者
の
天
幕
の
中
で
、
真
実
に
そ
の
上
に
座
り
、
 

裁
 ぎ
を
し
、
 
公
正
を
求
め
、
正
義
 

な
 行
 う
 た
め
に
 ご
 

香
港
聖
経
は
「
 誠
 誠
実
 実
 」
と
訳
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
 

へ
 フ
ラ
イ
語
原
典
で
は
の
 甘
田
 。
日
 ヨ
の
 （
（
真
実
の
平
和
）
 
と
 な
っ
て
い
る
。
 

旧
 

約
 に
お
け
る
真
理
は
、
ま
ず
第
一
に
契
約
に
対
す
る
誠
実
 を
 意
味
し
て
、
 

"
 真
実
 "
 と
い
う
概
念
に
近
か
っ
た
と
い
 ぅ
 こ
と
を
考
え
る
と
、
 

こ
れ
を
「
相
互
の
信
頼
 L を
訳
す
 N
E
B
 
の
 メ
 シ
ヤ
像
は
 、
こ
れ
ま
た
人
間
中
心
的
な
立
場
か
ら
の
 訳
 と
い
え
よ
 ら
ノ
 
。
 

真
理
と
は
新
約
で
は
 ィ
ヱ
ス
 
・
キ
リ
ス
ト
を
中
心
と
し
た
 
完
全
な
啓
示
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
前
提
 に
 考
え
る
と
、
こ
う
 

し
た
 N
E
B
 
の
 パ
 シ
ャ
像
は
、
矛
盾
し
た
も
の
に
な
り
は
 し
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

さ
て
 N
E
B
 
の
人
間
中
心
的
な
解
釈
は
、
パ
シ
 マ
 の
ひ
な
 型
 と
し
て
の
預
言
者
た
ち
の
言
動
解
釈
に
も
援
用
さ
れ
 る
 。
 

ホ
セ
ア
 書
 第
三
章
一
節
の
 N
E
B
 
の
注
解
を
見
る
と
、
 
一
 人
の
妻
を
愛
し
抜
く
 メ
 シ
 ャ
 の
ひ
な
型
と
し
て
の
預
言
 者
 ホ
セ
 
ア
 像
は
期
待
 

 
 

 
 

で
き
な
い
。
同
注
解
は
 、
 神
の
御
命
令
に
従
っ
て
 、
 彼
は
 淫
行
の
女
を
同
時
に
で
は
な
い
が
二
人
も
 、
め
 と
っ
た
 
の
で
は
な
い
か
と
い
う
 



「
キ
リ
ス
ト
は
、
わ
た
し
た
ち
の
た
め
に
の
ろ
わ
れ
た
も
 
の
と
な
っ
て
、
わ
た
し
た
ち
を
律
法
の
の
ろ
い
か
ら
賄
い
 出
し
て
く
だ
さ
い
 

ま
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
口
木
に
か
げ
ら
れ
る
者
は
す
べ
て
 
の
ろ
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
 ピ
と
 書
い
て
あ
る
か
ら
で
す
。
 
」
（
ガ
ラ
テ
ヤ
 
3
 章
㏄
 節
 ）
 

神
の
墳
異
変
の
な
ん
た
る
か
を
知
り
（
 ヨ
 ブ
記
㎎
 章
為
 １
 %
 節
 ）
、
お
の
が
ち
り
か
ら
造
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
こ
 
と
を
 （
 
同
 雄
重
 6
 節
）
 
、
 

神
の
ふ
と
こ
ろ
に
と
び
込
ん
で
悟
っ
た
 自
 信
仰
の
英
雄
 ョ
 フ
目
（
 
N
E
B
 注
解
参
考
）
の
苦
し
み
の
中
に
、
わ
れ
わ
 れ
は
、
キ
リ
ス
ト
の
 贈
 

非
愛
の
な
ん
た
る
か
を
示
さ
れ
る
。
 ヱ
レ
 ミ
ヤ
 書
 と
同
様
 に
 、
主
権
者
と
し
て
の
神
の
子
、
イ
ェ
ス
・
キ
リ
ス
ト
 0
 本
質
つ
ま
り
、
 

神
性
と
永
遠
性
（
ロ
マ
 書
 1
 章
 ㎎
 節
 ）
と
唯
一
・
永
遠
の
絶
 対
 の
 霊
性
 （
ヨ
ハ
ネ
 
4
 章
神
箭
）
を
ヨ
ブ
記
も
詳
細
に
 叙
 述
 し
て
い
る
の
で
、
 本
 

研
究
で
も
手
が
か
り
と
し
て
、
援
用
し
て
い
る
。
 

q
O
 
ゴ
の
 
0
 コ
 。
の
日
の
（
）
 

0
 目
簿
 
Ⅱ
 
y
 
 
に
よ
る
と
、
由
の
 
q
0
 
 

と
は
、
 

①
一
く
Ⅰ
（
（
）
 

ゅ
目
 0
 同
ヰ
）
 

コ
の
 
コ
計
 
比
 
0
 Ⅱ
 す
 Ⅱ
 
ひ
づ
 
の
 
づ
 
㎏
 

②
 
ト
 日
当
 0
 め
 （
す
の
 
圧
的
ゴ
 
の
の
（
の
 

守
拐
ぎ
 曲
目
お
も
の
 の
田
 

と
あ
る
。
そ
し
て
、
 エ
の
 
r
o
 
ず
 日
と
は
、
 

円
ア
 
0
 
%
 

仁
蚤
 （
 
ぜ
 O
q
 
n
 

プ
韓
き
 
8
 の
 
q
 
O
h
 
p
 

コ
ゴ
 の
 
q
0
 
 

（
英
雄
の
 

特
質
、
あ
る
い
は
特
徴
）
と
な
っ
て
い
る
。
 

N
E
B
 の
 ヨ
 ハ
不
仁
第
一
一
章
 

五
 

節
の
訳
は
 、
む
 0
 毛
 目
の
（
の
 

づ
浅
汀
 
（
の
弄
せ
 
0
 下
 ・
（
彼
が
 

あ
な
た
に
語
る
と
こ
ろ
は
 

何
 ん
で
も
し
な
さ
い
）
と
な
っ
 て
い
る
。
 

二
 
キ
リ
ス
ト
の
 債
罪
 

の 

ひ ま 
な し 
型 て 
で，   

あ ィ 
る ス 

預 う     
a@  エ 
老 ル 

ホが セ 、 
ア 蛙 の 正目い 
誠 に 円 象 
待ちの 徴 的行 

為 ぞ 
輯ん 一 
壱 で ， 
巳 @@@ @ Ⅴ 
を た 

娼 説明 い 
す 主 

  な 土 l Ⅰ l Ⅰ 
ると、 早 節 1 、 
同は 少し 

蕪 草 
理 4 
が 節 、 

  
節 はあ ） 

る と 
ま し 
い て 

か 。 め キ 
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不
ス
ト
ル
 訳
 ギ
リ
シ
ャ
詩
聖
書
（
原
典
）
の
文
体
で
は
、
 

・
 
ミ
け
 接
の
 づ
 の
Ⅱ
下
の
 
ヨ
 ㏄
 
ぜ
お
ピ
 
（
 
0
 ぜ
 0
 戸
隼
 0
 （
 
@
 ）
・
 
と
な
 
っ
て
い
る
。
（
彼
が
あ
な
た
に
い
分
と
こ
ろ
の
こ
と
は
、
 

そ
れ
を
し
な
さ
い
じ
 

ル
タ
ー
訳
も
 、
 "
 ゴ
ス
 と
し
て
の
イ
ェ
ス
像
の
描
写
を
重
 規
 し
た
原
典
の
文
体
通
り
の
聖
な
る
感
動
を
 、
 違
い
の
 判
る
文
体
の
ま
ま
で
 

伝
え
る
。
即
ち
 、
 

毛
辣
の
パ
 の
 
E
n
 
ゴ
 m
p
 
浬
 。
 Q
p
m
 
（
 
臣
目
 （
彼
が
あ
な
た
に
い
う
 
こ
と
は
、
そ
れ
を
し
な
さ
い
。
）
 

神
 よ
 り
の
聖
な
る
感
動
の
息
の
こ
と
ば
と
し
て
の
聖
書
の
 語
順
を
、
ヨ
ハ
ネ
は
大
切
但
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
 
し
 か
し
 

N
E
B
 

の
文
体
 

 
 

ほ
 、
教
主
 の
 p
 。
コ
ス
性
を
強
調
し
た
の
で
は
な
く
、
行
動
 
性
 そ
の
も
の
に
、
強
調
 点
 を
お
い
た
文
体
と
な
っ
て
 い
 る
 。
し
か
し
、
購
い
 主
 

イ
ェ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
 、
 神
の
御
旨
に
従
い
、
聖
書
の
預
 言
 に
従
い
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
伝
統
に
従
っ
て
、
お
の
れ
 な
 む
な
し
く
し
て
、
 
神
 

の
 栄
光
を
あ
ら
わ
す
こ
と
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
 る
こ
と
な
し
に
は
、
聖
書
の
中
に
録
さ
れ
て
い
る
 賠
罪
 と
い
う
こ
と
ば
の
説
明
 

さ
え
も
、
理
解
し
に
く
い
も
の
に
な
る
と
い
 5
 こ
と
を
、
 わ
れ
わ
れ
は
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
 N
E
 B
 と
同
じ
立
場
に
あ
る
 

事
例
を
一
 
つ
 あ
げ
て
み
た
い
。
 

相
チ
 ヤー
ル
ズ
・
デ
イ
ケ
ン
ズ
（
一
八
三
年
上
八
 
セ
 0
 年
 ）
の
 
づ
オ
 の
ま
 寂
 
o
b
o
u
r
 
Ⅰ
。
巨
か
ら
、
こ
う
 し
た
問
題
点
を
考
え
て
み
る
 

 
 
ト
 

こ
と
に
す
る
。
 

 
 
刊
 

使
徒
ヨ
ハ
ネ
が
、
キ
リ
ス
ト
自
身
の
口
か
ら
 出
 さ
れ
る
こ
と
ば
に
よ
っ
て
、
最
初
の
奇
跡
を
行
わ
れ
た
と
 述
べ
て
い
る
の
に
（
ヨ
ハ
ネ
 

卍
伝
 第 2
 章
 7
 ー
 8
 節
）
、
デ
イ
ケ
 ソ
ズ
 は
 、
田
 ）
の
 
と
 の
 片
岸
Ⅱ
 

コ
 0
%
 
 

こ
す
克
メ
 
や
が
叶
の
Ⅱ
 

@
 
目
汁
 
0
 
 
支
ふ
 
コ
タ
す
ぜ
 0
 コ
 Ⅰ
 
せ
由
 Ⅱ
 
ヱ
 牛
 ㎎
目
で
田
の
 ゴ
 が
コ
日
（
と
こ
 

瑞
 

ろ
で
、
 ィ
ヱ
ス
 様
は
手
を
上
げ
た
だ
け
で
、
そ
の
 水
 を
ぶ
ど
 う
 酒
に
し
て
し
ま
わ
れ
た
。
）
と
、
説
明
し
て
 い
る
。
こ
の
表
現
は
、
キ
リ
 

 
 
轄
 

ス
ト
の
英
雄
性
を
、
つ
ま
り
 パ
 シ
ャ
性
を
力
説
し
よ
 
う
と
し
て
、
か
え
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
の
本
質
つ
ま
 り
 前
述
の
神
性
と
永
遠
性
と
 

絶
対
の
霊
性
を
象
徴
的
に
表
現
す
る
こ
と
に
お
い
て
 ほ
 、
完
全
に
失
敗
し
た
表
現
と
い
え
よ
 う
 。
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彼
は
行
動
の
人
 々
ヱ
ス
 を
描
い
た
に
過
ぎ
ず
、
教
主
 イ
ヱ
 ス
 ・
キ
リ
ス
ト
を
描
い
た
の
で
は
な
い
。
 

 
 

モ
ー
セ
が
 、
 神
と
神
の
み
こ
と
ば
の
真
実
な
る
こ
と
を
 信
 じ
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
前
で
、
岩
に
命
じ
て
 岩
か
 ら
 水
を
出
す
べ
き
と
 

こ
ろ
を
（
 民
 数
詞
袖
章
 8
 節
）
 
、
 彼
は
手
を
上
げ
、
彼
の
杖
 で
 岩
を
二
度
打
っ
て
（
周
礼
葦
竹
 
節
 ）
 
、
 水
を
出
し
た
た
め
 、
 神
の
神
聖
（
帝
命
 
記
 

%
 葦
竹
前
）
を
 げ
 が
し
た
者
と
し
て
、
約
束
の
地
力
ナ
ン
 に
は
い
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
記
事
の
中
に
 、
わ
れ
わ
れ
は
 賄
い
 

主
と
し
て
の
神
の
本
質
的
性
質
が
聖
で
あ
る
こ
と
を
知
る
 。
ホ
セ
 
ア
 は
人
の
思
い
を
は
る
か
に
越
え
る
愛
の
な
か
 に
、
 神
の
本
質
的
性
質
 

と
し
て
の
聖
を
認
め
た
。
ま
た
こ
こ
で
モ
ー
セ
も
 、
 神
の
 本
質
的
性
質
が
聖
な
る
こ
と
（
 民
 数
 詞
却
章
 ㍑
 節
 ）
を
 信
 じ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
 

て
い
た
。
 

ア
 p
 ン
と
 モ
ー
セ
が
、
約
束
の
地
に
は
い
れ
な
か
っ
た
 ，
 
」
と
に
関
し
、
 N
E
B
 
注
解
は
、
そ
れ
は
彼
等
の
な
 げ
か
 わ
し
い
一
つ
の
失
敗
 

だ
と
し
、
彼
等
の
神
に
対
す
る
信
仰
の
な
さ
が
そ
 う
さ
 せ
た
と
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
（
 

づ
 汀
の
 の
 日
ヴ
（
 

@
d
 

ぬ
 o
 目
 -
 
す
 -
o
 
の
 0
@
@
@
0
 

コ
㎡
 
い
 Ⅱ
 
セ
 0
 申
 

（
す
の
之
の
毛
目
口
 

性
ず
 二
ロ
 ぎ
こ
 ）
 

「
モ
ー
セ
は
岩
に
む
か
っ
て
語
る
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
た
 

。
神
の
突
然
の
怒
り
は
、
も
し
そ
れ
が
岩
を
打
つ
こ
と
な
 し
に
、
岩
に
む
 け
 

て
 モ
ー
セ
が
 、
 単
に
し
ゃ
べ
っ
た
だ
け
の
失
敗
に
よ
っ
て
 ひ
き
お
こ
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
一
つ
の
 ナ
ゾ
 で
あ
る
 。
二
度
打
つ
こ
と
は
、
 

神
に
対
す
る
信
仰
の
な
さ
の
し
る
し
で
あ
る
。
モ
ー
セ
は
 彼
 
（
 
神
 ）
の
こ
と
ば
を
信
じ
よ
う
と
せ
ず
、
一
つ
の
 特
 別
 な
重
要
な
行
動
を
の
 

ぞ
 も
 。
」
 

コ
リ
ン
ト
第
一
第
十
 
章
 四
節
に
は
、
 
司
霊
 の
 岩
 L
 の
こ
と
 が
 録
さ
れ
す
Ⅰ
 い
ヱ
 り
が
 u
N
D
 
し
ロ
 
U
 片
は
こ
れ
を
（
 
ア
 の
の
㌍
口
の
Ⅱ
 

コ
ド
 
（
 
口
 Ⅱ
 巴
 q
 
二
 %
 
 （
超
自
然
 

ぬ
な
岩
 ）
と
訳
し
て
、
こ
れ
が
霊
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
 を
否
定
す
る
。
 
N
E
B
 
も
 、
 …
が
 コ
年
 臼
茸
「
 0
 落
毛
 ジ
 
0
 ゴ
 ユ
 %
.
 ョ
 あ
の
岩
は
 
キ
 

リ
ス
ト
で
あ
っ
 
ス
 
に
」
と
 訳
 L
 し
 て
 レ
 ス
 リ
 に
も
か
か
 巳
ワ
ず
、
円
 
超
自
然
的
 岩
 L
 と
訳
す
と
、
内
容
に
矛
盾
が
生
じ
て
く
る
  
 

N
E
B
 
は
、
審
判
に
よ
っ
て
神
の
手
に
よ
っ
て
 、
 人
の
 た
め
に
 暗
 い
主
と
し
て
一
度
だ
 け
 
（
ロ
マ
 
章
 6
 章
 9
 １
㏄
 節
 ）
打
た
れ
る
キ
リ
ス
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聖書の罪精神とキリストの 本質 

語
訳
）
と
い
う
よ
う
な
表
現
は
な
い
。
ネ
ス
ト
レ
訳
の
遂
 
語
 英
訳
を
参
考
ま
で
に
と
り
あ
げ
て
み
よ
う
。
 

牛
ロ
ロ
オ
 
曲
丘
 ～
）
的
の
～
・
ず
年
 

き
よ
 
串
 
-
 ）の
 ぺ
 0
@
-
B
 
P
O
 

岸
 9
 
 甘
の
Ⅰ
の
り
 

が
 @
 
色
 。
 巾
曲
吋
ア
の
ハ
 

中
コ
 
ヰ
 
0
 
 
ゴ
 9
 目
印
の
 
丑
オ
せ
 
Ⅰ
竜
二
 @
 
0
0
 

目
 
～
 
リ
ヨ
 @
 
円
 ヨ
 せ
の
 毛
 コ
目
下
 註
 

ト
す
 
の
の
の
 
円
ず
 
）
 
局
 ㎏
の
 
す
 ㏄
 
ぺ
 -
 
臣
 的
の
の
（
 

リ
ゴ
 の
の
 メ
づ
 
屯
の
宙
 

（
そ
し
て
イ
エ
ス
は
大
声
で
叫
ん
で
い
わ
れ
た
、
父
よ
 

、
 あ
な
た
の
両
手
に
わ
た
し
は
、
わ
た
し
の
霊
を
お
ゆ
だ
ね
 し
ま
す
。
そ
し
て
 

こ
れ
ら
の
こ
と
を
い
っ
て
 、
 彼
は
息
（
ま
た
は
 霊
 ）
を
 吐
 ぎ
 出
さ
れ
た
。
）
 

ジ
ョ
ン
・
 

C
,
 

ラ
イ
ル
は
、
そ
の
著
 円
 ヨ
ハ
ネ
福
音
書
淫
 
解
 b
 の
中
で
、
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
 

「
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
冒
頭
の
五
つ
の
節
は
、
わ
た
し
た
ち
 
の
主
 イ
ェ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
神
性
に
つ
い
て
の
比
類
の
な
 い
 荘
厳
な
論
述
で
 

-
8
-
 

あ
る
。
記
者
ヨ
ハ
ネ
が
「
コ
ト
バ
」
に
つ
い
て
語
る
時
、
 

そ
れ
は
疑
い
も
な
く
 イ
ヱ
ス
 
・
キ
リ
ス
ト
を
指
し
て
い
 
る
 。
」
 

ま
た
、
ラ
 
イ
か
 は
購
い
主
と
し
て
の
必
要
な
条
件
は
神
で
 あ
る
と
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

「
罪
人
の
た
め
の
永
遠
の
賄
い
を
備
え
よ
う
と
す
る
賄
い
 

主
は
 、
ど
ん
な
方
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。
も
し
 
永
遠
の
神
、
 万
 

物
の
創
造
者
で
あ
り
、
保
持
者
で
あ
る
方
以
外
に
 、
 誰
も
 こ
の
世
の
罪
を
除
く
こ
と
が
で
ぎ
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
 、
 罪
は
人
の
考
え
と
 異
 

    (365) 

つ @ 

の
 模
型
が
あ
る
と
す
る
象
徴
的
解
釈
は
し
な
い
。
こ
れ
ま
 で
も
筆
者
は
く
り
か
え
し
指
摘
し
た
が
、
 

N
E
B
 
は
 
同
 霊
も
と
い
う
言
葉
に
 

い
て
は
、
前
述
の
如
く
 、
 別
の
表
現
を
用
い
た
り
、
次
の
 事
例
で
も
ハ
ッ
キ
リ
と
す
る
よ
う
に
、
カ
ッ
ト
し
て
い
 る
 。
 

円
 す
の
コ
田
 
8
 仁
の
㎎
申
せ
の
 
p
 
P
O
E
 

巨
 n
q
 
ゼ
リ
コ
 Ⅰ
の
 ま
兜
 
。
 
巾
 p
 か
す
の
 
コ
ぎ
田
 0
 
 
ヰ
 
甘
ゼ
す
 曲
コ
店
の
Ⅰ
の
 
0
5
 日
 ざ
 日
田
㏄
で
 ギ
ぎ
 @
 曲
 コ
ら
毛
 ぎ
 す
 
ま
 。
お
 宅
 0
q
 

Ⅰ
の
 

ゴ
 0
 
 
年
め
の
 

巨
 

（
そ
し
て
 
々
ヱ
ス
 は
大
声
で
叫
ば
れ
て
そ
し
て
い
っ
た
。
 

父
ょ
、
あ
な
た
の
手
に
わ
た
し
は
わ
が
霊
を
ゆ
だ
れ
る
、
 

そ
し
て
こ
れ
ら
の
 

こ
と
ば
で
死
な
れ
た
。
）
 

 
 

 
 

「
捧
げ
ま
す
」
と
い
う
 
ミ
ヨ
 
（
意
志
）
は
な
い
。
こ
こ
で
 も
 自
発
感
覚
が
欠
落
し
、
最
後
の
息
（
あ
る
い
は
 

霊
 ）
 を
 吐
き
出
さ
れ
た
（
 遂
 



が て の 

こ
の
 贈
い
 主
に
つ
い
て
示
さ
れ
て
い
る
 ョ
 ハ
不
仁
第
二
三
草
 十
四
節
か
ら
十
六
節
ま
で
の
 N
E
B
 
の
文
体
は
次
に
示
 す
 よ
 う
 に
、
隣
人
愛
 

-
 
印
 @
 

模
範
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
像
を
英
雄
的
に
律
法
的
に
強
調
 し
た
文
体
と
な
っ
て
い
る
。
 

ロ
コ
 
す
オ
 の
。
 
コ
 0
 ヰ
ヨ
ゅ
コ
日
臣
 ㏄
 
目
 す
の
 甘
 （
（
の
 

宙
 屈
 せ
 簿
の
丑
 
目
 。
㏄
 の
 Ⅱ
で
の
 

臣
片
毛
簿
 
㏄
 目
め
 
付
の
往
年
で
す
 
せ
ヨ
 。
の
 
拐
 
-
 
コ
什
 プ
の
リ
 
ン
 ぷ
 ～
 
ら
の
 
Ⅱ
目
の
㏄
の
・
の
 

0
%
 す
の
 
什
 

の
づ
 
の
Ⅱ
 
ぜ
 。
 コ
 0
 
 
号
 甘
 0
 
 
ゴ
ゅ
 
㏄
 比
ゅ
耳
甘
 
@
 
再
ゴ
 目
口
ロ
Ⅰ
 
笘
 Ⅱ
円
目
 ゴ
 目
口
 づ
 0
 ㏄
 
ひ
 
窃
の
。
丑
の
Ⅱ
 

わ
曲
 
）
（
毘
の
・
 

Q
o
 

串
 P
o
 

せ
の
 

串
こ
ゴ
 
の
 目
 @
0
 
二
 %
 
 
の
 
0
 
 
Ⅰ
Ⅱ
 

フ
 
岸
の
 
ゴ
田
ゴ
の
ド
プ
 
の
 

軸
 の
せ
の
 
ア
あ
 0
 目
 ）
 
せ
い
 0
 コ
 ・
（
 
ア
ゅ
 
計
の
せ
の
Ⅱ
Ⅱ
。
二
の
毛
 

甘
 o
 
 
甘
 p
 ㏄
Ⅱ
 
ゅ
プ
ア
 @
 
コ
ア
ぎ
目
 日
 の
せ
 コ
 0
 円
山
こ
 す
 由
ぃ
す
の
 
せ
 の
の
 ヰ
 
。
Ⅱ
 
コ
 匹
目
 め
 
0
.
 （
 
之
 り
け
）
 

（
こ
の
人
の
子
は
、
あ
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
 

モ
ー
セ
に
よ
っ
て
荒
野
に
へ
ビ
が
あ
げ
ら
れ
た
よ
う
に
。
 

彼
に
信
仰
を
も
つ
 

す
べ
て
の
人
が
、
永
遠
の
生
命
を
得
る
た
め
に
。
神
は
彼
 自
身
の
ひ
と
り
子
を
お
与
え
に
な
っ
た
ほ
ど
に
こ
の
世
 を
 大
変
愛
さ
れ
た
。
 

そ
れ
は
、
彼
に
信
仰
を
持
っ
て
い
る
人
が
、
す
べ
て
死
な
 な
い
で
永
遠
の
生
命
を
も
っ
た
め
で
あ
る
。
）
 

 
 

「
人
の
子
 し
 が
あ
げ
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
 

神
 が
 人
を
愛
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
「
人
の
子
 畦
が
 天
 に
あ
げ
ら
れ
 

、
父
 な
る
神
と
ひ
と
つ
と
さ
れ
、
「
聖
な
る
万
ヒ
と
な
る
 

こ
と
が
、
 円
 聖
な
る
 父
 b
 （
ヨ
ハ
ネ
伝
 
第
 Ⅳ
 章
口
節
 ）
の
至
上
 の
 命
令
で
あ
る
こ
と
 

、
こ
の
 N
E
B
 
か
ら
は
、
認
知
出
来
な
い
。
 

ネ
ス
ト
レ
英
語
逐
語
訳
で
は
、
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
 

非
 の
 打
ち
ど
こ
ろ
が
な
い
。
 

ま
 0 つ
の
 
口
傍
ま
 o
 の
 
e
s
 
 

由
め
 
吋
の
往
月
目
の
お
Ⅱ
 ロ
 の
 巨
ぎ
 ヰ
甘
 
e
 
 
タ
ふ
 

メ
 ～
ら
 
め
ト
コ
 

の
の
の
・
ド
 

ニ
 二
の
叶
 
0
 
 
ヴ
の
 ～
 
用
 丑
の
 
串
 Ⅰ
 つ
 ぎ
 
す
 の
 ゴ
 0
 お
 "
 
 
（
 
オ
の
汐
コ
 
o
h
 

吋
 
二
の
丑
の
せ
の
Ⅱ
 

せ
 0
 臣
の
 づ
ダ
革
 

（
 ヴ
 の
二
の
 

づ
 の
の
 0
 コ
す
Ⅱ
 
コ
日
簿
 Ⅱ
 コ
 0
 圧
 づ
の
コ
 
の
 ダ
ヴ
 岸
田
は
目
 

曲
ゼ
 下
が
 
つ
 の
 ト
目
 
。
の
 丑
 
e
 Ⅱ
コ
田
・
 
円
 0
 Ⅱ
㏄
。
 ）
 
0
 ぺ
 0
%
 
0
 

。
 年
 

コ
ト
 
簿
わ
 
"
 

丹
す
。
 
毛
 0
 臣
ら
ヰ
ゴ
 
が
 ヰ
 す
打
㏄
 0
 口
 片
 
す
の
。
 
コ
 -
 
ぜ
 す
の
 
簗
 0
 丑
ヰ
 
。
 卸
 す
の
 咀
曲
づ
 
0
 。
 ヰ
す
曲
円
 
0
 つ
の
Ⅱ
 

ぜ
 。
 コ
の
毛
下
 
。
 び
 の
ま
の
 

づ
 の
 0
 コ
 %
 安
 
づ
 
日
曲
せ
コ
 0
 叶
づ
 0
 コ
の
 
オ
 ・
 

な 世 な 
い 宜に り 
ピ @ 来   

ら ネ中 

ね め 
た 目 
お に 

方 は 
の は 

神 る 
性 か 
で、 に 

あ 忌 
る わ し 
  
  ひ 

キ ど   
ス も 
ト の 
が に 

そ ち 
の がも 

よ い 
う な 
に い 偉 
大 罪 
で， の 

あ 有 
る 罪 
な 性 

  
男 工 
は し 
ま い 
こ 尺   
ケこ @ 土 有 
罪 罪 
で， 人 
あ な 
る 救 
ほ う 

ち た 
が め 
い に 
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聖書の罪精神と 

  
  

  
  

  い 
て駿 る   

  
43 (367) 

キリストの本質 

る ヤ 
いが る、 二 干 し者に キ ロ " 

そで（由 れ 、 モ （ 
サ ま 永 @ 日 

        
と   の る者 串 を持 で蛇 

@ 0% の が 滅 った を上 パ 

び め げ ご 聖 」 「 なでた いす で。 よ う ゲ 
い   永 こ、 、 なぜ 干 

遠 な 人 
の ら の 

、 方 生 板 子 
い も 命 御 も 
と と を 目 ま 

持 身 た 
き な つ の 上 
万 さ た ひ げ 
め れ め と ら 
力 て 
が い 

で り れ 
す 子 ろ 

あ る デ じ を こ 
な 。 @ お と 
た 繍 与 がミ   え 当 

に 然 
な で 

  
すお O ど そ 

は れ   と こ もよ 

ハ ツ ナ と 訳 ちのこ それ の 彼   世 を 
とは ゆえ、 を 信 

を B て い 社 ） 大 じ 
円 は い る 変 る 

マ 
愛 者 る 聖 な 原典 。 健 生まれ 御 さ が 

る 通 ま ル 
子 り た コ いは 者は 

目 に ぺ 伝 、 母 

と し テ 一 聖 マ   
訳 て p 土 牢 な り   い 



「
 
神
 な
る
教
主
を
拝
し
、
そ
し
て
彼
に
だ
 け
 つ
か
え
よ
」
 と
い
う
 ギ
ワ
 シ
ヤ
語
原
典
の
ル
カ
伝
第
四
章
八
節
に
示
さ
 れ
て
い
る
、
 ィ
ヱ
 

ス
 の
こ
と
ば
こ
そ
、
神
の
本
質
的
性
格
が
聖
で
あ
り
、
 キ
 リ
ス
ト
の
人
と
し
て
の
完
全
な
生
涯
が
、
こ
れ
を
あ
ぎ
 ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
 

っ
 た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
真
理
と
し
 て
の
 キ
リ
ス
ト
の
本
質
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
 、
日
神
の
子
と
し
て
の
 

キ
リ
ス
ト
の
 聖
 b
 と
い
う
言
葉
こ
そ
、
聖
書
の
唯
一
の
 マ
 ス
タ
ー
キ
ー
で
は
な
か
ろ
う
か
と
筆
者
は
考
え
る
。
 こ
 の
 マ
ス
タ
ー
キ
ー
で
、
 

わ
れ
ら
に
天
国
の
門
を
あ
け
る
方
が
、
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
 と
 。
そ
し
て
ま
た
神
を
拝
し
、
神
に
つ
か
え
る
こ
と
こ
 そ
 、
キ
リ
ス
ト
の
聖
で
 

あ
っ
た
と
考
え
る
。
 

し
か
し
 N
E
B
 は
次
に
示
す
如
く
、
奴
隷
的
な
へ
り
く
だ
 り
を
持
っ
て
 、
 神
に
つ
か
え
、
従
 う
 の
で
は
な
く
、
 神
 に
 敬
意
を
さ
さ
げ
、
 

し
か
る
の
ち
、
神
を
拝
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
イ
エ
ス
を
 描
く
。
「
サ
タ
 ソ
よ
 @
 
 し
り
 ぞ
げ
 」
な
ん
て
い
う
、
 人
間
的
な
憎
悪
の
感
情
 

を
 持
た
な
い
理
性
的
な
英
雄
を
。
恵
み
深
い
方
を
。
 

 
 

オ
曲
 
二
 %
 。
 す
 0
 ヨ
 ㏄
㎎
の
 
片
 
0
 
 
（
 
プ
の
 
Ⅰ
。
Ⅱ
 

串
ぜ
 
0
 岸
 Ⅱ
の
 0
 隼
曲
コ
串
毛
 
0
 
Ⅰ
 
㏄
王
で
三
ヨ
 
巴
 。
 
コ
 
p
 年
 

（
 
乞
 お
㏄
）
 

（
 
イ
ヱ
ス
 は
彼
に
答
え
ら
れ
た
、
聖
書
は
円
あ
な
た
の
 主
 な
る
神
を
敬
い
 彼
 だ
け
を
拝
し
な
さ
い
 ロ
 と
い
っ
て
い
る
 ）
 

し
か
し
ネ
ス
ト
レ
英
語
 逐
 語
訳
は
 、
 

下
コ
宙
 
Ⅰ
の
の
仁
の
申
さ
の
毛
の
弓
 

e
 
宙
が
 コ
リ
 の
曲
目
 
E
 コ
 任
 
0
 
 
三
日
・
の
の
㎡
 

廿
 
す
お
 す
 の
 
ゴ
 ）
コ
印
 
臣
 ）
の
。
の
 

い
 丑
が
コ
 

@
 Ⅱ
。
Ⅱ
 
ぎ
ゴ
 燵
の
す
の
の
 

コ
毛
 Ⅱ
 
耳
 円
の
コ
，
づ
ゴ
 

0
 Ⅰ
の
 ゴ
ゅ
臣
 

毛
 0
 俺
下
 
る
 円
甘
の
 
Ⅰ
 0
 邑
 （
下
 
せ
 Q
0
 
且
 薄
コ
串
田
Ⅰ
 

コ
 0
 三
ぜ
 の
 
さ
 ゆ
 耳
目
 す
 0
 宙
の
の
Ⅱ
 

づ
の
 

（
そ
し
て
 
々
ヱ
ス
 は
彼
に
答
え
て
い
わ
れ
た
。
サ
タ
ン
 よ
 、
わ
た
し
の
 う
 し
ろ
に
し
り
 ぞ
げ
 。
と
い
う
の
は
聖
書
に
 、
あ
な
た
は
あ
な
 

㏄ 6B) 

質 
的 
性 
格 
と 

見 
る 
べ 
ぎ 

であ 

るあ o@ 

44 



卍
の
供
え
物
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
訳
は
、
キ
リ
ス
ト
 

の
聖
 
と
い
う
舌
口
葉
を
説
明
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
の
で
 

は
な
か
ろ
う
か
と
筆
者
は
考
 

鞘
 
え
る
。
 

A
V
 

な
ど
は
、
 

ま
浅
轄
お
注
 
（
あ
わ
れ
み
の
 

座
 ）
と
訳
し
て
い
る
。
一
般
的
な
こ
れ
ま
で
の
邦
訳
は
 

、
 「
 
婚
罪
蓋
 （
が
 
い
 ）
」
あ
る
い
 
の
 
 
 

聖
 
書
は
「
 

の
 プ
ト
 
記
 
贈
 二
十
五
重
十
七
節
）
に
出
て
く
る
長
さ
 

い
の
ふ
た
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
神
が
 

。
 

2
 キ
 

 
 

 
 

 
 
 
 

  

ギ
 聖
書
で
は
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
の
カ
 ツ
 ポ
ー
レ
ス
 
本
 の
 ロ
口
 

o
r
e
 

（
す
が
、
 

ヘ
 ブ
ル
 書
 九
章
五
節
に
も
使
わ
れ
て
 い
る
が
、
ヒ
ラ
ス
テ
ー
リ
オ
 

 
 
リ
ソ
 下
目
が
の
（
⑨
 

づ
ざ
コ
 と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
 ロ
 マ
 喜
三
章
二
十
五
節
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
新
改
訳
聖
堂
 
目
で
は
、
 @
 
し
れ
は
「
な
だ
め
」
 

 
 

た
の
主
な
る
神
を
拝
し
、
そ
し
て
彼
に
だ
 け
っ
か
え
ょ
と
 書
い
て
あ
る
か
ら
。
）
 

サ
タ
ン
に
 、
 「
 わ
 *
 に
 し
の
 

L
 
う
 L
 
し
ろ
に
し
り
 ぞ
げ
ロ
と
、
い
 
わ
れ
る
方
は
 
、
 聖
な
る
方
で
あ
り
、
神
と
等
し
い
方
で
な
 げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

教
主
で
あ
る
こ
の
自
分
に
 、
 人
の
模
範
と
し
て
つ
か
え
る
 は
ず
だ
っ
た
の
は
、
サ
タ
ン
 よ
 、
お
前
で
は
な
か
っ
た
 か
 。
反
逆
者
と
し
て
の
 

お
前
の
運
命
も
こ
の
わ
た
し
に
よ
っ
て
や
が
て
破
局
を
む
 か
え
る
の
だ
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
勿
論
こ
の
中
に
含
 書
 し
て
あ
る
こ
と
が
 ぅ
 

か
が
え
る
。
し
か
し
 N
E
B
 
に
は
こ
の
内
容
が
欠
落
し
て
 い
る
。
 N
E
B
 
の
キ
リ
ス
ト
の
聖
を
弱
め
る
方
向
の
 一
 例
 を
と
り
あ
げ
て
み
た
 

 
 
 
 ロ

マ
喜
三
章
二
十
五
節
が
そ
れ
で
、
こ
れ
は
原
語
に
盛
ら
 れた
福
音
的
意
味
が
だ
い
な
し
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
 

巾
 。
 ぺ
ハ
 
Ⅴ
 
0
 串
 ら
の
 
田
 ㎎
 コ
の
串
 
ニ
コ
コ
田
 
o
 
 
ヴ
 
e
 
 
ヰ
ゴ
 
e
 
i
 

コ
 の
の
 
コ
 の
 0
 Ⅱ
の
 パ
 口
 田
ヱ
 さ
幅
四
コ
び
せ
キ
 
～
 
の
 め
 
R
n
 

「
～
ふ
 

い
 
～
 
ぬ
 ～
 簿
 Q
Q
 
～
 
b
 。
 馬
巨
ド
 

Q
n
 

～
～
 

e
Q
 
 

～
 
キ
 Ⅰ
。
 
ま
 ト
キ
㌔
 
a
 ～
～
 

キ
 ・
（
 
一
強
 

調
 筆
者
）
 

（
な
ぜ
な
ら
神
は
信
仰
に
 
よ
 る
効
果
的
な
犠
牲
の
死
に
 ょ
 っ
て
彼
を
罪
を
償
う
手
だ
て
と
な
る
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
 ） 

不
ス
ト
レ
ギ
リ
シ
ャ
 
語
 聖
書
で
は
、
「
な
ぜ
な
ら
、
神
が
 
彼
 （
キ
リ
ス
ト
）
の
血
に
よ
る
信
仰
を
通
し
て
、
な
だ
め
の
 
座
 に
定
め
ら
れ
た
」
 

相
 

（
乱
訴
）
と
な
る
。
 



N
E
B
 の
「
効
果
的
な
犠
牲
の
死
」
で
は
、
キ
リ
ス
ト
の
 塘
 罪
の
説
明
と
し
て
も
不
十
分
で
あ
る
。
更
に
キ
リ
ス
 ト
 0
%
 罪
の
完
全
な
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
 の
 聖
は
、
こ
れ
で
は
説
明
し
に
く
い
。
前
述
の
如
く
「
 ょ
 き
お
と
づ
れ
 ヒ
と
し
 

て
の
福
音
の
内
容
か
ら
は
、
か
げ
は
な
れ
た
も
の
に
な
っ
 て
い
る
が
、
 
N
E
B
 
の
「
効
果
的
な
犠
牲
の
死
」
で
 あ
る
。
神
は
霊
で
あ
っ
 

て
 、
血
肉
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
い
た
い
の
で
あ
ろ
 ぅ
が
 、
キ
リ
ス
ト
の
受
肉
こ
そ
奇
跡
の
中
心
で
あ
る
し
 、
ま
た
キ
リ
ス
ト
の
 聖
 

 
 

の
神
秘
的
な
中
心
主
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
 N
E
B
 は
 き
 え
ず
、
何
か
人
が
神
の
前
に
か
か
べ
 計
 原
型
タ
イ
プ
 の
 ア
ダ
ム
像
を
、
新
旧
 

約
 聖
書
の
原
典
を
手
が
か
り
に
、
勝
手
に
想
定
し
、
防
諜
 の
 イ
ェ
ス
の
中
に
、
そ
う
し
た
探
究
者
の
模
範
を
 、
人
 間
の
英
雄
的
求
道
者
の
 

そ
れ
を
、
求
め
て
い
る
よ
う
な
疑
い
が
、
 N
E
B
 の
研
究
 者
の
一
人
で
あ
る
筆
者
に
生
じ
て
く
る
。
こ
れ
は
「
 
い
の
ち
の
実
目
（
 
創
 3
 ｜
 

%
 ）
の
こ
と
を
忘
れ
、
「
園
の
中
央
に
あ
る
木
の
実
目
（
 

禁
 斯
 の
 実
 ）
（
 
創
 3
.
3
 ）
の
こ
と
の
み
に
思
い
を
め
ぐ
ら
し
 て
い
た
 イ
 ブ
の
悲
劇
を
 

わ
れ
わ
れ
に
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。
そ
れ
は
聖
書
の
中
 心
 主
題
が
、
キ
リ
ス
ト
に
あ
る
こ
と
を
忘
れ
、
宗
教
的
 、
道
徳
的
な
人
間
の
理
 

想
像
を
仮
説
の
日
イ
ェ
ス
 ヒ
 に
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
よ
 う
 な
印
象
を
 N
E
B
 は
わ
れ
わ
れ
に
与
え
る
。
生
き
た
 コ
ト
バ
と
し
て
、
神
の
 

関
連
し
て
用
い
ら
れ
る
・
こ
れ
は
ロ
マ
 書
 八
章
二
十
三
節
 に
 出
て
く
る
ア
ポ
 リ
ュ
ト
ウ
 p
 ー
シ
ン
 リ
 で
往
年
 
ヰ
 0
 
の
 
ぎ
 
と
い
う
ギ
リ
シ
ャ
語
に
 

ひ
き
 続
 げ
ら
れ
る
。
こ
の
字
義
通
り
の
意
味
は
解
放
で
あ
 り
、
 救
い
の
完
成
を
強
調
し
て
い
る
。
つ
ま
り
罪
か
ら
め
 
万
全
に
解
放
さ
れ
る
 状
 

態
 を
い
う
が
、
 N
E
B
 は
こ
の
く
だ
り
の
訳
を
 、
 の
の
（
 

o
E
 

Ⅱ
 寺
す
 
。
こ
 す
 。
 巨
ぜ
 片
目
の
の
（
よ
り
も
 

几
 よ
り
も
れ
の
す
べ
て
の
か
た
り
だ
 

を
 自
由
に
さ
れ
る
）
 

と
 訳
し
て
い
る
。
 

新
聖
書
辞
典
（
前
述
）
は
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
の
 
賄
 罪
を
こ
 の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
 

「
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
 
贈
弄
 は
 、
 罪
の
赦
し
、
神
の
子
と
し
 て
の
身
分
、
聖
霊
に
 よ
 る
自
由
を
与
え
、
罪
と
死
か
ら
 解
 放
し
、
完
全
に
救
 

わ
れ
た
状
態
に
な
る
と
い
う
、
す
ぐ
れ
て
多
様
な
意
味
 内
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ス
ト
の
完
全
な
る
 
婚
 い
を
示
す
象
徴
と
し
て
の
 
周
 ぎ
を
も
 5
 
一
度
見
る
こ
と
に
す
る
。
バ
ク
ス
タ
ー
の
分
類
を
あ
 
げ
て
み
る
。
 

聖書 ヮ 

 
 
 
 

わ
れ
わ
れ
は
 
出
ヱ
 
ジ
プ
ト
 記
 （
二
十
五
章
 ｜
 二
十
七
章
、
 

三
 0
 

章
 ）
に
録
さ
れ
て
い
る
幕
屋
の
 
セ
っ
 
の
備
品
か
ら
、
 

大
 祭
司
と
し
て
の
キ
リ
 
 
  
 

-
 Ⅱ
 -
 

%
 
 

す
ま
れ
、
わ
た
し
た
ち
も
彼
を
尊
ば
な
か
っ
た
 」
 

 
 
 
 

 
 

 
 
霊
烏
に
よ
っ
て
 
、
 書
か
れ
た
聖
書
 且
 （
テ
モ
テ
 
3
.
6
 ）
は
 、
有
機
的
に
構
成
さ
れ
、
そ
の
単
一
性
と
い
う
こ
と
を
 考
え
る
と
、
わ
れ
わ
れ
 

は
そ
れ
が
、
神
の
作
品
と
し
て
、
当
然
完
全
な
も
の
と
し
 て
 、
ひ
と
つ
の
か
ら
だ
と
し
て
、
完
全
な
統
一
と
一
致
 と
 自
発
と
調
和
を
要
求
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
律
法
的
に
求
め
 る
と
、
パ
リ
サ
イ
人
や
律
法
学
者
の
立
場
に
な
る
。
 

ョ
 ハ
ネ
 伝
 第
五
章
三
十
九
 

節
は
 ギ
リ
シ
ャ
 語
 聖
書
で
は
、
「
聖
書
の
中
に
永
遠
の
生
 命
 が
あ
る
と
思
っ
て
、
あ
な
た
達
は
探
究
し
な
さ
い
。
 

そ
し
て
そ
の
聖
書
は
 、
 

わ
た
し
（
キ
リ
ス
ト
）
に
つ
い
て
 
記
 仏
言
 
口
 し
て
い
る
。
」
（
秘
訣
  
 

し
か
し
、
 N
E
B
 
は
 、
 

ぺ
 Q
 岸
め
 ～
ミ
も
 

セ
 片
す
の
の
り
ま
で
片
目
Ⅱ
の
の
年
年
 

-
 
幅
の
下
生
 

せ
 。
㏄
目
で
で
 

0
 田
口
 
ゆ
 田
 
二
の
占
 
@
 
コ
ゴ
 申
せ
）
 

コ
 ㎎
 ヰ
す
 
の
～
 

づ
せ
 0
 由
 す
が
せ
の
の
計
の
Ⅱ
 

コ
簿
 
）
）
用
 
0
 
 
（
 
之
 山
口
）
・
（
強
調
筆
者
）
 

（
あ
な
た
達
は
、
聖
書
を
も
っ
こ
と
で
、
永
遠
の
生
命
を
 

も
つ
の
だ
と
思
っ
て
勤
勉
に
聖
書
を
研
究
し
て
い
ま
す
。
 
 
 

神
の
聖
な
る
感
動
に
よ
る
神
の
霊
烏
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
 聖
書
が
 、
 愛
す
る
人
間
の
か
ら
だ
に
、
 

魂
と
 霊
に
 、
わ
 が
胸
 
（
わ
が
愛
す
る
 

子
 キ
リ
ス
ト
）
に
か
え
れ
と
訴
え
て
い
る
の
に
 N
E
B
 
は
 わ
び
し
い
。
 

質
 
本
 

四
 

キ
リ
ス
ト
の
神
性
と
受
肉
 

 
 
 
 
 
 
鞄
 

イ
ザ
ヤ
書
五
十
二
三
車
二
節
 ｜
 二
節
に
は
待
望
の
 
メ
 シ
ヤ
像
に
つ
い
て
こ
う
録
さ
れ
て
い
る
。
 

卍
 

「
彼
に
は
、
わ
た
し
た
ち
が
見
と
れ
る
よ
う
な
 

姿
 も
な
く
、
 輝
 ぎ
も
な
く
、
わ
た
し
た
ち
が
慕
う
よ
う
な
 見
 ば
え
も
な
い
。
彼
は
さ
げ
 



①
銅
の
祭
壇
象
徴
的
意
味
は
、
犠
牲
に
 
よ
 る
 贈
罪
 。
典
型
的
な
意
味
は
、
キ
リ
ス
ト
の
 贈
 罪
を
示
す
。
 

②
銅
の
洗
 盤
 

象
徴
的
意
味
は
、
霊
的
新
生
、
典
型
 的
 意
味
は
、
聖
霊
に
 よ
 る
再
生
と
新
生
 

③
供
え
の
パ
ン
の
机
象
徴
的
意
味
は
、
霊
的
維
持
 
。
典
型
的
な
意
味
は
、
生
命
の
 パ
ソ
 、
生
命
の
水
と
し
 て
の
前
主
 
毎
並
 

④
 

燭
 ム
ロ
ー
 
｜
 象徴
的
意
味
は
、
霊
的
輝
き
。
典
型
的
な
 意
味
は
 、
 世
の
光
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
、
そ
し
て
特
に
 彼
自
身
の
民
 

⑤
香
の
祭
壇
１
１
象
徴
的
意
味
は
受
け
入
れ
ら
れ
る
 
嘆
 願
 。
典
型
的
な
意
味
は
、
イ
ェ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
名
に
 
よ
る
祈
り
（
ヨ
ハ
ネ
 

M
 草
田
 節
 、
黙
示
 5
 章
 8
 節
）
 

⑥
契
約
の
箱
１
１
象
徴
的
な
意
味
は
、
契
約
関
係
に
 
ょ
 る
 神
へ
の
接
近
。
典
型
的
な
意
味
は
、
わ
れ
わ
れ
の
神
 へ
の
接
近
の
契
約
の
 

基
礎
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
。
 

 
 
 
 

⑦
 
贈
罪
蓋
 

象
徴
的
意
味
は
 、
 神
の
御
 臨
在
 と
神
の
 命
 。
典
型
的
な
意
味
は
 、
 「
わ
れ
み
の
 座
 L
 と
し
て
の
 
キ
 リ
ス
ト
（
 
p
 マ
書
 3
 

章
為
節
 ）
。
そ
し
て
神
が
お
与
え
に
な
る
生
命
と
し
て
の
 

聖
霊
。
 

N
E
B
 
は
キ
リ
ス
ト
の
受
肉
に
よ
る
 娼
 罪
を
文
体
融
合
に
 よ
っ
て
、
無
視
し
て
い
る
。
 

イ
ザ
ヤ
書
五
十
三
章
十
節
は
、
 

N
E
B
 
の
得
意
の
文
体
 
融
 合
 に
よ
っ
て
生
じ
た
矛
盾
構
造
が
ハ
ッ
キ
リ
と
示
さ
れ
 て
い
る
事
例
で
、
 
内
 

容
 的
に
も
矛
盾
し
た
も
の
と
な
る
。
 

レ
い
 
の
 吋
吋
甘
 
。
Ⅰ
 0 ト
 Ⅰ
 d
8
%
 
 
叶
甘
 
0
 目
的
 
ゴ
 七
 %
0
 
Ⅱ
 ゴ
デ
丑
 
0
 ㍉
 日
目
 
Ⅱ
の
Ⅰ
㏄
 

の
 Ⅱ
 づ
 p
 コ
 円
の
目
 
宙
オ
の
ぴ
 
こ
ら
 プ
ヌ
コ
目
 
「
 
す
 。
 ゴ
 砂
山
 日
 薄
色
の
 
す
目
 
（
）
㏄
の
 

毘
簿
 ㏄
 
り
の
 
Ⅰ
 目
 -
 
の
の
 片
 
0
 パ
 

四
目
 一
 （
 
Z
 的
㏄
）
 

こ
れ
ほ
、
原
典
で
は
、
石
浜
義
則
 訳
 の
よ
う
に
、
も
し
か
 な
た
が
彼
の
魂
を
罪
の
た
め
に
犠
牲
と
す
る
な
ら
、
 

彼
、
、
、
 
は
 子
孫
を
見
る
。
」
 

（
主
は
御
自
身
の
ひ
ど
い
苦
悶
の
僕
を
思
い
や
ら
れ
、
 

罪
 の
た
め
に
 御
 自
身
を
犠
牲
と
さ
れ
た
彼
を
い
や
さ
れ
た
。
 

 
 

（
強
調
筆
者
）
 

(372) 48 



聖書の罪 粍 ぎ 神とキリストの 本質 

と
い
う
行
為
が
未
完
（
 ィ
ム
 タ
ー
シ
ー
ム
）
」
「
お
前
が
す
る
 

 
 

こ
の
 ょ
 う
に
し
て
な
し
遂
げ
ら
れ
た
死
と
犠
牲
を
 ィ
ス
ラ
 
ヱ
ル
 人
が
青
銅
の
へ
び
を
あ
お
ぎ
見
た
ご
と
く
、
わ
れ
 わ
れ
が
そ
れ
を
自
分
 

の
も
と
し
て
信
じ
る
な
ら
ば
、
彼
は
永
遠
に
生
き
て
霊
の
 子
孫
を
見
、
栄
誉
あ
る
王
座
に
つ
く
、
 

と
イ
 ザ
ヤ
書
は
 
い
 @
r
,
-
 

。
 

こ
の
聖
書
の
論
理
を
 、
ニ
 ー
リ
ヒ
・
 ザ
 ウ
ア
ー
は
そ
の
著
 「
十
字
架
の
勝
利
」
 

1
-
6
-
1
 
 

の
中
で
、
十
字
架
を
（
義
認
の
基
 礎
 ）
と
（
聖
化
の
基
 

盤
 ）
と
い
う
個
人
的
な
二
面
性
に
お
い
て
と
ら
え
て
い
る
 。
人
は
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
に
よ
っ
て
 、
 義
と
さ
れ
 、
 更
に
す
す
ん
で
聖
化
 

さ
れ
、
聖
な
る
キ
リ
ス
ト
と
霊
に
お
い
て
、
聖
霊
に
よ
る
 

 
 

p
 マ
書
 八
章
三
節
に
出
て
く
る
原
典
の
日
罪
の
肉
の
様
 ヒ
 と
い
う
く
だ
り
を
弱
め
て
い
る
の
が
 N
E
B
 。
 

Ⅰ
 田
ガ
 
0
 
%
 

サ
リ
 

田
 （
 
め
 
0
 
パ
日
 
）
 0
 片
 0
 Ⅰ
Ⅰ
 
綜
コ
目
 
三
口
沖
田
 
由
 Ⅰ
 
の
 

（
わ
れ
わ
れ
自
身
の
罪
の
性
質
の
姿
）
と
い
う
く
だ
り
は
 

、
単
数
形
の
も
つ
（
 原
 ）
 罪
 と
い
う
語
の
重
さ
を
弱
め
て
 い
る
。
ま
た
、
 
ぺ
 

テ
ロ
前
書
第
一
章
十
九
節
に
つ
い
て
も
、
 

N
E
B
 

は
同
じ
 

よ
う
な
立
場
で
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
回
章
十
八
節
の
 N
 E
B
 

も
、
こ
れ
ま
た
、
 

「
あ
な
た
が
た
は
救
わ
れ
た
」
と
い
 
5
 神
の
主
権
を
第
一
 
に
し
た
受
身
形
の
原
典
の
味
が
、
こ
こ
で
も
消
去
さ
れ
 て
い
る
。
そ
し
て
、
 ヘ
テ
 

口
前
書
第
一
章
二
節
に
も
、
同
様
な
傾
向
が
う
か
が
わ
れ
 る
 。
即
ち
、
原
典
で
は
、
選
び
の
わ
ざ
は
、
三
位
一
体
 の
神
に
 よ
 る
こ
と
が
わ
 

か
る
様
に
、
 
円
 
選
ば
れ
た
人
々
 
ヒ
は
、
 ①
「
神
の
予
知
に
 従
い
」
 、
 ②
「
御
霊
の
聖
め
に
よ
っ
て
」
と
、
③
「
 イ
ェ
 ス
 ・
キ
リ
ス
ト
に
従
う
 

よ
 う
 に
」
、
「
ま
た
そ
の
血
の
注
ぎ
か
げ
を
受
け
る
よ
 
う
 に
 」
と
の
三
つ
の
句
に
関
連
 づ
 げ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
 N
E
B
 は
 、
 

1
0
 ゴ
 0
 の
の
 
コ
 0
 う
 0
 ）
 
巨
 ～
 
尽
 ～
か
馬
も
悪
Ⅰ
も
っ
 

ぃ
 
馬
も
日
の
。
 
蓮
 ～
か
馬
円
心
～
 

臣
も
ヌ
 
ゴ
リ
 
=
0
 
毛
の
宙
 ～
も
 
か
汁
 ㏄
 
雨
 
Ⅰ
 
史
 
～
 
ゎ
雨
け
 
㎏
～
か
も
め
 
ぢ
 ～
 
へ
 
～
～
 

-
 
 
曲
コ
 
由
り
 0
 コ
 の
の
り
Ⅱ
 

簿
ヰ
 
。
 
宙
申
ヒ
め
 
 
 
 
 

～
 
キ
ぬ
 
も
「
～
さ
 

い
 
～
 
ぬ
下
ぎ
鼓
 患
お
め
 %
 め
 黛
べ
 ～
 
め
 
～
・
（
強
調
筆
者
）
 

 
 
 
 

（
 
父
 な
る
神
の
意
図
で
、
御
霊
に
 よ
 る
奉
仕
に
あ
ず
か
り
 

 
 

て
 、
き
ょ
め
を
 受
 

原
典
は
、
 N
E
B
 や
日
本
語
訳
聖
書
の
よ
う
に
、
「
彼
が
 
自
分
を
と
が
の
供
え
物
と
す
る
と
ぎ
」
で
は
な
い
。
 中
訳
 沿
樹
は
 、
「
 
献
 げ
る
 



で、 訳 

②
「
き
ょ
 め
 」
は
、
 

N
E
B
 

で
は
、
「
奉
仕
」
と
訳
さ
れ
 

て
い
る
。
原
典
の
「
御
霊
の
聖
 め
 」
の
「
御
霊
の
」
は
 、
主
格
的
属
格
で
、
 

「
御
霊
が
 望
 め
る
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
 

N
E
B
 は
 、
「
御
霊
に
よ
っ
て
」
と
い
う
手
段
を
示
し
て
い
る
。
 

③
選
び
の
目
的
は
、
原
典
で
は
、
目
的
を
表
す
前
置
詞
 
で
は
じ
ま
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
へ
の
従
順
と
血
の
注
ぎ
を
 受
け
る
た
め
に
」
と
 

ハ
 ・
 ，
 

 
 

な
っ
て
い
る
の
に
、
 
N
E
B
 は
 、
 
「
キ
リ
ス
ト
の
血
の
そ
 ぞ
 き
に
よ
っ
て
」
と
な
り
、
選
び
の
目
的
を
、
手
段
に
 す
り
か
え
て
、
 
選
 

び
の
目
的
さ
え
も
ぼ
か
し
て
い
る
。
 

キ
リ
ス
ト
の
神
性
否
定
の
志
向
は
、
ま
ず
 へ
 ブ
ル
 書
九
 仝
 
早
 十
四
節
に
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
こ
で
 

N
E
B
 

は
 
ワ
永
 遠
の
豊
口
を
円
霊
的
な
、
永
遠
の
 儀
 牲
 L
 と
訳
し
て
い
る
。
 

由
 0
 （
筆
者
 
注
 、
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
）
 0
 申
縛
 。
串
田
 ヨ
 の
の
 
届
毛
岸
 F
 ヨ
耳
二
の
 ヨ
ず
ゴ
こ
 
o
 
Q
o
 

黛
 
Q
 
 
め
憶
ミ
ぎ
ミ
 Ⅰ
 ま
荘
ぬ
 
～
 
ぬ
マ
さ
 

已
め
Ⅰ
 ぃ
ャ
 
～
 
b
n
Q
.
 

（
強
調
筆
者
）
 

（
彼
は
彼
自
身
を
神
に
対
し
て
 
傷
 な
く
、
永
遠
の
犠
牲
 と
 し
て
捧
げ
ら
れ
た
。
）
 

前
述
の
如
く
 、
 ル
力
に
よ
る
福
音
書
（
 
恭
 ・
 蝸
 ）
の
中
で
、
 N
E
B
 

は
「
 

彼
 
（
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
）
は
死
な
・
れ
た
」
と
 
自
然
主
義
的
立
場
で
 

し
て
い
る
ぶ
か
、
「
 
ふ
 わ
た
し
の
 壬
荘
 
j
 
 
つ
ま
れ
 ノ
 
、
 円
永
皓
魅
 
の
 毎
並
ヒ
 
を
 捧
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
否
定
し
た
方
向
の
立
場
 を
 支
持
し
て
い
る
。
 

こ
の
ヲ
本
 遠
 の
犠
牲
 目
 と
い
う
訳
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
 0
 
口
永
遠
の
霊
に
よ
っ
て
口
を
、
一
般
人
に
も
判
り
や
 
す
 く
に
と
の
意
図
 

、
意
訳
さ
れ
た
も
の
と
思
う
が
、
こ
と
キ
リ
ス
ト
の
神
性
 に
関
す
る
点
で
あ
る
か
ら
、
問
題
と
し
て
矛
盾
と
し
て
 指
摘
し
て
お
く
。
 

W
.
T
.
 
カ
ナ
ー
の
ヲ
永
遠
の
霊
怪
に
つ
い
て
の
次
の
説
 明
は
 、
卓
越
し
て
い
る
。
 

「
永
遠
の
霊
と
ほ
、
そ
の
中
に
完
全
絶
対
性
を
右
す
る
 
道
 徳
 的
善
で
あ
る
。
人
間
救
済
の
た
め
に
ご
自
分
を
死
に
渡
 さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
 

① げ 
て て 
い 原   

る 其 達 
。 の @% 
「 れ 
予 た 

人 た 知」 

申 T  ち 
へ 
N ） 。 

  
「中ネ 

の   
，弓   
図 
」 

と 
訳 

さ 

ね 、 

選 
び 
の 

予 
定 
の 

居 、 
想 
  
  
  
書 
八 

垂 草一   
十 
九 

節 ） 

が、 

無視 

さ 

れ 

(374)@ 50 



 
 

、
栄
光
あ
る
大
祭
司
キ
リ
ス
ト
 

、
、
 

p
-
8
@
i
 
 

，
 

こ
 あ
っ
て
 

神
か
ら
 

最
 初
に
見
ら
れ
る
も
の
が
何
で
め
 
 
 

書
 
あ
る
か
を
象
徴
的
に
教
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
 

い
わ
れ
て
い
る
。
 

聖
 

5
1
 

そ
れ
は
「
聖
な
る
 
冠
 」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
額
に
つ
け
 

る
 タ
ー
バ
ン
の
前
に
結
ば
れ
た
金
の
板
で
、
こ
れ
に
は
 

「
主
に
聖
な
る
者
 
ヒ
 

  神とキリストの 木質 

は ス と 神 
い ト 訳 はい り、 

@O の 

@ ろスさ の E 大み 忠るワ 
質 
ヤ @ ヒ 
お 
い 

  。 神 の   て 
押 出 た で に つ し 聖 聖 原 口 
に ヱ る あ よ い て 経 霊 異 = 

表 

見 ジ こ つ 
現 
し 

ら プ と て え > 
れ ト の ご な 
る 記 本 い 

宝 質 一 彼の額 の 第二十 

的   ミ 在室 

に 入 っ を 
あ 章 ヲ 
つ = 水   た 十 遠 さ 

も六牲 の節し れ 
八 - Ⅰ 

は " l 一 一 を " 
何千 一 」 こ そ 

で 七 で 
（ ノ ト 

い 
あ 節 認 
っ に め ア て "  ケこ よ （ ノ @   
た は て 
の " い 

思味 

だ 人 る う つ 

3 集 と 
う 舌 1  た二 
か ア る 
。 ロ と   
が 牙 盾 
至 し 

の 

聖 た 自 霊 

所 キ 身 で 

サこ リ が   あ 



つ と 夫 愛 
い っ 婦 と 

て た の 墓 
の と 甑 展 の 
説 い ノ @ - よ 

ラノ @ @ 

らこと 明を援 おけ ヤ @ - 
る 残 

用 に よ 酷 

し な ふノ な 
て る 前 な E ヤ 嫉 ィ 

ハ ツ ン 0 

スラェ みたい が 、筆 述の如 一対一 ・シュ は コブ が みと 

む 

[- 目   か え 
に に と そ っ び 

  八   
シ っ 教 に て 
ュ て 文 つ い 

卓上 

ハ節   で， 
フ 淫 

ァ の そ 死 
の して 0 １ 廿 （を   よ 

日 "-" そ @   の 

p-,  も 愛 
に め が 

に強 

  

と
 刻
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
意
味
は
三
十
八
節
に
説
明
さ
れ
 て
い
る
。
 

「
そ
れ
が
 
ア
 p
 ン
 の
額
の
上
に
あ
る
か
ら
、
ア
ロ
ン
は
 、
 ィ
ス
ラ
ヱ
ル
 
の
人
の
聖
別
す
る
聖
な
る
物
、
す
な
 ね
 ち
、
 
彼
ら
の
す
べ
て
の
 

 
 

ま
な
る
さ
さ
げ
物
、
す
な
 ね
 ち
、
彼
ら
の
す
べ
て
の
 聖
な
 る
さ
さ
げ
物
に
関
し
て
の
密
を
負
 う
 。
こ
れ
は
、
そ
れ
 も
の
も
の
が
、
主
の
前
 

に
 受
け
入
れ
ら
れ
る
た
め
に
、
絶
え
ず
 ァ
ロ
ソ
 の
額
の
上
 に
 な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
 

か
く
見
て
く
る
と
、
 
N
E
B
 
は
、
な
だ
め
の
供
物
と
し
て
 の
 福
音
的
，
倫
理
的
内
容
の
表
現
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
 「
聖
目
と
い
う
言
葉
 

 
 

や
ま
た
「
永
遠
の
霊
 ヒ
 と
い
う
言
葉
な
ど
を
無
視
し
 、
意
 訳
し
た
結
果
、
律
法
的
・
英
雄
的
キ
リ
ス
ト
を
わ
れ
わ
 れ
に
想
像
さ
せ
て
し
ま
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-
 
ク
レ
ソ
ヤ
 

み
た
 さ
 

 
 

」
と
を
聞
く
が
よ
い
。
勝
利
を
得
る
者
に
は
、
神
の
パ
ラ
 ダ
イ
ス
に
あ
る
い
の
ち
の
木
の
  
 

聖
 
書
の
実
を
食
べ
る
こ
と
を
ゆ
る
そ
 
う
 。
」
 

5
3
 

人
は
弱
く
作
ら
れ
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
神
に
い
つ
も
助
 け
 を
 求
め
る
 よ
う
 に
作
ら
れ
て
い
た
。
 

神とキリストの 本質 

旧
約
聖
書
に
お
い
て
 謂
 え
ら
れ
て
い
る
愛
は
嫉
む
愛
で
あ
 っ
て
、
何
千
人
も
の
中
か
ら
一
人
を
選
び
、
そ
の
一
人
 の
 情
熱
と
意
志
の
限
 

り
な
づ
 く
し
て
、
固
く
と
ら
え
、
真
実
の
関
係
の
き
ず
な
 を
ゆ
る
め
な
し
 @
 
 
愛
 て
あ
 

。
 
あ
 
O
@
l
@
 

し
か
し
、
隣
人
愛
と
い
う
人
間
存
在
の
本
質
と
い
う
も
 の
は
、
 イ
ヱ
ス
 の
よ
き
サ
マ
リ
ヤ
人
へ
の
た
と
え
 話
 
（
 ル
 力
 ㏄
 章
 ㏄
 節
 １
 %
 竹
む
 

の
中
に
よ
く
た
と
え
ら
れ
て
い
る
よ
 う
 に
 、
 神
の
助
げ
が
 な
け
れ
ば
、
自
己
中
心
的
な
人
間
に
は
不
可
能
な
問
題
 と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
 

の
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
 

そ
し
て
、
よ
き
サ
マ
リ
ヤ
人
で
た
と
え
ら
れ
て
い
る
こ
の
 変
 な
る
神
へ
の
応
答
は
、
礼
拝
の
形
を
と
る
。
し
か
し
 N
E
B
 

は
、
ヨ
ハ
ネ
 

に
よ
 る
福
音
書
第
九
章
三
十
節
で
は
、
こ
れ
を
否
定
的
に
 訳
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
生
れ
つ
き
の
盲
人
が
 、
ィ
 
ヱ
ス
 に
よ
っ
て
 、
 神
よ
 

 
 

り
の
奇
跡
の
働
き
と
し
て
完
全
に
い
や
さ
れ
て
も
、
原
典
 に
 忠
実
な
正
統
的
な
他
の
聖
書
翻
訳
と
ち
が
っ
て
 、
あ
 た
り
前
の
こ
と
の
よ
う
 

に
し
て
い
る
人
間
像
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
 

（
 
コ
 往
の
の
 

&
 。
 P
d
 
 

握
 す
の
 キ
ア
 0
 
 
尻
の
で
の
が
 

け
 ト
コ
的
付
 

0
 
 
せ
 。
 二
 
Ⅰ
 0
 Ⅰ
 年
，
 Ⅰ
 ご
め
コ
 
の
 せ
 の
。
 
す
 の
の
 曲
 @
 
宙
 ・
リ
コ
 
串
し
 。
 き
 壺
も
す
の
 
片
 
o
 Ⅱ
 
e
 
 
ア
 -
 
コ
 
（
 
（
 
之
 ロ
口
）
（
強
調
筆
者
）
 

（
本
当
に
あ
な
た
と
話
し
て
い
る
の
が
、
彼
で
す
。
主
ょ
 

、
 私
は
信
じ
ま
す
と
、
彼
は
い
っ
て
 、
 頭
を
さ
げ
た
。
）
 

O
0
0
 
宙
 之
の
毛
の
訳
で
さ
え
、
宙
の
オ
コ
 
匹
 （
 隼
 。
 昌
ヴ
 の
め
 
0
 お
 
）
の
の
 

岸
 ㏄
（
 イ
ヱ
ス
 の
前
に
ひ
ざ
ま
づ
い
た
）
と
訳
し
て
い
 る
の
に
。
聖
書
に
よ
 

る
と
、
 土
 く
れ
か
ら
造
ら
れ
、
神
の
前
に
罪
を
犯
し
、
 

必
 ず
 死
ぬ
べ
 き
 運
命
に
定
め
ら
れ
て
い
る
弱
 い
 被
造
物
で
 
あ
る
人
間
は
 、
 神
に
 ょ
 

っ
て
 、
 愛
の
対
象
と
し
て
造
ら
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
 

い
 つ
も
神
に
助
げ
を
求
め
、
神
を
第
一
に
し
て
、
神
と
共
 に
 、
勝
利
者
と
な
る
よ
 

う
 に
期
待
さ
れ
て
い
る
。
弱
い
が
ゆ
え
に
強
い
神
の
作
 口
 
叩
 で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
ヨ
ハ
ネ
黙
示
録
二
章
 セ
 節
か
ら
う
か
が
え
る
。
 



を
 発
見
す
べ
ぎ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
発
見
し
た
の
 ち
 、
そ
れ
を
食
べ
、
キ
リ
ス
ト
に
あ
っ
て
、
永
遠
に
生
 き
る
者
と
な
り
、
め
ぐ
 

み
 深
い
神
を
ほ
め
た
た
え
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
 神
 の
手
に
よ
っ
て
 
壮
 
迫
ら
れ
た
被
造
物
の
中
で
、
最
も
神
に
 

近
く
造
ら
れ
た
に
も
か
 

か
わ
ら
ず
、
す
で
に
反
逆
者
と
な
っ
て
い
た
サ
タ
ン
に
 、
 人
は
そ
そ
の
か
さ
れ
て
、
 

変
 な
る
神
の
期
待
を
裏
切
 っ
て
禁
断
の
実
を
食
べ
 

る
 。
こ
れ
を
 円
 原
罪
 L
 で
あ
る
と
、
聖
書
は
教
え
て
い
る
 。
ま
た
、
 
N
E
B
 
は
、
キ
リ
ス
ト
を
ギ
リ
シ
ャ
語
の
 p
 コ
ス
 を
そ
の
ま
ま
秩
序
 

の
よ
う
に
の
み
受
容
し
て
い
る
事
例
も
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
 ト
 論
が
変
容
し
て
く
る
。
（
 
ヘ
 ブ
ル
 書
 一
章
 1
 １
 3
 節
）
 

㏄
 岸
丑
 -
 
コ
ヰ
ゴ
あ
丑
卸
 

の
め
目
ゅ
）
の
的
。
二
の
す
 

陸
 ㏄
ひ
で
。
村
の
目
汁
 

0
 
 
仁
 の
 （
 
コ
ヰ
プ
 
の
の
 0
 コ
ミ
 オ
 0
 ヨ
オ
 の
す
 p
 ㏄
島
曲
 宙
 の
す
 臼
 ハ
ト
 
0
 
 
圧
す
の
 
キ
ゴ
 o
P
 
の
 岸
コ
 
（
 
づ
の
 
Ⅱ
幹
の
 

，
 

ゅ
コ
ら
丑
ゴ
 

Ⅱ
。
 
岸
的
す
毛
甘
 
0
 日
 
二
の
 0
 Ⅱ
。
 
燵
叶
 
e
 串
 a
 ～
～
も
 

ャ
 蓮
も
Ⅰ
 

ゎ
 0
%
 

Q
R
 
 

も
決
ド
 

の
 
～
も
さ
ぃ
心
 

ヰ
プ
 
の
の
 0
 コ
セ
ド
す
 
0
 
 
あ
ヰ
 二
の
の
目
口
俺
の
目
 

り
 0
 
0
 

Ⅱ
 の
 0
 年
 ・
の
の
 
口
汀
 
口
ら
 
0
 岸
 Ⅱ
 

リ
コ
 
宙
計
ゴ
 
の
の
（
 
曲
 目
で
 0
 Ⅱ
 Q
0
 

Ⅰ
。
の
 

づ
 の
Ⅱ
 
ぜ
ヴ
 四
コ
 ゆ
 。
 睡
コ
 
ら
の
仁
の
（
 

生
口
㏄
片
オ
 

0
 
%
 

コ
 @
 
Ⅱ
 e
 Ⅱ
の
の
 
す
せ
す
 ず
ま
 @
0
 
Ⅱ
 串
 0
 ト
 ㌧
。
 
目
 @
e
q
.
 
 

（
 
之
 ㏄
・
強
調
筆
者
）
 

（
し
か
し
こ
の
終
り
の
時
代
に
あ
っ
て
 

、
彼
 
（
 
神
 ）
が
 す
 べ
て
の
宇
宙
を
御
子
の
所
有
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
御
子
 に
あ
っ
て
語
ら
れ
 

た
 。
そ
し
て
彼
を
通
し
て
、
 
彼
 
（
 
神
 ）
は
、
す
べ
て
の
 存
 在
の
秩
序
を
つ
く
ら
れ
た
。
御
子
は
神
の
栄
光
の
輝
き
 で
あ
り
、
神
の
存
在
 

の
し
る
し
で
あ
り
、
そ
し
て
彼
の
力
あ
る
み
こ
と
ば
に
 ょ
 っ
て
宇
宙
を
保
っ
て
お
ら
れ
る
。
）
 

N
E
B
 
は
万
物
の
創
造
者
で
あ
る
神
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
 を
 、
す
べ
て
の
存
在
の
秩
序
を
つ
げ
ら
れ
た
方
と
し
て
 、
キ
リ
ス
ト
の
神
性
 

を
 弱
め
て
い
る
。
 

こ
れ
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語
原
典
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
 い
 る
と
こ
ろ
。
 

「
こ
の
終
り
の
日
に
は
、
御
子
に
あ
っ
て
 

、
彼
 
（
 神
 ）
 ほ
 わ
れ
わ
れ
に
語
ら
れ
た
。
 

神
の
本
質
的
性
質
で
あ
る
聖
と
 、
 神
の
存
在
の
本
質
で
あ
 る
愛
と
、
 神
の
主
権
の
本
質
で
あ
る
律
法
（
秩
序
）
で
 あ
る
角
叉
 
内
 れ
し
た
口
口
 

コ
ス
ヒ
 で
あ
る
助
 け
主
ィ
ヱ
ス
 ・
キ
リ
ス
ト
に
助
け
る
 求
 め
る
べ
き
で
あ
る
と
、
新
約
聖
書
は
教
え
て
い
る
。
ま
た
 、
ア
ダ
ム
 と
イ
 ブ
は
 、
 

い
つ
も
意
識
的
・
無
意
識
的
に
、
い
つ
も
心
を
あ
わ
せ
て
 、
 神
の
御
旨
を
第
一
に
し
、
永
遠
の
時
間
の
流
れ
の
中
 で
、
円
い
の
令
つ
の
実
ヒ
 (378)  54 



聖書 の罪 精神と : キリストの本質 

彼
 
（
 神
 ）
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
所
有
を
御
子
に
定
め
、
 

御
 子
に
よ
っ
て
万
物
を
お
 割
 り
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
 
彼
 は
ま
た
 彼
 
（
 
神
 ）
 の
 

栄
光
の
輝
ぎ
で
あ
り
、
彼
の
存
在
の
真
実
の
表
わ
れ
で
、
 

彼
の
 力
 あ
る
み
舌
口
業
に
よ
っ
て
、
万
物
を
保
っ
て
お
ら
 

れ
る
。
 

最
後
に
も
う
一
つ
わ
れ
わ
れ
が
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
 は
 N
E
B
 
の
文
体
の
も
っ
構
造
的
矛
盾
で
あ
ろ
う
。
 

周
 知
の
如
く
、
聖
書
 文
 

@
Z
@
 

体
の
特
徴
の
一
つ
は
、
 
円
 た
と
え
 b
 が
多
く
含
ま
れ
て
い
 る
せ
い
か
、
そ
の
文
体
を
英
文
に
す
る
と
、
 

チ
下
ず
 ㏄
 。
 m
o
 ず
 Ⅹ
 ぺ
 
と
な
る
 

文
 が
あ
る
。
 
A
 が
 B
 で
あ
る
 よ
う
 に
 X
 は
 Y
 で
あ
る
と
な
 
る
が
、
の
 0
 ず
 Ⅹ
 へ
 
に
強
意
が
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
の
 考
え
で
は
や
の
以
下
の
 

従
 文
節
が
四
十
パ
ー
セ
 ソ
ト
 、
 m
o
 以
下
の
主
文
節
が
六
 十
 パ
ー
セ
ン
ト
ぐ
ら
い
の
強
意
 度
 を
も
っ
て
い
る
。
 
N
E
 
B
 は
こ
れ
を
あ
え
て
、
 

単
文
に
融
合
し
、
従
文
節
の
補
語
を
、
こ
の
単
文
の
主
 圧
 幅
 に
し
、
メ
タ
フ
ア
ー
（
 隠
楡
 ）
に
し
て
い
る
。
補
語
を
 主
語
に
か
え
る
と
な
る
 

と
 、
文
学
史
上
ど
 う
 位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
 

一
 例
 を
あ
げ
る
と
、
雅
歌
二
章
三
節
の
 N
E
B
 
訳
が
そ
れ
  
 

4
0
 

～
 。
Ⅰ
～
ミ
セ
曲
 
目
 0
 コ
幅
目
ア
 
0
 Ⅱ
 コ
 ㏄
）
の
 
づ
 Ⅰ
 
ぜ
 年
の
簿
Ⅱ
の
の
 

づ
的
 目
抜
 
（
 
之
 口
口
・
強
調
 
藝
豆
旧
 
）
 

（
い
い
え
、
い
ば
ら
の
中
に
あ
る
ゆ
り
は
、
娘
た
ち
の
間
 
に
い
る
わ
が
最
愛
の
も
の
で
す
。
）
 

こ
れ
は
 
へ
 ブ
ル
語
原
典
の
遂
語
訳
で
は
、
 

下
の
 （
二
の
曲
 

つ
つ
 
肝
の
田
 
ぺ
 の
の
曲
目
 
0
 コ
的
 （
 
ダ
の
 （
Ⅰ
の
 

e
s
o
 め
 （
す
の
 
圭
 0
0
 
年
，
の
 
0
 
 
あ
目
Ⅱ
 
ヴ
臼
 0
 づ
 0
%
 
 

曲
 目
 0
 コ
 ㎎
 ト
プ
 
の
の
。
 
コ
 ㏄
 

（
林
の
中
に
リ
ン
ゴ
の
木
が
あ
る
よ
う
に
、
わ
た
し
の
 

愛
 す
る
 方
は
 若
者
た
ち
の
間
に
お
ら
れ
る
。
）
 

こ
れ
は
東
洋
的
な
た
と
え
を
嫌
い
、
シ
ン
ボ
ル
を
強
調
し
 た
か
っ
た
結
果
こ
ん
な
訳
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
。
 

次
は
や
た
ら
と
複
文
に
し
て
、
単
文
の
も
っ
簡
潔
な
味
が
 消
失
す
る
場
合
は
、
 
歳
青
 二
十
五
章
二
十
五
節
の
 N
E
 
B
 訳
 。
 

Ⅰ
～
 
オ
の
 c
 ハ
 
ト
ロ
 名
曲
 田
 
e
 Ⅱ
 ド
 
0
 
 
円
プ
 
0
 
 
ヰ
 
ゴ
 Ⅱ
 0
 簿
丑
 き
か
も
 
き
臣
涛
も
べ
 ㎏
 抜
抽
 0
0
 

往
コ
の
毛
の
 

ト
 
Ⅱ
 
0
 ヨ
曲
由
卸
丑
 
薄
目
 
%
 
 
安
コ
ロ
・
（
 

之
 ㊦
㏄
）
（
 
強
 調
 筆
者
）
 

（
遠
く
か
ら
の
よ
い
ニ
ュ
ー
ス
は
、
か
わ
い
た
時
の
の
ど
 
に
 冷
た
い
水
の
よ
う
だ
。
）
 

こ
れ
は
原
典
で
は
強
弱
が
ど
ち
ら
と
も
っ
け
に
く
い
単
文
  
 

55  (379) 



-
3
 

2
 ）
 

テ
リ
ッ
チ
訳
を
参
照
に
し
て
み
よ
う
。
 

呵
 Ⅱ
の
㏄
 

す
 毛
が
付
の
Ⅱ
 

目
 
0
 
 
が
 丑
す
弓
 
㏄
侍
せ
 
い
 
0
 仁
ご
が
コ
ら
 
㎎
。
注
コ
の
自
の
 
Ⅱ
Ⅱ
 
0
 ヨ
が
 
Ⅱ
 
ひ
 Ⅱ
の
 0
 ロ
コ
丑
 

Ⅱ
 や
 

（
か
わ
い
た
の
ど
に
新
鮮
な
水
。
そ
し
て
遠
方
か
ら
の
 

ょ
 い
た
よ
り
。
）
 

こ
れ
が
、
創
世
記
一
章
一
節
と
二
節
に
援
用
さ
れ
た
と
き
 、
聖
書
翻
訳
に
革
命
が
お
こ
り
、
大
変
な
こ
と
に
な
っ
 た
の
が
一
九
七
 0
 年
 

の
次
の
 N
E
B
 
で
あ
っ
た
。
 

Ⅰ
 
老
円
由
 由
の
 田
 G
I
 ヱ
区
Ⅰ
 
之
 Q
 
0
 下
の
零
已
下
 円
 （
 
0
Z
.
 旧
 す
の
 
コ
の
 0
 年
日
 い
 宙
の
す
の
申
せ
の
 

コ
 四
コ
年
の
曲
Ⅱ
 

ヰ
ゴ
 
。
 ヰ
ゴ
 
の
の
㏄
Ⅱ
片
プ
ま
 

@
 
曲
り
ヨ
 
@
 
ヌ
す
 
0
 由
ヰ
比
 
。
Ⅰ
Ⅰ
 

コ
 

が
コ
 
も
 せ
 0
 （
 
隼
 ・
 さ
ま
 

ヒ
 
す
隼
ひ
 
Ⅰ
 オ
 目
の
の
の
 

0
 ヰ
の
 
Ⅱ
 づ
ゴ
 
の
 構
曲
 
の
の
。
 
め
 申
す
 
ぜ
 ㏄
 
s
,
 
曲
コ
 
往
 P
 
n
H
 

ど
的
 

下
計
せ
毛
 
@
 
コ
串
片
 
二
の
（
の
毛
の
つ
（
 

0
 Ⅱ
の
Ⅱ
（
 
下
 の
の
 岸
パ
比
 

り
の
の
 
0
 ト
 ト
下
の
 

毛
韓
付
 
の
 弓
め
 
・
 ヘ
ウ
 
～
門
い
）
 

（
神
が
天
 と
 地
を
創
ら
れ
た
創
造
の
は
じ
め
に
お
い
て
、
 

地
は
形
 な
く
空
し
か
っ
た
。
深
い
ふ
ち
の
表
面
は
暗
や
み
 で
、
水
の
お
も
て
 

を
 吹
き
ま
く
る
力
強
い
一
陣
の
風
が
あ
っ
た
。
）
 

こ
こ
で
 N
E
B
 
は
主
格
と
し
て
の
神
（
 ヱ
ロ
ヒ
 ー
 ム
 ）
 と
 

 
 

風
 と
変
え
て
し
ま
っ
 

@
 
舛
 -
 

て
 、
創
造
の
神
を
秩
序
の
神
に
言
語
感
覚
的
に
変
え
て
い
 る
 。
 N
E
B
 
は
 、
ヨ
 ブ
記
一
章
一
節
の
ル
ア
ー
 ハ
 も
 
ヨ
 せ
 日
田
Ⅰ
（
私
の
意
識
）
 

に
か
え
て
い
る
。
ヤ
コ
ブ
書
二
章
二
十
六
節
に
出
て
く
る
 四
ツ
 u
m
a
 （
 
霊
 ）
な
ど
は
、
な
ん
の
た
め
ら
い
も
な
く
 、
自
然
主
義
的
立
場
か
 

@
 
お
 -
 

9
 
%
8
 車
（
 息
 ）
と
訳
し
て
い
る
。
 

そ
し
て
、
伝
道
の
書
三
章
十
一
節
に
出
て
く
る
オ
ー
ラ
 
ム
 
（
永
遠
）
と
い
う
ヘ
ブ
ラ
イ
語
な
ど
も
 
N
E
B
 
は
 自
 無
主
義
的
立
場
か
ら
 

円
 過
去
と
現
在
と
 未
 来
の
時
の
観
念
 ヒ
と
 訳
し
、
神
の
永
 還
住
 は
 つ
い
て
は
、
考
え
よ
う
と
も
し
な
い
。
 

最
後
に
 N
E
B
 
が
、
ヨ
ハ
ネ
伝
第
四
章
二
十
四
節
の
訳
で
 、
聖
書
が
い
う
 円
 絶
対
の
霊
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
日
の
 神
性
を
説
明
す
る
の
 

 
 

に
手
こ
ず
っ
て
い
る
く
だ
り
を
紹
介
し
て
、
 

N
E
B
 
の
 得
 意
 と
す
る
複
文
の
働
き
を
考
察
す
る
参
考
資
料
と
し
て
 提
供
し
て
お
く
。
 

(380) 56 



聖書の罪精神と 

Ⅰ
中
す
 
め
 Ⅱ
 田
せ
 
・
（
 Z
 由
巾
 ）
 

（
さ
て
こ
の
節
が
そ
の
方
に
つ
い
て
語
る
こ
の
主
は
そ
の
 

霊
 で
す
。
主
の
霊
の
あ
る
と
こ
ろ
自
由
が
あ
る
。
）
 

不
ス
ト
ル
 逐
 語
訳
も
、
参
考
資
料
と
し
て
、
提
供
し
て
お
 {O
 

「
キ
リ
ス
ト
は
（
絶
対
の
）
霊
で
す
。
そ
し
て
こ
の
キ
リ
 
ス
ト
の
こ
の
霊
が
あ
る
と
こ
ろ
に
自
由
が
あ
る
。
」
 

注
 
（
 
1
 ）
の
も
の
の
（
の
・
由
の
コ
ミ
 %
 
お
 田
 Ⅱ
（
一
八
三
五
年
三
月
十
四
 
日
 生
ま
れ
、
一
九
一
七
年
五
月
七
日
没
。
イ
ギ
リ
ス
の
聖
書
学
者
 、
教
父
学
者
。
ブ
リ
 

ス
ト
ル
に
生
ま
れ
る
。
 
p
 ン
ド
ン
の
キ
ン
グ
ス
・
コ
レ
ッ
ジ
 
ケ
ン
ブ
リ
ジ
の
ゴ
ン
・
ヴ
ィ
ル
・
ア
ン
ド
・
キ
ー
ズ
・
コ
レ
 ソ
ジ
 に
学
ぶ
。
一
八
八
 

二
年
１
元
 0
 年
に
 
ロ
ソ
ド
ソ
 の
 キ
ソ
グ
ス
 
・
コ
レ
 
ソ
ジ
 教
授
）
（
 キ
リ
ス
ト
教
人
名
辞
典
、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
）
 

（
 
2
 ）
㌧
の
 巴
 Ⅰ
Ⅰ
サ
イ
コ
ア
ナ
リ
イ
テ
ィ
カ
ル
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[ 会 っれの神を 「 宗 
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におい 大神、とが 必 聞く者 わかる 不断 め 者つ く え」と て 要であ教え、 「教 にとっ 。この の応答 まり信 は 、個 え 」は 体験、っこ。式 特別 て 思想（ によっ 者によ 人の体   
う ち 裏 を ら にな 
し っ う 内れ 神通 
たて ち面共 と 程 
育央 さ 化 石 関を       
義次 化ぃ え中祖 」心と基を にか 
へ で と に 信づ金     
機 のす の 同化 祖 
を場 る 経の さ で 日 常にはを通し 金 つ @ にま 、 験を体 産物で 思 れた ある 

元大神 らんで 山 伝承 て まず @ 系化し ある。 信 想 （ 
いさ読て金金に たれが、 九 ） 即 達   
間 と ） 伝煤 す 

新
宗
教
に
お
け
る
「
教
え
」
の
 

金
光
大
神
の
ば
あ
 い
 

成 
立 
過 
程 



そ
の
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
金
光
大
神
の
言
説
が
 あ
ら
わ
れ
る
局
面
と
し
て
次
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
を
想
定
 し
て
み
た
い
。
す
な
 

わ
ち
金
光
大
神
の
自
叙
伝
に
示
さ
れ
た
思
想
（
信
念
）
 

と
 、
彼
と
信
者
と
の
関
係
 牲
 に
お
い
て
成
立
す
る
「
教
え
」
 
、
そ
し
て
明
確
な
目
的
 

や
 組
織
の
論
理
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
教
義
と
い
う
三
つ
の
 レ
ベ
ル
で
あ
る
。
こ
こ
で
使
用
す
る
「
教
え
」
と
は
、
 

個
 的
な
営
為
の
結
実
と
 

し
て
の
思
想
（
信
念
）
で
も
、
ま
た
教
団
の
い
 う
 教
義
で
 も
な
い
。
「
教
え
」
と
は
、
個
人
の
体
験
１
１
特
に
神
 と
 関
係
す
る
体
験
 

に
 基
づ
い
て
体
系
化
さ
れ
た
思
想
（
信
念
）
が
、
言
説
を
 媒
介
と
し
て
、
こ
れ
を
聞
く
者
つ
ま
り
信
者
に
よ
っ
て
 信
じ
ら
れ
共
有
さ
れ
て
 

い
 る
、
教
祖
と
信
者
と
の
共
同
の
産
物
で
あ
る
。
そ
し
て
 こ
の
「
教
え
」
を
体
系
化
し
た
も
の
が
、
教
団
の
い
 う
 教
義
で
あ
る
と
考
え
た
 

い
 。
確
か
に
内
容
的
に
個
人
の
初
期
の
思
想
（
信
念
）
 

と
 晩
年
の
そ
れ
と
が
大
き
く
異
な
る
ば
あ
 い
 も
あ
る
し
、
 
教
義
が
「
 教
 ，
を
を
 極
 

め
て
忠
実
に
伝
え
て
い
る
ば
あ
い
も
あ
る
。
し
か
し
こ
の
 よ
う
な
内
容
的
な
相
違
や
共
通
性
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

先
の
三
者
は
レ
ベ
ル
 と
 

し
て
異
な
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
 

仝
 光
 大
神
は
体
系
立
っ
た
思
想
書
も
教
義
書
も
書
く
こ
と
 は
な
か
っ
た
。
し
か
し
彼
の
自
叙
伝
に
は
、
神
と
の
 応
 答
 に
よ
る
思
想
（
 信
 

念
 ）
の
形
成
が
明
確
に
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
神
と
 向
か
い
合
う
態
度
は
ま
た
信
者
に
も
伝
え
ら
れ
て
い
っ
 た
 。
金
光
教
に
は
こ
の
 

よ
う
な
信
心
の
態
度
を
伝
え
る
場
と
し
て
「
取
次
」
が
 教
 祖
 時
代
か
ら
制
度
化
さ
れ
て
お
り
、
金
光
大
神
の
言
説
 は
ま
ず
こ
こ
で
伝
承
さ
 

せ
れ
て
い
っ
た
。
彼
の
舌
口
説
が
「
教
え
」
と
し
て
の
宗
教
 

的
 意
味
を
も
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
 の
 
「
取
次
」
の
場
に
お
 

い
て
で
あ
る
と
い
え
る
。
本
稿
で
は
「
教
え
」
の
内
容
、
 

例
え
ば
 神
 観
、
人
間
観
、
救
済
観
を
検
討
す
る
の
で
は
 な
く
、
金
光
大
神
の
言
 

説
が
 
「
教
え
」
と
し
て
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
、
そ
の
成
立
 

過
 程
 を
お
っ
て
み
た
い
。
 

金
光
大
神
の
体
験
や
信
者
と
の
関
係
性
を
問
う
 う
え
 
で
 、
資
料
と
し
て
「
金
光
大
神
郷
覚
書
」
と
「
お
知
ら
せ
 事
宜
 帳
 」
（
以
下
「
 覚
 

書
 」
、
「
 
覚
帳
 」
と
 略
 ）
と
い
っ
た
二
種
類
の
自
叙
伝
が
あ
 る
 。
「
覚
書
」
が
金
光
大
神
の
信
仰
自
叙
伝
と
も
い
う
べ
 き
も
の
で
あ
る
の
に
 対
 

し
て
、
「
宜
候
」
は
 、
 彼
が
受
け
た
「
お
か
げ
」
の
諸
事
 跡
と
 、
そ
の
時
々
の
神
意
で
あ
る
「
お
知
ら
せ
」
の
 証
 述
 に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
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 新宗教にお け 成

立
 

一
先
祖
の
問
題
 

 
 
え
 
」
 
ほ
 

金
光
大
神
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
思
想
（
信
念
）
を
 形
成
し
て
い
く
な
か
で
、
最
も
集
約
的
な
時
期
は
 、
安
 政
二
年
の
大
患
か
ら
同
六
年
 

の
 上
裁
神
伝
と
呼
ば
れ
る
神
か
ら
の
「
お
知
ら
せ
」
を
 受
 け
る
ま
で
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
間
に
金
光
大
神
は
石
 槌
 信
仰
の
先
達
や
弟
に
 

降
り
た
神
と
の
対
話
の
期
間
を
経
て
、
や
が
て
自
ら
神
立
 
思
を
感
得
で
き
る
 よ
う
 に
な
る
。
自
分
の
使
命
を
自
覚
し
 て
 救
済
に
移
る
の
は
こ
 

の
後
の
立
 教
 神
伝
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
八
表
 
1
 Ⅴ
の
 よ
 う
 に
、
金
光
大
神
の
自
叙
伝
で
あ
る
「
覚
書
」
（
 
五
 5
f
 九
 3
 ）
に
従
っ
て
 、
こ
 

の
時
期
に
金
光
大
神
が
感
得
し
た
神
意
を
み
る
と
、
彼
が
 い
く
つ
か
の
問
題
に
直
面
し
、
こ
れ
を
解
決
し
て
い
る
 の
が
わ
か
る
。
そ
の
間
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  過程 

て
い
る
。
ま
た
「
覚
書
」
の
記
述
が
自
ら
の
誕
生
に
始
ま
 り
 、
明
治
九
年
で
終
わ
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
 覚
 帳
 」
は
安
政
四
年
か
ら
 

仝
 光
 大
神
の
死
去
す
る
明
治
十
六
年
十
月
十
日
直
前
ま
で
 書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
書
に
よ
っ
て
 、
 我
々
は
 金
 光
 大
神
の
生
涯
を
全
体
 

に
わ
た
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
信
者
が
記
し
 た
 、
ま
た
は
語
り
伝
え
た
金
光
大
神
の
舌
口
行
録
と
し
て
 「
御
理
解
 
集
 」
が
数
多
 

く
 残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
金
光
大
神
の
思
想
（
信
念
）
 0
 表
現
と
い
う
よ
り
は
、
信
者
の
側
の
記
録
で
あ
る
。
 そ
し
て
信
者
が
ど
の
 ょ
 

-
l
@
 

う
 に
金
光
大
神
と
接
し
、
彼
の
言
説
を
と
ら
え
て
い
た
か
 を
 知
る
 ぅ
 え
で
重
要
で
あ
る
。
 

本
稿
で
は
「
教
え
」
の
成
立
を
知
る
た
め
に
、
ま
ず
金
光
 大
神
が
感
得
し
た
神
意
が
思
想
（
信
念
）
と
し
て
内
面
 化
 ，
体
系
化
さ
れ
る
 

過
程
を
検
討
す
る
。
次
い
で
こ
の
思
想
（
信
念
）
が
言
説
 を
 介
し
て
ど
の
よ
う
に
信
者
に
共
有
さ
れ
、
「
教
え
」
 へ
と
高
め
ら
れ
て
い
く
 

か
を
考
察
す
る
。
具
体
的
に
は
金
光
大
神
と
信
者
が
接
す
 る
 場
で
何
が
語
ら
れ
、
そ
の
言
説
が
金
光
大
神
に
と
っ
 て
は
、
そ
し
て
信
者
に
 

と
っ
て
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
 考
，
 
え
 て
み
た
い
。
さ
ら
に
は
金
光
大
神
の
言
説
が
単
に
個
人
 的
な
思
想
（
信
念
）
の
 

表
現
に
止
ま
ら
ず
、
流
行
神
の
レ
ベ
ル
を
越
え
た
共
同
性
 を
 獲
得
す
る
に
至
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
 {
O
 



  

安 
政   

八年 

金 
光 
大 
  
四 

十   

ハ歳 

  一 

こ
れ
ま
で
の
こ
と
に
つ
い
 

て
の
「
お
知
ら
せ
」
 

ら光 
せ祖 
  に 
つ 

  
  
  
  
お 
知 

十
二
月
二
十
四
日
神
号
 

「
 う
 ち
 う
 ち
の
こ
と
考
え
て
み
 い
 。
十
七
年
の
間
に
七
基
築
か
し
 た
 。
年
忌
年
忌
に
知
ら
せ
い
た
し
。
 

実
意
丁
寧
神
信
心
の
ゆ
え
夫
婦
は
取
ら
ん
。
知
っ
て
す
れ
ば
 主
 か
ら
取
り
、
知
ら
ず
に
す
れ
ば
、
 

牛
 

馬
 七
匹
、
毛
裏
築
か
す
る
、
と
い
う
が
此
方
の
こ
と
」
 

背
 こ
の
辺
り
は
海
で
、
そ
の
た
め
獣
が
埋
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
 が
 金
神
の
無
礼
と
な
り
、
二
つ
の
 尾
 

敷
 が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
 

「
私
名
文
治
大
明
神
 
お
 許
し
く
だ
さ
れ
 候
 」
 

九 
月   
  
十一     
  

金
神
と
天
 照
 

神
語
り
 

皇
大
神
と
の
金
神
が
天
 照
 皇
大
神
 よ
 り
金
光
大
神
を
一
万
 弟
 子
 と
し
て
貰
い
受
け
 ろ
 

行
 に
つ
い
て
の
「
お
知
ら
「
 秋
中
 、
行
せ
い
。
朝
起
き
 、
衣
 装
着
か
え
、
広
前
出
、
祈
念
い
た
し
。
 
す
み
 し
だ
い
、
広
前
  
 

せ
 」
 

膳
 、
妻
に
す
え
さ
せ
、
支
度
（
食
事
）
い
た
し
、
す
ぐ
に
衣
装
 着
か
 て
て
、
 は
だ
し
で
農
業
へ
出
」
 

こ
れ
に
対
し
て
妻
は
「
 ざ
ま
 
（
体
裁
）
が
悪
い
」
と
不
満
 

九
月
 
十
四
日
 

か
げ
ん
に
つ
い
て
の
「
お
知
ら
せ
」
「
酢
の
ど
っ
ち
 

酢
 の
も
の
の
 
酢
 

つ
 か
ず
 
が
あ
た
り
、
も
の
の
あ
た
り
が
こ
ろ
り
（
コ
レ
ラ
）
に
 

な
 り
 」
 

七 
月 

 
 

 
 

が
食
 

安
政
五
年
金
光
大
神
四
十
五
歳
 

七
 月
 十
三
日
神
意
が
金
光
大
神
の
言
葉
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
 

｜
 先
祖
の
精
霊
 

「
私
 

ロ
 へ
お
 
@
 
か
 

 
 

あ
る
 

    

へ
表
Ⅰ
）
先
祖
の
問
題
、
村
と
家
族
の
問
題
（
年
月
日
Ⅰ
項
目
 Ⅰ
「
覚
書
」
の
記
載
）
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十
月
二
十
一
日
「
お
知
ら
せ
」
 

神
前
の
飾
り
に
つ
い
て
 

「
金
子
大
明
神
、
こ
の
 
幣
 切
り
境
に
 肥
灰
 
（
農
業
）
さ
し
と
め
る
 か
ら
、
そ
の
分
に
承
知
し
て
く
 

並
数
神
伝
 

家
業
の
差
し
止
め
れ
。
外
家
業
は
い
た
し
、
農
業
へ
出
、
 

八
が
願
い
出
、
呼
び
に
 釆
 、
も
ど
り
。
願
 い
 が
す
み
、
ま
た
 

「
取
次
」
の
た
の
み
 
農
へ
 出
、
ま
た
も
呼
び
に
 来
 。
農
業
 す
る
間
も
な
し
、
来
た
人
も
待
ち
、
両
方
の
さ
し
つ
か
え
に
 相
 

成
り
。
な
ん
と
家
業
や
め
て
く
れ
ん
か
。
其
方
四
十
二
歳
の
午
 に
は
、
病
気
で
医
師
も
手
を
放
し
、
 

心
配
い
た
し
、
神
仏
願
い
、
お
か
げ
で
全
快
い
た
し
。
そ
の
時
 死
ん
だ
と
思
 う
て
 欲
を
放
し
て
、
 天
 

地
金
力
神
を
助
け
て
く
れ
。
 

家
内
も
後
家
に
な
っ
た
と
思
う
て
く
れ
。
後
家
よ
り
ま
し
、
 も
 の
 言
わ
れ
相
談
も
な
り
。
子
供
連
れ
 

て
ば
と
ば
と
農
業
し
て
お
っ
て
く
れ
。
 

此
方
の
よ
う
に
実
意
丁
寧
神
信
心
い
た
し
お
る
氏
子
が
、
世
間
 に
な
ん
 ぱ
 う
も
難
儀
な
氏
子
あ
り
、
 

取
次
ぎ
助
け
て
や
っ
て
く
れ
。
神
も
助
か
り
、
氏
子
も
立
ち
行
 ぎ
 。
氏
子
あ
っ
て
の
神
、
 神
 あ
っ
て
 

程
 

0
 氏
子
、
末
々
繁
盛
い
た
し
、
親
に
か
か
り
子
に
か
か
り
、
 あ
 い
 よ
 か
け
よ
で
立
ち
行
き
」
 

過
 

こ
れ
に
従
 い
 、
家
業
を
止
め
て
広
前
に
勤
め
る
 

立
 
成
 
 
 

 
 

の
と
、
村
や
家
族
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
 

礒
 

金
光
大
神
が
直
面
し
た
二
つ
の
問
題
の
う
ち
、
 

ま
 ず
 養
家
の
先
祖
に
関
す
る
も
の
を
考
え
て
 い
 く
。
安
政
 五
年
セ
万
十
三
日
と
十
二
月
 

ぬ
 

二
十
四
日
の
「
お
知
ら
せ
」
が
こ
れ
に
関
わ
っ
て
く
 る
 。
七
月
十
三
日
は
、
先
祖
の
こ
と
を
聞
か
せ
る
か
ら
 養
母
や
妻
を
連
れ
て
来
 い
、
 

墓
所
を
変
え
て
く
れ
と
い
う
頼
み
が
続
く
。
十
一
新
 

ぬ
り
 

笘
 

と
い
っ
た
「
お
知
ら
せ
」
が
ま
ず
あ
り
、
次
に
八
 兵
 一

月
二
十
四
日
に
は
、
先
祖
に
関
し
て
具
体
的
な
「
お
 

知
 

衛
は
 つ
い
て
の
「
お
知
ら
せ
」
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
 先
 祖
 の
 礼
と
 、
客
人
大
明
神
よ
の
 

ら
せ
」
が
あ
る
。
そ
れ
は
 昔
 

 
 

 
 
 
 
 
 

こ
の
辺
り
は
海
で
、
そ
の
た
め
獣
が
埋
ま
っ
て
お
り
、
 

そ
 れ
が
金
神
の
無
礼
と
な
り
、
こ
こ
に
あ
っ
た
二
つ
の
 屋
 敷
 が
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
 

一
せ
 
」
を
受
け
る
。
く
ら
は
快
方
に
向
か
う
 

 
 

 
 

 
 

五 一 
月 月 

天 一 
  

  
    
ら ら 

  
気 

  
  
ん 人 
だ 神   
ま 隠 

  
と 子 
居、 供 

  
  瘡 
l む、 に 
配 っ 
せ い 
ず て 

と、 

農 

業、 

家 
業 
出 
精 
  
ナ ・ @ 
    

な 

ど 

  
  
お 

知 
ら 



六
年
に
江
戸
か
ら
帰
る
と
家
の
再
建
に
努
め
、
田
畑
を
買
 い
 入
れ
、
所
有
の
田
畑
は
文
政
二
年
に
は
二
皮
大
敵
 三
 歩
半
 、
石
高
は
一
石
瓦
 

斗
 五
九
三
合
 半
 に
な
っ
て
い
る
。
文
政
五
年
の
石
高
で
は
 村
民
百
十
八
人
中
二
十
七
番
目
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
 期
 、
文
政
八
年
十
一
月
 

二
十
六
日
、
金
光
大
神
は
川
手
家
に
養
子
に
入
る
の
で
あ
 る
 。
天
保
七
年
八
月
、
養
父
の
死
と
と
も
に
家
督
を
継
 ぐ
こ
と
に
な
っ
た
金
光
 

大
神
も
ま
た
田
畑
を
買
い
入
れ
、
安
政
三
年
に
は
四
 友
二
 一
敏
十
二
歩
 
半
 、
石
高
も
二
万
九
年
三
井
 弱
 に
増
え
て
お
 り
 、
村
民
百
二
十
七
人
 

中
 十
番
目
で
あ
っ
た
。
 

で
 る
が
、
こ
の
時
の
田
畑
は
三
献
十
七
歩
で
、
石
高
は
九
 

升
 回
合
と
大
谷
村
の
村
民
九
十
八
人
中
六
十
九
番
目
で
 

灸
治
郎
は
文
化
 

さ
て
こ
れ
ら
一
連
の
「
お
知
ら
せ
」
は
金
光
大
神
に
と
っ
 て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
 に
 、
先
祖
を
祀
る
べ
 

き
も
の
と
す
る
の
は
、
そ
れ
が
家
の
存
続
と
密
接
に
結
び
 つ
い
て
観
念
さ
れ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
先
祖
に
よ
っ
て
 受
け
継
が
れ
て
ぎ
た
 家
 

だ
か
ら
こ
そ
守
ら
な
く
て
は
い
げ
な
い
。
そ
し
て
家
が
存
 続
 す
る
た
め
に
は
先
祖
を
祀
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 ，
 」
の
よ
う
な
先
祖
と
家
 

と
の
結
び
つ
ぎ
は
極
め
て
強
い
規
範
を
有
し
て
い
た
に
 違
 い
な
い
。
十
二
歳
の
時
、
香
取
家
か
ら
か
川
手
家
に
 養
 子
に
来
た
金
光
大
神
に
 

と
っ
て
も
、
こ
の
家
の
存
続
は
決
し
て
小
さ
い
問
題
で
は
 な
か
っ
た
。
 

そ
も
そ
も
川
手
家
は
 、
 
「
お
知
ら
せ
」
に
あ
る
 
よ
う
 に
 滅
 び
 て
す
で
に
な
く
、
多
郎
左
衛
門
屋
敷
と
し
て
僅
か
の
 田
畑
が
残
っ
て
い
た
 

だ
け
で
あ
る
。
そ
の
株
を
譲
り
受
け
て
川
手
家
を
再
興
し
 た
の
が
、
大
橋
家
か
ら
分
か
れ
、
金
光
大
神
の
養
父
の
 曽
 祖
父
に
あ
た
る
八
具
 

衛
 で
あ
っ
た
。
八
兵
衛
は
こ
の
土
地
で
滅
び
た
川
手
家
と
 赤
沢
家
の
祭
祀
を
営
む
こ
と
に
な
っ
た
よ
 う
 で
あ
る
。
 ま
た
養
父
兼
治
郎
の
代
 

ま
で
の
川
手
家
は
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
た
様
子
で
、
 

-
2
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彼
は
家
の
再
興
を
志
し
、
文
化
二
年
十
一
月
に
江
戸
の
 蒔
田
屋
敷
に
勤
奉
公
に
 

  
れこ " し 
あ 
9 合 
が ま 
た で 
し も よ 
」 

  
） 乃 

  
家 へ 
内 の   
同無 
安 札 
心 を 
の 知 
本 し ら 

  
べ 難 
る 渋 
の い 

で た 
あ し 
る 」 
  て 
い 

ナ - Ⅰ 
が ， 

「     

の 

度、 

天 
地 
金 
乃 
神 
様 
知 
ら 
せ 

< 
古 " 目 
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た
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
金
光
 大
神
は
、
こ
れ
ま
で
の
こ
と
、
養
父
親
子
の
死
に
始
ま
 る
 相
次
ぐ
不
幸
を
思
い
 



新宗教にお 

的
に
は
解
消
さ
れ
な
い
問
題
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
 

不
安
は
、
養
父
親
子
に
始
ま
る
家
族
内
の
相
次
ぐ
不
幸
 

と
と
も
に
、
金
神
の
た
 

運
 
た
り
と
結
び
つ
げ
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
 

 
 

連
の
 「
お
知
ら
せ
」
と
い
え
 

よ
う
 。
福
嶋
義
次
 は
 七
月
 十
三
日
の
先
祖
の
礼
を
 
、
養
 

 
 
ほ
 
な
る
こ
と
の
知
ら
せ
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
と
す
る
列
子
・
家
督
相
続
人
と
し
て
の
生
は
、
安
政
五
年
正
月
 

@
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め
の
頼
み
に
し
ろ
、
そ
れ
ら
が
金
力
神
の
先
祖
に
関
す
 
る
 「
お
知
ら
せ
」
に
誘
発
さ
れ
る
形
で
出
て
ぎ
て
い
る
 

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
 

り
 先
祖
か
ら
金
光
大
神
に
連
な
る
系
列
と
は
異
な
る
 

、
こ
の
系
列
を
越
え
た
存
在
者
と
し
て
の
金
方
神
に
よ
 

っ
て
、
金
光
大
神
は
養
子
・
 0
 
 
 
 
 
 
 

家
督
相
続
人
と
し
て
自
己
を
確
立
す
る
。
換
言
す
れ
ば
 
そ
れ
ま
で
の
彼
の
世
界
を
越
え
た
と
こ
ろ
か
ら
神
意
 

を
 感
得
す
る
こ
と
に
 
ょ
 
 
 
 
 

り
 、
先
祖
か
ら
金
光
大
神
に
連
な
る
系
列
を
超
越
的
な
視
 

点
か
ら
確
認
し
、
滅
び
た
家
を
受
け
継
ぐ
、
自
分
の
家
 

の
 存
続
に
対
す
る
不
安
 

ら
せ
」
を
受
け
る
以
前
か
ら
、
言
い
伝
え
な
ど
で
知
っ
て
 い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
 

滅
び
て
い
っ
た
二
つ
の
 

-
6
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家
 の
こ
と
と
も
に
金
光
大
神
の
漠
然
と
し
た
不
安
を
形
成
 し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
家
が
経
済
的
 に
成
功
し
て
も
、
具
体
 

-
5
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つ
て
海
で
あ
っ
た
。
自
分
の
屋
敷
付
近
が
昔
は
海
で
あ
り
 、
そ
こ
に
は
獣
の
屍
が
埋
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
 、
金
光
大
神
が
「
お
 知
 

れ ざ の な 
て る 赤 繋 
家 を 沢 が 
が え． 」 り 

とい 続く ヵ力 ょ、 （ 寛 一   
で っ 1 つ 
あ た ） た 点 ろう に であ にせ 

と ろ よ つ 

い，つ うとい 。 遺て 
ま、 言し それ確信 

を ゆ た ま 
持 え と 方 ; 
て 養 い 不 安 が ナヵ こ 、 父の うが 

は 死 、 残   
で 豪 大 い 
あ の 神 た 

る 。 存はの 続先で 
ま を 祖 あ 

た 「わこ。 担のる 

養父が お知ら ねばな 滅 と、 
せ ら び 死 
」 な て の 

直前、 にもあ 、っこ 金光 レ しテ 

る 大 川 病 
通 御 手 床 
り が 家 で 

    と 名 
大 こ 赤 字 
谷 れ 沢 を 

家に村のから 「１ Ⅰ １ 

平 も つ 手 
軒 先 ぃ を 
部 祖 て や 
分 に 意 め 
は 寺 誠 て 
か ら せ 元 

@
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活
も
安
定
し
 、
 村
に
お
い
て
も
責
任
あ
る
立
場
に
あ
る
。
 

し
か
し
こ
の
よ
う
な
現
実
の
繁
栄
に
反
し
て
、
金
光
太
 神
は
先
祖
と
の
内
面
的
 

養
父
の
死
後
、
家
の
存
続
の
た
め
に
働
く
金
光
大
神
に
と
 つ
て
、
あ
る
種
の
不
安
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
確
か
 に
田
畑
も
増
え
て
 
生
 



思
想
（
信
念
）
が
形
成
さ
れ
て
い
く
な
か
で
浮
か
び
あ
が
 っ
て
く
る
も
う
一
つ
の
問
題
が
 村
 と
家
族
の
問
題
で
あ
 る
 。
こ
の
 

光
 大
神
の
村
と
家
族
に
お
け
る
他
者
と
の
緊
張
関
係
と
そ
 の
 克
服
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
 問
題
が
村
に
 

の
か
ら
家
族
に
対
す
る
も
の
へ
と
、
徐
々
に
金
光
大
神
を
 中
心
に
狭
ま
っ
て
い
 き
 、
こ
の
緊
張
関
係
も
そ
の
克
服
 も
 、
前
章
の
 

題
 で
み
た
と
同
様
に
 、
 村
や
家
族
の
人
間
関
係
を
越
え
た
 存
在
で
あ
る
神
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
 点
で
あ
る
。
 問

題
は
金
 

お
 げ
る
も
 

先
祖
の
問
 

二
村
と
家
族
の
問
題
 

を
 解
消
で
き
た
と
い
え
よ
 う
 。
 

こ
の
こ
と
は
十
二
月
二
十
四
日
の
「
お
知
ら
せ
」
に
お
い
 て
 決
定
的
と
な
る
。
も
は
や
こ
の
段
階
で
は
先
祖
の
言
 葉
 は
な
い
。
先
祖
に
 

関
す
る
事
実
に
つ
い
て
の
「
お
知
ら
せ
」
が
あ
る
だ
け
で
 あ
る
。
こ
こ
に
は
、
滅
び
て
い
っ
た
川
手
家
と
赤
沢
家
 の
こ
と
や
、
屋
敷
付
近
 

が
 昔
は
海
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
獣
の
屍
が
埋
ま
っ
て
い
る
 と
い
う
こ
と
は
中
心
的
な
問
題
で
は
な
く
、
問
題
は
「
 天
地
金
方
神
様
へ
の
ご
 

無
礼
を
知
ら
ず
」
（
寛
大
 
9
 ）
と
い
う
こ
と
に
移
っ
て
 い
 る
 。
問
題
が
、
自
分
で
は
今
と
な
っ
て
は
ど
 
う
 す
る
こ
 
と
も
で
き
な
い
も
の
か
 

ら
 、
こ
の
こ
と
を
自
分
が
知
っ
て
い
る
か
、
い
な
い
か
と
 い
 う
 主
体
の
問
題
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
 金
 光
 大
神
は
、
こ
の
知
ら
 

な
か
っ
た
こ
と
を
「
こ
の
度
、
天
地
金
力
神
様
知
ら
せ
 く
 だ
さ
れ
、
あ
り
が
た
し
」
（
同
）
と
す
る
の
で
あ
る
。
 

セ
月
 十
三
日
の
「
お
知
ら
せ
」
を
は
じ
め
と
す
る
神
意
を
 、
金
光
大
神
が
自
ら
感
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
意
義
 は
 大
き
い
。
な
ぜ
な
 

ら
ば
、
神
が
根
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
く
れ
る
 と
い
う
こ
と
で
、
神
に
対
す
る
観
念
や
「
知
ら
せ
る
」
 と
い
っ
た
こ
と
の
在
り
 

方
を
中
心
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
を
体
系
化
し
て
い
 く
 端
緒
を
掴
め
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
し
て
先
祖
に
対
す
 る
 自
己
、
神
に
対
す
る
 

自
己
と
い
っ
た
も
の
を
積
極
的
に
自
覚
し
は
じ
め
た
か
ら
 で
あ
る
。
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村
か
ら
の
離
脱
し
て
い
く
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
 

こ
の
問
答
に
お
い
て
は
家
族
の
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
 

。
問
答
は
「
戊
の
年
 

、
 69 (393) 

    げる「教え」の 成立過程 

ま
た
九
月
十
四
日
に
は
、
酢
の
も
の
の
 酢
 か
げ
ん
に
つ
い
 
て
の
「
お
知
ら
せ
」
が
あ
る
。
こ
の
日
、
親
類
が
集
り
 祝
宴
が
催
さ
れ
て
い
 

た
 。
金
光
大
神
は
 、
酢
 か
げ
ん
が
薄
い
と
 食
 あ
た
り
、
 
コ
 レ
ラ
 に
な
る
と
い
う
「
お
知
ら
せ
」
を
受
け
、
料
理
に
 酢
を
加
え
る
。
客
人
と
 

し
て
招
か
れ
た
先
の
家
の
料
理
に
、
し
か
も
皆
の
み
て
い
 る
 前
で
手
を
加
え
る
こ
と
は
、
他
人
に
は
理
解
し
が
た
 ハ
 行
為
で
あ
っ
た
で
あ
 

ろ
 う
 。
こ
の
 酢
 か
げ
ん
に
つ
い
て
の
「
お
知
ら
せ
」
も
 、
 「
お
試
し
」
と
同
様
、
金
光
大
神
に
と
っ
て
は
神
意
に
 

従
 う
か
、
 村
の
人
問
関
 

係
が
 織
り
な
す
規
範
に
従
 う
か
 、
選
択
を
迫
る
も
の
で
あ
 っ
 た
に
違
い
な
い
。
金
光
大
神
は
い
ず
れ
も
「
お
知
ら
 せ
 」
の
ま
ま
に
行
動
す
 

る
 。
村
の
人
間
関
係
を
越
え
た
存
在
に
従
 う
 こ
と
で
、
 金
 光
 大
神
は
村
か
ら
離
脱
し
て
い
く
。
 

九
月
二
十
三
日
の
金
神
と
天
 照
 皇
大
神
と
の
問
答
は
 、
，
 」
の
こ
と
を
象
徴
的
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
金
神
 
が
 大
熊
皇
大
神
と
の
 

問
答
の
末
、
金
光
大
神
を
一
刀
弟
子
に
貰
い
受
け
、
こ
の
 こ
と
を
家
族
に
確
認
す
る
と
い
 5
 内
容
に
な
っ
て
い
る
 。
金
光
大
神
の
十
七
歳
 

ま
ず
「
お
試
し
」
に
つ
い
て
。
八
表
 1
 ）
に
あ
る
安
政
 五
 年
 七
月
の
「
お
知
ら
せ
」
は
、
水
田
の
害
虫
 う
 ん
 か
 

れ
る
な
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
金
光
大
神
に
、
広
前
で
寝
 て
み
て
蚊
に
刺
さ
れ
れ
ば
 う
 ん
か
も
稲
を
食
 う
、
 刺
さ
 

食
わ
な
い
と
試
す
内
容
で
あ
っ
た
。
結
果
 は
、
 蚊
は
刺
さ
 ず
 、
金
光
大
神
は
油
を
入
れ
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
問
題
 

油
を
用
い
て
の
う
ん
か
の
駆
除
と
い
う
伝
統
的
な
慣
習
と
 自
ら
感
得
し
た
神
意
と
、
ど
ち
ら
を
取
る
か
と
い
う
こ
 

の
 選
択
が
稲
の
収
穫
と
い
っ
た
生
活
の
糧
を
直
接
左
右
 す
 る
 問
題
な
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も
「
お
試
し
し
は
い
 

ば
 裸
足
で
山
の
中
を
走
れ
と
い
う
も
の
、
甘
酒
を
造
る
の
 は
 塩
を
入
れ
ろ
と
い
う
も
の
、
冬
の
あ
る
日
に
浴
衣
に
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と
い
 5
 も
の
、
地
名
を
指
定
し
て
金
や
宝
を
捜
し
て
来
い
 と
い
，
 
r
@
 
も
の
な
ど
で
あ
る
。
 

の
 駆
除
に
使
 う
 油
を
入
 

れ
た
け
れ
ば
 う
 ん
か
も
 

と
な
っ
て
く
る
の
は
、
 

と
で
あ
る
。
し
か
も
そ
 

ろ
い
ろ
と
あ
る
。
 
例
え
 

下
駄
で
盆
踊
り
を
せ
よ
 



9
 、
家
内
一
同
へ
申
し
渡
し
。
一
刀
弟
子
に
も
ら
 ぅ
と
い
 ぅ
 て
も
、
よ
そ
へ
連
れ
て
行
く
の
じ
ゃ
な
い
。
此
方
で
 仝
神
が
教
え
す
る
の
じ
 

ゃ
 。
な
ん
に
も
心
配
な
し
」
（
 墓
 ハ
ー
）
と
い
う
記
述
で
 
締
 括
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
時
点
で
金
光
大
神
は
 神
意
を
感
得
す
る
こ
と
 

で
、
自
分
が
一
体
何
を
す
べ
き
な
の
か
、
そ
の
使
命
を
ま
 だ
 理
解
で
き
て
い
な
い
。
ま
し
て
や
家
族
に
と
っ
て
は
 、
村
内
で
の
他
者
と
の
 

緊
張
関
係
は
 、
 単
に
金
光
大
神
だ
け
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
 ず
、
 村
か
ら
の
家
長
の
離
脱
に
よ
っ
て
生
じ
る
家
族
全
 体
の
生
活
の
問
題
で
あ
 

り
、
 何
ら
「
心
配
な
し
」
の
確
証
を
得
ら
れ
る
も
の
で
は
 な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
 

こ
の
問
答
の
直
後
に
行
に
つ
い
て
の
「
お
知
ら
せ
」
が
あ
 る
 。
こ
れ
に
対
し
て
金
光
大
神
の
妻
は
体
裁
が
悪
い
と
 不
満
を
持
っ
て
 
い
 

た
 。
金
光
大
神
は
妻
に
「
ざ
ま
が
悪
け
り
ゃ
あ
、
あ
と
か
 ら
 わ
ら
じ
持
っ
て
来
て
く
れ
」
と
言
い
、
「
覚
書
」
に
 は
 「
妻
は
お
か
げ
知
っ
 

て
知
ら
ず
、
人
の
わ
ま
い
（
世
間
体
）
を
か
ま
う
。
私
は
 人
の
わ
ま
い
を
か
ま
わ
ず
、
神
の
仰
せ
ど
お
り
、
な
に
 か
に
よ
ら
ず
、
 そ
 む
か
 

ず
 」
（
 
宴
八
 2
 ）
と
い
う
記
述
が
続
く
。
こ
こ
で
は
裸
足
で
 農
作
業
を
す
る
と
い
う
、
村
の
慣
習
と
は
明
ら
か
に
 異
 な
る
行
動
（
 行
 ）
に
 よ
 

っ
て
、
村
内
で
の
人
間
関
係
の
問
題
と
、
そ
れ
を
嫌
が
る
 妻
 と
の
 軋
礫
 と
い
っ
た
二
重
の
問
題
が
み
ら
れ
る
。
 

さ
て
村
の
間
題
は
安
政
六
年
一
月
一
日
の
金
光
大
神
の
隠
 居
に
よ
っ
て
も
は
や
問
題
と
な
ら
な
く
な
る
。
村
の
濃
 密
な
人
間
関
係
か
ら
 

の
 離
脱
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
他
者
と
の
緊
張
関
係
も
解
消
 さ
れ
る
の
で
あ
る
。
金
光
大
神
が
神
意
に
一
途
で
あ
れ
 ぱ
あ
る
ほ
ど
、
現
実
に
 

は
 他
者
と
の
緊
張
は
高
ま
る
。
こ
の
ジ
 ン
ソ
て
 に
対
す
る
 最
終
的
な
回
答
が
隠
居
で
あ
っ
た
。
し
か
し
隠
居
に
よ
 っ
て
村
内
で
の
他
者
と
 

の
 緊
張
は
解
消
さ
れ
て
も
、
そ
こ
か
ら
は
家
族
が
現
実
に
 ど
 う
 や
っ
て
生
活
し
て
い
く
の
か
と
い
う
問
題
が
出
て
 く
る
。
他
者
と
の
緊
張
 

関
係
と
い
う
問
題
は
 、
 村
か
ら
家
族
に
移
っ
た
と
い
え
よ
 （
 
ナ
 ノ
 
0
 

こ
の
家
族
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
く
る
事
例
と
し
て
、
 次
 女
 く
ら
の
病
気
が
あ
る
。
五
月
末
か
ら
く
ら
は
病
気
と
 な
り
日
増
し
に
弱
っ
 

て
い
く
。
金
光
大
神
の
母
や
妻
が
取
り
乱
す
な
か
、
金
光
 大
神
自
身
は
「
お
知
ら
せ
」
に
従
 い
 、
平
然
と
農
作
業
 を
 続
け
る
の
で
あ
る
。
 

や
が
て
く
ら
は
危
篤
に
陥
る
。
そ
の
時
の
金
光
大
神
の
思
 い
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
先
前
は
教
え
て
く
 
だ
さ
る
神
様
も
な
し
、
 

(394) 70 



拉
オ
 
に
 請
わ
れ
る
ま
ま
に
託
宣
を
下
す
流
行
神
や
拝
み
屋
で
終
 わ
っ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
村
や
家
族
と
い
っ
た
 枠
 組
み
を
越
え
た
存
在
に
 
  

ぬ
 
る
。
も
し
金
光
大
神
が
こ
れ
ら
の
問
題
に
直
面
し
な
 か
っ
た
な
ら
ば
、
ま
た
他
者
と
の
緊
張
関
係
を
回
避
し
 て
い
た
な
ら
ば
、
彼
は
村
人
 

斤
 

'1  (3 

は
 

神
意
に
従
 う
 こ
と
で
こ
れ
ら
を
解
決
し
、
同
時
に
解
 決
す
る
こ
と
で
神
意
に
従
っ
て
い
け
る
確
信
を
得
る
と
 い
 う
 前
進
の
仕
方
を
し
て
い
 

 
 

95) 

%
 
 神
の
家
族
か
ら
の
離
脱
は
避
げ
ら
れ
安
定
化
に
向
か
 

っ
 た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
期
間
は
、
金
光
大
神
は
次
々
 

と
 迫
り
来
る
問
題
に
対
し
、
 

 
 
ほ
 

金
光
大
神
が
立
教
神
伝
に
従
 い
 完
全
に
農
業
を
息
子
 に
 任
せ
な
が
も
、
大
谷
村
の
住
居
で
「
取
次
」
を
す
る
 と
い
っ
た
こ
と
で
、
金
光
夫
 

: 」の成立過程 

こ
ん
ど
は
結
構
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
れ
 候
 。
あ
り
が
た
し
 
こ
れ
で
死
ん
で
も
お
か
げ
」
（
 
覚
七
 7
 ）
。
結
果
と
し
 
て
く
ら
は
助
か
る
の
だ
 

が
、
 娘
が
死
ん
で
も
お
か
げ
、
ま
た
「
神
様
お
知
ら
せ
 ど
お
り
に
い
た
し
、
病
中
入
費
入
れ
ず
、
あ
り
が
た
し
 」
（
同
）
と
い
う
金
光
夫
 

神
の
言
動
は
 、
 母
や
妻
に
は
納
得
の
い
か
な
い
も
の
で
あ
 っ
 た
に
違
い
な
い
。
 

十
月
二
十
一
日
、
金
光
大
神
は
農
業
を
完
全
に
止
め
る
 ょ
 う
 に
と
の
「
お
知
ら
せ
」
を
受
け
る
。
五
教
神
伝
で
あ
 る
 。
こ
の
金
光
大
神
 

の
 農
業
の
差
し
止
め
は
、
妻
に
も
こ
れ
を
認
め
る
 よ
う
 に
 要
求
さ
れ
る
。
こ
の
「
お
知
ら
せ
」
に
 ょ
 り
、
初
め
て
 彼
は
自
ら
の
使
命
、
 
つ
 

ま
り
神
と
氏
子
と
を
「
取
次
ぐ
」
働
き
を
自
覚
す
る
に
 至
 る
 。
こ
の
時
、
妻
を
は
じ
め
家
族
が
、
こ
の
五
教
神
伝
 を
 納
得
し
て
受
け
入
れ
 

た
か
は
、
「
覚
書
」
で
は
定
か
で
は
な
い
。
し
か
し
金
光
 大
神
は
こ
れ
に
従
い
家
業
を
止
め
、
た
だ
広
前
に
勤
め
 る
 生
活
を
始
め
る
。
も
 

は
や
村
や
家
族
の
問
題
は
、
こ
れ
を
越
え
た
存
在
に
導
か
 れ
た
金
光
大
神
に
と
っ
て
は
解
決
で
き
た
と
い
っ
て
よ
 -
 
Ⅰ
 
Ⅰ
 
0
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は
 上
、
「
お
試
し
」
や
行
や
子
供
の
病
気
を
中
心
と
す
る
 村
 と
家
族
の
問
題
を
検
討
し
て
き
た
。
金
光
大
神
が
神
 意
 感
得
と
い
う
 個
的
 

な
 体
験
に
基
づ
い
て
、
「
お
知
ら
せ
」
に
忠
実
に
従
 う
と
 、
必
然
的
に
村
や
家
族
に
お
け
る
他
者
と
の
緊
張
関
係
 と
い
う
問
題
が
浮
上
し
 

て
く
る
の
が
わ
か
る
。
そ
も
そ
も
金
光
大
神
が
接
し
た
 神
 は
 、
金
神
と
い
う
土
俗
的
な
神
で
あ
り
な
が
ら
、
や
が
 て
 村
や
家
族
の
枠
組
み
 

を
 越
え
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
神
意
に
従
 う
 こ
と
 で
 必
然
的
に
生
じ
て
く
る
村
に
お
け
る
他
者
と
の
緊
張
 関
係
は
、
金
光
大
神
の
 

隠
居
、
つ
ま
り
村
か
ら
の
離
脱
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
た
。
 次
に
家
族
内
の
緊
張
関
係
は
、
次
女
の
病
気
に
よ
っ
て
 顕
在
化
し
、
そ
の
後
、
 



相
次
ぐ
家
族
や
飼
牛
の
死
に
対
し
て
、
養
子
で
あ
る
金
光
 大
神
は
、
先
祖
に
守
ら
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
不
安
を
 抱
い
て
い
た
。
彼
は
自
 

ら
 神
意
を
感
得
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
祖
の
承
認
を
知
り
 得
、
さ
ら
に
問
題
を
、
先
祖
に
ま
つ
わ
る
こ
と
か
ら
、
 先
祖
か
ら
金
光
大
神
に
 

連
な
る
系
列
を
越
え
た
神
へ
の
無
礼
を
知
っ
て
い
る
か
、
 い
な
い
か
と
い
う
主
体
の
側
に
転
換
す
る
こ
と
が
で
き
 た
の
で
あ
る
。
第
一
一
に
 

神
意
に
従
 う
 こ
と
は
、
同
時
に
村
や
家
族
に
お
け
る
他
者
 と
の
緊
張
関
係
を
生
み
た
す
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
し
か
 し
 金
光
大
神
は
村
や
家
 

族
を
越
え
た
存
在
で
あ
る
神
に
従
 う
 こ
と
で
、
こ
の
緊
張
 関
係
を
解
消
し
、
解
消
す
る
こ
と
で
神
意
に
従
っ
て
 い
 げ
る
確
信
を
得
る
。
 こ
 

う
し
て
金
光
大
神
は
神
と
の
不
断
の
応
答
に
よ
っ
て
 、
自
 ら
が
感
得
し
た
「
お
知
ら
せ
」
を
核
と
し
、
思
想
（
 信
 念
 ）
を
形
成
し
、
自
ら
 

の
神
と
人
と
を
「
取
次
ぐ
」
働
き
を
自
覚
す
る
に
至
る
の
 で
あ
る
。
 

正
金
光
大
神
の
言
説
 

神
意
感
得
の
体
験
を
核
と
し
て
、
い
か
に
思
想
（
信
念
）
 が
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
か
を
検
討
し
た
り
え
で
、
こ
の
 思
想
（
信
念
）
に
 基
 

づ
い
て
、
金
光
大
神
が
信
者
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
築
き
 、
舌
口
説
が
「
教
え
」
と
な
っ
て
い
っ
た
の
か
を
考
察
し
 
て
い
き
た
い
。
 

ま
ず
金
光
大
神
と
直
に
接
し
た
盲
信
 と
 呼
ば
れ
る
信
者
た
 ち
の
初
参
拝
者
の
動
向
を
み
て
み
よ
う
。
口
金
光
教
教
 輿
付
録
 ヒ
 と
日
金
 

（
Ⅱ
 
@
 

光
 大
神
（
人
物
 志
 ）
目
に
よ
る
と
、
金
光
大
神
の
広
前
に
 参
拝
す
る
契
機
の
多
く
は
病
気
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
 。
そ
の
他
の
理
由
に
は
 

金
光
大
神
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
て
感
銘
を
受
け
た
こ
と
 が
き
っ
か
け
の
者
、
家
の
普
請
、
子
供
が
で
き
な
い
、
 育
た
な
い
と
い
う
者
も
 

導
か
れ
な
が
ら
、
金
光
大
神
自
身
が
あ
る
種
の
超
越
し
た
 視
点
を
持
っ
た
か
ら
こ
そ
、
金
光
大
神
の
「
教
え
」
が
 時
間
的
、
空
間
的
な
拡
 

   
  
 
 
 

が
り
を
持
ち
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

 
 

今
ま
で
の
論
点
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
金
光
大
神
に
お
い
 て
 神
意
を
感
得
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
意
義
は
次
の
二
 点
で
あ
る
。
第
一
に
㏄
 



は
 

い
っ
さ
い
や
ら
な
い
」
（
Ⅱ
 鈴
て
 1
 ）
と
い
い
、
病
気
 
を
 直
す
に
し
て
も
 祈
肩
 が
な
く
て
「
何
か
心
残
り
の
よ
 う
 に
思
わ
れ
は
し
た
」
（
 1
 荻
の
 
 
 
 
 

麹
須
 1 ）
と
い
う
伝
え
も
あ
る
。
ま
た
「
 ご
 祈
念
や
お
 初
穂
で
成
就
す
る
の
で
は
な
い
。
話
を
聞
い
て
わ
か
れ
 ぱ
よ
い
 」
（
Ⅱ
今
秋
㎎
）
 、
 一
だ
 
 
  
 

新
 

び
た
び
参
ら
れ
て
も
、
何
も
手
か
ら
手
に
渡
す
も
の
は
な
 い
 。
私
の
は
話
が
お
か
げ
で
あ
る
か
ら
、
帰
ら
れ
た
ら
 話
を
人
に
し
て
、
お
か
 

瞬
が
あ
る
。
そ
の
後
で
こ
の
「
 

裁
伝
 
」
に
つ
い
て
説
い
 

て
 聞
か
せ
る
「
理
解
」
を
し
て
し
た
と
し
 

う
、
、
 
0
@
 

。
 
-
l
 
 

「
加
持
 
祈
祷
、
ま
じ
な
い
ご
と
は
、
 

「教え」の成立過程 

金
光
大
神
の
広
前
に
参
拝
す
る
、
そ
の
入
信
の
動
機
の
 一
 般
 的
な
特
性
と
し
て
、
病
気
な
ど
生
活
上
の
間
 題
 が
あ
 る
こ
と
が
確
認
さ
れ
 

た
が
、
こ
の
病
気
や
生
活
上
の
間
 題
 だ
け
を
も
っ
て
 、
金
 光
 大
神
と
直
信
の
間
に
、
あ
る
特
別
な
関
係
性
、
 つ
 ま
 り
 
「
教
え
」
の
成
立
す
 

る
 基
盤
が
で
き
た
と
は
思
え
な
い
。
金
光
大
神
の
思
想
 
（
信
念
）
が
共
同
化
さ
れ
「
教
え
」
と
な
る
に
は
、
ま
だ
 
い
く
つ
か
の
手
続
ぎ
が
 

必
要
で
あ
る
。
そ
の
手
続
き
に
は
、
ま
ず
金
光
大
神
の
思
 想
 
（
信
念
）
に
 
裏
う
 ち
さ
れ
た
言
説
が
、
金
光
大
神
に
 と
っ
て
、
そ
し
て
そ
れ
 

を
 聞
く
者
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
共
有
さ
れ
る
 こ
と
、
次
い
で
言
説
が
伝
承
さ
れ
て
時
間
的
、
空
間
的
 な
 拡
が
り
を
持
つ
こ
と
 

が
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

と
い
う
の
も
金
光
大
神
と
直
居
と
の
関
係
で
は
、
金
光
太
 神
の
言
説
を
聞
く
と
い
っ
た
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
こ
 と
と
さ
れ
る
か
ら
で
 

あ
る
。
金
光
大
神
の
参
拝
者
に
対
す
る
「
取
次
」
は
 、
ま
 ず
 金
光
大
神
が
神
前
に
向
か
い
祈
念
し
 、
 「
お
知
ら
せ
」
 
を
 感
得
す
る
「
 裁
伝
 」
 

@
M
@
 

が
 六
五
 %
 
と
高
く
、
生
活
に
関
す
る
も
の
 二
 二
 %
 
、
信
心
 に
関
す
る
も
の
一
一
 
%
 
で
あ
る
。
 

目
立
つ
。
参
拝
の
理
由
と
い
う
点
で
は
、
明
治
二
年
か
ら
 明
治
十
三
年
ま
で
の
も
の
が
現
存
す
る
 五
 広
前
議
書
幅
 ヒ
に
 
詳
し
い
と
さ
れ
 

@
 
は
 -
 

る
 。
そ
の
祈
願
内
容
で
あ
る
が
、
明
治
五
年
一
 1
 三
月
で
 は
 一
家
の
無
事
・
息
災
を
願
 
う
 者
が
四
五
・
八
 %
 と
多
 い
 。
次
い
で
多
い
の
が
 

病
気
・
怪
我
（
二
四
・
九
 %
 ）
と
な
っ
て
お
り
、
普
請
 
（
七
・
二
 %
 ）
、
家
業
（
五
・
二
 %
 ）
、
妊
娠
，
出
産
（
 
五
 ，
 二
 %
 ）
と
続
く
。
 
こ
 

の
よ
 5
 な
 願
主
に
つ
い
て
の
記
録
は
、
金
光
大
神
の
広
前
 だ
け
で
な
く
、
盲
信
の
あ
い
 た
 で
も
「
祈
念
帳
 b
 と
し
 て
 記
さ
れ
て
お
り
、
 
笠
 

岡
で
 
「
取
次
」
に
従
い
、
笠
岡
金
光
大
神
と
呼
ば
れ
た
 

斎
 巌
重
右
衛
門
の
円
祈
念
帳
 ヒ
 で
も
、
祈
願
の
内
容
は
全
 体
 と
し
て
病
気
の
比
率
 



る
と
の
約
束
に
つ
い
て
尋
ね
「
そ
な
た
に
は
、
腹
を
痛
め
 な
い
で
、
教
え
子
と
い
う
子
を
幾
人
も
授
け
て
あ
る
は
 ず
で
あ
る
」
（
Ⅱ
千
恵
 
2
 ）
 

を
 改
め
金
光
大
神
の
言
説
を
信
じ
て
疑
わ
ず
に
い
れ
ば
 「
お
か
げ
」
が
 
受
 げ
ら
れ
る
と
い
っ
た
「
理
解
」
 

「
お
か
げ
を
 
受
 げ
ら
れ
る
か
 受
 げ
ら
れ
な
い
か
は
、
わ
が
 心
 に
あ
る
。
わ
が
心
さ
え
改
め
れ
ば
、
 い
 く
ら
 

（
Ⅱ
青
金
 
3
 ）
、
「
心
さ
え
信
心
し
て
真
が
届
け
ば
、
お
か
 
げ
が
い
た
だ
け
る
」
（
Ⅱ
 
岡
秀
 1
 ）
 
、
 「
 よ
 く
心
の
 

か
 げ
は
心
の
ま
ま
に
 い
 た
だ
け
る
」
（
Ⅱ
 
法
健
 1
 ）
な
ど
は
 、
そ
の
一
例
で
あ
る
。
 

前
述
の
通
り
、
金
光
大
神
の
言
説
を
聞
く
者
は
ま
ず
病
気
 な
ど
生
活
上
の
間
 題
 が
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
 

の
な
か
に
は
、
病
気
が
治
っ
た
、
商
売
が
う
ま
く
い
っ
た
 と
い
う
「
お
か
げ
」
に
関
す
る
話
が
多
く
伝
え
 

あ
わ
せ
て
直
接
的
か
っ
具
体
的
な
問
題
の
解
決
が
な
く
と
 も
 、
こ
れ
を
「
お
か
げ
」
と
す
る
話
も
伝
え
 も
 が

 数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
 

で
も
お
か
げ
は
 
受
 げ
ら
れ
る
」
 

掃
除
を
し
て
信
心
す
れ
ば
、
お
 

望
ん
で
い
ろ
。
「
御
理
解
 集
 」
 

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
と
 

れ
て
い
る
。
子
供
を
授
け
て
や
 

げ
を
受
け
さ
せ
よ
」
（
Ⅱ
 堀
利
 1
 ）
な
ど
、
金
光
大
神
の
壬
 一
 
口
説
を
聞
く
こ
と
の
重
要
性
 
は
 何
度
も
強
調
さ
れ
て
い
る
 。
特
に
明
治
九
年
に
な
 

る
と
、
金
光
大
神
の
「
取
次
」
に
対
し
て
巡
査
の
取
締
ま
 り
が
厳
し
く
な
り
、
翌
年
に
は
四
果
弦
雄
が
出
頭
を
命
 ぜ
ら
れ
「
人
を
拝
む
こ
 

と
す
な
、
説
諭
で
よ
し
」
（
 
帳
二
一
 3
 ）
と
の
注
意
を
受
け
 る
 。
祈
念
の
禁
止
に
 ょ
 り
、
た
だ
話
す
こ
と
で
げ
の
 重
 要
件
は
よ
り
大
き
く
な
 

る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
金
光
大
神
の
言
説
を
聞
く
こ
と
が
重
用
 祝
 さ
 れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
を
聞
く
者
に
と
っ
て
は
、
聞
く
 態
 度
 が
問
題
と
な
っ
て
 

く
る
。
こ
の
聞
の
態
度
と
は
、
つ
ま
り
心
を
改
め
金
光
夫
 神
の
言
説
を
信
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
 病
 気
や
生
活
上
の
間
 題
が
 

解
決
さ
れ
る
「
お
か
げ
」
に
先
立
っ
て
求
め
ら
れ
る
の
で
 あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「
お
か
げ
」
が
あ
っ
て
か
ら
金
光
夫
 神
の
言
説
を
信
じ
る
者
 

も
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
具
体
的
な
「
お
か
げ
」
が
な
 く
て
も
、
言
説
が
信
じ
ら
れ
た
ば
あ
い
も
あ
っ
た
で
あ
 ろ
 う
 。
だ
が
多
く
の
 ば
 

あ
 い
 は
金
光
真
摯
 が
 
「
 
講
 師
の
入
信
の
姿
を
 5
 か
が
 ふ
と
 、
ま
づ
、
 
話
を
き
い
て
な
っ
と
く
し
て
信
心
の
こ
こ
ろ
 を
 起
こ
し
、
さ
ら
に
 打
 

ち
こ
ん
で
信
心
を
す
す
め
、
不
思
議
な
お
か
げ
を
 ぅ
げ
 て
 ぬ
 る
こ
と
に
気
づ
 
力
 
，
 さ
れ
る
」
 

-
5
-
i
 
 

と
指
摘
す
る
通
り
の
よ
 ぅ
 で
あ
る
。
事
実
、
心
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ぬ
っ
て
定
め
ら
れ
た
「
土
神
金
光
大
神
」
と
い
う
神
号
 
と
は
別
の
意
味
で
、
金
光
大
神
は
い
わ
ゆ
る
「
生
き
神
 」
と
し
て
、
ま
た
「
金
神
」
 

玲
 
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
 よ
う
 で
あ
る
。
金
光
大
神
を
 い
わ
か
る
「
生
き
神
」
「
金
神
」
と
し
て
訪
ね
て
来
る
人
 
々
の
様
子
 は
 多
く
伝
え
 ろ
 

 
 
古
木
れ
て
し
 
、
 ケ 
O
-
6
-
 

例
え
ば
「
大
谷
に
金
光
儀
と
い
う
あ
り
 が
た
い
主
神
様
が
あ
っ
て
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
お
か
げ
 が
い
た
だ
け
る
」
（
Ⅱ
 移
 っ
 

教
 

新
 
1
 ）
、
「
大
谷
の
金
神
様
が
「
治
る
 
ヒ
と
 言
う
て
く
だ
 さ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ
よ
う
な
る
ぞ
 な
 」
（
Ⅰ
荻
須
 
1
 ）
な
ど
 で
あ
る
。
い
ず
れ
の
ぱ
あ
い
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の
 「
お
知
ら
せ
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 

ほ
 

一
方
、
金
光
大
神
の
言
説
を
聞
く
者
に
と
っ
て
 

、
 こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
 

か
 。
明
治
元
年
に
神
意
に
 

ょ
 

と
 舌
口
わ
れ
、
た
だ
感
泣
す
る
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
語
や
 
、
信
心
し
て
い
て
も
妻
が
死
去
し
「
あ
な
た
の
家
に
と
 っ
て
、
あ
な
た
の
 代
わ
 

り
に
な
る
人
と
い
え
ば
む
ず
か
し
い
が
、
あ
な
た
の
家
内
 に
な
る
人
は
、
だ
れ
で
も
も
ら
 ぅ
 こ
と
が
で
き
る
。
 ま
 あ
、
不
幸
中
の
幸
い
と
 

思
い
、
あ
な
た
の
身
代
わ
り
に
家
内
が
立
た
れ
た
と
 思
 っ
て
は
ど
う
か
」
（
Ⅱ
吉
良
 
3
 ）
と
諭
さ
れ
信
心
を
続
け
た
 話
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
 

二
つ
の
例
は
、
目
的
が
実
現
さ
れ
ず
と
も
、
ま
た
苦
難
が
 あ
っ
て
も
「
お
か
げ
」
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
 さ
れ
る
可
能
性
を
示
し
 

て
い
る
。
こ
こ
で
は
信
心
の
態
度
を
発
見
し
、
確
立
す
る
 こ
と
自
体
が
「
お
か
げ
」
と
な
っ
て
い
る
。
 

さ
て
金
光
大
神
が
自
ら
の
言
説
を
聞
く
こ
と
を
重
要
視
し
 て
い
た
こ
と
の
根
拠
に
は
、
そ
れ
が
神
か
ら
承
認
さ
れ
 て
い
る
と
の
意
識
が
 

あ
る
で
あ
ろ
う
。
金
光
大
神
の
言
説
に
は
神
の
言
と
し
 て
の
「
 裁
伝
 」
と
、
そ
の
解
説
に
あ
た
る
「
理
解
」
と
が
 あ
る
。
し
か
し
こ
の
 

「
理
解
」
は
「
 
裁
伝
 」
に
完
全
に
従
属
す
る
も
の
で
は
な
 く
 、
比
較
的
、
独
立
し
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
金
光
夫
 神
の
思
想
（
信
念
）
 

に
裏
う
 ち
さ
れ
た
言
説
へ
の
自
信
 や
 、
前
述
の
警
察
に
よ
 る
 祈
念
の
禁
止
と
説
諭
の
み
の
許
可
が
あ
っ
た
。
そ
し
 て
 何
よ
り
も
「
今
般
、
 

天
地
力
神
 よ
 り
土
神
金
光
大
神
差
し
向
け
、
願
 う
 氏
子
に
 お
か
げ
を
授
け
、
理
解
申
し
聞
か
せ
、
末
々
ま
で
繁
盛
 い
た
す
こ
と
、
氏
子
あ
 

連
 
り
て
の
神
、
 神
 あ
り
て
の
氏
子
、
上
下
立
つ
よ
う
に
 い
た
し
 侯
 」
（
寛
三
一
刀
）
、
「
教
導
に
ま
ぎ
 

わ
 わ
し
き
こ
 と
せ
ず
、
ま
じ
な
 
い
 も
 せ
 

貼
ず
、
説
教
も
。
出
て
歩
く
道
で
も
な
し
。
内
で
説
諭
 
と
も
理
解
と
も
話
を
し
て
聞
か
せ
」
（
 
帳
 二
四
 5
 ）
 と
い
 っ
た
 金
光
大
神
の
舌
口
説
に
よ
 



金
光
大
神
の
「
理
解
」
に
ほ
、
「
真
心
を
貫
い
た
か
ら
 お
か
げ
を
や
る
。
わ
が
身
の
難
儀
を
忘
れ
ず
に
、
人
の
 
難
儀
を
取
次
げ
 ょ
 」
 

（
Ⅱ
難
事
 
1
 ）
な
ど
、
直
居
 に
 「
取
次
」
に
従
 
う
 こ
と
を
 促
 す
も
の
が
多
く
み
ら
れ
る
。
神
意
を
感
得
し
、
神
と
 
氏
 子
 と
の
間
を
「
取
次
 

ぐ
 」
と
い
っ
た
行
為
は
、
金
光
大
神
だ
け
の
独
占
物
で
ほ
 な
い
。
む
し
ろ
「
人
の
助
か
る
よ
う
な
信
心
を
せ
 よ
 」
（
 
1
 秋
水
 ュ
 ）
、
「
神
信
心
 

し
て
お
か
げ
を
受
け
て
、
難
儀
な
人
を
助
け
る
身
に
な
ら
 せ
て
も
ら
 ぅ
 が
よ
い
」
（
Ⅱ
 
福
儀
 Ⅱ
）
と
、
信
心
し
て
「
 お
か
げ
」
を
受
け
る
こ
 

と
と
、
人
を
助
け
る
こ
と
と
が
結
び
っ
げ
ら
れ
を
形
で
「
 取
次
」
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
金
光
 真
整
 に
ょ
れ
ば
「
 信
心
を
す
す
め
た
講
師
 

四
 

言
説
の
伝
承
 

も
金
光
大
神
と
 い
 わ
ゆ
る
「
生
き
神
」
「
金
神
」
と
の
 
同
 一
 視
が
な
さ
れ
て
い
る
。
金
光
大
神
自
身
は
「
人
は
此
 方
 の
こ
と
を
主
神
で
あ
 

る
と
 言
 3
 が
、
此
方
で
も
、
あ
な
た
方
と
同
じ
生
身
の
人
 間
で
あ
る
。
信
心
し
て
お
か
げ
を
受
け
て
い
る
ま
で
の
 こ
と
で
あ
る
」
（
Ⅱ
 
福
儀
 

ュ
 ）
、
「
土
神
と
い
う
こ
と
は
、
こ
こ
に
神
が
生
ま
れ
る
と
 
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
」
（
Ⅰ
 
徳
健
 2
 ）
 片
 Ⅱ
こ
の
同
一
 視
を
否
定
し
、
神
号
 と
 

し
て
の
「
主
神
」
に
独
自
の
意
味
を
付
与
し
て
い
る
。
 し
 か
し
金
光
大
神
の
言
説
を
聞
く
側
で
は
、
金
光
大
神
 る
 い
 わ
ゆ
る
「
生
き
神
」
 

「
金
神
」
と
し
て
、
そ
の
言
を
神
の
舌
口
と
し
て
受
け
取
っ
 

て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
 

こ
れ
ま
で
言
説
が
金
光
大
神
に
は
ど
の
よ
う
に
意
識
さ
れ
 、
ま
た
こ
れ
を
聞
く
方
に
は
ど
の
よ
う
に
 受
 げ
と
ら
れ
 て
い
た
か
を
確
認
し
 

て
き
た
。
金
光
大
神
に
と
っ
て
、
言
説
は
自
ら
の
思
想
（
 信
念
）
に
 裏
う
 ち
さ
れ
、
さ
ら
に
こ
の
言
説
に
 よ
 る
 救
 済
 が
神
に
よ
っ
て
承
認
 

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
言
説
を
聞
く
者
に
と
っ
て
は
、
 ，
 
」
れ
は
神
の
言
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
舌
口
説
が
あ
る
 

個
 人
 に
の
み
信
じ
ら
れ
て
 

い
る
だ
け
で
、
第
三
者
に
は
全
く
規
定
力
を
持
っ
て
い
な
 い
と
し
た
ら
、
こ
れ
は
「
教
え
」
と
呼
べ
な
い
。
文
化
現
 
象
 と
し
て
の
時
間
的
、
 

空
間
的
な
拡
が
り
を
持
た
な
け
れ
ば
「
教
え
」
と
は
呼
べ
 な
い
と
い
え
よ
 う
 。
最
後
に
こ
の
こ
と
を
ま
と
め
と
し
 て
 考
え
て
い
ぎ
た
い
。
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新宗教における「教え」の 成立過程 「 取る取 れ 「 初 参 片 取 「   次   次 」 

に を 理 即 に を 

徒 命 中 口 従 命 Ⅱ 
ネソ ぜ 且ト らノ ぜ 

ら ら   
「 才 慶 子   供 時の応四はじ が   
め ごで、 万年生 れ 
ろ も 全 て   
は あ 光 も な あ 出た大 

入 る す い神 
ごり 我 が神 大菅 た     えに ま こ 「 
は おめ 慶 て祈 だと こ 
な かて 応 
は げ洋 二 く念 る、 こ の居、 な れ か 

。 諸 病いら 
たなす年 きか 。 に い 嵐山 の 

      と 須書 言う さとの「 のんで 

ん 里 やて 

ま、 解れ来 」。 o  た @ 
!@@i ' 旧川・ し わら れ、   者 は自 
が も 分 
あ   
    治 っ 
@ つ ら 

拝 たか 
  か つ 
で ら た 
  八時 
れ     
      
  と と   
  ら お     んか 
伝 とげ 

取 れ わ い を 

77@ (401) 

一
明
治
六
年
、
血
の
道
を
患
 

い
父
 
、
次
い
で
夫
が
参
拝
上
全
快
。
 

そ
の
お
礼
の
参
拝
。
 

一
 初
参
拝
の
理
由
 

  
 
 

荻
原
 
須
喜
 

は
 、
「
取
り
つ
ぎ
の
御
用
に
立
っ
て
く
れ
し
と
め
教
祖
の
 願
ひ
を
 づ
け
る
。
そ
の
時
期
は
そ
の
人
そ
の
人
に
応
じ
 て
ゐ
る
。
こ
の
時
期
が
 

く
る
と
、
み
な
一
様
に
家
業
を
や
め
、
身
命
を
な
 げ
う
つ
 て
 道
の
御
用
に
立
ち
、
広
大
な
神
徳
を
う
 げ
 、
大
勢
の
 人
々
を
取
り
つ
ぎ
助
 け
 

と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
金
光
大
神
の
 言
説
は
金
光
大
神
と
直
情
と
の
関
係
性
を
離
れ
て
、
 新
 た
な
関
係
性
に
お
い
て
 

も
 規
定
力
を
持
つ
時
に
 、
 初
め
て
「
教
え
」
と
呼
ぶ
こ
と
 が
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
こ
に
お
い
て
舌
口
説
は
 
時
間
的
、
空
間
的
な
拡
 

が
り
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
い
く
 っ
か
 百
倍
 が
 「
取
次
」
に
従
 
う
 ま
で
の
過
程
を
（
表
 2
 ）
に
み
て
み
 よ
 う
 
-
 l
a
 

0
@
 

（
表
 
2
 ）
直
情
 が
 「
取
次
」
に
従
 
う
 ま
で
 



  
佐 
藤 
範 
雄 

  

佐
藤
 照
 

初
参
拝
の
理
由
文
久
十
二
年
頃
、
母
の
病
気
で
参
拝
、
 

照
 自
身
の
病
気
の
時
に
「
お
か
げ
」
を
支
げ
感
銘
。
 

次
」
を
命
ぜ
ら
れ
る
「
後
ろ
祈
念
」
「
取
祈
念
を
す
る
 

」
「
妻
は
金
光
大
神
よ
り
「
手
股
が
あ
れ
ば
、
 

よ
う
 
に
せ
 
よ
 

 
 

 
 

「
取
次
」
に
従
 

う
 

「
取
次
」
に
従
 

う
 こ
と
に
つ
い
て
の
心
配
 

に
 対
し
て
「
 
力
 は
な
く
て
も
、
神
様
一
心
に
お
願
い
し
て
い
れ
 

ば
 神
様
が
お
か
げ
を
 

く
だ
さ
る
」
と
の
「
理
解
」
が
あ
る
。
そ
の
後
の
苦
労
の
末
 

、
 照
は
 「
結
局
、
信
心
は
実
意
を
貫
か
せ
て
も
ら
 

ぅ
 よ
り
外
に
手
 

は
あ
り
ま
せ
ん
。
神
様
に
す
が
り
込
む
と
い
う
よ
り
外
に
な
い
 

、
と
思
わ
せ
て
 

頂
 ざ
ま
す
」
と
語
っ
て
い
る
。
 

  
@ 「 

る 「 

手 
次   み 

@ 
& じ 

従 
  

らノ が 
あ 

とがあ 月に二 翌年、 日神新て「 照 らせく   
度の 降るこ 大 
と 広 らのれ 神     0 広 次 」 ぅお 神か しと @ 神 「 
前に 荒げせ 様 

の前で に参拝 従 う 。を手に 受 を げ お知ら 
す 全 盛るせ 何 

る 。 光 大 得 すよ がくか だ お 
神の るいさ 。 」 るい 伺   
解 えあ ぅ 

」 を 
  云 @ る下 。 が い、 
  こ る 一 

す 心 が にお の時 、 ような 

ぐ 大心願 
話 谷地 い 
の かがす 
材 らすれ 

，ま、 るの 料が 帰宅 

切れ すは る、 手 が 
て 隠悪上 
  にいが 
ま 天こ る 
う 気と よ 
  にな り 

で、 つ い 知 お なこ 

初
参
拝
の
理
由
 

 
 

明
治
十
三
年
、
妻
の
病
気
（
腫
物
）
で
白
神
新
一
郎
の
「
 

取
 次
 」
を
受
け
る
 
士
 全
快
。
 

 
 

一
 近
藤
 
藤
守
 

と 同次 
あ 神を 
っ の し 
た言た @ が ぅ   
れと 疑 

  
明か 帰 
治 な っ 

五けた 年ね 、 ばそ 。 
才萌め 

崎 での 日後 " 
散日大 
次に 谷 
な も へ 
し 散歩 
だ り っ 
し殺た 
て し折 
かて   
ら や今 
後る 光 
の と 様 
こ言か 
と っ ら 
でて ご 

あ お 裁 

つ 」 た げ伍 』で 、   

  



 
 

「
取
次
」
と
い
う
場
に
お
い
て
、
金
光
大
神
の
言
説
が
伝
 
度
 さ
れ
て
い
く
一
方
で
、
 

被
り
 

 
 

 
 

%
 
 め
 在
世
中
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
も
っ
て
教
義
が
 編
ま
れ
て
い
く
。
し
か
し
抽
象
化
さ
れ
た
言
説
の
再
 解
 釈
や
教
義
化
は
、
当
事
者
の
 
 
  
 

意
向
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
時
代
や
社
会
の
状
況
に
規
定
 さ
れ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
金
光
大
神
の
言
説
が
時
間
 的
 、
空
間
的
な
拡
が
り
 

金
光
大
神
の
広
前
に
参
り
そ
の
話
を
聞
き
、
「
取
次
」
を
 命
ぜ
ら
れ
て
こ
れ
に
従
 う
 例
を
い
く
つ
か
み
て
み
た
。
 

も
ち
ろ
ん
例
外
も
あ
 

る
が
、
「
取
次
」
に
従
っ
た
 直
 信
の
多
く
は
同
様
の
パ
タ
 ｜
ン
 を
た
ど
っ
た
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
て
金
光
大
神
 の
 言
説
は
、
そ
れ
を
 聞
 

く
 信
者
と
の
関
係
性
を
離
れ
て
、
今
度
は
信
者
と
 禾
 信
者
 と
の
関
係
 牲
 の
な
か
に
再
現
さ
れ
て
い
く
。
言
説
が
展
 閲
 さ
れ
て
い
く
 場
 と
し
 

て
の
「
取
次
」
が
制
度
化
さ
れ
、
し
か
も
こ
の
「
取
次
」
 が
 金
光
大
神
だ
け
で
な
く
信
者
に
も
可
能
と
さ
れ
、
 

か
 つ
 
「
取
次
」
に
従
う
こ
 

運
 

と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
言
説
の
伝
承
、
 

拡
大
再
生
産
が
あ
り
、
「
教
え
」
へ
の
飛
躍
が
あ
っ
た
。
 

立
 
放
言
説
が
金
光
大
神
と
直
 信 と
の
関
係
を
離
れ
て
 伝
 撰
 さ
れ
て
い
く
こ
と
は
、
言
説
が
具
体
的
な
状
況
か
ら
 離
れ
、
抽
象
化
し
て
い
く
こ
 

 
 
，
穏
 と
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
に
舌
口
説
は
直
情
た
ち
の
「
 

取
次
」
の
場
で
再
解
釈
さ
れ
て
語
ら
れ
る
必
要
が
あ
っ
 た
 。
そ
し
て
抽
象
化
さ
れ
る
 

徹
 

こ
と
で
、
教
義
へ
の
定
式
化
、
体
系
化
の
契
機
も
生
 れ
た
。
布
教
の
た
め
に
明
治
四
年
に
は
白
神
新
一
郎
に
 よ
っ
て
「
街
道
案
内
」
が
 著
 

わ
さ
れ
、
同
一
八
年
に
は
神
道
金
光
教
会
の
規
約
に
 
遺
 裁
 と
し
て
「
陳
誠
」
が
、
同
三
三
年
の
一
派
独
立
時
に
 は
 教
義
の
所
依
の
書
と
し
て
 

 
 

初
参
拝
の
理
由
 

「
取
次
」
を
命
ぜ
ら
 

れ
る
 

「
取
次
」
に
従
 う
 

明
治
八
年
、
近
所
の
土
肥
弥
書
よ
り
金
光
大
神
の
こ
と
、
そ
し
 て
そ
の
「
お
か
げ
」
で
弘
吉
の
足
が
治
っ
た
こ
と
を
聞
 き
 感
銘
 

を
 受
け
、
神
棚
を
作
る
。
 

翌
年
、
金
光
大
神
を
拝
す
。
「
辰
の
年
、
一
心
に
信
心
せ
よ
。
 

大
 願
 成
就
を
さ
せ
る
。
人
を
助
け
る
身
と
な
れ
よ
」
、
さ
ら
に
後
 

日
 
「
職
を
廃
め
て
神
に
一
心
に
な
れ
」
と
の
「
 

裁
伝
 」
が
下
る
  
 

明
治
十
年
、
腹
痛
を
起
こ
し
た
女
性
を
拝
ん
で
く
れ
と
頼
ま
 
ね
 、
金
光
大
神
の
神
米
を
授
け
た
と
こ
ろ
腹
痛
が
止
む
。
翌
々
 

年
 、
人
の
大
病
を
身
に
引
き
受
け
て
祈
念
を
し
助
け
る
「
お
 持
 替
 」
の
祈
念
修
行
を
し
、
こ
の
時
 よ
 り
仕
事
を
止
め
、
「
取
次
」
 

に
 専
念
す
る
。
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鳴戸 参嶋八薗塚ま 光に矢 釈 比類大用 覚 

同時 

ヰ @ ヒ 
  

    
（ ノ @ 
し 

た一     
  
説 

の 

伝 
承 
ャま 

{   教 
義 
イヒ 

へ 
向 
か 
らノ 

契 
神 信 也 l 歩光そ 機 

を 

問詰 
  常 

ヤ @ - 
セま 

ら 

康一 ん 

で， 
@ Ⅴ 
ナ ・ し 

の 

であ 

世 九 ヒ 
る 

光 
  

六 九 一 る 
教学   

第 八   
0 1 ロ 
っデ   八   

て 答 を 
こ に も 
の よ っ 
居 、 っ て 

想 て 七五三テ 度 さ （ 信 、神 
含 意 れ 
） を て 
に 内 い 

裏 面 く 

ラ イヒ こ 

ち し と 
さ "  も よ 
れ こ   

た の 同 

時に 言説 神意 

が な そ 

「中の 教心持 
え に 空 
」 そ 間 
と れ の 
が ま 制 
る で   約 
に の 下 
は 経 に 
、 験 置 
そ を か 
れ 体 れ 
が 系 る 
「 取 化こ しと 

次 」 てで 、 も 
の 居 、 あ 
場 想 っ 
を （ た 
通 信   
し 念 金 
て ） 光 
信 を 大 
承 形 神 
さ 成 は 
れ し 神 
る て と 
こ い の 

と る 不 
が 。 断 
必 そ の 
要 し 応 
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  宗教におけ る @   教え 

一
九
七
 0
 ）
 三
 0
@
 
三
五
、
三
七
頁
参
照
。
 

（
㏄
）
金
光
大
神
が
家
業
を
止
め
た
こ
と
を
、
岳
父
古
川
八
百
 蔵
や
庄
屋
は
厳
し
く
戒
め
た
と
い
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 金
光
大
神
は
明
治
四
 

年
 ま
で
に
、
所
有
し
て
い
た
田
畑
の
多
く
を
処
分
し
た
。
金
光
 教
本
部
教
方
円
金
光
大
神
（
縮
刷
版
）
」
同
庁
、
一
一
二
 
l
 
一
一
 

七
頁
参
照
。
 

（
Ⅱ
）
金
光
教
本
部
教
 庁
編
 
日
金
光
教
教
典
付
録
 ヒ
 同
庁
、
一
 
九
八
三
。
金
光
教
本
部
教
 庁
 
「
金
光
大
神
（
人
物
忘
）
 口
 同
庁
 

一
九
五
五
。
 

（
は
）
小
関
照
雄
「
 円
 広
前
蔵
書
 帳
日
 （
教
祖
 御
 祈
念
帳
）
に
 
っ
 い
て
」
 貧
 金
光
教
学
」
 
第
 ㌘
 号
 、
一
九
八
七
）
一
二
五
 @
 
一
 二
 0
 

一
 三
七
 @
 
 一
四
一
 

頁
 参
照
。
な
お
特
に
願
い
事
の
記
載
が
な
か
っ
た
も
の
も
一
家
 の
 無
事
・
息
災
に
含
め
ら
れ
て
い
る
。
 

（
は
）
沢
田
重
信
「
初
期
末
教
の
布
教
に
つ
い
て
 ｜
 斉
藤
壺
 右
 衛
門
の
祈
念
帳
の
分
析
 ｜
 」
 ミ
 金
光
教
学
 L
 第
 Ⅱ
 号
 、
一
九
七
四
 ）
一
四
 ｜
 
一
六
頁
 参
 

照
 。
 

（
 M
 ）
金
光
教
本
部
教
 庁
 
「
金
光
大
神
（
縮
刷
版
）
 ヒ
 前
掲
 書
 、
 三
 0
 六
 @
 
羽
 0
 九
頁
参
照
。
 

（
 巧
 ）
金
光
真
盛
「
教
祖
時
代
入
信
、
取
り
つ
ぎ
に
従
っ
た
 話
 師
 に
つ
い
て
」
一
毛
金
光
教
学
日
第
 6
 号
、
一
九
六
三
）
四
八
 頁
 。
 

（
 騰
 ）
盲
信
た
ち
の
な
か
に
も
中
井
の
金
神
（
大
森
 う
ぬ
 ）
 、
柏
 原
 金
神
（
柏
原
と
く
）
、
鍛
冶
屋
の
金
神
（
金
光
喜
三
）
、
赤
壁
 

の
 金
神
（
難
波
な
み
）
 、
 

本
庄
の
金
神
（
樋
口
 鹿
 太
郎
）
と
呼
ば
れ
る
者
が
 

（
Ⅳ
）
金
光
真
盛
「
教
祖
時
代
入
信
、
取
り
つ
ぎ
に
従
っ
た
 諸
 師
 に
つ
い
て
」
 
二
 
（
「
金
光
教
学
 ヒ
 第
 7
 号
、
一
九
六
四
）
、
六
八
 
頁
 。
 

程
 

（
Ⅸ
）
参
照
は
口
金
光
教
教
典
薬
 

の
ュ
 荻
須
 1
@
6
 
、
 Ⅱ
 片
次
ユ
 ー
 4
 、
 1
 近
藤
 1
 、
 1
 佐
照
 1
l
5
 
の
他
、
以
下
の
 
通
り
。
近
藤
藤
子
先
生
伝
記
 編
 

過
 

修
 委
員
会
編
「
近
藤
蕨
手
先
生
伝
記
（
第
一
部
）
稿
本
日
同
会
 
一
九
六
七
、
五
九
 
l
 
七
一
頁
。
佐
藤
 金
造
編
 「
神
の
手
代
わ
り
 ｜
 佐
藤
 照
師
 の
 生
 

立
 

涯
 と
裁
 話
 １
ヒ
金
光
教
徒
 社
 、
再
版
一
九
六
八
（
初
版
一
九
五
 セ
 ）
二
六
 @
 
四
五
頁
。
佐
藤
範
雄
司
信
仰
回
顧
六
十
五
年
 b
 上
 、
同
書
刊
行
委
員
 

成
 
 
 

会
 、
一
九
七
 0
 、
 
一
 @
 三
 一
頁
。
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panvrtti 及び pa Ⅰ 巨 vrtti  に対するチベット 訳語 

佐久間 秀鈍 

く論文要旨 ノ 翻訳文献を扱 う 場合，翻訳が 原典の一つの 解釈であ るということに 注 

意を払 う 必要があ る。 梵語仏典を訳した 漢訳仏典がその 翻訳者の訳風及び 思想の影響を 

受けていることについては 賛同を得易いと 思われるが， これが よ り原典に近い 蔵 訳 仏典 

の場合にも当てはまると 考えられる点は ， 必ずしも十分に 認識されているとは 思われな 

い。 そこで 当 論文の第一の 目的は， 蔵 訳文献を扱 う 場合に 蔵 訳者の訳 風 等にも留意すべ 

き点を印象づけることにあ る。 第二の目的は ， pari@v 井等の タームが大乗仏教唯識学派 

のく 転依 ) 思想を追 5 上での手 一 ワードであ るので， これらを出来るだけ 網羅的かっ 機 

械 的に表記することによって ， その思想の変遷を 追うための二次的な 資料とすることに 

あ る。 また，当作業の 副産物として ， 安慧が par Ⅳ vrt のみでなく par Ⅴ vrt も使用し 

ていた事実が 確認された。 

く キーワード ン 唯識 学 ， 転依 ， par Ⅴ v 井 ， par Ⅳ v 井 ， gyur pa, y0 打 s su gyur pa. 
gshan du gyur pa. 

日本における 仏教理解，及び 仏教研究は古来中国語訳の 仏典を通し しかも 

それを「漢訳読み 下し」という 日本特有の方法によって 進められて来た。 その 

後，明治時代になって 西欧のインド 学 仏教学研究が 輸入されるに 至ってようや 

くイソ ド 語で書かれた 原典研究にも 眼が 向 げられるよ 5 になったのであ るが， 

中央アジア語も 含めて原典の 現存する仏典はその 数が限られており ，中国語訳 

に頼る傾向はあ まり変わらなかったと 思われる。 その後， チ ペット語訳の 仏典 

が注目を集めるよ 5 になり， イソ ド語 ，チベット語訳，中国語訳とを 比較対照 

して研究する 機会が増えるに 従って，中国語訳よりもはるかに 原典に近い チベ 

ット 語訳が脚光を 浴びるようになると ，特に原典を 欠く場合に チ ペット語訳を 

原典そのものと 考え，中国語訳が 等閑にされる 傾向になったことも 確かであ 
  
る。 中国語訳のものが 訳者の思想の 影響を多く受けており ，時には原典と 別な 
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思想を持つものとなっていることは 事実であ るが，チベット 語訳の場合にも 訳 

者の器量，癖によって 誤訳も含めて 原典とは多少意味合いの 異なる思想を 導 き 

出すことになる 可能性もあ る訳であ る。 特にサンスクリット 語 ，チベット語， 

中国語のように 言語としての 性格の異なる 場合，翻訳が 一つの解釈であ ること 

は 極めて大きな 意味を持っ。 

さて 当 論文ではこの ょ うな事情も踏まえ ， これまでく 転依 ) 思想を扱う場合 

に， yohs su 幻巾 r pa, 及び。 gshan du gyur pa, を， parivrtt Ⅱ。 paravrtti, 

と 同等に扱 う 傾向にあ った点を改め ，チベット語訳が 原語を確定できないこと 

等を含め ， く転依 ) 思想を追 う 場合の資料として 以下にできるだけ 網羅的かつ 

機械的に列挙することにする。 それによって 多少なりともチベット 訳者間，テ 

キスト問の訳語の 傾向を浮 き 彫りにして行こ うと思 けのであ る。 

l. Yogr 尭 c 百 Ⅰ abh Ⅱ mi 

YBh には Skt. 写本が一部現存している。 そのほとんどは「本地先」であ る 

が，近年松田和 信氏が レニンバラード 所蔵 の写本の中から VinSg 「 摂 決択 分 」 

の一部を発見し ，現在校訂作業中との 報告を 5 げている。 私信によれば ，それ 

によって「本地方」の 原語が Mauli Bh Ⅱ im ㍗であ ることが確定する。 ぬ &tl) 

MauBh  については V. Bhattachar 膵 ， A. WaVman,  K. Shukla,  荻原票 

来 ， N.Dutt 等があ る程度まとまった 校訂本を公にしているが ， BoBh 以外は 

満足の行くものとは 見られず，近年これらの 部分の再校訂，及びこれに 漏れて 
  

いる部分の校訂作業が 進められている。 

さて YBh  のうち， く転依 )  の登場するのは 筆者の知る限り ， MauBh  中の 

Manobh 正 mi( 意地 ), き ravakabh Ⅱ m;(SrBh, 声聞 地 ), Bodhisattvabh Ⅱ m@(BoBh, 

菩薩 地 ), Mrupadhik 蚕 bh Ⅱ m@ ( 無余 依地 ) 及び VinSg  ( 技 決択 分 )  と V 捧 tuSg  ( 摂 

喜介 ) であ る。 このうちく 転依 ) の原語を知ることができるのは MauBh のみ 

であ る。 % ま 2) 
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pariv 打 ㎡及び paravrtti に対する チベ "  ト 訳語 

  
YBh                                                                    チ ペット語訳については 必 

ずしも明確でない。 P 版及び D  版のコロフォンによると ， MauBh  中の Mano- 

bh Ⅱ Imi,Nirupadhik ゑ bhl ロ mi についは訳者不明であ る。 SI.Bh  については P 版 
  

には報告がないが ， D  版では J ㎞ amitra,  Ye  ゑ ㏄ sde  の訳出となっている。 
  

BoBh  は Pra 睡喬 varman, Ye  き es  sde,  etc. とあ り，Ⅵ nSg  は Pra 肺ゑ Varman, 
  

Surendrabodhi, Ye  き ㏄ sde, etc.  VastuSg  は Pra 睡乙 varman, J@amitra, Ye 
  

Ses sde の訳出とあ る。 以上の如く訳者不明の 部分も多いが ， Ye き es sde が 何 
  

らかの形で全体に 関与していたのではないかと 感じられる。 

以上の点を踏まえて YBh における Skt.- Ⅲ b.-Ch.3 原語対照表を 作成する 

と 以下の如くであ る。 

1)@ MauBh 

Manobhdmi : 訳者不明 

Pa 「 @V こ tta. れ るⅠ aya gnas@ gyur@ pa@ roams 巳待 転依       

巨 くて ayah Pa Ⅰ iVartate gnas@ hgyur@ te 転捨 …所依 l2) 

SrBh・ ・ Ye ses sde 

且 S て aya Ⅱ Pa て lVa Ⅰ tale gnas yons su hgyur la 得転依 Ⅰ め 

ゑ S で ayaPa て @V 三七 tei gnas@ yons@ su@ gyur@ pas 得転依 14) 
百ら Ⅱ ayaparlv れ丘 tah gshi@ hpho@ ba 所依 転 l5) 
* 呑 s てれ yapa て llv で ntt@ Ⅱ gnas@ yons@ su@ gyur@ pa 得転依 

*tatpaTvrttau de@ yons@ su@ gyur@ pa@ na 得 転位 @6) 

EoBh  : Pra]n う ivar Ⅲ an, ne  自 es  sde 

asrayo" ， pa Ⅱ     vartate gnas hgyur te 獲得 転依 @7) 

包 毎戸 ayah Pa て iv 芽 tto gnas@ gyur@ pa@ (yin) 行騰 転依 l8) 

asrayapa Ⅱ     vrtth gnas  gyur  pa  (de) 転 依 l9) 

asrayapa Ⅱ     vrttayah gnaS gyU ア Pa 転 依 20) 

N@rupadhlkabhuml : 訳者不明 

乙 S Ⅱ aayaPa て @ く V 丁 ttl ノ gnas@ yons@ su@ gyur@ pas   転 依 21) 
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2)  VinSg 

WnSg(3.Tib. -Ch. のみの対照が 可能であ る。 VjnSg におけるく 転依 ) の用 

例は多く，すべての 部分を示すことは 必ずしも意味のあ ることとは思われない。 

従って特殊な 例を除いて一つにまとめ ，真数等は特に 註記しないことにする。 

VinSg: Prajnavarman, Surendrabodhi, Ye Ses sde etc. 

gnas hgyur ba 転位， 得転依 

gnas@ gyur@ pa 転依 ，口伝 依 ，巳待 転依 ，所得 額依 

この表で判るよ う に MauBh における pan,v@v 井に相当する Skt. に対する 

Ⅲ b. 訳は 。 gnas Ⅱ gyur ba, と・ gnas gyur pa, の 2 つだけであ る。 

これとは別に 漢訳に「 転依 」とあ るものの中に 次のⅢ b. 訳 例を見ることが 

できる。 

  

生前所依 22) 
hjug pahi gnas 

転 依 2 の 

IuS yo 血 !s SU g で nub Pa 転 依 24) 

このうち 巾 nigpahlgnas, を見た場合に ， これが。 瓶鮭 ayapaniv 井 ばを原 

語としたものではなく ，おそらく。 *pravr 廿 y. 恭 raya.(?) を原語としたもので 

あ ろうと予想される。 つまりこれは 玄 英訳『大毘婆沙論 凹に 現れる「 車 天杯 25) て 」が ， 
補注 3) 

。 "p ね vrtty-asraya, 等を原語としたものと 予想された有力な 根拠になる。 

， lus yohs su grub pa, が何を原語としたかは 決定できないとしても ，。 lu ざ 

がおそらく。 "asraya, に 当 るということは 間違いないであ ろう。 これは。 asra- 

ya, が身体的な意味に 使用されていることの 積極的な証拠となる。 

3)  V 盤 tuSg 

YBh  の最後に V 笛 tuSg  に 2 箇所見られる 例を示しておくことにする。 

VastuSe  :Praj mavarman, 五 Jinamitra, Ye  Ses  sde, etc. 
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pa ㎡ 町 tti 及び paravrtti に対するチベット 訳語 

YBh に関連する論書として 玄 英訳の丁顕揚聖教論 コ， 及び真諦 調め 『決定戯 

言 ぬコ 『 三 無性論 刀 その他 B0Bh の 異訳等 があ るが， [ 顕揚論 コは 漢訳のみであ る 

こと，真諦訳は 原文に則したものとは 到底考えられないことから 考察の対象か 

ら 外すことにする。 

2. Abhidharnmasamuccaya 

AS (Asanea) には Skt. 写本の断片があ り，その註釈 書 であ る ASbh には 
28) 

完全な写本があ る。 これらについては 校訂 木 が公にされている。 

AS の Tib 訳は Silendrabodhi, Ye 自 ㏄ sde であ り， これは ASbh も同じ 
29) 

であ る。 漢訳は AS, ASbh ともに友美 訳 であ る。 

AS のく 転依 ) の Skt. 原語のうち，写本で 確； 、 められるのは AS(P) 83, 1 

， aSrayaparivrttih, 一箇所であ るが， Schmithauaen 教授が指摘する 如く， 
30) 

ASbh に見られる「 ratika から考えて，すべて 毛鯨 ayapan@vrtt ド であ ったと 

考えるのが妥当であ ろ 5 。 その場合に Skt. 一 Ⅲ b. 一 Ch. の対応はすべて 次の 

一種に収まる。 

AS@:@ Silendrabodh@@   Ye@ ses@ sde 

asrayaparvrtti     転 依 ⑪ 

次に ASbh  の場合を見ることにする。 ASbh  の Tib. 訳語は。 gn 恭 Ⅱ gyur 

ba,  と ・ 糾 aS  gyur  pa, の 2 種であ るが， Skt.  と Ch. とにバ テつ きがあ る。 そ 

のすべてを表記することにそれ 程 意味があ るとは思われないので ， 乃 b 訳語に 

対してどのような 組み合わせがあ るかを表示しておくことにする。 

ASbh@ :@ Silendrabodhi 、 Ye@ ses@ sde 

    "               "       工 t" 

  

  

佐山棲 
れ S 「 ayaSya Pa 「 IV こ tttatV ゑ d gnaS り gyU 「 ba 巳待 転依 

asrayapa Ⅰ     vartana 得転依 

転 依 

 
 
 
 
 
  
 

Ⅰ
 

0
1
 

 
 



-sravaDariv 「 tti   所得 転 依 

% きア ayah  panlva Ⅰ ttate 託 得転依 

  gnas gyur pa 
得転依 
転 伏 
日額 依 昔   今 前 転 依 

pa で Iisuddha                     得 清浄 転依 32) 

ASbh  においてはく 転依ノの 原語は塙 鮭 ayapar Ⅳ v 井 ，のみであ ることが判 

る。 

8.  Mah 窃 y 襄 nas Ⅱ tr 窃 Ia 皿 k 互 ra 

MSA  には k5hk5  とそれに対する 註釈 書 MSAbh  (vasubandhu?),  MSAT 

CAsvabhava),  SAVbh  (Sth@ramati)  があ る。 このうち MSA.k  と MSAhh  に 

は Skt                                                      またこれらは Prabh ゑ kara ㎞ tra 
34) 

によって漢訳されているので Skt. 一 Ⅲ b. 一 Ch, を対応することができる。 これ 

に対して MSAT 及び SAVbh はⅥ b. 訳のみが現存している。 

以上の文献を MSA よ 及び MSAbh のタームに従って 見るならば， SAVbh 

に到るまで Pratika の形で Skt. 原語と対応させることが   6 き る 。 

Ⅲ b. 訳者は MSA.k, MSAbh, MSAT が 鮎 kyas@ha, dPal brtse 膵であ 

り， SAVbh  は Municandra, bKra  鮒 s  であ る。 

表中 1) :MSA-k, 2) :MSAbh, 3) :MSAT, 4) :SAVbh であ り，「 ] で 

示したものは Pratlka に垂らないが ，参考資料となると 思われるものであ る。 

2) Vr 一 9935) 

巨 るで ayaPa 「 lVa 亡 tana 

2)@ IX-1236) 

asrayaparavrtti 

l)  一 
2)@ gnas@ yons@ su@ gyur@ pa 転 伏日 

3)@ - 
4)@ gnas@ yons@ su@ rjes@ pa 

1)@ - 
2)@ gnas@ yons@ su@ gyur@ pa 転 依 

3)  一 
4)@ gnas@ yons@ su@ gyur@ pa 
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panivrtti 及び par 互 lvrtti に対する チベ "  ト 訳語 

1) IX-123" 

在毎 Ⅰ ay 巨 nyath 乙 Pt@ 

l)  gnas  gVu で 

2)  一 

3)  一 
4)  gnas  gyu て十 h0b  pa 

転 依 

2) 1X-1238) 

""               "       tt, 
1)@ - 
2)@ gnas@ yons@ su@ gyur@ pa 

3)  一 
4)@ [gnas@ gshan@ du@ gyur@ pa] 

転 依 

2)@ IX-1331') 

asrayaparavrtti 
1)@ - 
2)@ gnas@ yons@ su@ gyur@ pa 

3)  一 

4)@ [gnas@ gshau@ du@ gyur@ pa] 

転 依 

1)@ IX-14") 

asraye ，・， parivrtti 

l)  gnas  la … yons  gyu Ⅰ 

2)  一 

3)  一 

4)  gnas … yons  gyur 

転 依 

2)@ IX-14") 

parivrtti 

2) 1X-1442) 

panv 打 ta 呑自 rayas 

1)@ - 
2)@ yohs@ su@ gyur@ pa 

3) 一 

4)@ Fgnas@ gshan@ du@ gyur@ pa] 

1)@ - 
2)@ gnas@ yons@ su@ gyur@ pa 

3)  一 

4)@ [ ・ gnus@ gshan@ du@ gyur@ pa] 

1),2) IX-41-46. 48W 

paravrtti 

1),2) IX-47M) 

vyavrtti 

    

j) gshan gyur 

2) gshan du gyur pa 

3) gshan du gyur pa 

4) gshan gyu で く - ナ D)) 
gshan du gyur pa (- テ 2)) 

1) gShan gyur 

2) Ⅱ nam Par gyU 丁 

3) 一 

4)@ rnam@ gyur@ (->1)) 

依
 

 
 

転
 

転 

転 
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2)@ ix-eo@) 1)  一   2)@ gnas@ yons@ su@ gyur@ pa 転 依 

3) 一 

4) 一 

2)@ XI-8-1246) 1)  一 
百ミ ア ayaParlV こ tt@ 2)@ gnas@ yons@ su@ gyur@ pa 伝 使 

3)@ gnas@ yens@ su@ gyur@ pa 

4)@ gnas@ yons@ su@ gyur@ pa 

2)@ XIV-294" 1)@ gnas@ yons@ su@ gyur@ pa 転 依 

巨 SrayaPa Ⅰ き Vrth 2) 一 
3)@ gnas@ yons@ su@ gyur@ pa 

4)@ gnas@ hphos@ pa 

1) ， 2)@ 1)@ gnas@ gshan@ gyur@ pa@ (45) 転 依 

ヨミⅠ ayaPa て仮 V こ tti 2)@ gnas@ gshan@ du@ gyur@ pa 転 依 

3)@ gnas@ gshan@ du@ gyur@ pa 

4)  gnas  Ⅱ phos pa  (- ナ 2)) 
  

1)@ XVI-67W 

pa Ⅱ     vartakam 

 
 

 
 

b
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 1
 
上
い
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り
し
 

  転依 
2)@ XVI-6750) 

乙 S Ⅱ ayaPa 「 iV こた ti   転依 
3),4) 一 P   

l) XIX-545 い 

    
asrayasya@ paravrtti   

  2) 3),4)? 一   転依   
2) XIX-5452) 1) - 
asrayaparavrtti 2)@ gnas@ gshan@ du@ gyur@ pa   転依 

3) ， 4)@ ? 

特に SAVbh には上記以外にもく 転依 ) に相当する訳語を 見出すことがで き 

るが， Skt. 原語を MSA 虫 ， MSAhh から導くことができないので 割愛するこ 

とにする。 

上表からも判ることであ るが， MSA においては。 par@v ㌢ ，の 他に 

(422) 98 



panivrtti 及び paravrtti に対する チベ " ト 訳語 

。 pa 「 a Ⅴ vrt, 。 vya Ⅴ vrt, がく 転依 ) として使用されていることは 既によく知られ 
53) 

ていることであ る。 この場合に Tib. 訳の持つ興味深い 点は ， 。 h 緩 ur ba, 乃至 

・ 細 ur pa, の前に付される。 yons su" 鐸 hm  du, 。 rnam pa, 等の Pre 且 X にあ 

る 。 Mrupadhik 凄 bh 伽 ㎡と VastuSg  を除く YBh, 及び AS, ASbh  が・ gnas 

hgyur  ba/gnas  gyur  pa, をもって訳出され ， Mrupadhikabh 丘血と Vas ぬ Sg 

が 輌 as  yo 力 s  鰯 Wur  pa,  に統一されていた 事情とは 趣 ぎが異なる。 おそら 

くこのことは YBh,  AS,  ASbh  が。 asraya  par Ⅳ v ざ t,  のみを原語としてい 

たことを傍証する 一方， MSA  ではく 転依 )  について 2 つ乃至 3 つの原語の形 

上の差違に関心を 向げざるを得なかったことを 物語っているものと 思われる。 

。 舶 rayapaniv ざは i, と ， aSrayaparavrtt ㌃との間に意味上の 差違が認められる 
54) 

という方向で 高崎直道博士が 研究を発表して 以来， 両 タームについての 研究は 

これまでにも 進められて来ている。 当 論文は目的が 異なるので両者の 意味に立 

ち入 ることはしないが ， これに関しては 更に綿密な考察が 必要であ ると思われ 

る。 当 論文では上記の 表から Skt 一 Tih. 間の対応情況を 洗い直すことにする。 

一般に・ yons su, は， pani-, に・ gshan du, は。 para-, に対応すると 考えら 

れがちであ ったが， 表中 MSAbh IX-l2, MSAbh IX-13, MSAbh IX-60 ， 

MSA-k  XIV-29  の例から先ず S 乙 kyas め ha,dPalbrtse 膵が。 pa 市 -, を。 yo も s 

su, と訳出していることが 判り， MSAbh  IX-l2  の Pratika  に対して SAVbh 

の訳者 Municandra, bKra  苗 s が。 par か ，を。 yohs  su, と訳していることが 判 

る。 更に SAVbh  ではこれ以外にも。 y0 打 s  su  rJ ㏄ pa,  № phos  pa,  という訳 

語が使用されている。 。 rJ ㏄ pa,  が。 rJe  ba,  の Pf.,  .hphos  pa, が， hph0  ba, 

の Pf. であ り， 「変化」を表わす 点で下 gyur ba, 。 gyur pa, と同等と考えら 

れる。 特に下 phosba, は SrBh でも使用されているから ，チベット人にとっ 

ては意味上の 差違はなかったものと 思われる。 以上のように 訳語が錯綜する 

中 ，一つだ け 云えることは ， Schmithausen 教授が指摘する 如く。 yons su, に 

対しては， pani-, 。 para., 双方の可能性があ るが， ・ gshan du, には。 para-, の 
55) 

みが対応すると か 5 ことであ る。 現在入手可能な Skt. の例からすればこの 点 

は認めなければならないが ，十分に注意する 必要があ る。 

97@ (421) 



以上のことから 考えられることは ，Ⅲ b. 訳からく 転依 ) の原語を想定するこ 

とはほとんど 不可能であ るが，そのことによって 逆にⅢ h. 訳者が両タームの 

意味の差には 関心を示していなかったことが 感じられる。 従って， Skt. のない 

MSAT (Asvabhava), SAVbh (Sthirama ㊥がどの原語を 有していたかは 決定 

できない。 おそらくは MSA-k, MSAbh と同様に。 pani., と。 para-. の双方 

を 有していたものと 予想される。 

4.  Abhidha 「 makoSa 

56) 

AK-k  (Vasubandhu),  AKbh  (Vasubandhu)  は Jina ㎞ tra,  dPal br 尽 egs  の 

Tib. 訳であ り，漢訳は真諦 訳と玄 英訳であ る。 く転依 ) の意味としてはち 鮭 a- 

yaparivrtt ドと 。 5 き rayo … par ゑ vrtto, とが見られる。 

AKbh・ Jinamitra ， dP3   brtsegs 

asrayo       Pa Ⅱ 巨 V ま tto gnas     .@gyur pa   
呑 S て ayaPa 「 lV 肝 ttl gnas@ yons@ su@ gyur@ pa 転 依 58) 

lndeX  によると・ par@vrt,  に対してはこれ 以外に下 khor  ba,  。 y0hs  su 

bskor  ba,  。 y0hs  su  mya  han  las  hdas,  が報告され，・ parav ざ tta,  には。 yohs 

su  gyur  pa 。 報告されており ， MSA  の dPal brtseggs  の場合と同じであ る。 

5. Mah 奇 y 窃 nasa Ⅰ @   r 「 aha 

MS (Asanea) には MSbh (Vasubandhu) と MSU (Asvabhava) の註釈 書 が 

あ るが， Skt. 原典は一切発見されていない。 Ⅲ h. 訳者は MS 及び MSU が 

Jinamitra,  SiIendrabodhi, Ye  ゑ ㏄ sde  であ り， MSbh  が Dipa 甲 karasrij 而 na 
59) 

(Atlia), Tshul khrims rgya@ ba であ る。 漢訳は MS に 4 つあ り Buddha 

鮪 nta, 真諦， Dharmagupta, 玄 美の訳出であ り， MSbh は真諦， Dharmagu- 
  

pta, 玄 実の訳出， MSU は玄奥の訳出であ る。 漢訳はおおむね「 転依 」で統一 

され， Skt. 原語の推定に 寄与しない点ではこれまでと 同様であ る。 

Ⅲ b. 訳は基本的に MS, MSbh, MSU ともに， gnas ね gyur ba, と 。 gnas 
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parivrtti 及び par 呑 vrtti に対する チベ，ト 訳語 

gyur pa, であ る。 従って， ここではこれ 以外の訳語が 使用されている 場合の 

み表記することにする。 注意すべき点は 重要な部分について MShh には P 版 ． 

D 版に欠損があ るためすべてを 網羅できないことであ る。 

MS   MSbh   MSU 

1-576" gnen@ po@ yons@ su 

gnen@ po@ gyur@ pa gyur@ pa [g 五 en  po  テ Ⅱ d  hgyu Ⅰ ba] 

IX-16 の yons@ su@ gyur@ pa, 

[gnas@ gyur@ pa]   欠損 gshan@ du@ gyur@ pa 

IX-3 C 々 MSA XIX-54: 色ろ rayasya par れ vvrttl め 6 の 

gnas@ ni@ gshan@ du@ gyur@ pa   欠 損 [gnas@ gyur@ pa] 

X-364) 

gshan gyi dba 血 gi 血 o bo 欠 損 gshan@ gyi@ dban@ gi@ no@ bo 

丘 ld dU gyU Ⅰ pa 丘 id du yo 血 S sU gyu アナ e 

X-3565) 

旺 naS gyU で Pa     gnas@ gyur@ p8   
  kun@ gshi@ rnam@ par@ kun@ gshi@ rn3 Ⅲ par 

ses@ pa@ yons@ su ses@ pa@ gyur@ pa 

gyur@ pa 

MS で Ye き ㏄ sde が例外的に・ gSshan du gyur pa, を使用しているのが ， 

MSA XIX-54 の。 parav ㌢ばを特に意識したためであ るとすれば， MS に は 

。 par@vrt, と 。 para Ⅴ vrt, が混在していたと 考えたければならない。 その点 は 

彼が MSU IX-I で特に両訳語を 使用していることからも 頷けることであ る。 

Tshul khrims rgyaI ba は MSbh で特に， yons su gyur pa, を使用する 場 

合 が認められるが MSbh IX- Ⅰ等重要な箇所に 欠損があ り， 。 gshan du gyur 

p ゴの 用例の有無は 判らない。 MSbh 自体はおそらく MS と同様に両ターム 

を有していたであ ろうと予想される。 

6. Madhy 乙 ntavibh 察 gatik 奈 

MAV  (Ma 血 eya)  及び MAVbh  (Vasubandhu)  に く転依 )  思想のないことは 
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既に知られているので ，ここでは MAVT (Sthirama のについてのみ 考察する 

ことにする。 MAVT には不完全ながらほど 全体に 亘 って Skt. 写本が現存し 
67) 

山口益博士がⅢ b. 訳から還元した Skt. 文を加えた校訂 木 があ る。 MAVT の 

Ⅲ b.  訳は J 市 am 辻 bra,  Silendrabodhi,Ye  S ㏄ sde  であ           漢訳はされていな 

い。 

MAVTtib に見られる訳語は 筆者の確認した 限りでは。 enas g Ⅳ r pa, のみ 

であ る。 このうち Skt. 写本に対応をもつものを 見ると下表の 如くであ る。 

MAV:Tinamitra, 鯨 endrabodhi, Ye Ses sde 

1-16b69) 

亘ろ rayapar 呑 vv 「 tti   gnas gyur pa 

11 一 l0ab70)   gnas@ gyur@ pa 

I11 一 gcd7l) 

ニ S 「 ayaPa て l く V 「 tt@ ノ gnas@ gyur@ pa 

IV-13.@ 14ff72) 

巨る丘 ayaPa で 覆 V 旺 士 tl gnas@ gyur@ pa 

V-2, 3, 4f7% 

き ろ て ayaPa で 喬 V 軒 tt@ gnas@ gyur@ pa 

V-1074> 

asrayaparavrtti gnas gyur pa 

このうち最も 注目すべき点は 11l づ cd に・ pari., とい 5 PrenX を確認でき 

ることであ る。 山口博士は校訂本の 中でこれを。 pa 均 -, と改めているが ，註記 

によって山口博士が 写本上に。 pa ㎡という形を 確認していることが 判るから， 

。 pari-, は確定的であ る。 山口・野沢氏がく 転依 ) の原語を。 a ヒ rayapa 由 v ざ tti, 

と 考えていたと 思われる点は ，次の DhDhV の章で触れることにする。 

この事実によって ，一方では Ye 5es sde が， pari-, 。 pa 均 -, の差にかかわ 

らず画一的に セ nas gyur pa, と訳出していたことが 判り，他方 St ㎡ ramati 

が。 a さ rayaparivrttr と。 恭 rayaparav 打 げの双方のタームを 使用していたこ 

とが認められたことになる。 
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panivrtti 及び pa ㎏ vrtti に対するチベット 訳語 

7.  Dharmadha Ⅰ mat 屈 vibh ゑ ga 

DhDhV  には註釈 書 として DhDhVV  (Vasubandhu)  があ る。 DhDhV  に 
75) 

は 完全な Skt. 写本のあ ることが報告されており ， DhDhVV には一部写本が 
76) 

あ るが， DhDhVV  のみ校訂されている。 DhDhV  には散文体と 褐体 0  2 つの 

Ⅲ b. 訳があ る。 散文体は S 巨 ntibadhra, Tshul  khrims  rgyalba  であ り， 褐 

体は Mah 勾 ana, Seh  ge  rgyal mtshan  であ る。 DhDhVV  は Mah 句 ana, Bl0 
77) 

mdan ゑ ㏄ ran であ る。 DhDhVV l3. DhDhV の散文体に対する 註釈 書 であ り， 

従って DhDhVV の Pratika の形で DhDhV の原語も一部知ることができ 

る 。 漢訳は存在しない。 DhDhV, DhDhVV の Tih. 訳 テキスト校訂は 野沢 静 
78) 

証 博士によって 行なわれている。 

さて，山口・ 野沢氏がく 転依 ) の原語を。 aSrayaparavrtti, と 考えていたこ 

とは，先ず山口博士が。 panivrtt@, を註記して「 Tib. yonssugyurpa. は普通 

は pa ぬ vrtti. この梵文では 凡て par@rtti という。 以下符号 米 にて注意する 口 
79) 

とし，野沢博士がこれをそのま ふ 英訳していることによって 判る。 これによっ 

て 先の MAVT の例も含め， DhDhVV の Skt. 写本には確かに。 pan Ⅳ 打 ばと 

あ ったことが確定する。 

DhDhV  は VlI1-6  と 1X  全体に 亘 って。 gnas  yons  su  eyur  pa,  と 示され 
  

ており， 加えて IX-(2) に。 de bsh 市 md du gyur pa. の用例が見られる。 

これらを DhDhVV  と総合して Skl. 一 Ⅲ b. の対応関係を 見ると下表の 如くで 

@5 ， So 

DhDhV@:@Santibhadra ， Tshul@khrims@ rgyal@ ba 

DhDhVV@ :@Mahaj   na ， Blo@ l   an@ ses@ rab 

互舌 rayaparivrtti 

tatha 亡巨 pari Ⅴ rtti 

  

V
)
 

(
D
h
D
h
V
 

 
 
V
a
 

h
p
 

 
 
 
 

p
a
 p
a
 

s
u
 

 
 ㎝
 d
d
 

・
 
1
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l
 

 
 

 
 y
h
h
 

s
s
 

s
b
b
 

 
 g
d
d
 

  

少なくとも筆者の 見る限り・ gshan du gyur pa, の訳語はない。 DhDhV, 

DhDhVV が。 par@rtt ㌃のみを原語として 有していたことほまず 間違いない。 
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8.  Trim5ik 百 V 巧 打 aptim あ 士 rat あ siddhi 

TV (vasubandhu) には TVbh (sthiramati) という註釈 書 があ り， ともに 

Skt の 完全な写本及び 校訂木があ 8 る。 Ⅰ ) Tih. 訳はともに J ㎞ 帥 ㎡ t 憶 ， SiIendra- 
82) 

b ㏄㎡， Ye & ㏄ sde であ る。 また Wni ね deva の 複誰 もあ るが 乃 b. 訳のみで 
83) 

あ り 当 論の考察から 外すことにする。 漢訳には真諦 訳 の 尹転 講読』及び女共訳 
80 

の 『成唯識論 コ があ るが，訳語とい 5 面では全く別な 扱かせすべきであ るので 

ここでは扱わない。 

く転依 > のタームは TV-k 29 のみに見られ ， TVbh もこれに対する 註釈部 

分にのみ見出される ， 

TV・ ， Silendrabod Ⅱ     ， Ye ses sde 

TV ， k85) 

asrayasya paraV -  Ⅰ tt. 旺 gnas kyan gshan du gyur pa 

TVhh (Pra 屯ニ ka は同上 )86) 

asrayasya parav て     I ト gnas gyur pa 

parav 宙     Ir gyur  pa 

asrayaparav こレ gnas@ gyur@ pa 

これによれば TV, TVbh は。 pa 晦 v 井 ばの形のみを 有し， Ye Sessde は 

TV, 及びその Pratika を㎏ han du 幻 Ⅲ r pa, と 訳し， TVbh の他の。 pa 市 、 

v 灯 ばに対しては ， gyur pa, とのみ訳していることが 判る。 従って YeS ㏄ 

sde が。 eshan du, を付加したのは Skt. に差があ ったからではなく ， 単にそ 

0 部分を強調するためであ ったと思われる。 

g. Ratnagotravibh 百 。 gra 

さて高崎博士が・ aS 砲 yapa 俺 町田， と 。 恭泡 yapan;vrtti, とのタームに 注目し 

たのが RGV  と RGVV の Skt 本を校訂した Johnston の言によるものであ 
86a) 

っ たとすれば，考察の 最初に扱 うべ ぎであ ったかも知れないが ，唯識文献を 中 

心とすることで 最後に扱うことになった。 
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panivrtti 及び pa ね vrtti に対するチベット 訳語 

RGV は高崎博士が 指摘し， Sch ㎡ thausen 教授が支持する 如く， 褐 部分と 
  

註釈褐部分とに 分かれ， その註釈として 散文体の RGVV があ る。 このうち 

く 転依 ) は RGV の V 章 第 7 註釈褐に， ゑゑ raye tatparav 打ぬ ぜ とあ る以外は 

RGVV 中にあ り，すべて。 aSrayaparivrtti, であ る。 RGV の， paravrtt@, を 
88) 

lohnston  は。 parivrttau,  ではないかとするが ， Schmithausen  教授が写本と 
89) 

照合した際にこの 点に触れていないことから ，写本には。 paravrtti, とあ った と 確定して差しつかえはないであ ろ ふノ 
  

RGV, RGVV のⅢ h. 訳はともに SaJJana, 団 o ldan S ㏄ rab であ る。 漢 

訳は勒邪魔 提 のものと菩提 流支訳 とが報告されているが ，現存するのは 前者の 
gl) 

みであ る。 

RGVV  のち 鮭 ayapahv ぎ tt ドの Tib. 訳語は 1 例を除いて。 gnas  yohs  su 

gyur  pa,  であ り漢訳語も 1 例を除いて「転身」であ る。 

RGV  : Sajjana, Blo  ldan  る es  rab 

V-782) 

色色 raye  tatpar 乙 vVrttau gnas dan de yi gyur pa   身及 彼所伝 

RGVV:SaJ@ana, Blo ldan Ses て ab 

乙自で ayaPa で @V に ttl gnas yons su gyur pa 転 身 

(11 一 11)             弦雄 綾身 

1 一 23@  24f 

-sraVaDarivrtti gnas gyur pa 転 身 

漢訳が・ asraya, を明確に「 身 」と解釈している 点は注目に値するが ，Ⅲ b. 

訳は 。 pariv 井 ばと。 par5vrtt ㍗との違いに 注目していない 点でこれまでの 情況 

と変わりがない。 

10 ． まとめ 

まとめに先立って 唯識論書の中でく 転依 ) を扱うものにこの 外に BBhvy が 
  

あ るが， これは訳者が 不明であ るので扱わなかった。 その 訳 例の一部は別の 機 
  

会に表記しておいたのでそれを 参照して頂きたい。 
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以上， Tib. 訳者のほ ビ はっきりとしている 文献についてその 訳語を表記し 

て来たのであ るが，これをチベット 人 訳者を中心にまとめ 直してみることにし 

よ う 。 

先ず YeSessde は YBh のうち SrBh. BoBh, VastuSg, 及び VinSg を 

訳出し，他に AS, ASbh, MS, MSU, MAVT. TV, TVbh を訳出している。 

dP 由 br 尽 egs は MSA.k., MSAbh, MSAT, AK, AKbh を訳出している。 

bKra  鮒 s  は SAVbh  を訳出している。 Tshul  khrims  rgya@  ba  は MSbh, 

DhDhV  ( 散文体 )  を訳出している。 Blo  ldan  る ㏄ rab  は DhDhVV,  RGV, 

RGVV  を訳出している。 

Ye 品 s sde SrBh ， BoBh ・ VastuSg ， VinSg ， AS 

ASbh ， MS,@ MSU ， MAVT ， TV ， TVbh 

dPal brtsegs   MSA ， k 、 MSAbh,｀SAT ， AK ・ AKbh 

bKra 鯛 s   SAVbh 
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parivrtti 及び paravrtti に対するチベット 訳語 

のチベット 人 訳者達，乃至は 漢訳者達にも 共通であ る。 

dPal brtsegs の場合には MSA の章で見た如く ， 。 parav 井 げに対して・ yohs 

su gyur pa, 。 gshandugyur pa 。 の両方が使用され ， Schmithausen 教授の指 

摘 する関係「。 yons su, は。 pani-"pa 俺 ・ ， 0 双方に対応するが ， 鐸 han du, は 
  

。 pa 掩 -, に対応する」が 事実として認められる。 

bKra  鮒 s  は訳語が不統一であ るが， 全体に直ってみると ・ gn 俺 gshan  du 

gyur  pa,  を多く使用している。 

Tshul khr ㎞ s  rgya@  ba  は。 y0hs  su  gyur  pa,  。 gyur  pa,  のみを使用して 

いることになるが ， 。 gshan du gyur pa, が期待される MSbh IX 円 (MsA 

XIX 巧 4) の例が確認できないので ，。 pa ね vrtt ㍗をどのよ 5 に扱ったかは 不明で 

あ る。 

最後に別 o  ldan  S ㏄ rab  もやはり。 yons  su  eyur  pa,  。 刃山 r  pa, のみを 使 

用 しているが， RGV の註釈 褐 V-7 の paravrtt ㍗を。 gyur pa, としている 

から，彼はく 転依 ) を， yonssu gyurp ざの方向で考えていたものと 思われる。 
18) 

目を転じて 演緯 的に見た場合， Schmithausen 教授の指摘する 関係は， これ 

を否定する要素が 何一 つ 得られないから ，訳語を考える 目安として使用するこ 

とができる。 

以上の点からチベット 人が， panivrtt Ⅰと。 parav 井 ばの意味の差にはそれ 程 

関心がなかったことが 判り， Tib. 訳語によって 両 タームの意味を 考察するの 

は 極めて 離 かしいことが 判る。 

最後に注目しておくべきことは ， St ㎡ ramati が。 parav ㎎ ば のみを使用し 

て来たのではないかという 考えに対し MAVT II1-gcd の・ pani., を 有力な証 

拠とし SAVbh VI-g, の Pratika が。 pan 汁 rtti であ る点を加え 

て， 彼が両タームを 使用していたと 考えるべきであ るという点であ る。 

(1989. 2. 22 " ンブルクにて ) 
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Abbreviations 

Texts 

l. YBh: Yog 履 c 喬 rabh 丘 m@ YBh(Bh) : V. Bhattacharya l957 ( 当註 3) 

MauBh@ :@ Mauli@ Bhumi 

台 rBh:Sravakabh Ⅱ mi, SrBh(Sh) :K. Shukla 1973 ( 当註 3) 

BoBh@ :@ Bodhisattvabhu ℡     ・ BoBh(D)@ :@ N ． Dutt@ 1966@ (SS@ 3) 

VinSg@:@Viniscayasamgraham 

VastuSg: Vastusa 甲 graha ㎡ 

2. AS : Abhidharmasamuccaya. AS(P) : P. Pradhan l976 ( 当註 28) 

ASbh : Abhidharmasamuccayabh 穏 yam, ASbh(T) : N. Tatia 1976 ( 当註 29) 

3. MSA :Mah 互 y 乙 nas 由由 la 甲 k 牡 a, MSA(L) : S. 屋 vi 1970 ( 当註 33) 

MSAbh : Mah 君 y 五 nas 仮 tr 穏 a 甲 k 計 abh 恭 yam 

MSAT : Mahayanas 廿 ltraIa 甲 karatika 

SAVbh : S 廿 ltrala 中 karavrttibhasyam 

SAVbhC 西蔵 、 1 1. 11 : 西蔵 文献研究会に 西蔵 文献による仏教思想研究 ] 第 i 号 ， 

東京， 1979; 第 2 号，東京， 1981 

SAVbh( 早 ) :0. Hayashima. DharmaparyeSti, The X 。 h Chapter of the 

S Ⅱ trala 甲 karavrttibhaSya, Subco 血 mentary on the Mahayana.S 廿 trala 甲 ， 

kara. In : 長崎大学教育学部人文科学研究報告， I. No. 26, 1977; 1I, No. 27, 

1979; I1l. No. 28, 1979; IV 。 N0. 31, 1982; V, N0. 32. 1983. 

SAVbhM 小 ) : 小谷信千代 ァ 大乗荘厳経論の 研究出京都， 1974. 

4.@ AK@ :@ Abhidharmakosa 

AKbh : AbhidharmakoSabhaSyam, AKbh(P) : P. Pradhan l975 ( 当註 56) 

5.@ MS@:@Mahayanasamgraha ． MS(L)@ :@6 ， Lamotte ， La@ Somme@du@grande@ Veh       

cule@ d ， Asanga ， Tome@ I ・ Louvain@ 1973. 

MSbh@:@Mahayanasamgrahabhasyam 

MSU@:@Mahayanasamgrahopanibandham 

6. MAV : Madhy 宕 ntavibhaga 

MAVbh :Madhy ヨ ntavibh 五 gabh 乙革 yam 

MAVT@:@Madhyantavibhagatika ， MAVT(Y)@ :@S ・ Yamaguchi@ 1966@ (SS@ 67) 

ア ． DhDhV : Dharmadharmat 呑 ・ tVibh 乙 gga 

DhDhVV : Dharmadharmat 乙 hVihh 巨 gga.vrtti 

8. TV :Tri 中軸 k 互 V@ 丘 zaptimatrat ゑ sSiddhi 

TVbh : Tri 中鮎 k 乙 v@ 五 captim 且 ttratasiddhibh きミ yam, TVbh (L) :S. Levi l925 ( 主当 

言主 81) 
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panivrtt@ 及び pa 由 vrtti に対する チベ "  ト 訳語 

g.  RGV  : Ralnagolravibhaga 

RGWV  : Ratragotravibhagavyakhya 

RGVUJ) : E.H. Johnston  lg50  ( 当註 76) 

RGVtib( 中 )  : 中村 瑞隆 r 蔵 相対訳 究 寛一乗 宝性論 研究 コ 東京， 1967   

RGVch( 中 ) : 中村 瑞隆 ， 1961  ( 当註 91) 

10.@ BBhvy@ :@Buddhabhu ℡     vyakhya 

1)  そうした事情から 中国訳を再認識しょうという 動ぎが出て来ている。 丘山折「漢 

訳仏典論」岩波講座東洋思想 第 12 巻 ア 東アジアの仏教ョ 東京，㎎ 88. pp. 223-239. 

2)  種々の論文が 挙げられるが ， 拙稿の中から「 玄 奨の意図するく 転依 ) 思想」 目仏 

教学 コ 第 26 号，東京， 1989, pp.21-47 を挙げておく。 

3) 主なものだ け 記す。 V. Bhattacharya. The Yogacarabh Ⅱ mi of Ac 音 ya 

Asa 丘 ga, Part l, Calcutta l957; A. Wayman, Analysis of the Srsvakabh 丘 mi 

Manuscript. Berkeley & Los Angels, 1961; K. Shukla. Sravakabh Ⅱ mi of 

Acarya Asa 五 ga, Patna, 1973; U. Wogihara, Asanga.s Bodhisattvabh Ⅱ mi, ein 

dogmatischer TeXt der Nordbuddhisten nach dem Unikum v0n Cambridge 

im  aIlgemeinen  und  leXika Ⅱ sch  untersucht. Leipzig  l908; N. Dutt, B0dhisat. 

tvabh Ⅱ mi 。 Patna  l966.  これ以外のものについては 省略する。 

4)  SrBh  の前半部分の 校訂は「声聞 地 研究会」の名の 下で『大正大学総合仏教研究所 
年報 山 第 3 号，東京， 1981,  pp. (1)@  (44) 。 以来順次刊行されている。 SrBh  の最 
終 頁は L. Schmithausen, Dieletzten  Seiten  derSravakabh ニ mi. In:Indologica@ 

and  Buddhist  Studies 一 Volume  in  honour  of Professor  J.W. de  Jong  on  his 

Sixtieth mrthday, Canberra 。 1982. pp. 457 ～ 489   

4a) 大正 30 巻， No. 1579. 

5) P 版 ， No. 5536. D 版 ， N0. 4035. 

6) P 版 ， No. 5537, D 版 ， N0. 4036. 

7) P 版 ， No. 5538, D 版 ， N0. 4037. 

8)  P 版 ， No. REB3g. D 版 ， N0. 4038. 大谷大学監修 T 影印北京坂 西蔵 大蔵 経 ] 総 

目録・索引に・ Ye Ses sde, を欠くのは見落し。 

g)  P 版 ， No. 5540 ， D 版 ， N0. 4039. 

10) Ir デ ルゲ 版 ，チベ " ト 大蔵 経口論 琉部 ・唯識部 5, 東京， 1980 の目次において 袴 

谷 憲昭氏もこの 点に触れ， YRh 全体に直って Ye Ses de が関与していると 推測し 

ている。 

11)@ YBh@ (Bh)@ 27 ， 1.@ YBhtib@ PfS ， ,@ Dzi@ 15a6 ， D)S ， Tsi@ 13bl ， YBhch@ 30 ， 284c 

15. 
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12)@ YBh@ (Bh)@ 27 ， 2.@ YBhtib@ PfS ， Dzi@ l5a7 ， DR@ ， Tsi@ 13bl ， YBhch@ 30 ， 284c 

15f ， 

13)@ SrBh@(Sh)@ 196 ， 16f ． SrBhtib@ PRg ， W@     92a3 ， Dffi@ Dzi@ 76bl ， SrBhch@ 30 ， 427 

ell ， 

14)@ SrBh@(Sh)@ 196 、 18 、 SrBhtib@ PRS@ W@     92a3 ， Dfig@ Dzi@ 76bl ， SrBhch@30 ． 427c 

12. 

15) SrBh(Sh) 283, 4. SrBhtib. P 版 Wi l29a4, D 版 Dzi l05al. SrBhch 30, 439 

a18. 以下同テーマ 部分は同形。 

16) SrBh 写本に欠損。 SrBhtib P 版 Wi 178a8, D 版 Dzi 148a3, SrBhch 30. 458 

alo, 11. 

l7) BoBh (D) 253, 23f. BoBhtib P 版 Shi 2l9a2. D 版 Wi lg0b3, BoBhch, 30 ， 

565a26   

18)@ BoBh@ (D)@ 280 、 1.@ BoBhtib@ P){g@ Shi@ 242a6 、 D@@ W@     209al 、 BoBhch@ 30 、 574 

bl6. 

19)@ BoBh@ (D)@ 280 ， 2.@ BoBhtib@ P)S@ Shi@ 242a6 ， D)S@ Wi@ 209al ， BoBhch@ 30 ， 574 

bl7. 

20)@ BoBh@ (D)@ 280 ， 3 、 BoBhtib@ P)@@ Shi@ 242a7 ， DKg@ W@     209al ， BoBhch@ 30 ， 574 

MlR. 

2l) Nirupadhik 呑 lBh (Skt. Ms) 156a4f., 当 写本については Schmithausen 教授の準 

備している校訂本を 参照させて頂いた。 Nirupadhik 乙 lBhtib P 版 Dzi 331a8 n 版 

Tshi 282b4, Nirupodhik 乙 lBhch 30, 577b17. 

22) VinSetib P 版 Ⅲ 30a7. D 版 Zi 28al, VinSgch 30. 707a6. 同テーマに関して 

以下同型。 

23)@ Ⅴ     nSgtib@ PRS@ Ⅱ     134b8 ， DBS@ Zi@ 120a4 ， VinSgch@ 30 ， 746cl6   

24)@ Ⅴ     nSgtib@ PK@ H@     136al@ (hgrub) ， Dffi@ Zi@ 121a3 ，Ⅴ     nSgch@ 30 ， 747a23   

25) 5 大毘婆沙論 コ 27. 688c29 ぽ   

26)@ VastuSgtib@ PS@ H@     221a3 ， D)iS@ Zi@ 192b3 ， VastuSgch@ 30 ， 802a6.   

27)@ VastuSgtib@ PRg@ Hi@ 312b3 ， DBS@ Zi@ 272bl ・ VastuSgch@ 30 ， 839a29. 

28)@ V ． V ． Gokhale 。 Fragments@ from@ the@ AbLdharmasamuccaya@of@Asanga ， In     

Journal of the Royal A 目 atic Society of Great Britain and Ir 目 and, Bombay, 

1947, pp. 13-38; P. Pradhan, Abhidharma Samuccaya of ASa 血 ga, Santini, 

ketan, 1950; N. Tatia, Abhidharmasamuccaya-bh 恭 yam. Patna, 1976. 

2g) AS. P 版 No. 5550 ， D 版 N0. 4049, ASbh に は 2 種の Tib 訳があ るが， Skt. 

Ch. に対応する P 版 No. 5554. D 版 N0. 4053 を考察対象とする。 

30)@ L ， Schmithausen ， Zu@ Rahula@ Walpolas@ Obersetzung@ von@ Asangas@ Abhi ， 

dharmasamuccaya ． In:@ Wiener@ Zeitschrift@ fiir@ die@ Kunde@Sudasiens@XX ， 1976 ， 
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114, 13 げ ． 

31) AS (P) 83, l. AStib P 版 Li 123a8, D 版 Ri I04a2, ASch, 31, 687b22. こ 

れ以外でく 転依 ) の用語のみられるのは AStib P 版 118b3 (D 版 g9b6), 1l9a7 

(100a7) 。 121b3 (102b4) であ る。 

32) ASbh (T) l00 ， 22, ASbhtib P 版 Si 89b4, D 版 Li 72b2, ASbhch 31. 746a26. 

33) S. Ⅸ vi, Mahay 互 na.Salr 瓠 a 甲 k 計 a, EXpo5 色 de laDoctrineduGrandVehicule, 

Tome I, Paris l907; S. Bagchi 。 Mah 乙 yana.Sdtrala 且 k 計 a of Asa 五 ga, Darbhah- 

ga, 1970 ． その他部分校訂本も 出ている。 

34) 大正， N0. 1604. 

35) MSA (L) 24. 17, MSAbhtib P 版 Phi @56al. D 版 Phi 146b3 SAVbhtib P 

版 Mi g2b7. D 版 Mi 81a5. 

36) MSA (L) 35, 17f ‥ MSAbhtib P 版 Phi 164a6, D 版 Phi l54aI, MSAT P 版 

Bi 77b1 は ．， D 版 Bi 69a6 灯 ( 以下 IX-14 まで対応がないので 割愛 ), SAVbh ( 西蔵 ) 

1, 31. れ ． 

37) MSA (L) 35, 2l, MSAbhtib, P 版 Ph@ 164a6. D 版 Phi l54a2, SAVbh ( 西 

蔵 ) 1. 34, 8. 

38) MSA (L) 35, 23, MSAbhtib P 版 Phi 164a8. D 版 Phi 154a3. 

39) MSA (L) 36, 6, MSAbhtib P 版 Phi 164bl, D 版 Phi l54a5. 

40) MSA (L) 36, 9-10 ， MSAtib P 版 Phi 164b4 一 5. D 版 Phi l54a6-7, SAVbh 

( 西蔵 ) I, 38. 1 ; 40 。 9. 

41) MSA (L) 36, 1l, MSAbhlib P 版 Phi 164b6. D 版 154a7. 

42) MSA し ) 36 。 13, MSAbhtib P 版 Phi 164b5, D 版 Phi l54a7. 

43) MSA (L) 41. 3 ぽ ．， MSA/MSAbhtib P 版 Phi 168a2 ば ， D 版 Phi 157a4 ぽ ‥ 

MSAT P 版 Bi 79a4 ば ．， D 版 Phi 70b6 ぽ ．， SAVbh ( 西蔵 ) 1@, 80 ． 3 ぽ ． 

44) MSA (L) 42 。 2, MSA/MSAbhtib p 版 Phi 168b3 ぼ ‥ D 版 Phi 157b5. SA ャ ， bh 

( 西蔵 ) 11 。 89. 15. 

45) MSA (L) 45. 5, MSAbhtib P 版 Phi l70bl, D 版 Phi l59a6. 

46) MSA (L) 57. 29, MSAbht@b P 版 Phi 179b8, D 版 Phi 167b2, MSAT P 版 
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書
評
と
紹
介
 

大
村
英
昭
・
西
山
茂
 編
 

円
 現
代
人
の
宗
教
 ヒ
 

有
 斐
閣
、
一
九
八
八
年
一
五
 
0
0
 円
 

井
上
順
孝
 

現
代
の
宗
教
を
学
問
的
に
論
じ
る
と
い
う
行
為
は
、
そ
れ
だ
け
 で
か
 

り
の
冒
険
で
あ
る
。
変
動
の
最
中
に
あ
る
同
時
代
的
現
象
を
分
 析
 す
る
 

と
は
、
ど
の
研
究
領
域
に
お
い
て
も
、
そ
れ
な
り
の
困
難
さ
を
 抱
え
 こ
 

こ
と
に
な
ろ
 
う
 が
、
宗
教
研
究
の
場
合
、
ど
の
時
代
を
対
象
と
 し
て
も
 

価
値
観
と
か
、
歴
史
観
と
か
、
世
界
観
と
か
、
本
来
通
時
代
的
 に
 問
題
 

せ
ね
ば
な
ら
な
い
テ
ー
マ
が
つ
ぎ
ま
と
っ
て
く
る
か
ら
、
現
在
 表
面
化
 

て
い
る
現
象
に
だ
げ
目
を
奪
わ
れ
る
わ
げ
に
い
か
な
い
。
ま
た
 、
目
下
 

街
中
の
事
態
を
問
題
に
す
る
な
ら
、
ど
う
し
て
も
自
分
の
宗
教
 観
 を
意
 

化
す
る
作
業
が
必
要
に
な
る
。
「
メ
タ
現
代
人
」
と
し
て
振
る
 舞
え
な
 

こ
と
は
な
い
が
、
そ
れ
で
は
分
析
か
ら
現
実
味
が
薄
れ
て
い
く
。
 今
わ
 

わ
れ
を
と
り
ま
い
て
い
る
諸
々
の
価
値
観
に
ど
の
よ
う
な
 ス
タ
 
シ
 ス
を
 

る
か
を
 抜
 ぎ
に
し
て
、
現
代
宗
教
を
論
じ
て
も
味
気
な
い
で
あ
 ろ
 う
 。
 

「
現
代
人
の
宗
教
」
は
、
そ
う
し
た
研
究
の
困
難
さ
に
敢
え
て
 
挑
 戦
 

つ
つ
、
現
代
宗
教
を
論
じ
た
も
の
で
、
格
好
の
入
門
書
と
い
う
，
 

」
と
が
 

き
よ
う
。
と
り
わ
け
編
者
二
人
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
軽
快
で
あ
 る
が
、
 こ で   し と れい誠造 し に 、 む こ な 

の
こ
と
か
ら
示
さ
れ
る
よ
 う
 に
、
専
門
家
に
限
ら
ず
、
 

よ
 り
 広
 
い
 読
者
層
 

   
 

を
 想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
表
現
は
全
体
と
し
て
や
 わ
ら
か
で
 

印
  

 

あ
り
、
き
わ
め
て
読
み
や
す
い
。
最
初
に
構
成
を
紹
介
し
て
お
 @
0
 

 
 
 
 
 
 

第
一
章
「
現
代
人
と
宗
教
」
（
大
村
英
昭
）
 

第
二
章
「
現
代
都
市
の
民
俗
信
仰
」
（
老
木
負
）
 

第
三
章
「
現
代
人
の
宗
教
意
識
」
（
金
子
院
 

嗣
 ）
 

第
四
章
「
現
代
の
中
産
階
級
と
宗
教
」
（
 

島
薗
進
 ）
 

第
五
章
「
現
代
の
宗
教
運
動
」
（
西
山
茂
）
 

第
六
章
「
現
代
宗
教
の
ゆ
く
 ，
ぇ
 
」
（
西
山
茂
）
 

大
村
論
文
は
、
現
代
の
宗
教
状
況
へ
の
 氏
 な
り
の
分
析
の
「
 見
 本
ケ
 l
 

ス
 」
で
あ
る
。
「
た
し
な
み
の
宗
教
」
だ
と
か
、
宗
教
間
で
の
「
 下
請
 け
 」
 

現
象
だ
と
か
、
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
と
し
て
の
神
議
論
な
ど
、
発
想
と
 し
て
の
面
 

白
さ
が
並
ん
で
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
簡
単
な
解
説
に
と
ど
め
 ら
れ
て
い
 

る
の
で
、
詳
細
は
 
、
 氏
の
他
の
著
作
を
読
み
な
さ
い
と
い
う
こ
 と
で
あ
ろ
 

う
 。
現
代
宗
教
を
論
じ
る
の
は
面
白
い
、
と
い
う
こ
と
の
説
得
 に
 主
眼
が
 

置
か
れ
た
巻
頭
論
文
で
あ
る
。
 

孝
 本
論
文
は
、
「
日
本
人
の
宗
教
生
活
は
先
祖
祭
祀
と
現
世
 祈
 願
 0
2
 

つ
 に
よ
っ
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
」
と
の
前
提
に
立
っ
て
 、
そ
 れ
が
産
 

業
 化
、
都
市
化
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
変
容
を
示
し
つ
つ
あ
る
 か
を
論
じ
 

て
い
る
。
か
つ
て
の
共
同
体
が
崩
壊
す
る
一
方
で
、
新
た
な
 家
 郷
 と
し
て
 

の
 象
徴
性
は
都
市
に
は
希
薄
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 先
 祖
 祭
祀
 や
 

祭
は
 、
そ
れ
を
支
え
る
社
会
的
基
盤
が
崩
壊
し
つ
っ
あ
る
の
で
 、
部
分
的
 

に
 変
容
し
て
い
る
が
、
し
か
し
存
続
し
続
け
る
と
し
て
い
る
。
 先
祖
祭
祀
 

や
 祭
な
ど
の
変
容
の
諸
側
面
が
事
例
紹
介
さ
れ
た
上
で
、
こ
れ
 ら
が
変
容
 



書評と紹介 

  る 指に化 こシ みでのるるっ 日本 

間 「     
ム
ロ
が
多
い
こ
と
を
、
ア
メ
リ
カ
人
を
対
象
と
し
た
デ
ー
タ
に
 

よ
 っ
て
示
し
 

て
い
る
。
こ
う
し
た
議
論
が
煮
詰
ま
る
と
こ
ろ
、
結
局
現
代
人
 の
 宗
教
 意
 

識
 も
さ
ほ
ど
新
し
い
も
の
で
は
な
い
と
い
う
結
論
と
な
っ
て
 い
 る
 。
 

宗
教
意
識
の
研
究
の
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ
は
、
複
雑
な
人
間
の
土
弓
 

識
 を
ど
 

の
 程
度
抽
象
化
し
て
論
じ
ら
れ
る
か
で
あ
る
。
タ
タ
 リ
と
オ
カ
 
ゲ
 と
ま
と
 

め
ら
れ
る
と
、
な
る
ほ
ど
と
い
う
説
得
性
を
も
っ
が
、
あ
ま
り
 に
 概
括
的
 

な
 概
念
で
あ
る
の
で
、
社
会
変
動
に
対
応
し
て
観
察
さ
れ
る
 微
 妙
な
意
識
 

の
 変
化
は
こ
れ
で
は
抽
出
し
に
く
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 ま
 た
 同
じ
 オ
 

ヵ
ゲ
 意
識
で
も
、
個
人
的
利
益
の
み
に
終
始
す
る
も
の
と
、
 

多
 少
な
り
と
 

も
社
会
性
や
公
共
性
を
も
っ
も
の
と
を
区
分
す
る
方
が
、
意
識
 の
 変
化
は
 

追
い
や
す
く
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
 外
発
 的
、
内
発
 的
と
い
う
 

概
念
仁
し
て
も
、
両
者
の
相
互
作
用
性
と
い
う
面
を
見
落
と
し
 て
は
な
る
 

ま
い
。
「
病
気
治
し
は
 
石
 直
し
の
入
口
」
的
な
言
い
方
が
幕
末
 維
新
 期
の
 

新
宗
教
に
あ
る
 よ
う
 に
、
外
光
的
な
も
の
か
ら
出
発
し
て
も
 内
 発
 的
な
も
 

の
へ
 転
化
し
て
い
く
過
程
は
布
教
者
側
に
は
、
強
く
意
識
さ
れ
 て
い
た
こ
 

と
の
一
つ
で
も
あ
る
。
ま
た
稀
に
は
そ
の
逆
も
あ
り
う
る
 た
 ろ
 ぅ
 。
お
そ
 

ら
く
金
子
氏
は
、
こ
う
し
た
こ
と
は
承
知
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
 が
 、
宗
教
 

意
識
の
研
究
は
、
研
究
者
の
宗
教
理
解
の
次
元
を
も
っ
と
も
 如
 実
に
映
し
 

出
す
ゆ
え
に
、
困
難
さ
が
あ
る
の
で
あ
り
、
「
宗
教
の
社
会
心
 理
学
的
研
 

究
は
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
」
と
い
う
金
子
氏
の
指
摘
に
 は
 全
面
的
 

 
 

に
 同
意
す
る
。
 

 
 

島
薗
 論
文
は
 、
 
「
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
新
し
い
ジ
 

ン
ソ
マ
 」
と
 
い
，
っ
サ
色
 

フ
タ
イ
ト
ル
が
つ
い
て
い
る
が
、
現
代
ア
メ
リ
カ
の
プ
ロ
テ
ス
 タ
ン
ト
 教
 

㏄
 

 
 

会
の
動
向
の
紹
介
と
分
析
で
あ
る
。
フ
ロ
テ
ス
タ
 ソ
ト
 が
福
音
 派
 と
 り
ベ
 



ラ
ル
派
に
大
別
さ
れ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
上
で
、
 

島
 苗
氏
が
一
 
九
八
五
年
 

頃
 カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
調
査
し
た
三
つ
の
教
会
（
福
音
派
二
教
 茶
 茂
 
り
 べ
 

ラ
ル
派
 
一
 教
会
）
で
の
実
情
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
 比
 
校
 し
つ
 

つ
 、
現
代
中
産
階
級
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ジ
レ
ン
マ
と
い
う
鶴
吉
 @
 か
ら
 分
 

折
 が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
大
き
な
テ
ー
マ
で
言
え
ば
、
個
人
 レ
 ヘ
ル
に
お
 

け
る
、
信
仰
へ
の
知
的
懐
疑
と
い
う
問
題
と
、
教
会
レ
ベ
ル
に
 お
が
る
、
 

理
念
と
現
状
と
の
不
一
致
と
い
う
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
 る
 。
こ
の
 

問
題
を
解
決
し
ょ
う
と
す
る
い
ず
れ
の
教
会
も
、
不
十
分
な
対
 広
 し
か
な
 

し
 得
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
の
よ
 う
 で
あ
る
。
 

現
代
社
会
が
つ
き
つ
げ
る
問
題
の
根
本
的
な
解
決
は
 、
 個
々
の
 
教
ム
云
の
 

牧
師
や
信
者
が
対
応
で
き
る
範
囲
を
遥
か
に
越
え
て
い
る
の
は
 自
明
の
こ
 

と
 で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
な
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
が
 現
 代
 に
適
用
 

す
る
か
と
か
、
信
仰
共
同
体
の
現
代
社
会
に
お
け
る
意
味
と
い
 っ
た
 問
題
 

は
 、
現
代
社
会
が
教
会
に
つ
ぎ
つ
け
て
い
る
根
本
的
挑
戦
で
あ
 る
か
ら
、
 

少
な
く
と
も
教
団
全
体
で
の
対
応
に
お
い
て
論
じ
る
べ
 き
 事
柄
 の
よ
う
に
 

思
わ
れ
る
。
教
団
の
最
先
端
部
分
に
答
え
を
求
め
て
も
、
容
易
 に
は
解
決
 

の
 糸
口
が
み
つ
か
ら
な
 い
 も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
を
 個
 々

の
教
会
 

の
 実
情
に
お
い
て
論
究
し
て
も
、
い
ろ
い
ろ
模
索
し
て
い
る
が
、
 結
局
 有
 

効
 な
解
決
は
見
い
だ
さ
れ
ず
に
い
る
と
い
う
の
が
、
お
そ
ら
く
 ど
こ
で
も
 

導
 び
か
れ
る
結
論
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
現
実
に
ど
の
 よ
う
 な
形
で
の
 

悩
み
と
し
て
表
現
さ
れ
る
か
と
い
う
事
例
研
究
と
し
て
は
大
変
 有
益
で
あ
 

る
が
、
個
々
の
教
会
を
対
象
と
し
て
、
こ
の
 ょ
う
 な
問
題
を
ぶ
 
つ
け
る
こ
 

と
は
、
い
さ
さ
か
ミ
ス
マ
ッ
チ
気
味
の
印
象
を
受
け
る
の
だ
が
 、
ど
う
で
 

あ
ろ
う
か
。
 

最
後
の
一
一
つ
の
西
山
論
文
に
お
い
て
は
、
八
 

雲
 Ⅱ
 術
ノ
系
 新
古
木
 
教
 、
新
 

新
宗
教
、
小
さ
な
神
々
と
い
っ
た
概
念
 群
 が
一
つ
の
べ
 
ー
 ス
 に
 な
っ
て
 
、
穏
 

現
代
の
宗
教
と
く
に
新
宗
教
の
社
会
的
機
能
を
中
心
と
し
た
 分
 折
 が
試
み
 

め
 

 
 

ら
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
興
味
深
い
分
析
で
あ
る
が
 、
内
容
の
㏄
 

紹
介
は
や
め
て
、
上
記
の
概
念
 群
 に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
中
心
 に
や
や
 詳
 

し
く
言
及
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
概
念
は
同
氏
が
最
近
の
い
く
 っ
 か
の
論
文
 

に
お
い
て
再
三
使
用
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
評
者
は
こ
れ
 に
 分
析
 概
 

念
 と
し
て
の
不
十
分
さ
を
感
じ
る
点
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 

新
宗
教
と
い
う
概
念
は
、
あ
る
意
味
で
よ
う
や
く
学
術
的
に
定
 着
し
た
 

と
 言
え
る
。
民
衆
宗
教
、
新
興
宗
教
、
大
衆
宗
教
、
あ
る
い
は
 既
成
宗
教
 

の
 再
生
運
動
と
い
う
概
念
よ
り
も
、
新
宗
教
と
い
 5
 概
念
が
 包
 括
 的
で
あ
 

る
ゆ
え
、
さ
し
あ
た
っ
て
、
こ
の
概
念
を
近
代
の
あ
ら
た
な
 宗
 教
 運
動
の
 

潮
流
に
対
し
て
用
い
る
こ
と
は
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で
便
利
さ
が
 あ
っ
た
か
 

ら
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
か
な
り
包
括
的
な
概
念
で
 
あ
る
か
 

ら
 、
近
代
か
ら
現
代
に
至
る
宗
教
運
動
を
も
 う
 少
し
細
か
く
 分
 類
し
て
い
 

こ
う
と
す
る
際
に
は
、
そ
の
サ
ブ
カ
テ
ゴ
リ
ー
が
必
要
に
な
っ
 て
く
る
。
 

そ
の
意
味
で
、
西
山
氏
が
、
新
新
宗
教
等
の
概
念
を
提
起
す
る
，
 
」
と
の
 意
 

味
は
 大
き
い
と
言
え
る
。
そ
う
し
た
基
本
的
 点
 に
お
い
て
は
 
意
 義
 は
あ
る
 

が
 、
や
や
性
急
な
概
念
規
定
と
い
う
面
も
感
じ
ら
れ
る
。
 

結
論
か
ら
先
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
（
 霊
 Ⅱ
 術
ノ
系
 新
宗
教
と
 い
う
 概
 

念
は
一
定
の
適
用
性
を
も
ち
 ぅ
 る
が
、
新
新
宗
教
と
い
う
概
念
 は
 、
新
京
 

教
の
 サ
ブ
 ヵ
 テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
用
い
る
に
は
問
題
が
あ
り
、
 

小
 さ
な
神
々
 

と
 新
新
宗
教
と
の
区
別
に
は
、
概
念
規
定
上
、
や
や
す
っ
き
り
 し
な
い
面
 

が
 残
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 



ま
ず
、
 へ
震
 い
 術
 ）
 系
 新
宗
教
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
日
本
の
新
古
 
ホ
教
 の
 

特
質
を
い
く
 っ
か
 想
定
し
た
上
で
、
一
部
の
新
宗
教
に
は
、
 霊
 信
仰
、
 そ
 

し
て
そ
れ
を
呪
術
的
に
操
作
し
ょ
う
と
す
る
傾
向
が
強
 い
 こ
と
 
に
 着
眼
 

し
 、
こ
れ
ら
の
教
団
を
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
し
た
上
で
の
命
名
で
あ
 る
 。
こ
れ
 

が
 主
と
し
て
近
代
化
（
一
期
、
二
期
の
区
別
が
な
さ
れ
て
い
る
 ）
の
一
段
 

落
潮
に
あ
ら
わ
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
吟
味
が
 必
要
で
あ
 

ろ
 う
 が
、
こ
う
し
た
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
自
体
の
も
つ
意
味
は
大
き
  
 

次
に
、
新
新
宗
教
と
小
さ
い
神
々
で
あ
る
が
、
両
者
は
、
台
頭
 し
た
時
 

 
 

 
 

も
相
対
的
に
小
さ
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
評
者
に
は
、
そ
 う
 し
た
対
置
 

の
 仕
方
が
適
切
に
は
思
わ
れ
な
い
。
新
新
宗
教
は
、
旧
新
宗
教
 に
 対
比
さ
 

ね
 、
時
代
的
な
背
景
を
意
識
し
た
概
念
で
あ
る
。
つ
ま
り
社
会
 の
 変
化
に
 

応
じ
て
、
新
宗
教
も
そ
の
在
り
方
を
変
え
て
い
く
と
い
う
発
想
 が
 、
こ
の
 

概
念
の
も
と
に
あ
る
。
こ
の
社
会
時
代
的
変
化
と
の
対
応
を
念
 頭
に
お
い
 

た
 区
分
法
と
 、
 教
え
の
創
造
性
と
か
規
模
に
か
か
わ
る
区
分
法
 を
 絡
ま
せ
 

て
 論
じ
る
の
は
、
無
理
が
生
じ
る
よ
 う
 に
思
わ
れ
る
。
評
者
 は
 、
む
し
 

ろ
、
 小
さ
な
神
々
は
、
民
間
の
組
織
化
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
 い
な
い
よ
 

う
 な
集
団
か
ら
、
高
度
に
組
織
化
が
進
ん
だ
教
団
宗
教
に
至
る
 連
続
的
 推
 

移
の
中
で
用
い
る
の
が
適
切
な
概
念
な
と
う
に
思
わ
れ
る
。
 

分
 

つ
ま
り
、
民
間
の
霊
能
者
や
巫
者
な
ど
を
中
心
と
す
る
 小
さ
な
集
団
 

蠕
が
 、や
や
組
織
化
が
な
さ
れ
、
教
団
宗
教
へ
移
行
す
る
 過
 程
 
（
そ
の
ま
ま
 

翻
 

ほ
と
ど
ま
る
場
合
も
あ
る
が
）
が
 、
 小
さ
な
神
々
と
し
て
 捉
え
ら
れ
る
。
 

小
さ
な
神
々
と
い
う
現
象
は
 、
 別
に
豊
か
な
時
代
に
突
如
と
し
 て
あ
ら
れ
 

れ
た
現
象
で
は
な
い
。
こ
れ
が
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
よ
 う
 に
 な
っ
た
の
 

は
 、
朝
日
新
聞
が
現
代
宗
教
の
取
材
の
際
に
用
い
た
か
ら
で
あ
 る
 0
 ジ
ャ
 

一
 ナ
リ
ス
ト
が
、
こ
う
し
た
現
象
を
新
た
な
も
の
と
し
て
見
 聞
 違
っ
て
も
 

あ
ま
り
責
め
る
気
は
し
な
い
が
、
宗
教
社
会
学
的
な
観
点
か
ら
 す
れ
ば
、
 

近
代
を
通
じ
て
（
あ
る
い
は
近
世
に
お
い
て
さ
え
）
こ
う
し
た
 小
さ
な
 神
 

々
は
、
む
し
ろ
日
本
の
宗
教
の
重
要
な
構
成
要
因
で
あ
っ
た
こ
 と
を
考
え
 

る
な
ら
、
時
代
の
変
化
を
前
提
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
新
新
古
 
示
非
笘
 
と
い
 

う
 概
念
と
コ
ン
ビ
に
し
て
論
じ
る
の
は
、
適
切
で
は
な
い
の
で
 は
な
か
ろ
 

ぅ
か
 。
 

さ
ら
に
新
新
宗
教
 だ
 げ
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
れ
が
新
宗
教
を
 旧
新
京
 

教
 と
い
う
二
分
法
、
あ
る
い
は
旧
新
宗
教
、
新
宗
教
と
新
新
家
 教
 と
い
う
 

三
分
法
に
よ
っ
て
細
か
く
分
け
て
 い
 こ
 う
 と
す
る
中
に
用
 い
ら
 れ
る
限
り
 

に
お
い
て
は
、
基
本
的
に
は
こ
う
し
た
概
念
の
必
要
性
を
認
め
 た
い
。
 し
 

か
し
、
実
際
に
は
、
こ
の
概
念
は
ま
っ
た
く
混
乱
し
て
用
い
ら
 れ
て
ぃ
 

る
 。
最
近
 教
男
 が
伸
び
た
新
宗
教
な
ら
す
べ
て
新
新
宗
教
で
あ
 る
 、
と
い
 

う
ふ
う
に
理
解
（
誤
解
）
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
 は
 れ
 ろ
ん
 

西
山
氏
の
せ
い
で
は
な
く
、
新
し
い
概
念
を
き
ち
ん
と
し
た
 吟
 味
 を
せ
ず
 

に
 、
自
分
の
思
い
込
み
で
勝
手
に
使
っ
て
し
ま
う
そ
れ
ぞ
れ
の
 研
究
者
の
 

責
任
で
あ
る
。
だ
が
、
同
時
に
そ
う
い
う
ふ
 
う
 に
誤
解
さ
れ
 
や
す
い
面
 

が
 、
そ
も
そ
も
こ
の
言
葉
に
は
あ
っ
た
よ
 う
 に
思
わ
れ
る
。
 
つ
 ま
り
、
 旧
 

新
宗
教
な
り
そ
れ
以
前
の
新
宗
教
に
つ
い
て
の
細
か
な
気
配
り
 な
し
に
、
 

吟
 
   
 
 
 

新
新
宗
教
の
特
徴
化
を
棒
先
さ
せ
て
し
ま
っ
た
点
に
問
題
が
あ
 る
 。
 

も
し
、
新
宗
教
を
時
代
背
景
と
の
か
か
わ
り
、
あ
る
い
は
そ
の
 
 
 

ぎ
の
時
代
を
映
し
出
す
存
在
と
し
て
捉
え
る
な
ら
、
少
な
く
と
 も
 、
幕
末
 



維
新
期
か
ら
今
日
に
至
る
新
宗
教
全
般
に
わ
た
っ
て
、
そ
の
 細
 か
な
分
類
 

を
 試
み
る
こ
と
を
、
学
術
的
に
は
先
に
す
べ
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
 か
 。
そ
 う
 

し
た
意
味
あ
い
か
ら
、
た
と
え
ば
、
幕
末
維
新
期
か
ら
明
治
 平
 。
は
に
か
 
七
 

て
 発
展
期
を
迎
え
た
も
の
を
第
一
期
新
宗
教
、
明
治
末
か
ら
 昭
 前
前
期
に
 

か
け
て
発
展
期
を
迎
え
た
も
の
を
第
二
期
新
宗
教
、
終
戦
直
後
 か
ら
高
度
 

成
長
期
に
か
け
て
発
展
期
を
迎
え
た
も
の
を
第
三
期
新
宗
教
、
 そ
れ
以
後
 

発
展
期
を
迎
え
た
も
の
を
第
四
期
新
宗
教
、
と
い
っ
た
形
式
に
 よ
る
区
分
 

の
方
が
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
れ
な
 ら
 将
来
、
 

新
宗
教
が
さ
ら
に
展
開
を
し
て
い
っ
た
 場
 ム
ロ
の
時
期
区
分
に
も
 容
易
に
対
 

応
 で
き
る
し
、
ま
た
三
期
説
や
五
期
説
な
ど
、
い
く
 っ
 か
の
 説
 を
 併
置
さ
 

せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
の
相
違
が
浮
き
彫
り
に
で
 き
 る
 。
 

書
評
と
し
て
は
は
な
は
だ
ま
と
ま
り
が
悪
く
、
と
く
に
西
山
論
 丈
 に
関
 

す
る
部
分
は
、
書
評
の
域
を
越
え
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
 こ
 の
場
を
利
 

崩
 し
て
、
日
頃
疑
問
に
感
じ
て
い
た
点
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
 い
た
と
い
 

ぅ
 こ
と
を
告
白
し
て
お
く
。
ま
た
全
体
と
し
て
、
か
な
り
言
い
 た
い
放
題
 

に
 近
 い
 か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
本
書
が
刺
戟
的
な
書
で
 あ
る
と
い
 

ぅ
 こ
と
も
、
是
非
付
け
加
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
木
室
 
日
の
執
筆
 

陣
の
寛
容
な
精
神
を
前
提
と
し
て
書
き
連
ね
た
も
の
で
あ
る
の
 で
、
筆
の
 

走
り
過
ぎ
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
点
は
な
に
と
ぞ
 
御
容
 赦
 願
い
た
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0
 学
会
賞
委
員
会
 

日
時
平
成
元
年
九
月
一
四
日
（
木
）
       
時 

ム
 ま
 

報
 

0
 
円
宗
教
研
究
 L
 編
集
委
員
会
 

日
時
（
第
一
回
）
平
成
元
年
九
月
一
四
日
（
木
）
一
山
八
時
 

（
第
二
回
）
平
成
元
年
九
月
一
六
日
（
 土
 ）
一
二
時
 

場
所
独
協
大
学
 

出
席
者
井
上
順
孝
（
二
回
目
の
み
）
、
笠
井
正
弘
、
 島
薗
進
 Ⅹ
 J
 

ス
イ
ン
ゲ
 
ド
日
 
関
根
清
三
（
一
回
目
の
み
）
、
高
橋
 
渉
 

（
二
回
目
の
み
）
、
田
島
照
久
、
月
水
昭
男
（
一
回
目
の
み
Ⅰ
 

鶴
岡
 賀
雄
 、
林
 
淳
 
（
二
回
日
の
み
Ⅰ
星
野
英
紀
 

議
題
 

一
 、
円
宗
教
研
究
 ヒ
 第
六
三
巻
第
一
輔
（
二
八
 0
 号
 ）
刊
行
報
告
  
 

一
 、
円
宗
教
研
究
 ヒ
 第
六
三
巻
第
二
 輯
 
（
二
八
一
号
）
刊
行
予
定
 

報
 

上
口
 
っ
 

一
 、
「
宗
教
研
究
 ヒ
 第
六
三
巻
第
三
輔
（
二
八
二
号
）
、
同
第
六
四
 

巻
 

第
一
揖
（
二
八
四
号
）
編
集
方
針
。
 

一
 、
編
集
委
員
会
の
交
代
。
 

J
.
 

ス
イ
ン
ゲ
 

ド
｜
 氏
に
代
わ
り
 林
 
惇
氏
、
関
根
清
三
氏
に
 @
 
億
 

わ
り
宇
都
宮
輝
夫
氏
、
月
水
昭
男
氏
に
代
わ
り
渡
辺
和
子
氏
が
 、
 

そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
編
集
委
員
に
就
任
し
た
。
 

場
所
独
協
大
学
 

出
席
者
荒
木
美
智
雄
、
葛
西
夷
、
中
村
慶
治
郎
、
華
 
園
聴
 麿
 、
松
 

長
君
 慶
 、
 m
 水
調
 作
 

議
題
 

一
 、
審
査
の
結
果
、
渡
辺
和
子
氏
を
平
成
元
年
度
日
本
宗
教
学
 ん
 耳
賞
 

候
補
と
し
て
理
事
会
に
推
薦
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
 

一
 、
候
補
と
し
て
決
定
し
た
渡
辺
和
子
氏
の
業
績
及
び
推
薦
理
由
 @
 
ま
 

次
の
通
り
で
あ
る
。
 

氏
名
渡
辺
和
子
（
東
京
大
学
非
常
勤
講
師
）
 

業
績
 
釜
 有害
）
 ヨ
 の
む
 驚
 ・
 
ぺ
の
迂
年
 @
 
的
 
ロ
コ
帆
ぃ
 二
 %
 
二
 % 

監
  
 

づ
甘
 （
 
0
 コ
 （
 
0
-
 
的
の
 
ャ
 の
的
 
匹
 Ⅰ
 コ
 ㎎
下
の
 a
r
 
す
い
 
ヰ
ヰ
 
0
 コ
の
 
。
 ロ
の
 
㎎
 ゴ
 

ヰ
ド
 
由
の
へ
ン
ミ
ご
 
円
 
。
 昌
 Ⅰ
 臣
的
 
。
口
ロ
 の
 -
 
甘
 ef
 
（
 ひ
 
。
の
の
す
Ⅰ
 隼
宙
 
e
 Ⅱ
 

ア
 ミ
 
い
ロ
コ
モ
 の
「
 
-
p
m
.
 
め
の
 
q
-
@
 

コ
 ）
 
0
 の
㍉
 

（
論
文
）
「
 円
 エ
サ
ル
 ハ
 ド
ン
宗
主
権
条
約
し
再
考
」
ョ
本
 

教
 研
究
 卜
 二
七
三
号
、
一
九
八
七
年
 

推
薦
理
由
上
記
の
研
究
は
「
エ
サ
ル
 
ハ
 ド
ン
宗
主
権
条
約
 ヒ
 
し
 Ⅰ
 

呼
ば
れ
て
ぎ
た
一
連
の
ア
ッ
カ
ド
 語
 粘
土
版
テ
ク
ス
ト
を
 
整
 

理
 
・
編
集
し
、
従
来
の
研
究
の
不
備
と
誤
り
を
正
し
、
詳
細
な
 

註
を
付
し
て
独
語
訳
し
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
何
円
条
約
日
 

の
 意
義
を
論
じ
て
い
る
。
同
月
条
約
ヒ
 
は
 、
粘
土
版
発
見
後
 

二
九
五
九
年
）
 
、
ワ
 イ
ズ
マ
ン
に
よ
っ
て
公
刊
さ
れ
た
が
、
 

そ
 

   
 

れ
 以
来
、
 

コ
 ヒ
ッ
タ
イ
ト
宗
主
権
条
約
 目
 と
の
か
ら
み
で
ョ
下
 
 
 

主
権
条
約
 b
 
と
し
て
理
解
さ
れ
、
特
に
旧
約
聖
書
の
「
中
今
 

1
1
 

 
 

記
ヒ
 
な
ど
に
見
ら
れ
る
契
約
形
式
と
の
関
係
で
注
目
を
集
め
て
 



O
 新
入
ム
 九
台
貝
 
（
月
一
四
日
承
認
 分
 ）
 

上
岡
澄
子
福
井
県
立
短
期
大
学
助
教
授
Ⅶ
福
井
市
河
 
増
町
二
 

九
｜
五
｜
 ニ
ー
 二
 0
 七
 

小
川
恵
司
立
正
大
学
大
学
院
㎝
足
立
区
中
央
本
町
二
 
 
 

五
 
正
正
寺
内
 

金
信
 
昌
樹
大
谷
大
学
特
別
研
修
買
継
京
都
市
北
区
上
 
賀
茂
 松
 

本
町
七
六
コ
ー
プ
 づ
き
 。
 ニ
 ー
 B
 

木
村
敏
明
東
北
大
学
大
学
院
 

鱗
仙
 ム
コ
 
市
 青
葉
区
八
幡
 五
｜
五
 

来
た
。
渡
辺
氏
は
ま
ず
ア
ッ
カ
ド
語
で
 ア
ヂ
 
ー
（
 り
お
 ）
の
 意
 

義
を
明
ら
か
に
し
、
テ
ク
ス
ト
の
詳
細
な
分
析
に
よ
っ
て
 エ
 サ
 

ル
ハ
 ド
ン
文
書
は
宗
主
権
条
約
で
は
な
く
、
神
を
前
に
一
定
の
 

儀
礼
を
伴
っ
て
な
さ
れ
る
誓
約
文
書
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
 

し
た
。
こ
の
こ
と
は
同
文
書
が
「
宗
主
権
条
約
」
で
あ
り
、
 

更
 

に
 
「
古
代
ナ
リ
 ェ
ン
ト
 の
宗
主
権
条
約
」
は
政
治
的
で
あ
っ
て
 

宗
教
的
で
な
い
と
の
前
提
に
立
っ
た
従
来
の
旧
約
研
究
の
再
検
 

討
を
迫
る
も
の
で
そ
の
意
義
は
大
ぎ
く
、
国
際
的
に
も
評
価
さ
 

れ
て
い
る
 
"
 た
だ
、
望
む
べ
く
は
本
研
究
の
如
 き
 繊
密
な
資
料
 

の
 整
理
・
編
纂
だ
け
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
 

え
て
今
後
の
古
代
オ
リ
 ェ
ソ
ト
 宗
教
史
へ
の
方
向
付
け
な
更
に
 

明
確
に
さ
れ
る
 よ
う
 に
、
一
層
の
精
進
を
期
待
し
た
い
。
 

（
審
査
委
員
）
 

荒
木
美
智
雄
、
葛
西
夷
、
薗
田
 

稔
 、
中
村
 慶
 治
郎
、
華
 園
  
 

麿
 、
松
長
吉
慶
（
 長
 Ⅰ
山
本
試
作
 

(436) 112 

0
 第
四
八
回
学
術
大
会
開
催
 

日
本
宗
教
学
会
第
四
八
回
学
術
大
会
は
九
月
一
四
（
木
）
 

i
 
一
六
 日
 （
土
）
 

に
か
け
て
、
独
協
大
学
に
お
い
て
以
下
の
日
程
で
開
催
き
れ
 、
四
  
 

の
 参
加
者
、
二
五
 セ
 人
の
研
究
発
表
が
あ
っ
た
。
な
お
研
究
 
発
表
要
旨
 

は
 、
本
誌
次
号
（
大
会
紀
要
 号
 ）
に
掲
載
さ
れ
る
。
 

九
月
一
四
日
（
木
）
 

学
会
賞
選
考
委
員
会
一
二
時
 
｜
 
一
四
時
 

公
開
講
演
会
一
四
時
 ｜
 
一
六
時
 

吉
村
正
治
氏
（
独
協
医
科
大
学
教
授
）
 

「
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
に
見
る
人
間
の
問
題
」
 

「
宗
教
研
究
 ヒ
 編
集
委
員
会
一
六
時
 ｜
 一
七
時
 

理
事
会
一
六
時
三
 0
 分
｜
 
一
七
時
三
 0
 分
 

九
月
一
五
日
（
金
）
 

開
会
式
九
時
 ｜
 九
時
三
 0
 分
 

研
究
発
表
九
時
 コ
一
 

0
 分
｜
 一
二
時
一
 0
 分
 、
一
三
時
 ｜
 一
七
 晴
二
 

 
 

評
議
員
会
一
二
時
 ｜
一
 三
時
 

九
月
一
六
日
（
上
）
 

研
究
発
表
九
時
 ｜
 
一
二
時
、
一
三
時
 
｜
 一
六
時
二
 0
 分
 

評
議
員
選
考
委
員
会
一
二
時
 
｜
一
 三
時
三
 0
 分
 

円
宗
教
研
究
 ヒ
 編
集
委
員
会
一
二
時
 ｜
一
 三
時
 

総
会
・
閉
会
式
一
六
時
三
 
0
 分
｜
 
一
七
時
三
 0
 分
 

｜
一
 
@
 ハ
滝
 前
ア
パ
ー
ト
一
①
五
号
 



0
 理
事
会
 

日
時
平
成
元
年
九
月
一
四
日
（
木
）
一
六
時
半
 

場
所
独
協
大
学
中
央
 棟
 三
階
大
会
議
室
 

出
席
者
荒
木
美
智
雄
、
井
 門富
 二
夫
、
石
田
慶
和
、
上
田
 閑
 照
 、
 岡
 

日
直
情
、
海
辺
忠
治
、
葛
西
夷
、
 

補
 正
弘
、
建
徳
 風
 、
坂
本
 

弘
 、
桜
井
徳
太
郎
、
島
 薗
進
 、
鈴
木
康
治
、
田
中
英
三
、
田
 

九
徳
 善
 、
土
屋
 博
 、
寺
川
俊
昭
、
中
村
慶
治
郎
、
野
村
暢
 

清
 、
 華
園
聴
麿
 、
平
井
直
 房
 、
藤
井
正
雄
、
藤
田
富
雄
、
堀
 

越
 知
己
、
校
長
石
 慶
 、
松
本
 渡
 、
真
野
 龍
海
 、
宮
家
 准
 、
 山
 

折
 哲
雄
、
山
本
 誠
作
 、
脇
本
子
 也
 

議
題
 

一
 、
庶
務
報
告
 

島
薗
 常
務
理
事
よ
り
昭
和
六
三
年
度
の
庶
務
報
告
が
な
さ
れ
、
 

承
 

誌
 さ
れ
た
。
 

一
 、
会
計
報
告
 

島
薗
 常
務
理
事
よ
り
昭
和
六
三
年
度
の
収
支
決
算
報
告
と
平
盛
 万
 

年
度
の
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
承
認
さ
れ
た
。
（
別
記
参
照
）
 

一
 、
評
議
員
選
考
委
員
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
 

藤
井
正
雄
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
、
評
議
員
選
考
委
員
選
挙
の
 経
 

報
 

過
 な
ら
び
に
結
果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
 

一
 、
日
本
宗
教
学
会
賞
に
つ
い
て
 

会
 

松
 長
石
 慶
 選
考
委
員
長
よ
り
、
審
査
結
果
の
報
告
が
な
さ
れ
、
 

承
 

懇
親
会
一
八
時
 ｜
二
 0
 時
 

0
 評
議
員
会
 

日
時
平
成
元
年
九
月
一
五
日
（
金
）
午
後
十
二
時
 

場
所
独
協
大
学
中
央
 棟
 三
階
大
会
議
室
 

出
席
者
七
四
名
 

議
題
 

一
 、
庶
務
報
告
（
 島
薗
 常
務
理
事
）
 

一
 、
会
計
報
告
（
 島
薗
 常
務
理
事
）
 

一
 、
評
議
員
選
考
委
員
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
（
藤
井
選
挙
管
理
 委
の
 
 
 
 
 

貫
長
）
 

一
 、
日
本
宗
教
学
会
賞
ほ
つ
い
て
（
校
長
 
有
慶
 学
会
賞
選
考
委
   

長
 ）
 

誌
 さ
れ
た
。
（
別
記
参
照
）
 

一
 、
新
入
会
員
に
つ
い
て
 

別
記
四
名
が
入
会
を
承
認
さ
れ
た
。
 

一
 、
名
誉
会
員
に
つ
い
て
 

本
年
度
は
、
上
田
嘉
 成
 、
星
野
元
亀
の
 二
 氏
を
名
誉
会
員
に
推
 薦
 

す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
 

一
 、
次
年
度
学
術
大
会
開
催
地
 は
 つ
い
て
 

京
都
の
大
谷
大
学
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

一
 、
科
学
研
究
費
補
助
金
の
審
査
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
  
 

こ
れ
ま
で
第
一
次
審
査
委
員
を
さ
れ
て
い
た
松
本
渡
、
土
屋
 博
  
 

両
氏
の
任
期
終
了
に
と
も
な
い
、
宮
家
 準
 、
華
 園
聴
麿
 、
中
村
 廣
 

治
郎
、
薗
田
 稔
 の
 四
 氏
を
推
薦
し
た
。
 



O
 総
会
 

日
時
平
成
元
年
九
月
一
六
日
（
土
）
一
六
時
三
 
0
 分
 

場
所
独
協
大
学
三
棟
四
階
 
四
 0
 
一
号
室
 

出
席
者
大
会
参
加
者
は
四
八
四
名
、
定
足
数
一
六
一
名
、
出
 
席
 者
二
 

0
 四
名
、
よ
っ
て
総
会
は
成
立
し
た
。
 

議
題
 

一
 、
議
長
選
出
鈴
木
康
治
氏
を
選
出
 

一
 、
庶
務
報
告
（
 島
薗
 常
務
理
事
）
 

一
 、
会
計
報
告
（
島
蔵
常
務
理
事
）
 

一
 、
評
議
員
選
考
委
員
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
（
藤
井
正
雄
選
挙
 管
 

理
 委
員
長
）
 

一
 、
日
本
宗
教
学
会
 貫
は
 
つ
い
て
（
社
長
石
窟
学
会
賞
選
考
委
 員
 

長
 ）
 

校
長
吉
慶
学
会
賞
選
考
委
員
長
の
説
明
の
後
、
渡
辺
和
子
氏
に
  
 

す
る
第
二
四
回
日
本
宗
教
学
会
賞
の
授
与
が
会
長
に
 よ
 り
な
さ
  
 

-
@
 

Ⅰ
 
@
 
ハ
 。
 

一
 、
次
年
度
学
術
大
会
開
催
地
に
つ
い
て
 

京
都
の
大
谷
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

0
 日
本
宗
教
学
会
役
員
名
簿
（
一
九
八
九
年
一
二
月
現
在
）
 

入
会
長
 V 
 

田
丸
 

徳
善
 

八
 常
務
理
事
 V
 
 

荒
木
美
智
雄
安
斎
仲
井
 門
 富
 二
夫
 

一
 、
次
年
度
学
術
大
会
開
催
地
 は
 つ
い
て
（
田
丸
徳
育
会
長
）
 

石
田
慶
和
 

坂
井
信
 生
 

土
屋
 

博
 

平
井
直
 房
 

宮
家
 

準
 

八
 
理
事
 V 

荒
井
 

献
 

上
田
賢
治
 

大
挙
 

顕
 

小
野
泰
博
 

鎌
田
純
一
 

雲
井
 

昭
善
 

佐
々
木
 宏
幹
 

 
 田

中
英
三
 

中
島
秀
夫
 

西
村
高
 信
 

藤
吉
 
慈
海
 

松
皮
吉
慶
 

水
垣
 

柳
川
啓
一
 

幸
 

日
出
男
 

入
監
事
 V 

八
 評
議
員
 V
 

植
田
重
雄
江
島
忠
 教
 

桜
井
秀
雄
島
 薗
進
 

中
村
康
治
郎
長
谷
正
常
 

藤
井
正
雄
藤
田
富
雄
 

脇
本
子
 也
 

赤
池
憲
昭
恭
司
道
雄
 

池
田
昭
伊
藤
 
幹
治
 

上
田
 

閑
照
 

宇
野
光
雄
 

大
屋
憲
一
岡
田
重
 精
 

海
辺
忠
治
葛
西
夷
 

木
村
清
孝
 

楠
 

正
弘
 

小
山
雷
丸
後
藤
光
一
郎
 

鈴
木
康
治
芹
川
博
通
 

武
内
緒
免
田
島
信
之
 

玉
城
 康
 
四
郎
塚
本
啓
 
祥
 

中
野
 

幡
 
箆
中
村
職
蜂
 

野
村
暢
清
平
川
 
彰
 

甘
コ
づ
曲
コ
い
 
「
 
p
m
 （
堀
越
知
己
 

松
本
 

皓
 

一
松
本
渡
 

水
谷
幸
正
宮
田
元
 

山
折
哲
雄
山
形
孝
夫
 

渡
辺
 

宝
陽
 

三
枝
 

充
 
意
字
鳥
銃
 正 

青
山
立
秋
元
 
徹
 

安
藤
谷
正
彦
 

金
井
新
三
 

   
 

鈴
木
箆
入
 
皿
 

華
園
聴
麿
 
⑧
 
 
 

前
田
専
 学
 

阿
部
美
哉
 

伊
原
 
照
蓮
 

雲
藤
 

義
道
 

小
川
圭
 治
 

金
岡
秀
友
 

楠
山
春
樹
 

桜
井
徳
太
郎
 

薗
田
給
 

立
川
武
蔵
 

寺
川
俊
昭
 

奈
良
康
明
 

荘
田
安
達
 

前
田
恵
 学
 

真
野
 
龍
海
 

森
岡
清
美
 

ぬ
 水
調
 作 



会 報   谷原 不耕 
春香 泰 =- 一良正   

  

京 官   
既
達
 

池
田
末
利
 

伊
藤
 
唯
真
 

井
上
順
孝
 

瓜
生
 津
隆
真
 

大
村
英
昭
 

小
川
一
乗
 

勝
又
 

俊
教
 

川
村
水
子
 

久
我
先
 雲
 

小
池
良
之
 

古
賀
 
和
則
 

酒
井
 サ
ヤ
カ
 

佐
藤
 
祖
哲
 

島
本
清
 

菅
井
大
粟
 

関
一
敏
 

高
橋
弘
次
 

竹
沢
尚
一
郎
 

舘
無
 
道
 

田
村
晃
 祐
 

富
倉
光
雄
 

中
村
恭
子
 

西
山
茂
 

菅
沼
 

晃
 

薗
田
 

坦
 

高
橋
 

壮
 

武
田
武
 麿
 

田
辺
正
英
 

月
水
昭
男
 

中
祖
 

一
誠
 

中
村
元
 

橋
本
芳
契
 

    

 
 

が
 互
選
さ
れ
た
。
 

0
 
 

理
事
会
 

日
時
平
成
元
年
一
二
月
九
日
（
 土
 ）
午
後
一
時
半
 ? 
四
時
 

場
所
本
郷
会
館
会
議
室
 

出
席
者
荒
木
美
智
雄
、
江
島
忠
致
、
木
村
清
孝
、
楠
山
春
樹
 
、
小
山
 

田
丸
、
島
 薗
進
 、
鈴
木
箆
入
、
鈴
木
康
治
、
芹
川
博
通
、
田
 

九
徳
 善
 、
申
付
庸
治
郎
、
藤
井
正
雄
、
堀
越
知
己
、
山
形
 孝
 

夫
 、
脇
本
手
 也
 

   
 

議
題
 

 
  
 
 
 

一
 、
常
務
理
事
の
互
選
 

平
成
元
年
の
役
員
改
選
に
体
な
い
、
常
務
理
事
と
し
て
次
の
方
 々
 

5
 
1
 

早
坂
 

博
 

平
井
俊
 栄
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新
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記
十
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H
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国
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本
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宗
教
学
研
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員
長
で
あ
る
脇
本
手
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一
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者
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遣
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請
す
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が
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1988 年度 日本宗教学会 決算報告 

く 収入 ノ く支出 ノ 

会 費 11,369,316 合 誌 直接刊行 費 

賛助会費 1,060,000 合議発送 費 

会誌 売上金 104,800  編集諸費 

第 47 回大会参加費 I,124,000 第 47 回大会費用 

岸本・諸 声 ・石津 日本宗教学会賞賞金 

堀 ・ 増谷 基金利子 164,221  学会賞諸費 

預金利子 885  選挙関係費 

出版助成金 360,000 会 合 資 

前年度繰越金 66,468  通信連絡 費 

事務用品 費 

印 刷 費 

本 部 費 

関係学会費 

国有財産借料 

名簿作成準備 費 

次年度繰越金 

計 H4,?49,690 計 

1989 年度 日本宗教学会 予算案 

く 収入 ノ く 支出 ノ 

会 費 l1,500,000 食 誌 直接刊行 費 

賛助会費 940,000 食 誌 発送 費 

金諾売上金 70,000  編集諸費 

第 4S 日大会参加費 1,250,000 第 48 回大会費用 

岸本・諸 声 ・石津 日本宗教学会賞賞金 

堀 ・ 増谷 基金利子 l65,000  学会賞諸費 

預金利子 1,500  選挙関係費 

出版助成金 320,000 会 合 費 

前年度繰越金 2,409,915  通信連絡 費 

事務用品賞 

印 刷 費 

本 部 費 

関係学会費 

国有財産借料 

名簿作成費 

予備費 
計 16,656,415 一 " -- ヰ 十 
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The rendering of the terms "parivrtti" and "paravrtti" 

into the Tibeten language 

F-Iidenori S. SAKUMA. 

When dealing with translated texts one should always bear in mind 

that a translation can never be more than an interpretation of the 

original. While it is a commonplace that Chinese translations of Buddhist 

texts reflect the biases of the translators, it is not so commonly recognized 

that this, at least to a certain exent, also holds for the Tibetan transla- 

tions. This essay sets out to demonstrate this on the example of the 
various renderings given by the Tibetan translators for the terms 

"pari.Jvrt7' and "parFi.Jvrt". In this context the Srayaparivrtti-theory-a 

central concept of the YogacBra-school of MahByFinabuddhism-had to be 

dealt with in passing and I was, among other things, able to verify that 
Sthiramati does not only use the term "paradvrt" but also the term 

"paridvyt". It is hoped that some of the aspects considered can contribute 
towards futurous research on the akrayaparivrtti-theory. 



On the Realization of a Religious Teaching in a New Religion 

-A Case Study of Konko Daijin- 

Tatsuya YUMIYAMA 

ABSTRACT: Based on the words of Konko Daijin, the founder of 

Konkokyo, we will study the process through which a religious teac- 
hing is realized in a new religion. The religious teaching mentioned 

here is the joint product of the founder and the believers, a system- 

atic idea(faith) based on the experience of an individual-especially an 
experience in relation to Kami-that is believed and possessed jointly 

by those who listen, or by believers, through the medium of words. 
Looking at Konko Daijin's autobiography, we can see that he inter- 

nalizes the revelation by his ceaseless communication with Kami, and 

that an idea(faith) is formed by systematization of his experience up 
to that time, focusing on this revelation. For these words, which are 

supported by this idea, to be realized as a religious teaching, it was 
first necessary for Konko Daijin and the listeners of the words to 

possess them jointly with a special meaning. Next, it was necessary 

for the words to be transmitted thrcugh the toritsugi mediation and 
have an cntensity of time and space. Concurrently, such transmission 
of words had constant opportunities of being formed into a doctrine. 



The Biblical Spirit of Atonement and the Reality of Christ 

Noriyasu KIHARA 

This paper shows the reality of Christ according to the Bible. 

The reality of Christ consists of Godheead, absolute spirituality, and 
eternity. And this paper examines how the New English Bible (NEB) 

defines its attitude to the best of my ability. 

It may be given as a conclusion that the situation of the NEB does 

not always emphasize Christ as  the core but it often regards him as the 

archetype of human beings. And so it agrees to the dualistic cosmology. 

Its new standpoint is positively for both uniformity and syncretic 

mixture of all the religions. 

Its dogmatic situation is for the ecclesiastical authority. But NEB 

stands on naturalistic situation, having a negative tendency to super 

natural description of the Bible, especially to the miracle. Therefore, 

the figure of Jesus Christ written in NEB is too strong in heroic factor 

to show the holiness of Christ as the only mediator between God and 

man. 

It maintains an uncertain attitude toward the sense of redemption. 
The description of the encounter with the long awaited Christ is very 

simple without movement. The holiness of Christ as  The only begotten 
son is very ambigious in spite of his possibility of the Resurrection 
from the dead. 



The Construction and Thought of Chan-zong Yong-jia-ji 

Toshio KAZAMA 

ABSTRACT: The "Chan-zong Yong-jia-ji" is a difficult book to 

grasp its inner meaning, although it seems to be easy at first glance, 
and it has not been investigated sufficiently. In order to understand 
it precisely, we first of all compare its 4th chap. "kamatha-praise" 
with the 5th chap. "vipakyang-praise", and find out between them 
symmetrical relations both in form and content. Next we study the 

6th chap. "upek$i-praise" as the opposite of the preceeding two, and 

consider the meaning of its central idea "the maitri not connected 
with anyone, anything" in comparison with its original example in 

"Mo-he zhi-guan". Then we examine the relations between "Yong- 

jia-ji" and Niu-tou Fa-Rong's "Xin-ming" and "the dialogue of the 

King Bo-ling", which belong to San-lun school. After elucidating thus 
the main parts of the "Yong-jia-ji", we challenge, based on the result, 
the established theory that the "Yong-jia-ji" is the first work to unite 

Tiantai school and Chan school. We will show that the theory can 

not be maintained anymore from various points of view. Last our 
opinion is given: Yong-jia Xuan-jue, the author of the "Yong-jia-ji", 

started in Tian-tai school and finally left it, attaining unexpectedly a 
religious experience equal to the Southern Chan masters afterwards. 




